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は じ め に 

― 「探究力」と教師のちから ― 

                   校長 西牟田哲哉 
 

愛知教育大学附属高等学校研究紀要第４９号をここに刊行することがで

きました。日頃から本校に対してご支援・ご指導をいただき、心よりお礼申

し上げます。 

 本校では令和３年度「愛教大ＳＥＨプロジェクト」を始めました。Ｓ＝Ｓ

ｕｐｅｒ、Ｅ＝Ｅｄｕｃａｔｉｏｎ、Ｈ＝Ｈｉｇｈｓｃｈｏｏｌの略です。

「小中高特等の先生を目指す人、附属高校に集まれ！」と謳ったプロジェク

トです。そのカリキュラムの中核に「探究力」を据えました。 

ご存じの通り、「探究力」は新学習指導要領のキーワードとなっています。

この紀要では本校の「探究力」育成の取組を特集しました。特に、ＳＥＨプ

ロジェクトに合致した、“教員の卵”を目指す高校生に必要な「探究力」と

はどうあるべきか？具体的に展開されています。その適否を、読者と共に考

えていければ幸いです。 

来る令和４年度は、新学習指導要領高校実施の元年であり、かつ、本校５

０周年の年でもあります。本校の教育研究の総決算をするつもりで、１１月

９日周年行事式典当日の午後、研究シンポジウムを広く公開します。その基

盤となる研究が本紀要で示されることを、切に願っています。 
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㝃ᒓ高校のこれからの学ࡧ

̿本校が目指す㈨㉁・能ຊの育成に向けて̿

研究部  ᕝ℩ ⱥ幹

㸺キー࣡ーࢻ㸼 求められるຊ  ᥈究ຊ  ᥈究活動  ಶே➃ᮎ  高連携

�㸬ࡵࡌࡣ

 平成 �� 年࿌♧の高等学校学習指導要領解ㄝ 第１⠇ １ ᨵゞの⤒⦋ では、今のୡ⏺情ໃを㋃

まえた方㔪が♧されている。

これからの時௦を「ཝしいᣮᡓの時௦」とணし、社会のあり方は「ண ᅔ難」で「୍ே୍ேがᣢ続

ྍ能な社会の担いᡭ」となり、「新たな価値を生みฟしていくことがᮇᚅされる」と㏙る。このような

時௦において、学校教育は「子供たちが様々な変化に積極的に向き合い、他者と協働して課題を解決し

ていくことや、様々な情報を見極め、知識の概念的な理解を実現し、情報を再構成するなどして新たな

価値につなげていくこと、複雑な状況変化の中での目的を再構築することができるようにすること」が

要求される。

 このような状況ୗで、平成 �� 年（����）年 �� ᭶に、新しい時௦にࡩさわしい学習指導要領のあり

方について中ኸ教育ᑂ㆟会にㅎၥを行い、平成 ��（����）年 �� ᭶、「ᗂ⛶ᅬ、ᑠ学校、中学校、高等

学校ཬࡧ≉ูᨭ学校の学習指導要領等のᨵၿཬࡧ必要な方⟇等について（⟅⏦）」が♧された。ここ

では、「´よりよい学校教育を通じてよりよい社会をるµという目ᶆを学校と社会がඹ᭷し㸪連携・協

働しながら㸪新しい時௦に求められる㈨㉁・能ຊを子供たちに育む「社会に㛤かれた教育課⛬」の実

現を目指し㸪学習 � ᨵゞの⤒⦋ 第１❶ ⥲ㄝ � にあるように、「指導要領等が㸪学校㸪家ᗞ㸪地域

の関ಀ者がᖜᗈくඹ᭷し活用できる「学ࡧの地ᅗ」としてのᙺ割を果たす」ために、「ఱができるよう

になるか」「ఱを学ࡪか」「どのように学ࡪか」「子供୍ே୍ேのⓎ㐩をどのようにᨭするか」「ఱが

身についたか」「実するためにఱが必要か」の㸴点のᯟ⤌みのᨵၿと、「࢝リキࣗࣛム・マ࣓ࢪࢿン

。ているの実現を目指すことなどが求められると㏙「ࢺ

�㸬♫ฟ࡚ồࡿࢀࡽࡵຊࡣఱ

では、本校の生徒たちが、社会にฟて活㌍するためにはどのようなຊが必要なのかがẼになってくる。

そこで、今までどのようなຊを求められて᮶たのかをㄪてみた。

���� 年 内㛶ᗓ

 「社会を構成し運Ⴀするとともに、⮬立した୍ேのே間としてຊᙉく生きていくための⥲合的なຊ」

本校の生徒たちが、社会にฟて活㌍するためのຊを「ே生をษりᣅく᥈究ຊ」とᐃめ、「新たな価値

を㐀するຊ」「他をཷけධれ協働するຊ」「体的に学ࡧ続けるຊ」を身につけさせることを目指す。

また、そのඛの㐍㊰実現において、「地域と協働し㸪子どもを成㛗させられるᑠ中高≉などの教ㅍ」

「多様性を理解し㸪࿘ᅖと協働して地域社会で活㌍できるேᮦ」を目指す。そのためのࢥンテンツと

して「㝃高࣑ࢮ」「ಶே➃ᮎ」「高連携」を活用する。
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として、「ே間ຊ（知的能ຊ的要⣲、社会・ᑐே関ಀຊ的要⣲、⮬ᕫᢚไ的要⣲）」をᥦゝ。

���� 年 ཌ生ປ働┬

 「業が᥇用に当たって㔜視し、基♏的なものとしてẚ㍑的▷ᮇ間のカ練により向上ྍ能な能ຊ」と

して、「ᑵ⫋基♏ຊ（ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン能ຊ、⫋業ேព識、基♏学ຊ、ࢿࢪࣅスマࢼー、㈨᱁取ᚓ）」

としてᥦゝ。

���� 年 ⤒῭⏘業┬

 「⫋場や地域社会で多様なே々とをしていくために必要な基♏的な能ຊ」として、「社会ே基♏ຊ

（๓に㋃みฟすຊ、考えᢤくຊ、ࢳームで働くຊ）」をᥦゝ。

���� 年 ᩥ部科学┬

 「学ኈຊ（知識・理解、ỗ用的技能、ែ度・ᚿ向性、⥲合的な学習⤒㦂と㐀的ᛮ考ຊ）」をᥦゝ。

 ྛ┬ᗇが上記のような社会ேとしてのຊが必要であると㏙てきた。

 さらに、���� 年㸷᭶「ே生 ��� 年時௦構会㆟」が㛤ദされた。「ே生 ��� 年時௦」とは、ⱥᅜࣟン

。ンẶのⴭ᭩ࠗ/,)( 6+,)7࠘でᥦゝされたゝⴥであるࢺッࣛࢢ・ススクール教授のリンダࢿࢪࣅンࢻ

�� 年で࣓ーࢪしていたࣛࢥࣇースを ��� 年で見┤す必要をㄝいており、その中で、ேはᚑ᮶の「教

育をཷける」「をする」「ᘬ㏥してవ生を㐣ࡈす」のࣔࢹルはきく変化し、ಶேの状況において、

３つのステーࢪを行き᮶するように変化すると㏙ている。また、必要性がቑすものとして、「教育」「多

様な働き方」「↓ᙧ㈨⏘」であると㏙ている。

 また、⤒῭⏘業┬は ���� 年に、「ே生 ��� 年時௦」を㋃まえて、「ఱを学ࡪか」「どのように学ࡪか」

「どう活㌍するか」の新たな３つの視点をຍえている。

 社会ேに求められる様々なຊだが、ูすると「体的な行動ຊ」、「ࢳーム࣡ーク」、「㐀ຊ」とい

った内容になりそうである。

3㸬࡞࠺ࡼࡢࡇ௦ࠊ࡚࠸࠾ᮏᰯࡀ⏕ᚐ㌟࠸ࡓࡏࡉࡅຊࡣ

ඛにᘬ用したように、平成 �� 年࿌♧の高等学校学習指導要領解ㄝ 第１⠇ １ ᨵゞの⤒⦋にある

ように、学校教育において、「子供たちが様々な変化に積極的に向き合い㸪他者と協働して課題を解決し

ていくことや㸪様々な情報を見極め㸪知識の概念的な理解を実現し㸪情報を再構成するなどして新たな

価値につなげていくこと㸪複雑な状況変化の中での目的を再構築することができるようにすること」が

要求されるとある。㝃ᒓ高校では、この指導要領のᨵゞをཷけて㸪本校の生徒が「ఱを」「どのように」

学ࡧ㸪「ఱができるようになるか」を明♧できるよう検討を㔜ࡡてきた。そこで㸪本校での学ࡧをᶞに見

立てて㸪「㝃ᒓ高校 学ࡧのᶞ」とした（ᅗ㸯）。

その中で、࣓ンテーマとして「ே生をษりᣅく᥈究ຊ」というゝⴥが決ᐃ、それをල体的に目指す

ために、「新たな価値を㐀するຊ」「他をཷけධれ協働するຊ」「体的に学ࡧ続けるຊ」をୗに㓄⨨し

た。これらのຊを⥲合し、「ே生をษりᣅく᥈究ຊ」を身に付けるという関ಀ性においた。

㐍㊰実現の目指すඛとして、「地域と協働し㸪子どもを成㛗させられるᑠ中高≉などの教ㅍ」「多様性

を理解し㸪࿘ᅖと協働して地域社会で活㌍できるேᮦ」をᐃした。

4㸬ᚋྲྀࡢ⤌

 㝃高࣑ࢮ㸸᥈究活動の中ᚰ的な⨨付けとして設ᐃ。⥲合的な᥈究の時間を中ᚰに、⮬らの⯆にᛂ

じて᥈究活動を῝めていきます。

 ಶே➃ᮎ㸸௧㸲年度よりಶே➃ᮎとして L3DG を選ᢥ。㝃高࣑ࢮを中ᚰに、通ᖖの授業においても
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活用していくことをィ⏬している。また、様々なࢹーࢱを⮬ᕫ⟶理することで、⮬らが「ఱを」「どのよ

うに」学ࢇできたのか、「ఱができるようになったか」がわかるようになると考えられる。また、㹅㹇㹅

㸿スクール構のリーࣞࣇッࢺで㏙られているように「多様な子供たちをㄡ୍ே取りṧすことなく㸪

බṇにಶู᭱㐺化され㸪㈨㉁・能ຊがいっそう☜実に育成できる」⎔ቃᩚഛを目指す。

 高連携㸸㛗年にわたり高連携スクールというㅮᗙを行ってきた。高校と学教員が連携し㸪�� ㅮ

ᗙを準ഛし、生徒はそのㅮᗙをཷけて㸪学ࡧをポー࢛ࣇࢺリ࢜にするというものである。その他㸪１年

ḟには研究室ゼၥとして㸪学の研究室にఛい㸪研究するとはఱか㸪ᑐ㇟にどのようにࣟࣉーࢳする

のかを知る機会としている。ྛ 教科での学との連携も行われており㸪多くの行き᮶の機会もある。,&7
機ჾの活用もྵめ㸪ᙧは変化すれど㸪より῝い連携を目指していけるよう検討を㔜ࡡていきたい。

�㸬参考㈨ᩱཬࡧᘬ⏝㈨ᩱ

高等学校学習指導要領（平成 �� 年࿌♧）解ㄝ ⥲๎⦅

KWWSV���ZZZ�PH[W�JR�MS�FRQWHQW����������P[WBN\RLNX������������B��SGI 
「ே生 ��� 年時௦」を㋃まえた「社会ே基♏ຊ」の見┤しについて 平成 �� 年 �� ᭶ ⏘業ேᮦᨻ⟇室

KWWSV���ZZZ�PHWL�JR�MS�FRPPLWWHH�NHQN\XNDL�VDQVHL�MLQ]DLU\RNX�MLQ]DL]RXBZJ�SGI����B��B���SGI
ᩥ部科学┬（2020）「（リーࣞࣇッࢺ）㹅㹇㹅㸿スクール構の実現」

KWWSV���ZZZ�PH[W�JR�MS�FRQWHQW�20200�2��P[WBV\RWR01�00000�2�8B1�SGI

3
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᥈究活動の実と継続を目指した取り⤌み

̿㆟ㄽと実践の報࿌̿

第１学年 ᑠ⏣ཎ健୍ 㟷ᒣᫀ平

㸺キー࣡ーࢻ㸼 ᥈究活動 㝃高࣑ࢮ これからの㝃ᒓ高校を考える会（.).） 6'*V

�㸬ࡵࡌࡣ

ඖྕが平成から௧と変わった ���� 年、ᐃ員ᩘ ��� ྡから ��� のᖜ๐ῶという学校のきྡ

な変᭦点が⫋員に通㐩された。当時のἙ校㛗からこの知らせをึめてఏえられた場について、記᠈は

ⷧらいでいるが、記㘓を☜認すると㸴᭶中᪪の運Ⴀጤ員会およࡧ⫋員会㆟となっている。➹者（ᑠ⏣ཎ）

の⬻にきなᏳがよࡂった記᠈は今でもはっきりとṧっており、ᜍらく多くの⫋員もᏳだったと

ᛮわれる。しかし決ᐃ項にᏳをឤじているだけでは⤌⧊として๓に㐍ࢇでいくことはできないので、

クࣛスῶ後の学校のあり方、㨩ຊのᡴちฟし方を検討するため、クࣛスῶᑐᛂ࢙ࢪࣟࣉクࢳࢺームが⦅

成された。構成員はⓎ者の校㛗௨ୗ、教㢌、教ົ௵、生徒指導、校ົ௵（当時はᑠ⏣ཎ）、㐍

㊰指導の㸴ྡであった。

また新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスឤᰁᣑにకい、⣙３ࣨ᭶間のఇ校をవなくされたのが௧㸰年３᭶から

㸳᭶にかけてであるが、本校では㸲᭶中᪪から㸳᭶ୗ᪪にかけては⫋員もཎ๎としてᅾᏯົとなり、

ẖᮅの⫋員ᮅ♩のか、必要にᛂじた学年・教科・分ᤸなどのᡴち合わせを、=RRP を活用して実す

るようになった。このᅾᏯົᮇ間中に当時の㇂上教㢌から「これからの㝃ᒓ高校を考える会」（௨ୗ、

校内で使用している␎⛠「.).」の⾲記とする）のⓎ㊊についてのᥦならࡧに、今後の学校が目指す

ㄪᰝが実された。そしてఇ校ᮇ間が明け、学校での教育活動が再㛤されࢺーࢣンきጼについての

ていくなかで、教㢌、教ົ௵（ᅜㄒ科）、ⱥㄒ科௵、ᩘ学科௵、理科௵、社会科௵とཎ๎とし

て教科の௦⾲者が㞟まるᙧᘧで .). がⓎ㊊した。

今年度はᐃ員 ��� ྡの学年がධ学しており、ヱ当学年の第１学年だけでなく、第㸰・３学年とも連携

をᅗりながら᥈究活動の実と継続を目指した実践をᒎ㛤している。また㸲᭶より、校㛗、教㢌、教ົ

௵、研究௵、第１学年௵（ᑠ⏣ཎ）、第１学年⥲合的な᥈究の時間担当（㟷ᒣ）を構成員とする新

.). をⓎ㊊させ、⥲合的な᥈究の時間のあり方について検討し、７᭶からはより㛤かれた会とするた

め、ྛ学年の⥲合的な᥈究の時間担当およࡧ᭷ᚿ⫋員がཧຍするᙧᘧを᥇っている。

なお本報࿌のᇳ➹については、１㸬はじめに、㸰㸬（１）（㸰）㐣年度の㆟ㄽの㐣⛬、３㸬今年度の実

践１（ࠗ ୍生使える᥈究のࢥツ࠘の使用）をとしてᑠ⏣ཎが担当し、㸰㸬（３）今年度の㆟ㄽの㐣⛬、

㸲㸬今年度の実践㸰（6'*V ⥲選ᣲ学校⦅）をとして㟷ᒣが担当し、㸳㸬おわりにをඹ同で担当して

いる。

本校では௧ඖ（����）年度より、学校体で᥈究活動を᥎㐍していくために㆟ㄽを㔜ࡡてきた。

そのฟⓎ点は、生徒ᩘのᐃ員が ��� ྡから ��� とᖜにῶᑡすることが決まったなかで、学校ྡ

の新たな㨩ຊをᡴちฟす必要があったことにある。本報࿌は、今年度もྵめた３年間の㆟ㄽの㐣⛬と、

実㝿に生徒ᩘがῶった今年度第１学年の実践をまとめたものである。
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�㸬㆟ㄽࡢሗ࿌

ここでは、⣙３年間にΏる᥈究活動の実と継続を目指した㆟ㄽの㐣⛬をまとめる。

（�）௧ඖ年度の㆟ㄽの㐣⛬

 ᑡ子化にకいᅜ的にබ立高校での⤫ᗫ合やᐃ員๐ῶが㐍ࢇでいく中で、本校でもᐃ員ᩘの๐ῶにつ

いて、運Ⴀጤ員会や⫋員会㆟の㆟題になることこそなかったももの、⫋員間ではᩘ年๓からヰ題にのࡰ

っていた。ᐃ員ῶがいつかは᮶るとᐃしていた⫋員もᑡなくなかったはずだが、��� ྡから ��� ྡ

のᖜῶについては、ᐃእだったのではないだろうか。ᑡなくとも⚾ಶேは、このᐃ員ῶに༴機ឤを

ぬえた。

 このᐃ員๐ῶは、学校体の༴機なのかどうかはูとしてきな㌿点であることに┦違はない。こ

の㌿にᑐᛂすく当時のἙ校㛗のᥦでⓎ㊊したのがඛ㏙のクࣛスῶᑐᛂ࢙ࢪࣟࣉクࢳࢺーム（校

㛗、教㢌、教ົ௵、生徒指導、校ົ௵、㐍㊰指導の㸴ྡで構成）である。

 この࢙ࢪࣟࣉクࢳࢺームが᭱ึに㞟まった᪥については、ᡭඖの㈨ᩱに᪥付けの記㘓がṧっていない

のだが、記᠈では௧ඖ年の１０᭶㡭のはずである。㈨ᩱから☜認できることは、１１᭶㸰０᪥（Ỉ）

に校生徒と保ㆤ者をはじめ学校の内እに、௧３年度からのධ学ᐃ員ᩘのῶᑡについて࿘知する方㔪

をᅛめたこと、今後の検討課題として学校行の精選、分ᤸ業ົの検ド、部活動の見┤し（生徒指導部）、

クࣛス⦅成（教ົ部）などをあげたことである。

 㸰回目の会㆟は࿘知を⤊えた⩣᪥の１１᭶㸰１᪥（ᮌ）に行われたことが記㘓にṧっている。この᪥

の会㆟㈨ᩱはᡭඖにはないが、当時⚾がᡤᒓしていた校ົ部会の記㘓を☜認すると、㹎㹒㸿活動の規ᶍ

⦰ᑠやጤ員会の⤫ᗫ合を検討しており、ྛ分ᤸ業ົの検ドについて時間を割いたとᛮわれる。

 ３回目の会㆟は年が明けた１᭶３０᪥（ᮌ）に実され、ここで学校体の今後について㆟ㄽを῝め

た。この会㆟では本校が求める生徒ീとして現行の（１）本校をᚿᮃする理⏤が明☜であること、（㸰）

ᑗ᮶の㐍㊰目ᶆが明☜であり、学ຊ向上にດめること、（３）本校の校๎を㑂Ᏺし、規๎ṇしく生活でき

ることをᐃ員ῶ後も継続していく方㔪が♧された。また、学ຊについて学校教育法がᐃめる三要⣲（「知

識・技能」、「ᛮ考ຊ・判断ຊ・⾲現ຊ等」、「体的に学習に取り⤌むែ度」）の中で、本校として㔜点化・

≉Ⰽ化をしていくことの㠀についてព見がわされた。この時の㈨ᩱを☜認すると、本校はどちらか

とゝうと「知識・技能」の⋓ᚓを㔜視した教育活動を行ってきたが、「ᛮ考ຊ・判断ຊ・⾲現ຊ等」の育

成に㔜点化していく方㔪が、このẁ㝵でᑡしずつ見えጞめている。

 㸲回目の会㆟は㸰᭶１㸷᪥（Ỉ）に実された。この会㆟では現ᅾ（௧㸲年１᭶上᪪）も実に向

けた検討が続いている「㝃高࣑ࢮ」のᥦがึめてฟされている。ᥦされた㈨ᩱにはࠗ学年をまたい

だ「㝃高࣑ࢮ」を実践し、１年はᩥ理᥈究、㸰年から᥈究担当のもと᥈究活動。⥲合的な᥈究の時間の

みならず、ࢥンテスࢺのཧຍ、ࣞポーࢺ課題、බ㛤ㅮᗙの⤂介・ᘬ⋡、３年では᥎⸀㸿㹍か୍⯡選ᢤ

かの見極めの後、指導、᥎⸀ᩥなどの作成の担当࠘とある。この会㆟で、今後のࣟーࢻマッࣉを㐍㊰指

導部と教ົ部を中ᚰに作成し、௧㸰年度中にල体をᥦ♧するというィ⏬が立された。

 㸳回目の会㆟は３᭶１㸰᪥（ᮌ）に実され、これが࢙ࢪࣟࣉクࢳࢺームとして᭱後の会㆟になった。

今振り㏉ると、この時点で᪤に新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスឤᰁᣑのためఇ校ᮇ間にධっており、この１ࣨ

᭶後には⫋員もཎ๎ᅾᏯົとなるなど、᥈究活動の実に向けた㆟ㄽを㐍めるには難しい状況となっ

ていた。この会㆟では校㛗から「知識・技能の習ᚓにຍえ、᥈究的な活動を㔜視する」というᩥゝが目

ᶆとしてᥦ♧された。また、᥈究的な活動を᥎㐍する場として⥲合的な᥈究の時間を活用すること、教
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ົ部を中ᚰに立し、分ᤸཬࡧ⫋員が関わる学校体の（学年ࡈとではなく）取り⤌みとしていく

こと、これらのことを௧㸰年度の１年間をかけて㆟ㄽし、まとめていくことが☜認された。ྛ分ᤸか

ら᥈究活動のࢹがᥦされるなかで、⚾は校ົ部の立場からᾏእ研ಟの再㛤（ឤᰁ᮰の見

通しが立たない現ẁ㝵ではᅔ難な状況となっている）、地域社会に㛤かれた学校作りの᥎㐍をᥦした。

≉に後者についてはᐃ員 ��� ྡというᑠ規ᶍ校が学校としての㨩ຊや活ຊを⥔ᣢしていくためには、地

域との連携がḞかせないとᛮい、こだわりをᣢっていた。

 年度ᮎの運Ⴀጤ員会およࡧ⫋員会㆟でこれまでの࢙ࢪࣟࣉクࢳࢺームの検討項を報࿌した。㈨ᩱの

୍部ᢤ⢋は௨ୗのᩥである。

ࠗこの度のクࣛスῶにあたり、これまでのಶ々の取り⤌みを基┙としつつ、本校の教育活動を再構築

し、⥲合的な᥈究の時間を中ᚰにᤣえ、ྛ教科の教ᮦとᑐ↷させながら指導ィ⏬を立て、「体的・ᑐヰ

的で῝い学ࡧ」を実践し、本校学校教育の᰾とする。࠘

きな方㔪として、᥈究活動を実させるために⥲合的な᥈究の時間を活用すること、学年や担当者

。との取り⤌みではなく、学校体の継続的な取り⤌みとすることが♧されたࡈ

（�）௧㸰年度の㆟ㄽの㐣⛬

 年度当ึから⫋員がཎ๎ᅾᏯົとなる異の年度であったが、ᐃ員ᩘ๐ῶ๓の本校にとってษな

年度でもあった。᥈究活動の実化について検討する場として、ᅾᏯົᮇ間中に .). の構が当時

の㇂上教㢌よりⓎ⾲された。ఇ校ᮇ間が明けると教㢌、教ົ௵（ᅜㄒ科）、ⱥㄒ科௵、ᩘ学科௵、

理科௵、社会科௵から成る .). がⓎ㊊した。この会㆟に⚾はཧຍしてなかったので、ここでは教

ົ௵や教科௵に☜認した項や⫋員体に࿘知された項を報࿌する。

 ྛ回の会㆟は࣓ࣞࢪにἢうようなᙧᘧではなく、ཧຍ者がྛ々のࢹをฟし合うようなᙧᘧで行

われており、᭩きṧされた࣓ࣔなどをཧ↷させてもらった。７᭶１７᪥（㔠）の会㆟では、活動内容と

して 6'*V、㔠⼥教育、ᶒ者教育、⤫ィ・ࢹーࢱ分析、ᅜ㝿ὶ、ⱥㄒⓎ⾲などがᥦされ、活動方

法として業や学との連携のあり方が検討されている。また、ឡ知教育学の㝃ᒓ学校として、学

との連携を῝めるに␃まらず、教育者を育てる活動についても検討されている。

 １０᭶１㸴᪥（㔠）の会㆟では、教科の取り⤌みとの連携、ಟ学᪑行を中ᚰとした学校行との連携、

活動と࣑ࢮ 6'*V と関連性などについて検討されている。

 この⛅には .). の࣓ンࣂーの多くがおⲔのỈ学㝃ᒓ高等学校を視ᐹにゼれているが、この報࿌が

１㸰᭶１７᪥（ᮌ）の⫋員会㆟で通知されいている。おⲔのỈでの実践をཧ考に学教員によるㅮ

⩏実、研究テーマを領域に分けること（本校は㸶つをணᐃ）、እ部ࢥンテスࢺの積極的なᛂເ、研究

テーマについて教えすࡂない方㔪などが「㝃高࣑ࢮ」の目指すᙧとして♧された。

 この後、.). の会㆟が㛤かれた᪥⛬は☜認できないのだが、㸰᭶１㸳᪥（᭶）の運Ⴀጤ員会で再度、

.). からの報࿌があった。ここでは本校が目指す生徒ീとして（１）社会のためにᙺ立てる、リーダー

として活㌍できる「あたたかい」生徒、（㸰）⮬ら学ࡧ、⮬ら考えるຊをᣢった「たくましい」生徒、（３）

ᐶ容なᚰ、多様性を理解できる「おおらなかな」生徒がᥦされ（「 」の部分は本校がᥖげる教育目

ᶆ）、そのためにྛ学年で育成するຊ、ྛ学年のࣛࢢࣟࣉムが♧された。その୍方で、ᐃ員 ��� ྡと

なる学年のධ学を目๓に᥍え、もっとල体的にワめるẁ㝵ではないのかとの声があがり、３᭶１㸴᪥（ⅆ）

にᣑ .). として、ᚑ᮶࣓ンࣂーにຍえ᭷ᚿ⫋員がཧຍする会㆟が㛤ദされた。この会㆟には⚾もཧ

ຍし、地域との連携や 6'*V を㔜視することなどを㏙た記᠈がある。この後、௧３年度の第 � 学年

を担当し、᥈究活動の実と継続を目指した実践をしていくこととなった。
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（�）今年度の㆟ㄽの㐣⛬

今年度は๓年度までの .). 会㆟に௦わって新 .). がⓎ㊊し、ẖ᭶᭱ప１回の会㆟を実してきた。

第 � 回目までは、校㛗、教㢌、教ົ௵、研究௵、第 � 学年௵（ᑠ⏣ཎ）、第 � 学年⥲合的な᥈究

の時間担当（㟷ᒣ）の㸴ྡでの会㆟が行われ、第７回目からはཧຍ者が第 � 学年と第 � 学年の௦⾲教員

と᭷ᚿの教員にᣑした。この中で㆟ㄽされてきた内容や様子は௨ୗの通りである。

�）�� 回生の⥲合的な᥈究の時間のィ⏬と目ᶆの設ᐃ

 㸲᭶の会㆟で �� 回生の௧３年度１年ḟの年間ィ⏬と３࢝年のィ⏬の検討が実された。௧３年

度の⥲合的な᥈究の時間のᰕとなる活動はࠗ ୍生使える᥈究のࢥツ による᥈ࢺのテキス（࢝ࣀࣔࢺ࠘）

究活動の基♏を学ࡪことと、「6'*V ⥲選ᣲ㹼学校⦅㹼」の実である。また、㸰年ḟ௨㝆では、「㝃高

が「࣑ࢮ � つのᰕとなることが決まり、᥈究活動を中ᚰとしたィ⏬の作成が㐍ࢇだ。そして、᭱も㔜点

を⨨いて㆟ㄽされた内容が、３年間を通して目指すき生徒ീと育みたいຊの検討であった。本校の教

育目ᶆをཧ考に、育てたい生徒ീを「⮬分をษにし、࿘ᅖに関ᚰをᣢち、ᣢ続ྍ能な地域やᅜ㝿社会

作りに㈉⊩するពḧをᣢった生徒」とし、育くみたいຊとして「課題Ⓨ見能ຊ」、「協ㄪ性」、「⾲現ຊ」

の３つを設ᐃした。そして、これらをもとに３年間を通したルーブリックを作成して、⥲合的な᥈究の

時間のᰕを設ᐃした。

�）ឡ教 6(+（6XSHU (GXFDWLRQ +LJK 6FKRRO）࢙ࢪࣟࣉクࢺのⓎ㊊

本校の学ࡧを明☜にし、㨩ຊを作りฟすためにឡ教 6(+（6XSHU (GXFDWLRQ +LJK 6FKRRO）ࢪࣟࣉ

ンテーマとして本校の教育は「᥈究ຊの育成」を࣓ࢺク࢙ࢪࣟࣉが校㛗からᥦၐされた。このࢺク࢙

活動をᒎ㛤することが決まり、「ே生をษりᣅく᥈究ຊ」として「体的に学ࡧ続けるຊ」、「他をཷけධ

れ協働するຊ」、「新たな価値観を㐀するຊ」の３つのຊを育むことを目ᶆとすることになった。そし

て、᭱⤊的に目指す生徒ീとして、「地域と協働し、子どもを成㛗させられるᑠ中高≉などの教ㅍ」と

「多様性を理解し、࿘ᅖと協働して地域社会で活㌍できるேᮦ」の㸰つが設ᐃされた。こうして、ࢪࣟࣉ

を㐩成するために、⥲合的な᥈究の時間のより୍ᒙの実をࢺク࢙ࢪࣟࣉの概要が決まり、このࢺク࢙

目指して㆟ㄽが行われていった。

�）「㝃高࣑ࢮ」について

௧ඖ年度の㆟ㄽの中でⓏ場した「㝃高࣑ࢮ」を⥲合的な᥈究の時間のᰕとするための㆟ㄽが行われ

た。௧㸰年度までの㆟ㄽでは、「ᑡேᩘの࣑ࢮᙧᘧによる᥈究活動」と「㸰、３年生合同実」が「㝃

高࣑ࢮ」の基本㊰⥺として決まっていた。今年度の㆟ㄽでは、この「㝃高࣑ࢮ」を３࢝年ィ⏬の中に┒

り㎸むことと、よりල体的なᙧにすることが┤㏆の課題であった。３࢝年ィ⏬の⨨࡙けとしては、㸰

年ḟの後ᮇから３年ḟまで継続して実することが決ᐃし、㸰年ḟの࣑ࢮがጞまるところで３年生と合

同で行う時間を☜保して、学年間の連携を実することとした。そして、୍␒難⯟している㆟ㄽは、㸶

つの࣑ࢮをどのように設ᐃするかである。本校は高連携スクールというឡ知教育学と連携した教育

活動が行われている。この高連携スクールで㛤ㅮされているㅮᗙをඖに㸶つの࣑ࢮを設ᐃし、そこか

ら検討していった。その⤖果、「こどもとⓎ㐩」、「ゝㄒ・ᅜ㝿」、「生・⎔ቃ」、「࢙ࢪンダー・ேᶒ・⚟

♴」、「ᘓ築・機Ე・ᕤ学」、「ᩘ理情報」、「法・⤒῭・ᨻ」、「ᩥ化・ⱁ⾡」の㸶つの࣑ࢮが設ᐃされた。

しかし、ឡ知教育学との連携を検討していく中で、この㸶つの࣑ࢮでは実が難しいྍ能性がᾋ上し

たため、㸶つの࣑ࢮの再⦅が行われている。

�）᥈究活動を実させるための高連携について

 ここまで⥲合的な᥈究の時間について㆟ㄽしてきたが、᭱も᰿本的な目的は、「本校の教育活動の᰾
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として᥈究活動を実させ、㨩ຊある㝃ᒓ高校にすること」である。そのための � つに「㝃高࣑ࢮ」が

あるわけだが、この「㝃高࣑ࢮ」の㆟ㄽの中で「高の連携をᙉめることで᥈究活動を実させること

ができないのか㸽」という㆟ㄽが新たにⓏ場した。そのため、「㝃高࣑ࢮ」を中ᚰに、本校の᥈究活動に

学の協ຊをᚓる方法や内容の検討が行われている。

についてࢺン࣓ࢪࢿリキࣗࣛム・マ࢝（�

 ⥲合的な᥈究の時間に実する活動が中ᚰの㆟題であったが、そこから࢝リキࣗࣛム・マ࣓ࢪࢿンࢺ

の㆟ㄽがᾋ上した。本校は㐌１時間で⥲合的な᥈究の時間を実しているが、その時間だけでは᥈究活

動で必要な知識や技能をて⥙⨶することはྍ能である。そのため、ྛ教科で᥈究活動と連携できる

知識や技能などの学ࡧをὙいฟして࢝リキࣗࣛム・マ࣓ࢪࢿンࢺを構築し、᥈究活動とྛ教科の連携を

ᙉ化することを目指すことがඹ᭷された。

�� ᭶１᪥には現⫋研ಟとして教員でឡ知ῄᚨ学教授ຍ⸨ᬛඛ生のㅮ₇をཷㅮした。⤂介

として࢝リキࣗࣛム・ࢨࢹンを実している高校の実践を学࢝、ࡧリキࣗࣛム・マ࣓ࢪࢿンࢺの࣓

ーࢪᅗの � つをᚓることができた。本校の࢝リキࣗࣛム・ࢨࢹンの㆟ㄽが㐍行中である。

㸱㸬ᖺᗘࡢᐇ㊶㸯㸦ࠗ ୍⏕ࡿ࠼᥈✲ࡢ࠘ࢶࢥࡢ⏝㸧

（�）実践に向けた準ഛ

 ௧３年の㸲᭶、��� ྡのᑡேᩘ⦅成となった学年がධ学し、いよいよ実践のẁ㝵にධった。なお、

クࣛス⦅成については、ᐃ員ῶがⓎ⾲された時点では㸲０ே⦅成の３クࣛスがᐃされていたが、௧

㸰年度中の学ഃとの΅により３０ே⦅成の㸲クࣛスが認められ、᥈究活動を㐍めやすいᑡேᩘクࣛ

スでスࢱーࢺすることがྍ能となった。㐣ཤ㸰年間の㆟ㄽをཧ↷に㸲᭶㸰᪥の学年会、上᪪の新 .).
会㆟でᥦした㈨ᩱのᢤ⢋が௨ୗのᅗ１である。

ᅗ䠍㻌 ㆟㈨ᩱ䜘䜚ᢤ⢋㻌
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この他に㸰年後༙からの「㝃高࣑ࢮ」をྵめた３年間の活動ணᐃを♧し、この後、㟷ᒣ教ㅍがこれを

ඖにルーブリックを作成している。なお、３年間の活動ணᐃについては今年度分もྵめてᚤㄪᩚをຍえ

ながら動いている。

（㸰）᥈究活動の㛤ጞ

 本校は⥲合的な᥈究の時間を㍈に᥈究活動を実させ、継続させることを目指してきた。そのスࢱー

の年度となり、まずはྛクࣛスの担௵・担௵の目⥺合わせをし、学年が୍つになって動く必要があࢺ

った。そこで、⤫୍したテキスࢺの使用を検討し、᭱⤊的には教員用のᡭᘬき᭩、授業用のスࣛࢻが

実していたࠗ ୍生使える᥈究のࢥツ 実践のᡭᘬき㹼導ධ⦅㹼（࠘⚄ཎὒ子ⴭ （ᰴ）࢝ࣀࣔࢺⓎ行）

を使用することとした。テキスࢺは㸳０分授業１０㹼１㸴回⛬度で構成され、当ึスࣛࢻは᭱ึの３

回分とされていたが、

᭱⤊的には回のス

がᥦ供されてࢻࣛ

いに活用すること

ができた。また、生徒

の現状に合わせて実

してくため、⊂⮬で

ẖ回の授業の㐍行ண

ᐃ⾲をᥦ♧した。ḟの

ᅗ㸰は第１学年の年

間ィ⏬⾲、ᅗ３は第㸲

回目の授業㐍行ணᐃ、

ᅗ㸲・㸳は活動中の生

徒の様子である。

ᅇᩘ ᭶᪥ ᭙᪥ 㡯┠ ᅇᩘ ᭶᪥ ᭙᪥ 㡯┠

㻠᭶㻤᪥ ᮌ 㻴㻾ᙺဨ㑅ฟ 㻝 㻠᭶㻝㻡᪥ ᮌ 䜸䝸䜶䞁䝔䞊䝅䝵䞁䠍

㻠᭶㻝㻞᪥ ᭶ ᰯ㞟䠍䞉๓ᮇ㛗㑅ᣲ 㻞 㻠᭶㻞㻞᪥ ᮌ 䜸䝸䜶䞁䝔䞊䝅䝵䞁䠎

㻠᭶㻝㻥᪥ ᭶ ᰯ㞟䠎䞉ᙺဨᢎㄆ 㻠᭶㻞㻥᪥ ᮌ 䛾᪥

㻠᭶㻞㻢᪥ ᭶ Ꮫᩓ⟇ 㻟 㻡᭶㻢᪥ ᮌ ୍⏕䛘䜛᥈✲䛾䝁䝒䠍

㻡᭶㻟᪥ ᭶ ᠇ἲグᛕ᪥ 㻠 㻡᭶㻝㻟᪥ ᮌ ୍⏕䛘䜛᥈✲䛾䝁䝒䠎

㻡᭶㻝㻜᪥ ᭶ 䜽䝷䝇䝬䝑䝏䝏䞊䝮Ỵ䜑䞉㌟䛰䛧䛺䜏䠎 㻡᭶㻞㻜᪥ ᮌ ୰㛫⪃ᰝ

㻡᭶㻝㻣᪥ ᭶ ⤖ᅋᘧ 㻡 㻡᭶㻞㻣᪥ ᮌ ୍⏕䛘䜛᥈✲䛾䝁䝒䠏

㻡᭶㻞㻡᪥ ⅆ ⪃ᰝ᭱⤊᪥䠄Ꮫ⩦䝬䝑䝥ື⏬䚸ክ䝘䝡䝷䜲䝤䠅 㻢 㻢᭶㻟᪥ ᮌ ◊✲ᐊゼၥ䠄㧗㐃ᦠ䝊䝭䠅䠍ཧຍ

㻡᭶㻟㻝᪥ ᭶ 㢮ᆺ㑅ᢥ䛻䛴䛔䛶 㻣 㻢᭶㻝㻜᪥ ᮌ ◊✲ᐊゼၥ䠄㧗㐃ᦠ䝊䝭䠅䠎ሗ࿌

㻢᭶㻣᪥ ᭶ ☐ᾏ㔝⚍ᙺศᢸỴ䜑䠆ᖺィ⏬䛛䜙ኚ᭦ 㻤 㻢᭶㻝㻣᪥ ᮌ ୍⏕䛘䜛᥈✲䛾䝁䝒䠐

㻢᭶㻝㻠᪥ ᭶ ᰯ㞟䠏䞉㌟䛰䛧䛺䜏䠏䠆ᖺ㛫䛛䜙ኚ᭦ 㻥 㻢᭶㻞㻠᪥ ᮌ ᭹䛾ຊ䝥䝻䝆䜵䜽䝖ㅮ₇䚷

㻢᭶㻞㻝᪥ ᭶ 㻣᭶㻝᪥ ᮌ ᮇᮎ⪃ᰝ

㻢᭶㻞㻤᪥ ᭶ ᮇᮎ⪃ᰝ 㻝㻜 㻣᭶㻤᪥ ᮌ ᭹䛾ຊ䝥䝻䝆䜵䜽䝖䞉᥈✲άື䛸⤡䜑䛶

㻣᭶㻡᪥ ᭶ య⫱⚍㑅ᡭỴ䜑 㻝㻝 㻣᭶㻝㻡᪥ ᮌ 䠍䞉䠎䝁䝒䠑㻛䠏䞉䠐⤌䝇䝖䝺䝇ㅮᗙ

㻣᭶㻝㻞᪥ ᭶ 䠍䞉䠎⤌䝇䝖䝺䝇ᑐ⟇ㅮᗙ㻛䠏䞉䠐⤌䝁䝒䠑

㻣᭶㻝㻥᪥ ᭶ ▷⦰ᮇ㛫䚷䠨䠰䛺䛧

㻣᭶㻞㻝᪥ Ỉ ⤊ᴗᘧ

ኟᏘఇᬤ ኟᏘఇᬤ

㻥᭶㻝᪥ Ỉ ጞᴗᘧ䚷

㻥᭶㻢᪥ ᭶ ᙺဨᡴ䛱ྜ䜟䛫 㻥᭶㻞᪥ ᮌ 㐍㊰㻸㼀䠄㢮ᆺ䚸⌮♫㑅ᢥ䛾䜺䜲䝎䞁䝇䠅

㻥᭶㻝㻟᪥ ᭶ య⫱⚍ண⾜ 㻥᭶㻥᪥ ᮌ 㐍㊰㻸㼀䠄㢮ᆺ䛻䛴䛔䛶⪃䛘䜛䠅

㻥᭶㻞㻜᪥ ᭶ ᩗ⪁䛾᪥ 㻥᭶㻝㻢᪥ ᮌ ☐ᾏ㔝⚍

㻝㻞㻚㻝㻟 㻥᭶㻞㻣᪥ ᭶ Ꮫฟ๓ㅮ⩏䠄⥲ྜ䠅䠒䞉䠓㝈㐃⥆ 㻥᭶㻞㻟᪥ ᮌ ⛅ศ䛾᪥

㻝㻜᭶㻠᪥ ᭶ 㻴㻾ᙺဨ㑅ฟ 㻝㻠 㻥᭶㻟㻜᪥ ᮌ ୍⏕䛘䜛᥈✲䛾䝁䝒䠒

㻝㻜᭶㻝㻝᪥ ᭶ ᰯ㞟䠐䚷㛗㑅ᣲ 㻝㻡 㻝㻜᭶㻝㻠᪥ ᮌ ୍⏕䛘䜛᥈✲䛾䝁䝒䠓

㻝㻜᭶㻝㻤᪥ ᭶ ᐙᗞᏛ⩦᪥ 㻝㻢 㻝㻜᭶㻞㻝᪥ ᮌ ୍⏕䛘䜛᥈✲䛾䝁䝒䠔

㻝㻣 㻝㻜᭶㻞㻡᪥ ᭶ ୍⏕䛘䜛᥈✲䛾䝁䝒䠕 㻝㻤 㻝㻜᭶㻞㻤᪥ ᮌ ୍⏕䛘䜛᥈✲䛾䝁䝒䠍䠌

㻝㻥 㻝㻝᭶㻝᪥ ᭶ ୍⏕䛘䜛᥈✲䛾䝁䝒䠍䠍 㻞㻜䞉䠎䠍 㻝㻝᭶㻠᪥ ᮌ ୍⏕䛘䜛᥈✲䛾䝁䝒䠍䠎䞉䠍䠏䚷㻞㛫㐃⥆

㻝㻝᭶㻤᪥ ᭶ ᶍヨ䜚㏉䜚䠇䝗䝑䝆䝪䞊䝹⦎⩦ 㻝㻝᭶㻝㻝᪥ ᮌ 㻝㻝᭶㻠᪥䛾㻢㝈ᤵᴗ

㻝㻝᭶㻝㻡᪥ ᭶ 䜽䝷䝇ᑐᢠ䝗䝑䝆䝪䞊䝹 㻞㻞 㻝㻝᭶㻝㻤᪥ ᮌ ୍⏕䛘䜛᥈✲䛾䝁䝒䠍䠐䠄䠍䠑ྵ䜐䠅

㻞㻟 㻝㻝᭶㻞㻞᪥ ᭶ 䠯䠠䠣䡏⥲㑅ᣲ䠍䠄䜸䝸䜶䞁䝔䞊䝅䝵䞁䠅 㻞㻠 㻝㻝᭶㻞㻡᪥ ᮌ 䠯䠠䠣㼟⥲㑅ᣲ䠎㻔ᨻ⟇❧䠅

㻝㻝᭶㻞㻥᪥ ᭶ ᮇᮎ⪃ᰝ 㻝㻞᭶㻞᪥ ᮌ ᮇᮎ⪃ᰝ

㻞㻡 㻝㻞᭶㻢᪥ ᭶ 䠯䠠䠣䡏⥲㑅ᣲ䠏䠄ᨻ⟇❧䠅 㻞㻢 㻝㻞᭶㻥᪥ ᮌ 䠯䠠䠣䡏⥲㑅ᣲ䠐䠄ᨻ⟇❧䠅

㻝㻞᭶㻝㻟᪥ ᭶ ᰯ㞟䠒䚷㌟䛰䛧䛺䜏䠓 㻞㻣 㻝㻞᭶㻝㻢᪥ ᮌ 䠯䠠䠣䡏⥲㑅ᣲ䠑䠄ᨻ⟇❧䠅

㻝㻞᭶㻞㻜᪥ ᭶ ▷⦰ᮇ㛫䚷䠨䠰䛺䛧

㻝㻞᭶㻞㻞᪥ Ỉ ⤊ᴗᘧ

㻝᭶㻢᪥ ᮌ ጞᴗᘧ

㻝᭶㻝㻜᪥ ᭶ ᡂே䛾᪥ 㻞㻤 㻝᭶㻝㻟᪥ ᮌ 䠯䠠䠣䡏⥲㑅ᣲ䠒䠄ᨻ⟇❧䠅

㻞㻥 㻝᭶㻝㻣᪥ ᭶ 䠯䠠䠣䡏⥲㑅ᣲ䠓䠄䜽䝷䝇₇ㄝ䞉ᢞ⚊䠍䠅 㻟㻜 㻝᭶㻞㻜᪥ ᮌ 䠯䠠䠣䡏⥲㑅ᣲ䠔䠄䜽䝷䝇₇ㄝ䞉ᢞ⚊䠎䠅

㻝᭶㻞㻠᪥ ᭶ ‽ഛ 㻟㻝 㻝᭶㻞㻣᪥ ᮌ 䠯䠠䠣䡏⥲㑅ᣲ䠕䠄௦⾲ᨻඪど⫈䠅

㻝᭶㻟㻝᪥ ᭶ Ꮫᖺ䠨䠰㻔ⓒே୍㤳䠅 㻟㻞㻚㻟㻟 㻞᭶㻟᪥ ᮌ 䠯䠠䠣䡏⥲㑅ᣲ䠍䠌䞉䠍䠍䠄䠎㛫㐃⥆䛷Ꮫᖺ₇ㄝ䞉ᢞ⚊䠅䠆య⫱㤋

㻞᭶㻣᪥ ᭶ ᐙᗞᏛ⩦᪥ 㻞᭶㻝㻜᪥ ᮌ ▷⦰䚷⥲ྜ䛺䛧

㻞᭶㻝㻠᪥ ᭶ 㻸㼀ά䚷㐍㊰㻸㼀䠄ඹ㏻䝔䝇䝖䛻䛴䛔䛶䠅䠇Ꮫᖺᮎ䛻ྥ䛡䛶 㻞᭶㻝㻣᪥ ᮌ 䠎᭶䠏᪥䠒㝈䛾ᤵᴗ

㻞᭶㻞㻝᪥ ᭶ Ꮫᖺᮎ⪃ᰝ 㻞᭶㻞㻠᪥ ᮌ Ꮫᖺᮎ⪃ᰝ

㻟᭶㻣᪥ ᭶ Ꮫᖺ䠨䠰䠄Ⓨ⾲‽ഛ䠅 㻟᭶㻟᪥ ᮌ Ꮫᖺ䠨䠰䠄Ⓨ⾲‽ഛ䠅

㻟᭶㻝㻠᪥ ᭶ ┿ᙳ䞉ᩍ⛉᭩㈍䠛䚷㻻㻾䚷䜚㏉䜚 㻟᭶㻝㻜᪥ ᮌ Ꮫᖺ䠨䠰䠄䜽䝷䝇Ⓨ⾲䠅

㻟᭶㻝㻤᪥ 㔠 ⤊ᴗᘧ 㻟᭶㻝㻣᪥ ᮌ ┿ᙳ䞉ᩍ⛉᭩㈍䠛䚷㻻㻾䚷䜚㏉䜚

㻸㼀ィ⏬ ⥲ྜィ⏬

Ꮨఇᬤ Ꮨఇᬤ

ᅗ
咇

咝
咥
呍
⥲
ྜ
叏
年
㛫
ண
ᐃ
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ᅗ
咈

➨
咉
ᅇ
┠
叏
ᤵ
ᴗ
㐍
⾜
ண
ᐃ
厓

ᣦ
ᑟ
ゎ
ㄝ
᭩
可
ᇶ
双
ẖ
ᅇ
厒
生
ᚐ
叏
ᐇ

≧
双
ྜ
䜟
厽
叇
స
ᡂ
厹
叀
厓

ᅗ䠐㻌 䝬䝇䜽䛸Ẽ䛺䛹䛷ឤᰁ㜵Ṇ䜢

ᅗ䜚䛺䛜䜙䚸ᑐヰⓗ䛺άື䜢㐍䜑䛯䚹㻌

ᅗ䠑㻌 ሗ䜢ᩚ⌮䛩䜛䛯䜑䛻䝣䝉䞁䜢

ά⏝䛧䛯䚹㻌
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（３）成果Ⓨ⾲

 テキスࢺを使用した１１回目の授業でⓎ⾲㈨ᩱの上げཬࡧリࣁーࢧルを行い、１㸰・１３回目の授

業を㸰時間連続としてⓎ⾲をさせた。ḟのᅗ㸴がⓎ⾲の要点をまとめた内㈨ᩱ、ᅗ７・㸶が生徒のⓎ

⾲の様子である。

ᅗ䠒㻌 Ⓨ⾲䛻ྥ䛡䛯生ᚐ䜈䛾᭱⤊ෆ䚹Ⓨ⾲㛫䠑ศ䛺

䛹䛾ሗ䛿ኟఇ䜏๓䛻ఏ䛘䛯䚹㻌
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 Ⓨ⾲㈨ᩱについては、࣡ࣃーポンࢺの活用なども検討したが、今年度の１年生はまだ୍ே୍ྎの➃

ᮎをᡤ᭷してない。学校の生徒用ࢥࢯࣃンと L3DG を合わせても⣙㸷０ྎと員分はないため、⣬፹体

でのⓎ⾲とした。本校では௧㸲年度の新ධ生から୍ே୍ྎのࢥࢯࣃン（⮬㈝㉎ධ）をᡤ᭷することに

なるので、今後はⓎ⾲方法について選ᢥ⫥がᗈがるとᛮわれる。

（㸲）ンࢣーࢺ⤖果

 Ⓨ⾲⤊後に活動を振り㏉るための生徒ンࢣーࢺを行ったが、授業時間中にンࢣーࢺの回⟅時

間を取ることをしなかったため、回⟅ᩘは㸲㸳とᑡなくなってしまった。今後の授業ンࢣーࢺはやは

り、授業時間内に༑分時間を☜保して実すであろうが、ンࢣーࢺ⤖果のᢤ⢋をḟの⾲１に♧す。

⮬分の‶

㊊度

� 
とてもపい

� 
పい

� 
ᬑ通

� 
高い

� 
とても高い

ேᩘ � � �� �� �       

活動の‶

㊊度

� 
とてもపい

� 
పい

� 
ᬑ通

� 
高い

� 
とても高い

ேᩘ � � �� �� �� 

 ⮬分の活動の‶㊊度と学校として᥈究活動に取り⤌むことの‶㊊度を、分けて㉁ၥしてみた。こ

ちらがഃのពᅗがṇ☜にఏわったかどうかは明だが、ンࢣーࢺ⤖果のᩘ値と௨ୗのような生徒の記

㏙ព見から、⥲じて᥈究活動に取り⤌むことの‶㊊度は高く、今回の活動での┬点をḟに活かそう

と考えている生徒はᑡなくないとᛮわれる。

「⮬ᕫ⫯ᐃឤのある子どもとあまりない子どもの性᱁やᛮ考の違いについても᥈究したい。

ᅗ
和

呁
否
呎
同
呂
叏
ᵝ
Ꮚ

厵
叏
生
ᚐ
叐
吴
吐
吖
呎
可
స
〇
厹
叇

Ⓨ
⾲
双
ᮃ
台
叁
厓

ᅗ䠔㻌 Ⓨ⾲ᮏ␒䛾ᵝᏊ㻌

㻌 ከ䛟䛾生ᚐ䛿䛣䛾䜘䛖䛻䝇䝷䜲䝗㢼䛻 㻭㻠 ⏝⣬䜢⏝䛧

䛶Ⓨ⾲䛧䛯䚹㻌

⾲
咆生

ᚐ
叹
呉
合
呎
吟
⤖
ᯝ
叩
叫
ᢤ
⢋
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本とࢿッࢺ௨እもうまく活用して᥈究活動をしていきたい。」

「今回は㔝⳯のⰍにはどࢇな理⏤が㞃されているのかというテーマで᥈究していって、ㄪているうち

に㣗≀のⰍでが決まるのかというၥがฟてきたので᥈究してみたい。

今後も⮬分がẼになることを積極的にㄪて῝く知ることをษにしていきたい。」

「᥈究するためのၥいを見つけるのではなくて、生活する上で見つけたᑠさなၥ点を᥈究したいとᛮ

う。᪥々の生活での視㔝をᗈげる。ఱを⪺かれてもしっかり⟅えられるように、内容の理解を῝める。」

「⚾のㄪた内容が⬻と間᥋的に関わっているので⪥㬆りはどうしてなるのかという᥈究をしたいとᛮ

いました。今後㡹ᙇりたいことは今回の᥈究のようなㄪることなどをຮᙉに活かしていくことを㡹ᙇ

りたいとᛮっています。」

4㸬ᖺᗘࡢᐇ㊶㸰㸦6'*V ⥲㑅ᣲᏛᰯ⦅㸧�

現ᅾの３年生に年度実した 6'*V ⥲選ᣲ学校⦅を今年度∧にࣞンࢪして、�� ᭶ᮎから実し

ている。この活動では、6'*V に関する᥈究活動とᶒ者教育を⼥合させることで、୧活動をより効果

のあるもとのすることを目指し、6'*V の目ᶆを㐩成するために、学校をどう変㠉するかを生徒に考え

させている。

（１）目ᶆ（�� 回生の⥲合的な᥈究の時間のルーブリックに基࡙く育みたい生徒のຊ）

 ௨ୗの⾲を生徒に♧して、３年間で身につけたい３つのຊとල体的な目ᶆをព識させて学習をスࢱー

させた。今回の活動では、「⮬分の身の回り」に⯆・関ᚰ、視㔝をᗈげることが㔜要であることをᙉࢺ

ㄪした。

高めたいຊ 指ᶆ項目 評価規準

課題Ⓨ見能ຊ 課題を⮬らⓎ見し、その解

決のための方法を見ฟすຊ

身の回りの課題を認識し、それらのཎᅉなどを⮬分な

りに考え、解決のための方⟇を、࣓ーࢪしたり、考

えたりすることがฟ᮶る。

課題解決方法を作成または

実行し、検ド・ᨵၿするຊ

身の回りの課題の解決のため、⮬分なりに考えて取り

⤌み、その実践を振り㏉り、よりよくしようと考える

ことができる。

協ㄪ性 ン能ຊࣙࢩーࢣࢽ࣑ࣗࢥ 身㏆なேなどと関わる中で、⮬分のព見やᛮいを分か

りやすくఏえたり、それにᑐする他者のᑐᛂをཷ容す

ることができる。

合ពᙧ成するຊ 身㏆な他者などによっての⮬分のᏑᅾにẼ付き、⮬分

のᙺ割やできることを考えることができる。

⾲現ຊ ⮬分の考えを᭱㐺なᙧで

⾲現できるຊ

ポスࢱーやᩥ❶を作成し、身㏆なேに向けて⮬分の考

えなどをわかりやすくఏえることができる。
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（㸰）学習ィ⏬

回ᩘ ᪥にち 活動内容 

１ �� ᭶ �� ᪥ ࢞ダンス、ࢢルーࣉ決め 

㸰 �� ᭶ �� ᪥ ᨻ⟇立１ ᨻඪ作りと課題設ᐃ 

３ �� ᭶㸴᪥ ᨻ⟇立㸰 ௬ㄝ（解決⟇）作り 

㸲 �� ᭶㸷᪥ ᨻ⟇立３ 解決⟇のㄝᚓຊ作り 

㸳 �� ᭶ �� ᪥ ᨻ⟇立㸲 ᨻඪᒆけ、マ࢙ࣇࢽスࢺᥦฟ 

㸴 １᭶ �� ᪥ ᨻ⟇立㸳 まとめ、リࣁーࢧル 

７ １᭶ �� ᪥ クࣛス内₇ㄝ１ 第୍回ᢞ⚊ 

㸶 １᭶ �� ᪥ クࣛス内₇ㄝ㸰 第回ᢞ⚊ 

௦⾲ᨻඪの₇ㄝᙳの実、選ᣲポスࢱーの作成 

㸷 １᭶ �� ᪥ ௦⾲ᨻඪ視⫈ ㉁ၥ作成 

ᨭᣢ・ᨭᣢ、㉁ၥを見て、᭱⤊₇ㄝに向けた準ഛ

��、�� 㸰᭶ �� ᪥ 学年₇ㄝ会（㉁ၥ回⟅、ඪ㤳討ㄽ、᭱⤊₇ㄝ）、ᢞ⚊、振り㏉り 

 ᕤኵした点は௨ୗの３点である。୍ つ目は、ᨻ⟇立では、ࠗ ୍生使える᥈究のࢥツ࠘で学ࢇだ᥈究方

法を生かせるような授業ᒎ㛤にすることである。㸰つ目は、࣌ーࣃーࣞス化や ,&7 活用をスࢱンダーࢻ

にするために、ᨻඪᒆけや、マ࢙ࣇࢽスࢺのᥦฟ、₇ㄝスࣛࢻ作成を *RRJOH FODVVURRP を用いたとこ

ろである。３つ目は、ᶒ者教育の実を目指して、௦⾲ᨻඪの㉁ၥ作成や学年₇ㄝ会での㉁ၥ回⟅

やඪ㤳討ㄽを取りධれたところである。

（３）現ẁ㝵での取り⤌み状況

 現ẁ㝵ではྛᨻඪがᨻඪᒆけとマ࢙ࣇࢽスࢺのᥦฟがした。情報の授業で *RRJOH FODVVURRP を

使用しているため、*RRJOH スࣛࢻを⦅㞟してᥦฟすることにきなΰはなかった。そのため、今後

の᥈究活動でも ,&7 機ჾを積極的に活用していきたい。また、ึ 回に生徒に行ったンࢣーࢺは௨ୗの

通りである。

ᨻや選ᣲに⯆や関ᚰ

はありますか㸽

ある

１㸳ே

ややある

３㸲ே

どちらでもない

㸰０ே

あまりない

３㸳ே

ない

１０ே

ᨻや選ᣲについての知

識はありますか㸽

ある

３ே

ややある

３０ே

どちらでもない

㸰㸳ே

あまりない

㸲㸶ே

ない

㸶ே

�� ṓになったら選ᣲに

行きますか㸽

行く

㸳㸴ே

たࢇࡪ行く

３３ே

わからない

㸰㸰ே

たࢇࡪ行かない

３ே

行かない

０ே

6'*V に⯆や関ᚰはあ

りますか㸽

ある

㸰３ே

ややある

㸳㸲ே

どちらでもない

㸰㸳ே

あまりない

㸶ே

ない

㸲ே

6'*V についての知識は

ありますか㸽

ある

㸲ே

ややある

㸳０ே

どちらでもない

㸰７ே

あまりない

㸰㸷ே

ない

㸲ே

今回の活動では、ᨻや選ᣲの⯆や関ᚰ、選ᣲ行くពḧ、6'*V の⯆や関ᚰの変化に≉に

ὀ目したい。そして、⯆や関ᚰ、ពḧが高まり、それをඖに生徒が⮬ら学習して⮬分の学ࡧをṆめな

いような᥈究活動としていきたい。
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�㸬ࡾࢃ࠾�

（１）ᑠ⏣ཎ担当 

 本✏ᇳ➹にあたって、㐣ཤ３年分の会㆟㈨ᩱをฟ᮶る⠊ᅖで☜認し、≉に㆟ㄽの㐣⛬の報࿌について

はᐈ観的に記㏙するようにດめた。しかし、➹者が☜認しᚓた情報を➹者の視点を通して記㏙する௨上、

にᐈ観的な報࿌には成らなかったかもしれない。ただ、㐣ཤの記㘓から☜認できたことは、その時々

で携わった担当者が᥈究活動を学校体の継続的な取⤌とすく㆟ㄽを㔜ࡡてきたことであり、この方

向性は今年度の新 .). 会㆟でもᖖにព識されている。今年度は㆟ㄽと実践を୪行して行っており、３

年間のィ⏬もඛ㏙の通り、ᑡしずつಟṇをしている。また「㝃高࣑ࢮ」についても、ල体化して教員

がᏳᚰして関われるようにするために、まだ㆟ㄽを続けている。学校体の継続的な᥈究活動としては、

まだまだ⏘声をあげたࡤかりで、ල体的な成果を♧すẁ㝵には⮳っていない。ただ、第１学年のᅜㄒ科

の教員からは、ᅜㄒ⥲合でࠗఀໃ≀ㄒ࠘を地理・Ṕྐ・ᩥ化など様々なゅ度から᥀りୗげて読ࢇで、ㄪ

だ、課題を見つける、情報を㞟める、情報ࢇ⤌ていく授業を行った㝿には、⥲合的な᥈究時間で取り

を分析する、成果をⓎ⾲するといった୍連の活動がいに活かされたという報࿌をཷけている。また、

⚾⮬身も、理科の科学とே間生活の授業で行っている活動は⥲合的な᥈究の時間に活かされているとឤ

じている。この３年間の㆟ㄽと実践を実らせるためにも、今後も᥈究活動の実と継続のため、⥲合的

な᥈究の時間と授業や学校行が┦にዲᙳ㡪をえ合えるような実践を続けていきたい。 

（㸰）㟷ᒣ担当 

今年度の新 .). 会㆟は現ᅾまでに �� 回㛤ദされた。⚾は、このような１つの教育活動を複ᩘの教員

と㆟ㄽしながら⇍考する機会がึめての⤒㦂であった。１年間のィ⏬、３࢝年ィ⏬、育てたい生徒ീ、

目ᶆとルーブリック、� つずつの教育活動と㆟ㄽする内容は多ᒱにわたり、⚾にとっては実した時間

であった。本校の生徒に必要なことを考えながら１つの教育活動を作り上げることは㠀ᖖに難しく、時

間はかかるが、ಟṇを㔜ࡡながらよりⰋい᥈究活動を目指して、今後も継続してᣮᡓを続けたい。 

�㸬参考文献�

ᩥ部科学┬（����）ࠗ高等学校学習指導要領解ㄝ ⥲合的な᥈究の時間⦅（平成 �� 年 � ᭶）࠘

⚄ཎὒ子（����） ୍ࠗ生使える᥈究のࢥツ 実践のᡭᘬき㹼導ධ⦅㹼࠘、（ᰴ）࢝ࣀࣔࢺ

✄井㐩ஓ（����） ࠗ高等学校「᥈究的な学習」実践࢝リキࣗࣛム・マ࣓ࢪࢿンࢺ 

          㸫導ධのための実践 ��㸫 、࠘学ฟ∧ 

地域・教育㨩ຊ化ࣛࣉッ࢛ࣇࢺーム（����） ࠗ地域協働による高校㨩ຊ化ࢻ࢞ 

㸫社会に㛤かれた学校をつくる 、࠘ᒾἼ᭩ᗑ 
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ឡ知教育学㝃ᒓ高等学校研究⣖要第ྕڦ

pp.ڦ㹼ڦ（20 ,ڦXX）

⥲合的な᥈究の時間 㸲７回生の実践記㘓

̿３年間を見通した࢝リキࣗࣛム作成と⥲合的な能ຊの育成に向けて̿

教ົ部 平ᒾຍᑑ子

㸺キー࣡ーࢻ㸼᥈究活動 SDGs እ部Ⓨ⾲ ⥲合ᆺධヨ ཧ考ᩥ⊩

�� 㸲㸵ᅇ⏕௨๓ࡳ⤌ࡾྲྀࡢ

➹者が⥲合的な᥈究の時間に SDGs に関わる活動を取りධれたのは、2016 年度(当時第㸰学年・45 回

生)が᭱ึであった。1 当時はまだ SDGs というྡ⛠すらୡ間によく知られていなかったが、本校は

2014 年度にࣘࢿスࢥスクールにⓏ㘓されていたにもかかわらず、当時の学校活動(課題活動をྵむ)の中

でᖜᗈい ESD 活動(当時はこちらのࡧ方が୍⯡的だった)に࣑ࢥッࢺしているとはゝえず、その状況

をᡴ㛤するためのキー࣡ーࢻになるとᛮい、取りධれることにした。

なおこれ௨㝆、⥲合的な᥈究の時間としての取り⤌みについては「⥲᥈」、⥲合的な᥈究の時間の授業

(課題をྵむ)としての記㏙については「⥲᥈の時間」「⥲᥈の授業」と⾲記する。2

(1) 㸲㸳回生の取り⤌み 㸫SDGs 導ධᮇ̿

1) 㸰㸪３年ḟのὶれ

 㸲㸳回生㸰年ḟの３学ᮇに、ఱの๓ゐれもなく、ྛ教室のᥖ♧

ᯈにᅗ１をᥖ♧し、「ḟ回からの⥲合の時間で使いますので、見て

おいてください」とだけ生徒にఏえた。3, 4 ⯆をᘬかれた生徒

はྛ⮬でㄪてみたりしていたが、i2-(2)-1)で♧すように、⥲᥈

も他の教科・科目と同じく、生徒それࡒれに理解の῝さや目指す

き฿㐩目ᶆは異なるため、生徒が⏬୍的な⟅を導きฟさないよ

う、このẁ㝵で⣽かい指♧はఱもしなかった。

1 ࿘知の通り、SDGs とは「ᣢ続ྍ能な㛤Ⓨ目ᶆ Sustainable Development Goals」の␎⛠である。2015
年の 9 ᭶にᅜ連࣑ࢧッࢺで᥇ᢥされ、2030 年までに㐩成すき目ᶆとして࢙ࢪンダに記載された。

2 生徒に♧すࣁンࢺ࢘ࢻの中での記㏙はこの㝈りではない。
3 目ᶆ 10 のࢥンは㸰０１㸶年１᭶１᪥に変᭦になっている。
4 これ௨㝆、実㝿の㈨ᩱをᥦ♧する場合、その⦰ᑠ∧の㞄に QR が付してある場合がある。本✏を⣬ࢻーࢥ

㠃でお読みいただいていて༳ๅが㩭明な場合は、QR 。ぴいただきたいࡈを読み取ってࢻーࢥ

なお、「QR 。ーブのⓏ㘓ၟᶆである࢙࢘ーࢯンࢹは(ᰴ)「ࢻーࢥ

⥲合的な᥈究の時間については、学校体の教育目ᶆに基࡙き、高校༞業時に身につけるき知識技

能の習ᚓをᐃして࢝リキࣗࣛムを作成すきである。本✏は、ឡ知教育学㝃ᒓ高等学校第㸲７回

生で実した⥲合的な᥈究の時間の実践記㘓である。３年間にわたり、SDGs ᥈究活動、㐍㊰選ᢥ・

㢮ᆺ選ᢥ、ㄽ理的ᛮ考ຊとⓎಙຊの育成を学習の㍈に、࢝リキࣗࣛム作成時の␃ព点、ンࣉッࢺと

。活動の実㝿とὀព点、Ⓨಙຊ育成のためのᡭ立てをまとめたࢺッࣉࢺ࢘

ᅗ㸯㸸ண࿌࣮ࢱࢫ࣏
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1 㐌間後、⥲᥈の授業で SDGs の理念についてㄝ明し、まずはୡ⏺のㅖၥ題を理解するところからጞ

めた。➹者の中では３年ḟまでのまかなὶれはできていたが、ここではẼ࡙きのきっかけをえるに

とどめた。この年度は、SDGs の１７の目ᶆとはఱで、ල体的にどのようなၥ題がᏑᅾするのかについ

てㄪたことをඹ᭷して⤊した。

 ３年ḟでは、㸰年ḟに知ったことをさらに῝くㄪ、ୡ⏺でၥ題となっていることが⮬分�の生活�と

どのように関わっているかについて、ཧ考ᩥ⊩に当たりながら᥈究活動を㐍めた。その成果を、ձࣞポ

ーࢺにまとめる、ղእ部のᅋ体�新⪺社や学など�がദするࢥンクール等にᛂເする、ճඃ⚽者とᕼ

ᮃ者はᩥ化⚍でⓎ⾲する、ことを目ᶆに取り⤌ࢇだ�ᅗ㸰�。 

 ࣞポーࢺ作成に当たっては、❶立ての決まりをᥦ♧し、テンࣞࣉーࢺをᥦ供し、ཧ考ᩥ⊩を複ᩘྵめ

ることを決まりとした�ᅗ３�。�

2) 生徒の取り⤌みと┬

ձࣞポーࢺについては、ࡰ員が作成することができた。子にしたものを当時の学校㛗に読ࢇで

もらったところ、ඃ⚽者には༞業時に⾲ᙲをいただいた。ただし、こちらの指♧がᚭᗏせず、「ㄪ学習」

に⤊ጞしてしまう生徒が多く見られた。�

ղእ部ᅋ体のᛂເについては、分㔝ࡈとに担当教員を決め、どの

ような内容でどのᅋ体にᛂເするか指導をした。ඃ⚽な成果を上げる

生徒がいる୍方で、୍部ᛂເできない生徒もいた。 

ճについては、ࣘࢿスࢥスクールにⓏ㘓されている本校としては、

上⣭生からୗ⣭生のၥ題ព識のఏ㐩という観点で必㡲のࢭࣟࣉスで

あるとឤじていた。校生徒の๓で３⤌７ྡの௦⾲生徒が࣡ࣃーポ

ンࢺやᑍをえたⓎ⾲を行った。 

ブୡ௦のᙼらは、Microsoft Wordテࢿルࢱࢪࢹ でࣞポーࢺを作成することにも、PowerPoint で
Ⓨ⾲㈨ᩱをᕤኵすることにも㛗けている。ただし、ᑠ学校・中学校からのᙉⅯなᅛᐃ観念から、i ) ၥ題

をⓎ見し、ಠ▔して見ることがⱞᡭで、ii) ㄪてⓎ⾲することから⬺༷することができない。実㝿、ճ

5 ཧ考ᩥ⊩をどのように᥈すかについての指導は、ᅗ１㸴ཧ↷。
6 「ㄪ学習からの⬺༷」が᥈究活動のきなテーマだとᛮわれる。このことについてのᨵၿはi2-(3)-

3)。

ᅗ㸰㸸㸱ᖺḟࡢᩍဨ⏝㈨ᩱ ᅗ㸱㸸ࣞࢺ࣮࣏సᡂࡢᣦ♧

ᅗ㸲㸸እ㒊Ⓨ⾲ࡢᵝᏊ

���������3 ᅜ㐃Ꮫ࡚
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のⓎ⾲のうち୍⤌は、ㄪ学習の域をฟておらず、ᙼዪたちのࣞポーࢺ(ࣞポーࢺはಶேಶேで作成)も
ཝ密なពでは᥈究ࣞポーࢺではなかった。� ղのእ部Ⓨ⾲で၏୍ඃ⚽な成果を上げた生徒は᪥本ᅜ㝿

連合協会ദの高校生のᙇࢥンクール中ኸ会に選ࡤれⓎ⾲を行った(ᅗ㸲)。しかしながら、本生徒

は高校㸰年ḟに１年間のᾏእ␃学⤒㦂があり、こちらからの指導にかかわらず、本ேの実体㦂として

SDGs の基本理念がഛわっていたとゝえよう。どうしたら「Ẽ࡙き」とそのきっかけをえることがで

きるか、それを᥈究活動にいかに⤖ࡧつけられるかをḟ年度௨㝆の課題とした。

(2) 㸲㸴回生の取り⤌み 㸫SDGs 㯪明ᮇ㸫

௨上の┬をもって㸲㸴回生(１年ḟ)の᥈究活動に取り⤌ࢇだ。後㏙(ᅗ７ཧ↷)の通り、本校では１年

ḟの๓༙は、高連携業の୍⎔として、本校が㝃ᒓするឡ知教育学の研究室ゼၥがணᐃされてお

り、SDGs 活動を本᱁的に取りධれたのは３学ᮇになってからである。

このころにはᑡしずつ SDGs という࣡ーࢻが⪺かれるようになり、ンࢱーࢿッࢺ上にもこれに関わ

る授業のࣄンࢺや教員向けのၨⵚ教ᮦ等がᩓ見されるようになった。その中から、᪥本ࣘࣇࢭࢽ協会の

ᥦ供している SDGs 導ධ教ᮦを用いて、まずは SDGs 導ධの理⏤、基本理念、ୡ⏺で㉳こっているၥ題

点について、生徒にẼ࡙かせることとした。この教ᮦの「授業者向け࣌ーࢪ」には、その後の⥲᥈の授

業の⤌み立てのࣄンࢺがたくさྵࢇまれており、導ධ教ᮦとしては高校生にも分使えるものとなって

いる。௨ୗの URL からධᡭできる。Ѝ https://www.unicef.or.jp/kodomo/sdgs/kyozai/ 

基本的な理念とၥ題点をㄪた上で、⮬分⮬身の生活の中でできることを考えさせ、⮬分の考えを付⟢

に᭩き、ᅗ㸴に㈞る活動を導ධした。クࣛスでⱝᖸᕪはฟるものの、ண通り生徒の付⟢はᕥୗの㇟㝈

に㞟中する。この活動の中で、視㔝をᗈげ(社会的な観点からၥ題解決法を考えているか)、ᮍ᮶ᚿ向的

にᛮ考できるようになっているかをྛ⮬にẼ࡙かせるきっかけにした。8

㸰年ḟでさらに活動を活Ⓨにするணᐃであったが、ḟの年度も１年生を担当することになったため、

この活動は平成３１年度(௧ඖ年度)にษり┤しとなった。

7 学習の効果について認めていないわけではないが、Zajoc (1965)等をཧ↷。また、i2-(2)-3)の活ࣉルーࢢ

動振り分けもཧ↷。
8 ヲ⣽な指導は、ᅗ１１ཧ↷。

ᅗ㸳㸸6'*V άືᑟධ�ࢺ࣮ࢩࢡ࣮࣡ࡧࡼ࠾ࢺࢵࣞࣇࣥࣃ� 
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�㸬㸲㸵ᅇ⏕ࡳ⤌ࡾྲྀࡢ

௨上のように㸰年ᙉのẁ㝵を⤒て、㸲７回生でึめて３年間の⥲᥈を担当することとなった。ここか

らは、࢝リキࣗࣛムを⤌む上で考៖したこと、３年間のὶれ、実した上でのᨵၿ点と┬点を記す。

リキࣗࣛム作成上のὀព点࢝（1）

➹者が⥲合的な᥈究の時間の࢝リキࣗࣛムを作〇する上でព識したことは௨ୗの㸰点である。いずれ

も、ᒁ的な観点からヲ⣽を決ᐃしていくようにព識した。

1) ３年間を見通した࢝リキࣗࣛムであること

 他の教科・科目についても同様に当てはまるが、３㸳ࣧ᭶後に身につけるき知識と能ຊを、ධ学๓

にᐃして࢝リキࣗࣛムを⤌み立てることになる。もちろࢇ、ධ学する生徒の能ຊᒙや⯆関ᚰはẖ年

異なるのでその㒔度ಟṇは必要であるし、本✏のᑐ㇟生徒である㸲７回生は１年ḟの３᭶にᛴ㑉୍ᩧ⮫

時ఇ業となり、㸰年ḟの࢝リキࣗࣛムもきく作り┤すこととなり、⤖果として➹者の当ึのணᐃから

はく違うᙧとなった。

 それでも、３年ḟึ㢌のィ⏬を⫹に変᭦したことで、活動をᖜに割ឡしたり後ろಽししたりしな

がらも３年間᭱後までくることができた。

 本校の⥲合的な᥈究の時間の教育目ᶆは、௨ୗの通りである。

目ᶆ（育てようとする㈨㉁や能ຊཬࡧែ度）

生徒が⮬ら課題を設ᐃし、ᶓ断的・⥲合的な᥈究活動を通して、異ᩥ化理解教育の୍⎔と

しての学習に取り⤌む。ᅜ㝿社会や異ᩥ化と積極的に関わることで、⮬分⮬身を見つめ┤し、

⮬ᕫのᅾり方・生き方を考ᐹし、 㐍㊰実現にむけての᥈究・実践をⓎᒎ的に㐍める 

(ឡ知教育学㝃ᒓ高等学校 ௧３年度 学校要ぴよりᢤ⢋)9

9 学校要ぴの内容にᨵ変がない㝈り、この基本㊰⥺を㋃みእすきではないと➹者は考える。

ᅗ㸴㸸ᕥࢆ࣮ࢱࢫ࣏ࡢ %㸰∧࡛༳ๅ

3RVW�LW ⟢�ᙉ⢓╔�࣮ࣛ࢝ࣥ࢜ࢿ

⦪ ���ᶓ ��PP ࡃ࠸࡚ࡗ㈞ࢆ
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すなわち、⥲᥈を通してᅜ㝿社会や異ᩥ化ὶにᑐしてより積極的なែ度をᾰ㣴するだけではなく、そ

こからὴ生して⮬分⮬身の生き方について考ᐹする機会とし、㐍㊰実現を目指す、ということである。

このことから➹者は、⥲᥈の内容を௨ୗのᅄ本ᰕに設ᐃしている。 

SDGs  を基本とする、地域社会およࡧᅜ㝿社会ၥ題に関わる学習を㐍める

SDGs  のၥ題解決にどのように関わるྍ能性があるのかをྵめ、ṇしく㐍㊰選ᢥをする

ṇしい㐍㊰選ᢥに向け、㐺ษな㢮ᆺ選ᢥをする 

ᡭのព見を೫見なく理解し、⮬分の考えをṇ☜にⓎಙするためのㄽ理的ᛮ考ຊを育成する┦߀ 

これらᅄ本の基本方㔪から、ṇに⥲合的(integrated
してࢺーࣞࢢンテ

)にၥ題解決と向かう⣲㣴を身につけられる、もし

くは身につけられる⎔ቃに身を⨨くことができるように学習していくことを、⥲᥈の࢝リキࣗࣛムとし

ての㍈にしている。㸲７回生ධ学当時は教ົ部が⥲᥈の࢝リキࣗࣛムマ࣓ࢪࢿンࢺをすると取り決めら

れていたため、➹者が⋡ඛして࢝リキࣗࣛムを⤌み立てたḟ第である。

 また、これら⥲᥈でᢅう分㔝については、年度当ึに生徒に明♧すきである。生徒の中には(また、

保ㆤ者の中にも)、⥲᥈の時間はその場㝈りの、᭱ᝏの場合「お㐟ࡧの」「成⦼にධらない」、ᚑって「┿

㠃目に取り⤌まなくてもいい」時間だとㄗ解をしたままの者がいるからである。

 ⥲᥈௨እの教科・科目で取りᢅえない内容はて⥲᥈でㄳけ㈇うきだと考えているが、⥲᥈の教育

目ᶆとなる身につけるき知識・技能は、⥲᥈௨እの教科・科目とのンテࣞࢢーࣙࢩンなしには成り

立たない。㸲７回生はධ学してすࡄのᅜㄒ⥲合の現௦ᩥの時間にᩥ❶の要⣙のᡭ法について学ࢇだが、

これが、߀ㄽ理的ᛮ考ຊの育成ときく関わることは生徒に明ゝすきであるし、地学基♏分㔝で学ࢇ

だ地⌫の࿘ᮇ的なẼೃ変動と、化学基♏分㔝で学ࢇだ 室効果࢞スのᙳ㡪が、SDGs の目ᶆ１３とは

ษり㞳せない学習内容であることは、方の授業担当者が生徒にゝ明すきである。10 ての教員がこ

のことを理解して᪥々の教育活動に当たるためにも、他教科がどのような学習内容をどの࣑ࢱンࢢで

取りᢅっているか、ᖖに情報が必要である。11

2) 年間ィ⏬を᭱ึにᥦ♧すること

 㸲７回生の１年ḟでは、᭱ึの学年会㆟でᅗ７の年間ィ⏬

をᥦ♧した(本✏に記載しているのは、第１回の学年会を⤒て

学年のព向を☜認し、እ部ㅮᖌのとの᪥⛬ㄪᩚを῭ませた上

でのᨵゞ∧である)。
㈨ᩱの中の㸰の⾲には活動ẖに㹼߀のどの分㔝に関わる

活動なのかをⰍ分けしてあり、そのてをンテࣞࢢーࢺし

て、学校要ぴにㅻわれている教育目ᶆを実現すくィ⏬立て

られている。

10 ᅗ 8 の年度ึめの学年会㆟にᥦฟする⥲᥈の年間ィ⏬では、㹼߀のどの分㔝にྛ教科と行や課እ活

動がいつ関わるかを⾲にしてᥦ♧している(1 年ḟ、ᅗ 7 では割ឡしている)。
11 㢪わくࡤ、年ḟのጞめに、ての教科の年間ィ⏬をඹ᭷し合う機会が設けられるとⰋいのだが、現状で

は㸲᭶当ึにはそのような時間的వ⿱はない。この点についても、学校体としての取り⤌みが必要であ

る。

ᅗ㸵㸸㸯ᖺḟࡢᖺ㛫ィ⏬
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 㸰年ḟはࢼࣟࢥ⚝┿っྈ中のጞまりであり、ඛ行き㏱明ではあったが、１年ḟと同様に年間ィ⏬を

ᥦ♧した(ᅗ㸶)。⥲᥈の内容をព識してྛ教科に授業をしてもらう目的と、ಟ学᪑行関連で᪩ᛴに決め

なけれࡤならないことがあったためである。ಟ学᪑行はゝうなれࡤ究極の⥲合的な学習であり、また、

３年ḟまでの学習ィ⏬を考えると、この場で学年の教員体に࿘知しておく必要性があった。12  

㸰年ḟは１年ḟの学習内容を῝めるだけではなく、ಟ学᪑行とᶒ者教育を学習活動にຍえている。ಟ

学᪑行は๓㸭後活動をྵめて、ての教科科目だけでなく、学校生活てとの⤫合的な学習の場で

ある。また、ᶒ者教育は１年ḟのබẸの授業との⤫合的な学習であり、この時点では SDGs 活動とも

⤡めた学習を考えていた。13

 ３年時には、㸰年ḟの学習内容のಟṇを考៖し、３㸳ࣧ᭶ィ⏬のうち、いくらかを┬␎しながらฟཱྀ

(༞業時)までに᭱ప㝈取り⤌ࢇでおきたい活動を┒り㎸ࢇだ。

12 ⭡ⶶなくゝえࡤ、学ධヨᨵ㠉に高校の現場も振り回されていた。ᩥ部科学⮧から中ኸᑂ㆟協㆟会に

ㅎၥが行われた本௳は 2012 年 9 ᭶にᑂ㆟が㛤ጞされ、2020 年度から⥲合ᆺධヨ(など)として、高校時௦

の学ࡧのᒚṔのᥦฟが求められるようになる(らしかった)。それにᑐᛂする学習活動が 2 年ḟに⤌み㎸ま

れている。
13 ただし、新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスのᙳ㡪で校୍ᩧ⮫時ఇ業となり、年間ィ⏬⮬体をに練り┤さなけれ

らしいࡤならなかった。ᶒ者教育活動については、考えが◳┤的な➹者ではᛮいもよらないようなすࡤ

活動をᑠ⏣ཎ教ㅍがᥦ♧してくださって、いに実りのある学習となった（本⣖要 pp.33-38）。

ᅗ㸶㸸㸰ᖺḟࡢᖺ㛫ィ⏬

ᅗ㸷㸸㸱ᖺḟࡢᖺ㛫ィ⏬
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ᅗ㸷に㸰年ḟに断念した活動をࡈぴいただける。この年度で᭱㔜要視したのは、１年ḟからの SDGs に

関わる学習内容の㞟成となる༞業ࣞポーࢺを作成することである。３年間の⥲᥈の活動内容は、て

ここにᩡするようにィ⏬立ててある。

3) ᩥ⊩をཧ↷すること

 生徒のࣞポーࢺは、どうしても「ឤᩥ」になりがちである。㸲７回生は１年ḟからẁ㝵的に、࠙ １年

ḟ㸸⯆のあることについて、専門家がゝっていることをまとめて⤂介するࠚЍ࠙㸰年ḟ㸸ㄪた内容

について、複ᩘの㈨ᩱの内容を⤂介するࠚЍ࠙３年ḟ㸸複ᩘのཧ考ᩥ⊩をẚ㍑し、㊊しているところ

を考ᐹするࠚとステッࣉを㋃ࢇだ活動を取りධれてきた。

 その㐣⛬で、㸰年ḟ後༙に取り⤌ࢇだ「SDGs ⥲選ᣲ」において、ᨵၿの実現ྍ能性についてヰし

合い、立し、Ⓨ⾲して、ᢞ⚊の⤖果ᨭᣢをᚓる、という体㦂をしていたのは、いにᙺに立った。

（2）⥲合的な᥈究の時間の評価と教授者のᙺ割

ḟࢭクࣙࢩンでこの３年間の学習内容をヲしく見ていく๓に、⥲合的な᥈究の時間にᑐする➹者の基

本的な考え方を記す。➃的にゝえࡤ、⥲᥈担当者としての教員のᙺ割は他の教科・科目と同じであり、

それにຍえて、⫪⫝ᙇらずにできる部分も多いということである。

1) 評価のあり方

᭱⤊的な評価をྵめ、活動の内容を決める㝿に➹者が基本理念として考えていることは௨ୗのようで

ある。

(A) 生徒に⏬୍的な⟅を求めない

(B) 学習内容が学習者⮬身とどのように関わるのかを考えさせる

(C) 教員はࢩࣇリテーࢱーとして機能する

(A)については、SDGs ᥈究活動では当たり๓のことなのだが、他の活動でも同様のᚰ構えが教員ഃに

必要だと考えている。体育の⌫技がⱞᡭな生徒がいるように、ᩘ学のᩘิがᚓពな生徒がいるように、

⥲᥈にもᚓᡭᚓᡭがある。i2-(1)-1)で♧した生徒に身につけてしい知識・技能は同じࣞ࣋ルでなく

てもⰋい。ⱥㄒ科では、᭱ప㝈 CEFR の A1 どれだけ上の生徒がいても、ࡤしていれルをクリ࣋ࣞ

いいのである。高校༞業後、ᙼらの中には┘╩的立場としてに取り⤌む者もいれࡤ、現場の᭱๓⥺

で働く者もいる。視㔝がᗈく知識が㇏ᐩであるに㉺したことはないが、⥲᥈でもᚓពな分㔝で能ຊをⓎ

できる生徒を育成したいものである。ただし(B)のように、学習内容が、高校時の、そしてその後の学

習者⮬身と密᥋に関わっていることには⤯えずព識させたい(およࡧ)。SDGs ᥈究でㄪたことが

㐲く㞳れた異ᅜのฟ᮶にならないよう、題設ᐃにはẼを㓄る必要がある。そのためのࢩࣇリテー

きであり、ᡃ々は(⥲合的な᥈究の時間の)学習のきっかけをえ、㌶㐨ಟṇーとして教員はᏑᅾすࢱ

をするために教室にいて、またはポー࢛ࣇࢺリ࢜を࢙ࢳックすきだと、➹者は考える(C)。14 きっか

け(ここまで本✏では「Ẽ࡙き」と⾲記してきたが、(እ部からえられる)「きっかけ」があって生徒⮬

身の「Ẽ࡙き」につながるので、これ௨㝆は༊ูして⾲記する)をえるのは教員のであるが、そこ

14 このことはゝうまでもなく、他の教科・科目でも同じことがゝえよう。
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からは生徒⮬身が、(A)⮬分⮬身のࣞ࣋ルをᑡしでも高められるように、(B)⮬分に密᥋に関わるၥ題と

してᤊえて、学習を῝めていくのが、᥈究活動のあるきጼだとᛮう。

2) 「授業」の㐍め方

どのような活動内容であってもきっかけをえられて、(a)生徒はၥ題にẼ࡙き、(b)知るためにᩥ⊩や

、る༢でⓎ⾲しࡺクࣛス・学年などあら・ࣉルーࢢをཧ↷し、ẚ㍑検討し(c)考ᐹした⤖果を、(d)ࢱーࢹ

ࣞスポンスをཷけて(e)再ࡧ考え、(f)それがより῝い学ࡧにつながれࡤ、(a)からのࢧクルをより高いḟ

ඖで⧞り㏉していくことになる。このࢧクルが１࿘で⤊わる生徒もいれࡤ、ఱ࿘もできる生徒もいる

かもしれない(=(A))。15

 このように考えると、⥲᥈の授業は他の教科とさど異㉁なものではなく、合᱁᭱ప点を設ᐃして、

それをクリするように向けれࡤ、あとは生徒⮬身のఙࡧをᮇᚅして見Ᏺれࡤいいのである。ただ、

活動が多ᒱにわたるので⮑してしまう部分があるのかもしれないが、ྛ活動のやり方や教ᮦ作りは➹者

のような担当者に௵せておけࡤいい。

 また、３年間の᥈究活動のンࣉッࢺとࣉࢺ࢘ッࢺの記㘓はすて、ポー࢛ࣇࢺリ࢜にṧしてある

ので、㡰ㄪに知識をᚓ、Ⓨಙຊをఙࡤした生徒は、たとえࡤ⥲合ᆺධヨをཷ㦂する㝿にも㈨ᩱをそろえ

るのにⱞປをすることはない。

での᥈究活動とಶேによる᥈究活動の᳇み分けࣉルーࢢ (3

 ➹者はこの３年間の᥈究で、௨ୗのつの理⏤からಶேによるンࣉッࢺ(とࣉࢺ࢘ッࢺ)の機会を

なるく多く設けるようにᚰがけた。

現௦では、ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン能ຊの育成が声高にྉࡤれ、「ヰし合いこそ」のような㢼₻がある

が、そもそもヰし合いの๓に知識を身につけていなけれࡤ、✵っࡱの㆟ㄽに⤊わってしまう。⮬分で(ཧ
考ᩥ⊩に基࡙いて)ṇ☜な知識を身につけた上でၥ題点をヰし合いの場に着かなけれࡤ、⤖ᒁឤをゝ

い合うだけの「࣋ࢹーࢺ」「ࢹス࢝ッࣙࢩン」になってしまい、ពがない。ࢢルーࣉ活動のຌ⨥に

ついては Zajonc (1965)が᭷ྡだが、その中でᘬ用されている Pessin が 1933 年に行った実㦂によれࡤ、

୍ேでࢱスクに取り⤌ࢇだ⿕㦂者の方が、ே๓で取り⤌ࢇだものよりもぬえるのが᪩く、࣑スも᱁ẁに

ᑡなかった。もちろࢇ Zajonc ௨๓の実㦂では、ࢢルーࣉ活動(またはഐ観者がいる⎔ቃ)の方が成果が上

がる研究⤖果が多く報࿌されている。Dashiell and Allport(1930)には、ࢢルー࣡ࣉークとಶே活動の、

それࡒれに向く活動の✀㢮が記されている。Zajonc はこれらの᮲௳について、 “performance is 

15 本✏でఱ度も「ㄪ学習で⤊わってしまう生徒」にゝཬしているが、そういう生徒はこのࢧクルの中

の「ẚ㍑検討し(c)考ᐹ」することができない生徒である。


C�ൢƮƘ 
D�ჷǔ 
E�ᎋƑǔ


F�ႆƢǔ
G�ϐᎋƢǔ

H�ǑǓขƘ

ჷǔ

ᅗ㸯㸮㸸᥈✲άືࣝࢡࢧࡢ
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facilitated and learning is impaired by the presence of spectators.” と⡆₩にまとめている(Zajonc 
1965: 270)。他者の介ᅾによって impaired になる᥈究に関わる活動については、ಶேでの学習とした。

てのࣞスポンした場合は、すࢺッࣉࢺ࢘したことをࢺッࣉンについても、ಶேでࢺッࣉࢺ࢘

スが⮬分の学習の┬としてᤊえることができる。ࢢルー࣡ࣉークでは成員の㈐௵が分ᩓしてしまい、

せっかくのⓎ⾲の機会(とそれにᑐするᛂ)の効果がῶࡐられることになる。

また、つ目の理⏤として、ᡃ 々のᬽらすこのୡ⏺は(本⣖要のように)(ཱྀ㢌Ⓨ⾲ではなく)ᩥᏐやᅗ⾲

を፹体としたࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンがᅽಽ的に多いにもかかわらず、「ཱྀ㢌によるものこそがࢣࢽ࣑ࣗࢥ

ーࣙࢩン」で「ヰのうまいேがち」のようなഴ向があるからである。ࢢルーࣉでヰし合いをすると、

どうしても声のきいேのព見にὶされがちで、また⤒㦂上、そういう「声のきい」ேはᩥ⊩を読ま

ない生徒であることが多い。そのような状況をᡴ◚したく、ᬑẁの授業では上ᡭにⓎゝできないけれど

も、地㐨にᩥ⊩に当たり、じっくり考ᐹのできる生徒にこそ、⥲᥈ではගを当てたいとᛮう。

 では実㝿に、㸲７回生の活動がどのようなものであったか、使用した教ᮦをᥦ♧しながら見ていくこ

とにする。

（3）学習・活動内容と、࢝リキࣗࣛムのᅄ本ᰕとの関連性

このࢭクࣙࢩンでは、➹者が⥲合的な᥈究の時間の学習内容として学年当ึにあらかじめ考えていた

ものだけではなく、実㝿に授業を行いながらಟṇしたものをྵむ。

1) SDGs ᥈究活動(ᅄ本ᰕの) 
 㸲７回生の⥲᥈の部分はこの活動にてられた。

 １年ḟ㸸ୡ⏺のㅖၥ題をㄪる

１年ḟは実を知るẁ㝵とᤊえ、᭱ึのうちはㄪ学習に⤊ጞした(ᅗ１０㸫(a)(b))。１年ḟのኟఇみ

の課題としてᅗ㸳と同様の活動に取り⤌ませ、ኟఇみ明けにᅗ㸴の活動をクࣛスで行い、そこからᅗ１

０㸫(c)のẁ㝵⛣行する。また、そこで⮬分が᥈究課題として取り上げた分㔝を解決するྍ能性のある

学ၥ分㔝をㄪることで、の㐍㊰学習とつなげた。

１年ḟは᥈究活動にまで฿㐩しないとはいえ、どのࣞ࣋ルでもゝㄒ活動は実させるきであること

は他の教科と同じである。えࡤኟఇみ明けの活動では、教員用㈨ᩱとしてᅗ１１を用ពした。

ᅗ㸯㸯㸸ゝㄒάືࡢ࡚ࡋ࣮ࢱ࣮ࢸࣜࢩࣇᩍဨࡢᙺ�F� 
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㸰年ḟ㸸᪥本の≉ᐃ地域のㅖၥ題をㄪる、እ部にⓎ⾲する

 㸰年ḟは、学習ẁ㝵としては１年ḟと同様だが、ࣇールࢻをಟ学᪑行の行きඛであるἈ⦖に設ᐃし、

ୡ⏺のㅖၥ題についてㄪた１年ḟの内容とẚ㍑することにおいて学習内容が῝まることをᮇᚅした。

また、Ἀ⦖をࣇールࢻにすることで、SDGs のㅖၥ題の中でも、平、⤒῭᱁ᕪ、⏘業、Ṕྐ(ᩥ化の

ఏᢎ)、⎔ቃ保に生徒のព識を㞟中させることができた。16 ⤖ᒁはἈ⦖ಟ学᪑行は中Ṇになったが、

ここでㄪた内容と題の設ᐃ方法が３年ḟの学習に生かされることになった。

 また㸰年ḟのもう୍つのきな活動として、እ部のⓎ⾲を取りධれた。i1-(1)-1)のẁ㝵では３年ḟ

に取り⤌ࢇだ活動だが、⬮ὀ１㸰のように、この活動は㸰年ḟ⤊までに⤖果がฟている必要があるた

め、多ᑡᙉᘬではあったが㸰年ḟに⤌み㎸ࢇだ。この年は㸴᭶から学校が再㛤されたため時間が㊊らず、

እ部ᛂເඛのࢢルーࣉ分けをすることも担当教員を決めることもできなかったため、ᅗ１㸰の指♧にᚑ

って生徒は活動することとなった。なお、ୗᅗは生徒用㈨ᩱに教員向けのὀព᭩きを⥳Ⰽの྿きฟしで

ຍえたものである。

 ３年ḟ㸸地域社会研究と᥈究活動

 㸰年ḟに᥈究活動のᑐ㇟をἈ⦖としていたもの

を、３年ḟは、より身㏆な地域社会に㝈ᐃして SDGs
᥈究活動を行った。またこのẁ㝵では、よりࣞポー

らしく、ᅗ１０の(c)(d)(e)まで活動が㐍むようなࢺ

けで授業を⤌み立てた。

16 SDGs ᥈究活動をする中で㑊けられないၥ題として、生徒の⯆が⎔ቃၥ題に೫りがちだ、ということ

がᣲげられる。生徒にはすࡄに⟅のฟそうな解決法に㣕ࡧつくのではなく、もっとே間を㈨本とした解決

⟇に目を向けてしいとᛮう。その点では３年ḟの⥲᥈がᩥ⣔にしかなかったのはᖾいであった。

ᅗ㸯㸱㸸ᆅᇦ♫ 6'*V 

ᅗ㸯㸰㸸እ㒊ᛂࡢඛࢆỴࡢࡵࡓࡿࡵᣦ♧ࢺࣥࣜࣉ
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 ๓㏙のように、SDGs を⮬分とは関わりのない㐲いୡ⏺のၥ題としないよう、地域社会の中で SDGs
に取り⤌ࢇでいる業や地方⮬体についてㄪさせ、その内容がᅗ１３のマࢺリックスのどこに⨨

するか考えさせ、記ධさせた。マࢺリックスを用いた学習は１年ḟに⤒㦂しているため、この後どのよ

うな観点で᥈究活動を㐍めていけࡤいいのかを、学習者⮬身がẼ࡙くことができたようにᛮう。

2) 㐍㊰学習と㢮ᆺ選ᢥ(ᅄ本ᰕのと) 
SDGs の理念を知りၥ題ព識をᣢつことを、生徒⮬身がே生の課題としてᤊえるには、そのၥ題解決

にᐤできるே間になることが、ᑡなくとも、そうなるྍ能性を見いだすことが、必要である。㐍学ඛ

と生徒の᥈究課題とがᑡしでもつながりをᣢつことで、(୍⯡的なཷ㦂用の)学習のࣔ࣋ࢳーࣙࢩンを上

げることにもつながる。

１年ḟ㸸学ၥ分㔝を知る

本校の１年生๓ᮇは、高連携業の୍⎔としてឡ知教育学の研究室にゼၥをし、学という学ၥ

機関ではどのような研究がなされているところなのかを知る機会が用ពされている。ただ、教育学で

は学⯡の学ၥ分㔝は⥙⨶できないので、୍⯡的な学ၥ分㔝マッࣉや学内情報ㄅなどを用いて、

学ၥ分㔝同ኈのつながりを知る活動を取りධれる。また、その中で SDGs の中で⯆をᣢった分㔝の解

決ྍ能性のある学部学科や、学、実㝿に取り⤌ࢇでいる教授などをㄪるように指♧する。17

 ⯆のある学ၥ分㔝がわかってきたとこ

ろで、㢮ᆺ選ᢥをさせる。学ཷ㦂の⤌み

について生徒に知らせるのもこのẁ㝵から

である。18

 㸰学ᮇには㐍㊰部⟶㎄の「ฟ๓ㅮ⩏」で、

ㅖ学から教授をᣍいて学ၥ分㔝ẖにㅮ⩏

を⪺く機会がある。ึ 年度教育として、研究

室ゼၥと㢮ᆺ選ᢥ、ฟ๓ㅮ⩏の目的と方㔪を

⤫୍できれࡤ、よりよい᥈究活動につながる

と考えられる。

 㸰年ḟ㸸学ၥ分㔝研究を῝め、学の方向性を決める

 本校では㸰年ḟからᩥ・理でクࣛスが分かれているため、㸰年ḟ௨㝆の学ၥ分㔝᥈究はクࣛスẖに行

い、１年ḟよりもよりヲ⣽にㄪることができる。ここで、⯆のある分㔝の研究者の᭩いたᩥ⊩を読

む練習をする。ここに⥲᥈の評価の(B)がきく関わる。⮬分の㏆いᑗ᮶のᕼᮃとୡ⏺のㅖၥ題が、どの

ように関わり、どのように࣑ࢥッࢺできるかを᥈るきっかけとなる。

17 この時点でとࢇどの生徒は、SDGs のどの目ᶆも複合的なၥ題が⤡み合っており、༢୍の学ၥ分㔝だ

けで解決できるものではないとわかっている。このẁ㝵で学㝿的な視㔝をᣢたせることで、この後の᥈究

活動にも、また᭱⤊的な㐍㊰選ᢥにも、ᙺに立つことになる。
18 ఇ校のᙳ㡪もあり㸰年ḟの㢮ᆺㄝ明会がᛮうようにできず、ධヨไ度のㄝ明が３年ḟに㣗い㎸ࢇだのは

┬点である。

ᅗ㸯㸲㸸㸯ᖺḟᏛၥศ㔝◊✲ࡢィ⏬
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3) ㄽ理的ᛮ考ຊとⓎಙຊの育成(ᅄ本ᰕの߀) 
 ⾲題の能ຊ育成のためには、ṇしくンࣉッࢺすることと、㐺

ษにࣉࢺ࢘ッࢺする活動の୧方が必要である。

 ３年間のすての活動について、教員のヰを⪺くときやࢢルー

を用ពした。同じくすࢺーࢩ内Ⓨ⾲をするときには必ず࣡ークࣉ

活動ࢺッࣉࢺ࢘ての活動について、᭩く、またはヰすᙧᘧの

を取りධれた。

これらの活動を通して、評価の基本理念(A)をእれないようにᚰがけた。すなわち、⏬୍的なṇしい⟅

がないၥについて、生徒がたった୍つの⟅にまとまらないようにすること、さらに、┦のⓎ⾲を⪺く

ことで、⮬身の読みやⓎಙの方について┬し、ᨵၿ点を見ฟせるようなけを࣡ークࢩーࢺに用

ពしておいた。

 ྛ学年のẁ㝵としては௨ୗのようである。

 １年ḟ㸸ᑠㄽᩥῧ๐ᶍヨをཷける

 １年ḟの３学ᮇに、ᑠㄽᩥῧ๐指導をᥦ供しているฟ∧社の教ᮦを

用いる⥲᥈の授業を用ពしておいた。࢞ダンスとして、ㄽ理的なᩥ

❶の᭩き方とᩥ⊩の᥈し方をㅮᖌに教えていただいた。19 ฟ∧社ᥦ供

の࣡ークブックを用いてఱ度か練習をしたのち、ῧ๐指導を行った。

この年᥇用したῧ๐ᶍヨでは、「課題ᩥᆺ」などのᙧᘧや、題についても生徒⮬身が選ᢥすることが

でき、さらには、୍度ῧ๐されたものとく同じ課題に、再度取り⤌むところまでがᩱ㔠にྵまれてお

り、変᭷ព⩏な活動となった。

㸰年ḟ㸸እ部のⓎ⾲を目指す

i2-(3)-1)でもゐれたとおり、㸰年ḟにはㄪた内容について、⮬身の考ᐹをྵめてእ部にⓎ⾲するこ

とをきな㍈として᥈究活動を行った。⮬分のⓎ⾲したものが、高校እでどのようにཷけṆめられるか

を知ることも、評価の基本理念(B)に当てはまる。

 ᅗ１㸰のように、๓年度のᑠㄽᩥῧ๐指導で学ࢇだことをព識させ、ᐈ観的ㄽᣐをもってㄽじること

を目的としたが、ឤᩥの域をฟないものもあった。学年の立ち上がりがࣛࣗࢠࣞーな᪥⛬だったと

はいえ、ᚭᗏできなかったことは┬点としたい。20

 その中でもඃ⚽な成⦼をめた生徒がおり、ᅜでධ㈹した⤖果、

⾲ᙲᘧにᣍᚅされ(新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスの関ಀで Zoom での㛤ദだっ

た)、当ヱ生徒は、そのദの学の AO ධヨの㈨᱁をᚓて、１年後に

それを活用して㐍㊰実現を果たした。

 ３年ḟ㸸ㄽᣐをもったࣞポーࢺを、ㄽ理的に作成する

 ๓年度の┬を㋃まえ、３年ḟの活動では、㐺ษに㐺㔞のンࣉッࢺをすること、複ᩘの㈨ᩱをẚ㍑

19 それ௨๓のㅖ活動の中で、ཧ考ᩥ⊩の必要性についてはᢡにゐれఏえてあったので、学校እのேから⿵

的にゝっていただくことで、生徒のព識にṧったとᛮう。
20 また、⩣年、ྛ々の㐍㊰ᕼᮃに合わせてධヨ要項を読むことをᐃし、ྛᛂເඛの決まり等をྛ⮬で読

み、それに合わせてᛂເするように指♧したが、ᯛᩘ、ᙧᘧ、⥾ษ等をᏲれない生徒がとても多かった。
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し、そこからㄽ理的ᛮ考ຊを用いてㄽずること、✼を≢さないࣞポーࢺをㄽ理的かつㄝᚓຊをᣢって

᭩けるように、ẁ㝵を㋃ࢇで指導した。

 ᭱ึの㸰ࣧ᭶は、ಟ学᪑行が㸲᭶ୗ᪪にあることをᐃして、

ゼၥඛである㈡、⚟井、▼ᕝのྛ┴について、⏘業振⯆、ᩥ化

ఏᢎ、Ṕྐ保ㆤ、⎔ቃ保などの観点から、どのような取り⤌み

がなされているかをㄪさせた。この活動をすることで、࠙１年ḟ㸸

ୡ⏺のㅖၥ題ࠚЍ࠙㸰年ḟ㸸Ἀ⦖のㅖၥ題と取り⤌みࠚЍ࠙３年

ḟ㸸㈡およࡧ㝣地域の社会的取り⤌みࠚと、ẁ㝵を㋃ࢇで

SDGs 㐩成のᡭ立てを様々なࣞ࣋ルからㄪ、考ᐹすることがで

き、この後の࠙⚾たちのᬽらす地域社会と SDGsࠚに⛣行しやす

くなった。また、これらの地域は、ࣟー࢝ルࢽ࣑ࣗࢥテーとし

ての取り⤌みが≉ᚩ的で、ཧ考になる点が多く、このあとの᥈究

活動に(↓ព識にも)ᙳ㡪をཬࡰしていたとᛮわれる。

 この活動のンࣉッࢺは、ࢻ࢞ブックやンࢱーࢿッࢺ上

の情報のみに㝈ᐃした。地域やࢯースにไ㝈があるからこそ、⊂

⮬の観点でㄪている生徒が多く見ཷけられた。また、ࣉࢺ࢘

ッࢺ活動もࢢルーࣉ内Ⓨ⾲の中から௦⾲者にクࣛス体にཱྀ㢌

Ⓨ⾲というᙧだったが、スࣆーࢳらしく➗いをえ、ᴦしく、ま

たわかりやすいものとなった。

 ḟに、より身㏆な生徒⮬身がᒃఫする地域で SDGs の目ᶆ㐩成に関して、どのようなၥ題点がᏑᅾし、

そのཎᅉがどこにあり、どのような解決⟇を、どこのᅋ体がどういう規ᶍで実し、ṧされている課題

はないか、考ᐹしᥦすることを目ᶆとした。ᅗ１㸴のようなࣁンࢺ࢘ࢻで指♧し、活動中教員は㐺

ᐅຓゝをした。

ᅗ１㸴の中ኸ(生徒用ࣁンࢺ࢘ࢻでは㸳࣌ーࢪ目)では、ཧ考ᩥ⊩の᥈し方を再ᥖしている。検㜀を⤒

て᭩⡠としてฟ∧されたもの、もしくはᰝ読を⤒てㄽᩥとしてⓎ行されているのでなけれࡤ、ㄽᣐとす

るに㊊らない。Wikipedia をಙじるࢱࢪࢹルࢿテブୡ௦だからこそ、このことは３年間⧞り㏉しఏ

ᅗ㸯㸳㸸ಟᏛ᪑⾜ඛ 6'*V 

ᅗ㸯㸴㸸ᆅᇦ♫ࡢ 6'*V�࣮࣡ࡣࢺ࣮ࢩࢡឡ45ࠊ  �ࡾ࠶ࢻ࣮ࢥ
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え続けてきた。

このẁ㝵のࣉࢺ࢘ッࢺとして、ポスࢱー作成を行い、ᩥ化⚍でᥖ♧をした(No Show)。ポスࢱー作成

に当たっては、᭩ᘧを学年で⤫୍し、読者にඃしい構成をᚰがけた。そうするためには、テンࣞࣉーࢺ

を㓄ಙしておく必要がある。ཧ考に、➹者が作成したテンࣞࣉーࢺ(pptx)の URL をᥖ載しておく。

https://docs.google.com/presentation/d/1mqfWR7McAW1MLE8io0WIgOJ9fNIlqX-F/edit?usp=sharing&ouid=102480949773650383421&rtpof=true&sd=true

テンࣞࣉーࢺを生徒にᥦ供する㝿のポンࢺは、生徒が使用すき࢛ࣇンࢺ、ᩥᏐのきさ、ᯟやẁ⤌

みなどはすてணめ指ᐃしておくことである。こうすることでポスࢱーに⤫୍ឤが生まれ、また、評価

の㝿にも生徒の฿㐩度が見えやすい。さらに、ㄪるだけではᯟがᇙまらないことにも⮬動的にẼ࡙く

ことができる。21

 ḟのẁ㝵が、᭱⤊的なࣞポーࢺ作成である。ᩥ化⚍でᥖ♧したポスࢱーについて、⮬┬をするための

࣡ークࢩーࢺにᚑい、(ㄪ学習やឤᩥ⤮ではなく)᥈究ࣞポーࢺを成させるᡭຓけとした(ᅗ１７)。

ᅗ１７のࣉリンࢺを読み、ṇしい方向に⯦を取って活動の㌶㐨をಟṇできる生徒もいた。

 ࣞポーࢺ作成に当たっては、ポスࢱーと同じくテンࣞࣉーࢺを㓄ಙし、ᙧᘧを⤫୍した。また、高校

生ẁ㝵の生徒は、「ᘬ用」「୍⯡ㄽ」「⮬分のព見」の༊ูがつかず、⮬ぬのないまま✼しているので、

ṇしいᘬ用の方をࣉリンࢺにして㓄付した。このことでさらに、ㄪ学習から᥈究活動に㏆࡙くこと

21 とはいえ、ここまでお⮃立てをしても「テࣞࣅで見たことのある内容をᛮいฟしてᩥᏐにしただけ」と

いうポスࢱーがあったのも☜かである。そのᑐฎ法についてはḟẁⴠཧ↷。

ᅗ㸯㸵㸸࣮ࢱࢫ࣏Ⓨ⾲ࡢ┬ࡢ┿ࡽ᥈✲άື࡚ࡅྥ
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ができるだろう。また、３年間㤳ᑿ୍㈏してཧ考ᩥ⊩ḍには複ᩘ行を用ពしておくことで、ఱもཧ考

ᩥ⊩を読ࢇでẚ㍑検討し考ᐹするよう向けた。

本✏作成時には、᭱⤊のࣞポーࢺはまだᥦฟされていない。㉁の高い、１年ḟより成㛗した᥈究活動が

なされていることをᮇᚅしたい。

࡚ࡅྥᚋࡵࡲ �3

⥲合的な᥈究の時間の࢝リキࣗࣛムを作成するに当たり、学校要ぴに記載のබᘧな教育目ᶆに準ᣐし、

SDGs ᥈究活動を、❷㐍㊰実現や㢮ᆺ選ᢥとも⤡めて、߀ㄽ理的にᛮ考しⓎಙするຊを㣴うく、

他教科やㅖ活動とも連携をᅗりながら実行した㸲７回生の記㘓をまとめた。その中で、３年間の見通し

をもった上で、ྛ学年の᭱ึに年間ィ⏬をᥦ♧することで担当教員間のពᛮの通をᅗることもᥦし

た。さらに授業と評価に㝿して、(A)生徒ಶே内で成㛗を認め、(B)SDGs を身㏆にឤじるような授業で

(C)教員はきっかけをえるᏑᅾとなるきだとㄽじた。

これらの基本方㔪から実践した㸲７回生の⥲᥈の授業で使用したࣁンࢺ࢘ࢻや教ᮦを学習項目ࡈ

ᅗ㸯㸶㸸᭱⤊ࣞࢺ࣮࣏సᡂࠊ࡚ࡅྥ参考文献ࡢᘬ⏝ࡢ᪉
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とに୪┤すことで、ᑡしでも使える教ᮦがあれࡤᖾいである。

こうして３年間を振り㏉ってみると、３年間の⥲᥈の学習活動とその内容が、まさに⥲合的⤫合的に

合わさって「⥲合的な᥈究の時間」を作り上げていることがᨵめてわかる(ᅗ１㸷)。また、ここまでで

習ᚓした知識や技能はᅗ㸰０のようにまとめることができるが、これはወしくも、今⯡の学ධヨไ度

ᨵ㠉でㅻわれた、ཷ㦂生に必要な能ຊそのものであった。

i2-(1)-1)でもゐれたが、⥲合的な᥈究の時間のព⩏を見ฟせない生徒は多い。また、保ㆤ者からもẖ

年のように「ຮᙉではないのになࡐ課題がฟるのか」などࡈព見を㡬ᡝすることもある。本✏がそのよ

うなㄗ解を解く୍ຓとなることを㢪う。また、⥲᥈が効㦂のある学習活動で、それ௨上に学習者⮬身の

視㔝と見識をᗈげて社会に㈉⊩できるேᮦとなるような教育の୍➃を担う教科として、本✏のどこか୍

部でも用いただけれࡤᖾいである。

なཧ考ᩥ⊩
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ឡ知教育学㝃ᒓ高等学校研究⣖要第ྕڦ

SSڦ�㹼（;;�� �ڦ）ڦ

「6'*V ⥲選ᣲ」の実践報࿌（続⦅）

̿6'*V をத点としたᶒ者教育̿

௧㸰年度 第㸰学年 ᑠ⏣ཎ健୍

㸺キー࣡ーࢻ㸼ᶒ者教育 6'*V 高校生の社会ཧ⏬ ⥲合的な᥈究の時間のあり方

�㸬άືࡢ┠ⓗ࡞

 年度報࿌した活動の目的などを、⡆₩にまとめておく。 

（�）目的 

6'*V に関する᥈究活動とᶒ者教育を⼥合させることで、୧者の㨩ຊを高め、より効果的な授業を

実現すること。 

（�）実ணᐃ

・第１回 

ダンスとᨻඪ作り 㸨実現したい࢞ 6'*V の目ᶆを �� 分㔝の中から３つ選ࡧ、この目ᶆを㍈にク

ࣛス内で㸲ྡ௨内のᨻඪを⤖成する。

・第㸰㹼㸳回

 ᨻ⟇立       㸨選ࢇだ３つの目ᶆに関わるᨻ⟇とྛᨻඪの目⋢となる࢜リࢼࢪルᨻ⟇を

立する。

            㸨6'*V の目ᶆを⮬分とᤊえるため、⮬分㐩の学校の㨩ຊを高めるため、

学校でどのように目ᶆを㐩成するかᥦする。

            㸨ᨻ⟇はᮇ㝈と㈈※を♧したᡤᐃのマ࢙ࣇࢽスࢺ用⣬にまとめる。 

・第㸴㹼７回      

クࣛス内₇ㄝ     㸨㸰㐌にΏって、ྛᨻඪがクࣛス内で㸲分間の₇ㄝを行う。

           㸨㸰㐌目、てのᨻඪの₇ㄝ後にクࣛス内ᢞ⚊。第୍ඪは学年₇ㄝ。

・第㸶回

 学年₇ㄝ       㸨㸳クࣛスの௦⾲ᨻඪによる₇ㄝ。授業構にࡈ協ຊを㡬いたឡ知教育学

の┿ᓥඛ生と࣑ࢮ学生をえ討ㄽ会。

            㸨ᨻඪの₇ㄝ後、実㝿の選ᣲ機ᮦを用いてᢞ⚊。

            㸨第୍ඪは、校㛗ඛ生にᨻ⟇をᥦするᶒをᚓる。

 なお、年度の報࿌はᨻ⟇立の㸰回目までの状況をまとめたものである。

年度、第㸰学年では⥲合的な᥈究の時間において、「6'*V ⥲選ᣲ」と題して、6'*V を要なத

点としたᶒ者教育を実践した。௧３年３᭶にⓎ行された本校研究⣖要第 �� ྕでは、その㏵中⤒

㐣を報࿌したが、本✏はその続⦅でありな報࿌内容は、生徒の₇ㄝの様子、ンࢣーࢺ⤖果とその

分析である。
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�㸬ᨻ⟇❧

ᨻ⟇立にはఇみをᣳࢇで㸰回ずつ、合ィ㸲時間分の授業をてた。㝈られた時間の中で生徒たち

はᨻඪẖに協ຊして取り⤌み、ᮇ㝈までにマ࢙ࣇࢽスࢺを成させ、₇ㄝに⮫ࢇだ。活動の様子をḟの

ᅗ１・㸰で⤂介する。

3㸬ࢫࣛࢡෆ₇ㄝ

 㸰㐌間にΏってクࣛス内₇ㄝを行った。᪥⛬の㒔合上、この㸰回の中から１ᨻඪを選ฟするᙧᘧを᥇

ったので、評価基準にずれが生じないように⡆༢なルーブリックを生徒には㓄付した。しかし、それで

もᢞ⚊を行う㸰㐌目に₇ㄝしたᨻඪが᭷になったことはྰめない。ᅗ３・㸲は₇ㄝの様子である。

ᅗ㸯� ⏕ᚐࡢᵝᏊ�

� ᨻ⟇ࡢᐇ⌧ᛶㄝᚓຊࢆᣢࡵࡓࡿࡏࡓ

�ࠋࡿ࠸࡚ࡁ࡛ࡀࡇࡿㄪࡾࡗࡋࠊ

ᅗ㸰� �ࢺࢫ࢙ࣇࢽ࣐

� ᡤᐃࡢ᭩ᘧ࡛ࣥ࣌᭩ࡁ㎸₇ࠋࡓࡏࡲㄝ

�ࠋࡓࡋᢞᙳࢆࡢࡶࡓࡗ┿ࢆࢀࡇࠊࡣ

ᅗ㸱� ₇ㄝࡿࡍ⏕ᚐࡢᵝᏊ� ᅗ㸲� ₇ㄝࡃ⫈ࢆ⏕ᚐࡢࡕࡓ⏝⣬�

� ┿࡞⾲࡛⫈ࡁධࡿ⏕ᚐࡀከࡓ࠸ࡃ

�ࠋࡓࡗ࠶༳㇟ⓗ࡛ࡀࡢ
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㸲㸬Ꮫᖺ₇ㄝ

 ྛクࣛスの௦⾲となった㸳ᨻඪが、学年の生徒・⫋員、ឡ知教育学社会科教育ㅮᗙの┿ᓥ⪷子ඛ生

と࣑ࢮ学生の๓で₇ㄝに⮫ࢇだ。௦⾲ᨻඪ決ᐃから１㐌間しかなかったので、当ึはクࣛス内Ⓨ⾲で使

用したマ࢙ࣇࢽスࢺをᢞᙳするணᐃでいたが、௦⾲ᨻඪの生徒たちを㞟めた場で、学年₇ㄝ用にスࣛ

を作成するこࢻを作成したいという⏦しฟが୍ேの生徒からあった。⤖ᒁ、㸳ᨻඪが新たにスࣛࢻ

とになったので、作成῭みのマ࢙ࣇࢽスࢺを子上にして関ಀ者にணめ㓄付することができた。

 ₇ㄝ当᪥は、地ඖのࢣーブルテࣞࣅᒁの取ᮦもྵめ、体育㤋でໃを๓にして₇ㄝするという័れな

い状況の中、௦⾲ᨻඪはしっかりと₇ㄝをし、┿ᓥඛ生や࣑ࢮ学生、ᡈいは同⣭生の㉁ၥにᑐして、時々

うろたえながらも┿ᦸにᛂえることができた。ᅗ㸳・㸴は体育㤋での₇ㄝとᢞ⚊の様子である。

㸳㸬ࢺ࣮ࢣࣥ⤖ᯝ

（�）生徒ンࢣーࢺ

第１回目の࢞ダンスで๓ンࢣーࢺ、⮫時で行った第㸷回目の振り㏉りで後ンࢣーࢺを行っ

た。生徒の変化を☜認するため、๓・後ともࡰ同じンࢣーࢺにしたが、ḟのᅗ７が㔜複してい

る㉁ၥ項目であり、生徒のᨻや 6'*V にᑐする⯆・知識の変化が⾲れている。

ᨻや選ᣲに

関する⯆が
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� ➨୍ඪࡓࡗ࡞⤖ᯝࢵ࣑ࢥඪ࣮࣌ࡣ

�ࠋࡓ࠼ッࢆ⾜㐍ࡢࢫ࣮ࣞࣃ

ᅗ㸴� ᢞ⚊ࡢᵝᏊ�
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�� ṓになった

ら選ᣲでᢞ⚊

に行きますか 

行く 
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 まず、ᨻや選ᣲについてゝཬすると、๓ンࢣーࢺのẁ㝵で᪤に⯆がある、ややあると⟅えた

生徒が༙ᩘ௨上いたが、⯆も知識もᑡしずつ高まっている。≉に �� ṓでの選ᣲでᢞ⚊に行かないと

⟅えた生徒は୍ேもいなくなっており、ンࢣーࢺのẁ㝵ではあるものの、本実践の୍つの成果だとᛮ

う。

 ḟの 6'*V についてだが、⯆があると⟅えた生徒がಸ௨上にቑえ、知識がややあると⟅えた生徒も

ᖜにቑえている。ンࢣーࢺとはูにࣞポーࢺを課したが、ḟのᩥは生徒のࣞポーࢺの୍部である。

6'*V は「ㄡ୍ே取りṧさない」という理念が♧す通り、てのே々に関わる地⌫規ᶍの目ᶆである。

そのため、୍⯡の高校生は「㐲いୡ⏺のヰ」、「⮬分㐩ではఱもできない」という༳㇟をᣢちやすい。⚾

の㐣ཤの実践でもそのような༳㇟をᣢっている生徒は積極的な活動はฟ᮶なかった。それにᑐして、本

実践は学校を⯙ྎにして、⮬分㐩の学校をどう㨩ຊ化していくかを考え、情報を㞟め、ᥦしていく活

動であったので、生徒の積極性をᘬきฟし、⤖果として 6'*V にᑐする⯆や知識の高まりに⧅がった

と考えられる。

 学年ᢞ⚊の⤖果、࣌ーࣃーࣞス化のಁ㐍をᙉくッえた⤖果に࣑ࢥッඪが第୍ඪとなり、ඪ員は校㛗に

⮬分たちのᨻ⟇をᥦした。ちࡻうど、学校でも࣌ーࣃーࣞス化を㐍めており、᪤に⫋員会㆟は &ODVVL
を活用していたが、これを機にྛ✀の通ಙも &ODVVL などを通して㓄ಙするὶれがᙉまっている。実は⚾

ಶேは、てを࣌ーࣃーࣞスにすることの効果については的で、学年通ಙは⣬でⓎ行したいという

ᅗ㸵� �ᯝ⤖ࢺ࣮ࢣࣥ

� ྛ㉁ၥ㡯┠ୖࡢẁࡀ๓ࠊୗẁࡀᚋࢺ࣮ࢣࣥࡢ⤖ᯝ࡛ࠋࡿ࠶
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Ẽᣢちがṧっている。⣬でⓎ行していた時௦の学年通ಙには生徒からも保ㆤ者からもそれなりに㡪が

あり、༞業後も⠇目には学校の +3 を用して通ಙをⓎ行していた。現ᅾ、ධ学後から㓄ಙしている学

年通ಙには、㡪はࡰない状ែなので、⣬でఏえることのព⩏はあったかとᛮっているが、⮴し方な

いところである。ࣞポーࢺで、࣌ーࣃーࣞスについてのព見を㏙た生徒も㈶ྰが分かれた。㈶成の立

場の生徒からは「ンࢣーࢺだけでなく、このࣞポーࢺも &ODVVL を活用した方がいいのでは㸽」という

ព見がฟた。このような指をする生徒がฟることをᮃࢇではいたが、ࢱブࣞッࢺ➃ᮎやࢥࢯࣃンが୍

ே୍ྎないので、多くの生徒はスマ࣍でධຊすることになる。᪥ᖖ的に㛗時間、スマ࣍を用している

のであろうが、授業中ずっとスマ࣍にධຊを続けるのを㑊けたかったこと、そしてఱより、教員ഃがࣞ

ポーࢺを読む時に༳ๅすることがணされたので、⣬に᭩かせることにした。⚾は⣙ ��� ྡの生徒がᥦ

ฟした⣬のࣞポーࢺに୍通り目を通したうえで、3') 化して保Ꮡした。本✏ᇳ➹にあたって 3') 化し

たࣞポーࢺにもう୍度目を通そうとしたが、保Ꮡの向きがᶓ向きになっており読み㎞かったこともある

が、�� ྡ分を㉮り読みするだけで⤊わってしまった。また、ྰᐃ的な立場の生徒からは、「⣬でないと

読みにくいし、ࢹーࢱだと᥈すのにᡭ間で読まなさそう。」という⚾のឤぬにఝたព見がฟてきた。いず

れの立場にしても、生徒たちのࣞポーࢺからは⮬分とᤊえている様子がఏわってきた。

（�）⫋員ンࢣーࢺ

学年の⫋員には記㏙ᘧでンࢣーࢺをとり、実践のព見をᐤせてもらった。௨ୗはそのᢤ⢋である。

�ࠖࡍࡲࡾ࠶ࡣⅬࡁࡍṧࠊᨵၿⅬࠊ࡚࠸ࡘసᡂ㸦‽ഛᮇ㛫㸧ࢺࢫ࢙ࣇࢽ࣐ࠕ

・クࣛス₇ㄝが⤊わった࣑ࢱンࢢでึめて⮬分たちのᨻ⟇の༑分なところにẼ࡙くᨻඪも多かった

ように見えました。₇ㄝの๓に୍度ูࢢルーࣉとⓎ⾲・㉁ၥをしあうなど視㔝をᗈげる機会を作れると

よかったかもしれませࢇ。

�ࠖࡍࡲࡾ࠶ࡣⅬࡁࡍṧࠊᨵၿⅬࠊ࡚࠸ࡘ₇ㄝࢫࣛࢡࠕ

・場ᡤや機ᮦのၥ題はありますが、ての⌜が࣡ࣃーポンࢺなどを使ったࢮࣞࣉンテーࣙࢩンができ

るとⰋいかなとᛮいました。 

・時間的にཝしいですが、やはり㸰回に分かれてしまうとᢞ⚊᪥にⓎ⾲したࢢルーࣉが᭷となってし

まっていたようにᛮいます。 

�ࠖࡍࡲࡾ࠶ࡣⅬࡁࡍṧࠊᨵၿⅬࠊ࡚࠸ࡘᏛᖺ₇ㄝࠕ

・もうᑡし時間を取れるとⰋかったですࡡ。 

・選ᣲの㞺ᅖẼもฟて、とてもⰋかったとᛮいます。 

・時間的にཝしいかもしれませࢇが、Ⓨ⾲後の㉁ၥ等やᨻඪ同ኈのព見の機会がもうᑡしあるとྛ

ඪのᨻ⟇内容がさらに῝められてよいようにឤじました。 

�ࠖࡍࡲࡾ࠶ࡣⅬࡢࡁẼ࡙࠾ࠊࡢࡑࠕ

・᭱後、ᨻ⟇の㨩ຊでないところで選ᣲ⤖果がฟたようにឤじられたところはṧ念でしたが、୍連の活

動はとてもⰋかったとᛮいます。 

・ルーブリックによる評価とは違う観点でᢞ⚊させたのはとてもⰋかったとᛮいます。ただ、ルーブリ

ックによる評価は評価としてྛ⌜に㑏ඖできるとⰋいかとᛮいました。  
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 機ᮦについての課題は௧㸲年度のධ学生から୍ே୍ྎの L3DG を⮬㈝㉎ධしてもらうことになるの

で、ᨵၿが見㎸まれる。それより上の学年については୍ᮅ୍ኤにはᨵၿしにくいのが現状である。また、

᪥⛬や㐍行について㈗㔜なࡈព見を㡬いたので、今年度の実践に活かしているところである。 

㸴㸬おわりに

 本実践を通してᾋかࡧ上がった構は 6'*V を୍つのษりཱྀとして、生徒の⯆・関ᚰや視㔝を⮬分

の࿘㎶（学校）から地域社会（ส㇂ᕷ、す三Ἑ地方、ឡ知┴）、そして᪥本ᅜやᅜ㝿社会とᗈげてい

くという継続的な活動である。今年度、⚾は第１学年を担当しており、現ᅾは、学年の⥲合的な᥈究の

時間担当教員（㟷ᒣ教ㅍ）に「6'*V ⥲選ᣲ㸫学校⦅㸫」を⏬してもらっており、ḟ年度は「6'*V ⥲

選ᣲ㸫地域⦅㸫」を実するணᐃでいる。᭱⤊年度の実ᙧែはᶍ⣴中だが、᪥本やᅜ㝿社会について

考えるだけでなく、⮬分の考えをⓎಙできるように生徒を育てていきたい。また、今年度の第㸰学年で

は「6'*V ⥲選ᣲ㸫地域⦅㸫」のྡ⛠ではないが、6'*V を通して、学校がᡤᅾするส㇂ᕷのᨻ⟇をᥦ

するᶒ者教育をඛ行して実践している。

７㸬ཧ考ᩥ⊩

⥲ົ┬・ᩥ部科学┬ ࠗ⚾たちがᣅく᪥本のᮍ᮶̿᭷ᶒ者として求められるຊを身につけるために̿࠘

          ������ 

ᮧ上ⱆ・Ώ㎶⌔子������ࠗ6'*V ධ門 、࠘᪥⤒ᩥᗜ 

ᑠ⏣ཎ健୍か（����）「ᶒ者教育の実践報࿌㸫生徒の活動を㔜視して㸫」ࠗ 本校研究⣖要第 �� ྕ࠘ 

ᑠ⏣ཎ健୍������ 「「6'*V ⥲選ᣲ」の実践報࿌㸫6'*V をத点としたᶒ者教育㸫」

ࠗ本校研究⣖要第 �� ྕ࠘
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ឡ知教育学㝃ᒓ高等学校研究⣖要第ྕڦ

SSڦ�㹼（;;�� �ڦ）ڦ

「Ṕྐ⥲合」に求められる᥈究ຊのあり方

̿「⾗化の時௦」（ὀ１）に焦点を当てて̿

地ṔබẸ科（校㛗） す∹⏣ဴဢ

㸺キー࣡ーࢻ㸼 Ṕྐ⥲合  ⾗化  教科᭩ẚ㍑研究  ᥈究ຊ  科研㈝  教員㣴成

��� �᥈✲ຊᚩ≉ࡢࠖྜ⥲Ṕྐࠕ̿ࡵࡌࡣ

「Ṕྐ⥲合」は、᪥本の高校Ṕྐ教育においてึめてୡ⏺ྐと᪥本ྐを⼥合しようとする必ಟ科目で

ある。ᛮ考ຊを㔜視するとඹに、ᚑ᮶ᡭⷧと༴されてきた㏆現௦ྐを㔜点的に学ࡰうとするものであ

る。୍方で「᥈究ຊ」は、今回の新学習指導要領で教科目を㈏くものとしてᙉㄪされているキー࣡ー

である。「⥲ㄝ」にはこうある。「高等学校においては、社会で求められる㈨㉁・能ຊをての生徒にࢻ

育み、生徒୍ே୍ேを生ᾭにわたって᥈究を῝めるᮍ᮶のりᡭとして㏦りฟしていくことが、これま

で௨上に㔜要」だと。ᑗ᮶に向けて生ᾭ続いていく「᥈究ຊ」がᙉㄪされている（ὀ㸰）。

本✏では、㝃ᒓ高校が௧３年度からጞめた「ឡ教㹑㹃㹆࢙ࢪࣟࣉクࢺ」において中᰾にᤣえた、

教ᖌとして必要な「᥈究ຊ」をᐃし（ὀ㸱）、「Ṕྐ⥲合」ではどのような᥈究ຊが求められているか、

௨ୗ、７つの観点を選ࡧ、ල体的にㄽじていきたい。

なお、➹者は௧３年度、科学研究㈝ಶேዡບ研究でຓ成をうけている。本研究のㄪᰝ等はそのຓ成

㔠を使用して実したものである。（ὀ㸲）

�㸬ࠕၥࠖ⌧⾲ࡢ࠸᥈✲ຊ̿᥈✲ࡢฟⓎⅬࠕࡢ࡚ࡋ⮬ศࡢၥࠖ࠸

「Ṕྐ⥲合」の「解ㄝ」では、「ၥいを⾲現する」というゝい方が多くฟ現する。えࡤḟのようであ

る。「ၥいを⾲現するとは、㈨ᩱから、生徒が情報を読み取ったりまとめたり、複ᩘの㈨ᩱをẚ㍑したり

関連付けたりすることにより、⯆・関ᚰをもったこと、ၥにᛮったこと、㏣究したいことなどを見

いだす学習活動をពしている」（ὀ㸳）「生徒がၥいを⾲現する㐣⛬においては、༢に㦫きや⣲ᮔなၥ

いの⾲現のみにとどまらず、（中␎）⾲現したၥいを௨後の学習内容の課題ព識とつながるように指導

をᕤኵすることがษである。」

「Ṕྐ⥲合」は、᪥本の高校Ṕྐ教育においてึめてୡ⏺ྐと᪥本ྐを⼥合しようとする必ಟ科目

である。ᚑ᮶ᡭⷧと༴されてきた㏆現௦ྐを㔜点的に学ࡰうとするものである。୍方で「᥈究ຊ」

は、今回の新学習指導要領で教科を㈏くものとしてᙉㄪされている。本✏では、㝃ᒓ高校が௧３

年度からጞめた「ឡ教㹑㹃㹆࢙ࢪࣟࣉクࢺ」において中᰾にᤣえた、教ᖌとして必要な「᥈究ຊ」

をᐃし、「Ṕྐ⥲合」ではどのような᥈究ຊが求められているか、௨ୗ、７つの観点を選ࡧ、ල体的

にㄽじてみた。すなわち、「ၥいの⾲現」と᥈究ຊ、ୡ⏺ྐと᪥本ྐの⼥合と᥈究ຊ、「⾗化の時௦」

と᥈究ຊ、新教科᭩ �� と᥈究ຊ、㏆現௦ྐの「㈨ᩱ」の≉㉁と᥈究ຊ、「Ṕྐ⥲合」࿘㎶科目と᥈

究ຊ、学ධヨと᥈究ຊの７つである。
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ヨみに「Ṕྐ⥲合」の「⾗化の時௦」の中から、⚾⮬身が「ၥいを⾲現」してみると、ḟのような

ၥいがᾋかࢇできた。

・第୍ḟୡ⏺ᡓで、᪥本はなࡐ中ᅜのᒣᮾ༙ᓥのᶒにこだわったのか㸽

��、ツ㠉、３・１⊂立運動、㸳・㸲運動などࢻ、ン㢼㑧のὶ行࣌ฟරや⡿㦁動、スリ࣋ࢩ・��
年から ���� 年にきな௳がୡ⏺でも᪥本でも立て続きに㉳きているが、それࡒれに関連性はあ

るのだろうか㸽

・᪥ⱥ同┕を⤖ࢇでいた᪥本は、いつからࢠリスとᑐ立するようになっていったのか㸽

なពがあったのだࢇン会㆟は、᪥本社会に当時どうཷけ取られ、どࢺンࢩ会㆟や࣡ࣘࢧル࢙ࣦ・

ろうか㸽

・���� 年௦の᪥本は「ṇࣔࢹクࣛࢩー」の時௦と⛠されるが、どうしてこういう時௦がゼれたのだ

ろう㸽

・᪥本社会ではṇᮇに、「Ⲕの間」「ちྎࡪࡷ」「ᛂ᥋間」などᘓ築様ᘧの変化が㉳きたとされるが、

これはୡ⏺体のṔྐの中でどのようなពをᣢつのか㸽

・���� 年の関ᮾ㟈⅏とそれにకう௳のⓎ生や⯆の㐨のりは、᪥本とୡ⏺のṔྐの中で、どの

ようなពをṧしたといえるか㸽

・���� 年の࣓リ࢝における᪥⣔⛣Ẹの᩺の動きは、ୡ⏺ྐの中でどࢇな⨨付けができるか㸽

・���� 年に᪥本で⏨子ᬑ通選ᣲ法とᏳ⥔ᣢ法がไᐃされたことは、ୡ⏺のṔྐの中でどう評価し

たり⨨付けたりできるか㸽

これらは、Ṕྐ⥲合の新教科᭩を見ながら、教ᖌである⚾⮬身がࡩとၥにᛮった「ၥい」である。

現௦の高校生の中からᾋかࢇできたၥいではない。୧者にはかなりのずれがあるだろう。この๓ᥦは㔜

要である。あえてീすれࡤ、上のうち、ṇᮇの᪥本の「Ⲕの間」「ちྎࡪࡷ」「ᛂ᥋間」などᘓ築様

ᘧの変化には、高校生も、それがどういうពをᣢつのか㸽と⣲ᮔなၥをᢪくかもしれない。この時、

教ᖌのഃは上の「解ㄝ」がㄝくように、「⾲現したၥいを௨後の学習内容の課題ព識とつながるように指
㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬

導をᕤኵ
㸬㸬㸬㸬

」（ഐ点はᘬ用者）しなけれࡤならない。⣲ᮔなၥを内容のある課題ព識と導いていく指導

ຊが、これからの教ᖌには求められるわけである。

ၥいをᢪくのは、それが⣲ᮔなものであれ、課題に⤖ࡧつくⓎᒎ性のឤじられるものであれ、これか

ら生徒が῝く学ࢇでいく、᥈究活動のฟⓎ点となる。だから「ၥいをᣢつ」のは、学ࡧのฟⓎ点であり、

᥈究ຊの基♏でもあるとゝえよう。㔜要でありかつ難しいのは、第୍にそれが教ᖌではなく、生徒⮬身

のၥいであること。第に⣲ᮔなၥいが課題㏣究につながる見通しがあること。これら㸰つが‶たされ

てึめて「ၥい」を「⾲現した」ことになるのであろう。専門的にゝえࡤ「ၥいの立て方」（ὀ㸴）に成

ຌしているということである。

�㸬ୡ⏺ྐ᪥ᮏྐྜ⼥ࡢ᥈✲ຊ̿⮬ศࡢ㌟㏆→ᆅᇦ→᪥ᮏ→ୡ⏺࠺࠸ᣑࡾࡀ᪉�

ୡ⏺ྐと᪥本ྐを⼥合しながら学ࡤせる点、ྛ 教科᭩会社はかなりⱞປしたようである。ᩓ見する中、

この点᭱も精ຊ的な教科᭩を作成したと➹者が評価する第୍学習社でも、見㛤き㸰3 に᪥本のことが

く᭩かれていない⟠ᡤも見られる。ここでは、まず ������� 年の࣡ࢩンࢺン会㆟、そしてḟに「ᨵ㐀」

「ኴ陽」「キンࢢ」といった⾗ㄅにὀ目して考えてみよう。

がᅜ㝿会㆟をദした点がᙉㄪされる。ᅄかᅜ᮲⣙や࢝リ࣓ン会㆟は、ୡ⏺ྐ教育ではࢺンࢩ࣡

かᅜ᮲⣙が⤖ࡤれ、ᮾࢪの⛛ᗎが࣓リ࢝の導でなされた点がㄒられやすい。୍方、᪥本ྐでは

᪥本のᾏ㌷㌷⦰がᙉ行され、中ᅜの⤒῭㐍ฟが㜼Ṇされた༳㇟をᙉㄪされる。⚾は、᪥ⱥ同┕のᢅい
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に᭱も関ᚰをᐤせているが、今回の検ᐃではとࢇどすての教科᭩で「᪥ⱥ同┕の◚Რ」→「᪥ⱥ同

┕のᗫᲠ」と⾲現のಟṇが求められていた（ὀ㸵）。

㓇井ဴဢによれࢩ࣡、ࡤンࢺン会㆟の㆟ㄽと᪥本のᨻඪᨻのᒎ㛤は「⾲୍体」だということ（ὀ

㸶）だが、そのような♧၀やᒎ㛤がみられる教科᭩はᑡない。わずかに第୍学習社が࣡ࢩンࢺン会㆟の

見㛤き࣌ーྑࢪഃୗに、᪥本のᖯཎ႐㔜㑻のࣛࢥムを載せている⛬度である（ὀ㸷）。

こうしたୡ⏺ྐ・᪥本ྐの㐟㞳をඞ᭹するための方法として、地域ྐを活用するᥦをしたい。え

この時ᮇに活㌍したᨻ家のうち、ឡ知┴ฟ身者を᥈してみよう。ຍ⸨高明がいる。ᪧࡤ ᾏ部㒆佐ᒇ⏫、

現ᅾのឡすᕷのฟ身である。三⳻のᒾᓮᘺኴ㑻とも関ಀが῝く、ᨻ⏺ධりしてからは第ᅄḟఀ⸨༤ᩥ内

㛶のእົ⮧として᪥ⱥ同┕᥎㐍にດຊした。第୍ḟୡ⏺ᡓではᑐ中ᅜの༑୍か᮲要求に関わって

いる。ᙼの᪥記や᭩⡆から࣡ࢩンࢺン会㆟を見ていくと、ឡ知という地域の目から、᪥本、そしてୡ⏺

をᤊえる教ᮦが㛤Ⓨできるかもしれない。こうしたが「Ṕྐ⥲合」の教ᖌには求められているとゝ

えよう。すでに、රᗜ┴やឡ知┴で地域ྐを活用しやすくする高校Ṕྐ教育の読本が作成されている

（ὀ ��）。ពḧ的な取⤌をいに活用しよう。準ഛしたいのは、生徒の᥈究ຊをᘬきฟすための、教ᖌの

᥈究ຊである。なࢇと㨩ຊ的なではないか㸟

 ḟに「ᨵ㐀」「ኴ陽」「キンࢢ」といった⾗ㄅについてみていこう。これらは᪥本ྐ教育のṇᩥ化

のᐃ␒であり、「Ṕྐ⥲合」のṇࣔࢹクࣛࢩーᮇ・⾗化の時௦でも多く取り上げられている。だが、

ୡ⏺ྐ的にはどういったពや価値があるのだろうか㸽⚾のようなᚑ᮶ᆺのୡ⏺ྐの教員には、どうも

。ンと᮶ない。ୡ⏺ྐと⼥合しにくい教ᮦ⩌の１つであるࣆ

そこで⚾は上記のຍ⸨高明にೌい、ឡ知ฟ身でこれらの雑ㄅにもⓏ場しそうなே≀を᥈してみた。ᛮ

いついたのは、ᕷᕝᡣỤである。ᙼዪはឡ知┴中ᓥ㒆ฟ身。現୍ᐑᕷ生まれで、ឡ知ዪ子ᖌ⠊すなわち

現ᅾのឡ知教育学༞業である。ṇ㸷（����）年には平ሯらいてうと新፬ே協会を設立し、፬ேཧᨻ

ᶒ運動をᒎ㛤した。同年หの「ዪ性同┕」は、当時のዪ性の社会における地やᙺ割の「ᨵ㐀」を目

指したともいえよう。ᕷᕝは ���� 年には࣓リ࢝にわたり、ࢦ࢝ࢩやࣗࢽーࣚークで働きながら࣓

リ࢝合⾗ᅜの፬ே運動やປ働運動を┤かに体㦂している。やがてฟ∧社「ᨵ㐀社」からㄽ✏をⓎ⾲する

ようになる。

 ୡ⏺ྐと᪥本ྐの⼥合には様々な方法が考えられる。上の教ᮦがすてではない。ここではその୍方

法として、「地域」から活㌍したே≀の目をりるᡭ法を、⤂介したに㐣ࡂない。が、地域ྐとくに今回

♧したような地域のே≀でありかつୡ⏺的視㔝で活㌍したே≀に焦点を当てる方法は、きっと᭷効に

働くとᛮわれる。考えてみれࡤ、ᅜの学校をᑐ㇟にしている教科᭩では、≉ᐃの地域の教ᮦ化にはな

かなか㋃み㎸めず、ᮇᚅできない（ὀ ��）。であれࡤこそ、ここは目๓の生徒たちに合わせた教ᮦをᥦ

供できるというពで、ᩥᏐ通り、教ᖌの᥈究ຊのฟ␒なのである。

本✏では、ឡ知┴はじめ中ிᅪで「⾗化の時௦」にୡ⏺的な視㔝で活㌍したே≀を、௨ୗ教ᮦೃ⿵

としてิᣲするにとどめる。ࣀリ࢝ࢣࢱンࢽࣃーの᳃ᮧᕷᕥ⾨門、ྡྂᒇ㕲㐨や⚄㔝新⏣のጞ者・⚄

㔝㔠அຓ、ࢻツேᤕに学ࢇだᩜᓥࣃンの┒⏣、࣡࢝ᴦჾのἙ合ᑠᕷ、࢜ࣂリンの㕥ᮌᨻྜྷ、ࣖ

マࣁのᒣⴥᐥᴋ、㹇㹌㸿㹖のఀዉ㛗三㑻、ឡ知時ィのỈ㔝・㛗㇂ᕝ、㹑㹃㹇㹉㹍の᭹部、ࣗࢪ࣓ࢦ࢝ー

スの⽣Ụ、そして⮬動⧊機の㇏⏣佐ྜྷなどである。ᛮいつくままิᣲしたにすࡂないが（ὀ ��）、こう

して୪てみると ���� 年௦ṇᮇに業し今᪥までୡ⏺的規ᶍで㡹ᙇっている〇㐀業等が、ឡ知（中

ிᅪ）は多い。このこと⮬体変⯆῝いが、その理⏤解明は今後の課題としたい。
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�㸬ࠕ⾗ࡢ௦ࠖ᥈✲ຊ̿ୡ⏺ྐࡢ୰ࠕࡢṇ࣭ࠖ

⾗化の時௦の �� の教科᭩を読ࢇだり、ඛ行ᩥ⊩を検討したりすると、௨ୗのϨ・ϩのような͆ �
㔜の断⤯͇͆ 分断⥺͇にࡪつかる。（ὀ ��）

Ϩ ���� 年௦の「᪥本ྐ」と「ୡ⏺ྐ」の͆断⤯͇͆ 分断⥺͇  
ϩ 「���� 年௦」と「���� 年௦」の͆断⤯͇͆ 分断⥺͇

の㸰つである。⾲にするとḟのようになる。⾲の      の部分が͆断⤯͇͆ 分断⥺͇である。

���� 年௦ ���� 年௦

ୡ

⏺

ྐ

（）ࢻーズ 

ࢼー࢝リ࣓ックスࣃ

ン会㆟ࢺンࢩ࣡

（）ࢳࢼス 

)�ࣟーズ࣋ルࢺ

ス࣌ン内ᡓ

᪥

本

ྐ

（）⯪成㔠 

ṇࣔࢹクࣛࢩー

ᨻඪ内㛶

関ᮾ㟈⅏

（）‶ᕞ変

ᅜ㝿連┕⬺㏥

・භ௳

Ϩについては、本✏でもだいࡪゝཬしてきた。ṇࣔࢹクࣛࢩーᮇの「キンࢢ」や「ちྎࡪࡷ」「ᘓ築

様ᘧ」が、ࢻーズやࣃックス࣓リ࢝ーࢼといったୡ⏺ྐ的なฟ᮶とどう関ಀし、どうୡ⏺で⨨

付けられるのか㸽こうしたことを「Ṕྐ⥲合」担当教員はあらかじめ「᥈究」しておくことが求められ

る。そうでなけれࡤ、⮬分の生徒が「ちྎࡪࡷのṔྐ」を᥈究のテーマに選ࡧ、⮬ら「ၥい」を⣲ᮔに

Ⓨしても、それが課題㏣究として見通しがきくか、ീすらできない。指導ຊのない教員になってしま

うのである。これでは「ၥいの⾲現」は実現できない。ṇ・ึᮇのṔྐ的㇟をできるだけୡ⏺

ྐの中でᤊえ┤す作業が、必要なのである。

ϩについて。���� 年௦、ୡ⏺はࣃックス࣓リ࢝ーࢼのᜠᜨで⧚ᰤし、᪥本もṇࣔࢹクࣛࢩーでⴠ

ち着いた時ᮇだった。Ẹ⩏・Ẹ本⩏がⓎᒎし、㉎㈙ຊを向上させた新中間ᒙがฟ現し、㔞生⏘

㔞ᾘ㈝に合わせて、生活スࢱルを変えた。᪥本でもዪ性ࣆࢱスࢺ、ࣔダン࢞ール、ࣂスの㌴ᤸ、

㟁ヰᡭなど⳹やかなዪ性の社会㐍ฟが実現した。そして、それらの⦾ᰤのすてを変えたのが、����
年からጞまったୡ⏺ᜍៃである。このように⚾たちは授業をしてきた。ୡ⏺も᪥本も景Ẽからᢤけฟ

せず、ኻ業者がቑした。���� 年᪥本は‶ᕞ変を㉳こし、ᬯいᡓதの時௦がጞまった。あるព㠀ᖖ

にわかりやすい時௦の分け方は、新教科᭩「Ṕྐ⥲合」でも続いているのかもしれない。

明らかに ���� 年௦と �� 年௦の間には͆断⤯͇͆ 分断⥺͇がある。「ᜍៃがすてを変えた」とする、

こうしたㄝ明で本当にいいのだろうか㸽それは㛗年授業をやってきた⚾⮬身の、⣲ᮔなၥいである。こ

の部分について、᭱㏆ḟのような見解を♧す研究᭩を（再読によって）Ⓨ見したので⤂介する。ඛに⤂

介した㓇井ဴဢのࠗṇࣔࢹクࣛࢩー体ไのᔂቯ 内ᨻとእ࠘である。㔜要なのでᘬ用してみる。

「・・ᬑ選の実とᨻඪのᨻᶒ௦によって⤫能ຊを高めたᨻඪᨻが、���� 年௦ᮎに㡬点に

㐩したまさにその時点で分析がᡴちษられてしまい、・・この時ᮇのᨻྐを「ᡓதとࢩࣇズム」の୍

方的ᒎ㛤とᤊえる「༑年ᡓதྐ観」に、実上ᩡしていく。こうして、���� 年௦研究と ���� 年௦

      

                                                    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     
Ϩ

ϩ
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研究は、それࡒれ異㉁なⓎからฟⓎした研究がしࡤしࡤ↓፹介に᥋ᮌされる
㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬

ことになり、���� 年௦

と ���� 年௦のᨻྐの⤫୍的理解は、ᅔ難になっていく・・。」（㓇井ဴဢࠗṇࣔࢹクࣛࢩー体ไの

ᔂቯ 内ᨻとእ࠘ᮾி学ฟ∧会 ���� 年 3３。ഐ点はᘬ用者す∹⏣による）

㓇井の指を考៖すると、「Ṕྐ⥲合」でもやはり ���� 年௦と �� 年௦の͆分断⥺͇には㉺えなけれ

ࣔ」Ṕྐ教育者のഃから教科᭩の内容に、ࡤいけない「ቨ」がありそうである。こうした作業は、いわࡤ

す」取⤌である。それも時に必要と⚾は考える。本ㄅ๓年度ྕで、≉に㝃ᒓの教員はここを㡹ᙇる⏦ࣀ

ンに㈉⊩するのである。こうした取⤌ができるためにࣙࢩー࣋ࣀきだとᙇした。「教育内容」の

は、当↛専門᭩を精読しなけれࡤならない。今回⚾は、新教科᭩ �� 「⾗化の時௦」をẚ㍑検討す

るため、≉に௨ୗのᩥ⊩を精読した。

ձἜ井三㑻ࠗ㑊けられたᡓத̿���� 年௦・᪥本の選ᢥ࠘ちくま新᭩ ���� 年（ὀ ��）

ղ成⏣㱟୍ࠗṇࣔࢹクࣛࢩー࠘ᒾἼ新᭩ ���� 年（ὀ ��）

ճ⟄井Ύᛅࠗᡓ๓᪥本のポࣗࣆリズム ᪥⡿ᡓதの㐨࠘中බ新᭩ ���� 年（ὀ ��）

մᒣ内ᫀஅ・佐⸨ඃࠗ᪥本ྐ࠘ᩥ新᭩ ���� 年（ὀ ��）

յᒣஅ内㟹ࠗ⥲ຊᡓ体ไ （࠘ఀ㇂Ⓩኈ⩝�成⏣㱟୍�ᒾᓮ⛱⦅）ちくま学ⱁᩥᗜ ���� 年（ὀ ��）

նຍ⸨陽子ࠗそれでも᪥本ேは「ᡓத」を選ࢇだ࠘ᮅ᪥ฟ∧ ���� 年（ὀ ��）

շ㓇井ဴဢࠗṇࣔࢹクࣛࢩー体ไのᔂቯ 内ᨻとእ࠘ᮾி学ฟ∧会 ���� 年（ὀ ��）

こうした基本ᩥ⊩の精読は、もちろࢇこれからの「Ṕྐ⥲合」でも必要な教ᖌの「᥈究ຊ」の基♏で

ある。ᩥ⊩研究からᚓられる知見は、ィり知れない。ヲ㏙は⣬㠃の㒔合で┬くが、えࡤ、ձからは、

「新እ㹴㹱ᪧእ」という分析ᯟ⤌みをᚓることができる。「ᪧእ」とは、㌷ຊで領ᅵやᕷ場のᣑ

をᅗる方㏵。「新እ」とは、ᅜ㝿連┕の設やẸ᪘⮬決のᢎ認によるᅜẸᅜ家の設など、ᡓதによ

らないで⣮தを解決する方㏵である。ղからは、ṇࣔࢹクࣛࢩーやྜྷ㔝作㐀の㠃性（ࣛࣉス㠃㸻Ẹ

ពのᑛ㔜とマࢼス㠃㸻ᖇᅜによる᳜Ẹ地ᨭ㓄の⫯ᐃ）をព識させられる。さらにճからは「⾗化」

を ���� 年௦の࣓リ࢝㔞生⏘の⤖果の新中間ᒙฟ現という⊃い⤒῭的なഃ㠃に㝈るのでなく、����
年の᪥ẚ㇂↝き討ち௳、���� 年の⡿㦁動、���� 年௦を⤒て、���� 年௦のࢳࢼズム、㏆⾨新体ไな

ど、ᗈくᨻ的なഃ㠃にὀ目した見方を教えられる。

⥲合的に考えると、���� 年௦の᪥本を༢⣧に⾲㠃的、୍ඖ的に評価するのでなく、「新እ㹴㹱ᪧእ

」（Ἔ井）「㠃性（ࣛࣉス㠃とマࢼス㠃）」（成⏣）「⾗化の⤒῭㠃㸩ᨻ㠃」（⟄井）といった複

合的な分析ᯟ⤌みでみることが、㔜要なのではないだろうか。「ṇ・ึᮇ」を「複合的」に見る。

�� 年௦と �� 年௦をつなげる。同時に、᪥本とୡ⏺を関連させる。こうして、上の㸰つの͆断⤯͇͆ 分断

⥺͇のቨをᡴち◚れるかもしれない、と௬ㄝを立ててみた。�� 年௦を「複合的にみて」、�� 年௦とつな

げることによって、「ୡ⏺ྐの中の「ṇ・」」の授業が、㸰つの断⤯をこえて、「Ṕྐ⥲合」の教室

で新しく実現できるのではないだろうか㸽

௨ୗこうした௬ㄝのୗ、�� の新教科᭩「Ṕྐ⥲合」を読み解いた⤖果を⤂介していく。

�㸬᪂ᩍ⛉᭩ �� ᥈✲ຊ�

「Ṕྐ⥲合」�� の新教科᭩のうち、⚾が͆≉ᚩ的͇とឤじた部分を௵ពにᘬ用して⤂介していく。

いずれも「⾗化の時௦」に㝈っている。

（１）㸿社（ὀ ��）ヲ解 3�� 
「⾗化」とはどのような㇟のことだろうか。୍ ⯡に、「⾗」はⱥㄒでは͆ PDVVµなどとされ、

「⾗化」というと͆SRSXODUL]DWLRQ͇というㄒをあてることが多いが、ୗの㈨ᩱ１を読ࢇで考えて
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みよう。

（㹟）⾗とは、ၿいពでもᝏいពでも、⮬分⮬身に≉Ṧな価値を認めようとはせず、⮬分は

「すてのே」と同じであるとឤじ、そのことにⱞ③をぬえるどころか、他のே々と同୍であるとឤ

ずることに႐ࡧを見ฟしているすてのேのことである。

（㹠）そのことのၿしᝏしはูとして、今᪥のࣚーࣟッࣃ社会において᭱も㔜要な୍つの実が

ある。それは、⾗がな社会ᶒຊのᗙにⓏったという実である。⾗というものは、その本

㉁上、⮬分⮬身のᏑᅾを指導することもできなけれࡤ、また指導すきでもなく、ましてや社会を

ᨭ㓄⤫するなどおよࡧもつかないことである。」１࢜ルテ࢞「⾗の㏫」

「⾗」は �� ୡ⣖ึ㢌にḟ第に社会のேබになっていき、�� ୡ⣖の現ᅾも「⾗」がᨻや社

会のேබになっているともいえる。⚾たち⮬身も「⾗」の୍ேかもしれない。この「⾗」と

されるே々は、どのようなṔྐ的背景のなかでⓏ場してきたのだろうか。第୍❶「㏆௦化と⚾たち」

で学ࢇだ内容、≉に㏆௦的な⤒῭や社会のなかでಶேがどのようなቃ㐝におかれるようになったの

か。㏆௦ᅜ家におけるಶேの状況などもࡩまえて考えてみよう。

「⾗」とされるே々が社会のேබになったと࢜ルテ࢞は㏙ているが、これはどのようなព

だろうか。どのような⎔ቃのもとで、「社会ᶒຊのᗙにⓏった」のだろうか。第１❶で学ࢇだ ��
ୡ⣖後༙の状況とẚ㍑して考えてみよう。

また、「⾗」はᅜ内ᨻやእにどのようなᙳ㡪をᣢつようになったと考えられるだろうか。㸰

は࢘ルࢯンの༑ᅄか᮲の平ཎ๎の๓ᩥの୍部と第１᮲である。⾗化とᑐእᨻ⟇、ᅜ㝿ᨻの

間にどのような関ಀがあったのか考えてみよう。

㸺す∹⏣の࣓ࢥンࢺ㸼

㸿社はヲ解と新選の㸰✀㢮ฟ∧したが、ඹに「⾗」とはఱか㸽「⾗化」とはどういう現㇟か㸽

上ẁからᐃ⩏しようとしている。そしてその୍⯡化がᗈく ���� 年௦から ���� 年௦にかけて、ྛ時ᮇ

に当てはまる現㇟であることをල体的に指していく。このような「Ṕྐ⥲合」の教科᭩は、実は �� 

の中でめずらしい。㸿社の㸰と㹃社（ὀ ��）ヲ㏙、㹁社（ὀ ��）７０１∧の㸲ࡄらいしかない。

ちなみに㸿社ヲ解では௨ୗのような㇟と⾗化との関ಀを指している。᱇ኴ㑻㏥㝕（���� 年）、

ンのࢯル࢘ �� か᮲とࣦ࢙ルࣘࢧ会㆟、第１回࣓ーࢹー（���� 年）、中ᅜにおける᪥㈌ࢥ࣎ッࢺ

（���� 年௦から �� 年௦）、ᆒ㉁なປ働者育成と࢛ࣇーࢻ㹒ᆺᕤ場、⥲ຊᡓと⤫ィ学・㑇ఏ学、関ᮾ㟈

⅏の⯆とポスࢱー、新⪺・雑ㄅ・ࣛ࢜ࢪなどのマス࣓ࢹと行動ཎ理の変化、情報の⤫ไ、㆙ᐹ・

㌷ഛのᩚഛ、ࢳࢼスの✭⚍などである。

㸿社 ⥲ຊᡓの部分のᘬ用（㹮���）
Ḣ⡿でᙧ成が㐍ࢇだᅜẸᅜ家では、�� ୡ⣖後༙にはᚩරไがᩚഛされ、やがてㅖᅜ家にᅜẸᅜ家

がᗈがった。第୍ḟୡ⏺ᡓは、ᅜ家がその生⏘ຊ、ே員のすてをᢞධするᅜ家⥲動員のᡓதと

して、⥲ຊᡓとよࡤれた。

⥲ຊᡓの実現をྍ能とするᅜ家体ไは、第୍ḟୡ⏺ᡓと第ḟୡ⏺ᡓをきっかけにさまざま

に構された。ᡓதは⏘業や科学技⾡の㐍Ṍを基┙とするᅜの⤒῭ຊをかけてதうと考えられたた

め、⥲ຊᡓの考え方はᨻ体ไをも規ᐃした。

⥲ຊᡓの構とともにⓎ㐩したのが、ே々をᅜẸとして教化・⤫合するไ度やテクࢪࣟࣀーだっ

た。⾗社会をᩘ㔞的にᢕᥱする⤫ィ学をもとに、社会動向をᢕᥱしようとするேཱྀ⤫ィや社会⤫
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ィのᩚഛがྛᅜで㐍められ、社会保㞀ไ度をᩚえることでᅜẸの生活を保㞀し、よりᙉᅛなるᅜẸ

⤫合がめざされた。また、⥲ຊᡓの理念では、ᅜẸ内部における⤒῭的な᱁ᕪや性ูによるᕪูの

Ꮡᅾはᮃましくないと考えられたため、平準化をめざすᨻ⟇も取りධれられた。さらに、㑇ఏ的に

ཷけ継がれるே間の性㉁のᨵⰋをはかることでᅜẸの㈨㉁「ᨵⰋ」をめざしたඃ生学もྛᅜでさか

。になったࢇ

学校教育や㌷㝲教育では、ᅜ家の構成員としてのࢹンテテの育成がより中ᚰ的な課題と

なり、᐀教ᅋ体、㟷年ᅋ体、፬ேᅋ体などのᅋ体を通じ、ᅜẸ教化がはかられることもあった。

識Ꮠ⋡に関ಀなくே々に情報をఏえられる࣓ࢹが用され、さらに、ே々が動員体ไに「ᚰ」

から合ពするように、ᩥ化領域が㔜視された。ᨻᗓはḷㅴや₇も⤫ไし、ᩥ化をᴦしむ場⮬体を

⤫ไୗに⤌みこもうとした。（㹮���）

（㸰）㹀社（ὀ ��）㹎���（௨ୗ、㹀社のᘬ用部分はいずれもࣞ࢜ンࢪ∧）

㸿社がឡ知┴す三Ἑ地༊ではとࢇど᥇ᢥされていないのにᑐして、㹀社の教科᭩は１・㸰をதう

᥇ᢥ⋡である（ὀ ��）。「⾗化の時௦」はどうᥥかれているか㸽㸿社のような⾗化のᐃ⩏からጞまる

のではなく、に ���� 年௦の࣓リ࢝の⦾ᰤと関連付けて「⾗化」や「⾗」というゝⴥがฟてく

る。まずそこをᘬ用してみる。

㹮��� 
「・・もともと࣓リ࢝は、身分ไに⦡られず、㐍取のẼ性にᐩࢇだ社会であった。そのようなᅵተの

うえに、㔞生⏘・㔞ᾘ㈝・⾗ᩥ化を≉ᚩとする、⾗ᾘ㈝社会がฟ現したのである。」

ここでὀձが付いており、ḟのようなὀձのᩥ❶が付記されている。

「ὀձ ⾗とは、ᕤ業化の㐍ᒎにともなって、とくに㒔ᕷ部にⓏ場した社会㞟ᅋである。୍⯡に、㈋

ᅔᒙにはᒓさず、中⛬度の生活Ỉ準にあることが多い。ᆒ㉁性が⾗のきな≉ᚩであり、≉ᐃの㝵⣭

「。のᖐᒓព識はⷧい

このあと、⾗化の⏬ᮇになったこととして、���� 年の⮬動㌴会社の⤒Ⴀ者࢛ࣇーࢻのྡ๓をあげ

ている。

さらに「中間ᒙと⾗ᩥ化」という項目を立て、ḟに⤂介するようなᩥ❶が続く。

㹮���㹼㹮��� 
「㔞生⏘・㔞ᾘ㈝をおもにᨭえたのは、会社員やබົ員などࣛࢧリーマン（ಧ⤥生活者）を中

ᚰとする㒔ᕷ中間ᒙである。���� 年௦の࣓リ࢝では、ࣚ ーࣟッࣃや᪥本にඛがけて、㒔ᕷの中間

ᒙが社会の中᰾となっていった。こうしたなかで、ᫎ⏬・スポーツ観ᡓ・ࢱブࣟࢻ新⪺などの

⾗ᩥ化がᗈまった。ࣛ࢜ࢪᨺ㏦もጞまり、ேẼを༤した。ࣚーࣟッࣃではఏ⤫的に㝵ᒙࡈとにாཷ

するᩥ化のࣕࢪンルが異なった（㝵ᒙᩥ化）のにᑐして、ᆒ㉁な⾗がாཷする点に⾗ᩥ化の≉

ᚩがあった。」

㸺す∹⏣の࣓ࢥンࢺ㸼

㹀社の教科᭩（ࣞ࢜ンࢪ∧）で、「⾗化」「⾗」というゝⴥを᥈すのは難しい。㹮��㹼㹮��� まで

でだったものをᢤきฟしてみる。

㹮��「�� ୡ⣖の๓༙、⏘業のⓎᒎを背景に、多くのே々が㔞生⏘された同㉁のፗᴦやၟ品をாᴦす

る⾗ᾘ㈝社会を㏄えた。しかし、それはୡ⏺が㸰度のᡓの⚝に見⯙われた時ᮇでもあった。」

㹮��「⾗化はᅜ㝿的にも、ᅜ内的にも、ᡓと関連しながら㐍行した。」
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㹮��「᪥本では、᪥㟢ᡓதにより、ᅜẸのᶒព識がある⛬度高まった。第୍ḟୡ⏺ᡓでは⥲ຊᡓ

は⤒㦂しなかったが、⤒῭ⓎᒎとḢ⡿のᛮ₻のὶධにより、⏨性ᬑ通選ᣲの導ධや生活様ᘧの変

化など⾗化に㊊を㋃みධれ、⥲ຊをあげた第ḟୡ⏺ᡓでのᩋを⤒て、ᨻ体ไをྵむ本

᱁的な⾗化を㏄えた。」

㹮���「⥲ຊᡓの⤒㦂は、ཧᡓᅜの社会にもきなᙳ㡪をṧした。ᡓத㐙行を担った௦ൾとして、Ẹ

⾗はよりきなᨻ的・社会的ᶒを要求するようになり、࣓リ࢝㯮ேのような社会的ᑡᩘὴ

のあいだでも、同様の動きがみられた。後方でのዪ性の社会㐍ฟが㐍ࢇだ⤖果、ዪ性と⏨性のᶒ

をᑐ等にすきだとの認識も、多くのᅜでᗈまった。」

㹮��㹼㹮��� の中で「⾗」もしくは「⾗化」というゝⴥは、⾲題を㝖くと７回ฟてくるだけであ

る。上のᘬ用部の⤊わりから㸲行目の「Ẹ⾗」は、「⾗」としてもいいところと⚾にはᛮわれるが、あ

えて「Ẹ⾗」としているのであろうか。

 この後㹀社の教科᭩（ࣞ࢜ンࢪ∧）は ���� 年௦の᪥本のᩥ化の記㏙になる。

㹮��� 
᪥本における教育のⓎ㐩と㒔ᕷ化の㐍ᒎ

「中等教育からはⱥㄒやእᅜྐを教えたため、Ḣ⡿ᩥ化にぶしむேがቑえた。高学Ṕ者のቑຍもあっ

て、㒔ᕷでは、ὒ᭹を着てᐁᗇや会社のົᡤに通するࣛࢧリーマンがめだつようになった。・・」

㸺す∹⏣の࣓ࢥンࢺ㸼

この後「⫋業፬ே」「ࣃࢹーࢺ」「ᫎ⏬」「ࣞスࣛࢺン」「Ⳬ子」「⨁ワ」「ㄪᩱ」「ὶ行ḷ」「キンࢢ」

「ᨵ㐀」「本」「新⪺」「ࣛ࢜ࢪ」など、᪥本のṇの⾗ᩥ化の⤂介が続く。ᚑ᮶の᪥本ྐ㸿ṇᮇ

⾗ᩥ化の記㏙との┦ఝをᛮわせる。

読者はどうឤじるであろうか㸽⚾の༳㇟では、㸿社と㹀社の記㏙は、「⾗化の時௦」に㝈ってみるか

��、り、かなり༳㇟が異なる。㸿社はࡂ ୡ⣖ึ㢌から ���� 年௦あたりまでをᗈくᨻ㠃にも着目して

「⾗化」との関わりでୡ⏺ྛᅜの動向をᤊえようとしている。それにᑐして㹀社は、「⾗化」の⠊ᅖ

を「⾗ᾘ㈝社会」として⤒῭㠃に㝈ᐃして⊃くᤊえ、���� 年௦の新中間ᒙฟ現の࣓リ࢝中ᚰで、ᑡ

なく記㏙している。

その理⏤や⦅㞟者のពᅗの解明は、本✏の能ຊを㉸えるため、ここではᕪし᥍える。が、ཧ考になる

ඛ行研究としては、ඛにᣲげたճ⟄井Ύᛅのࠗ ᡓ๓᪥本のポࣗࣆリズム ᪥⡿ᡓதの㐨 中࠘බ新᭩ ����
年がᙺ立つと、௬ㄝ的に考えている。つまり、「⾗化」をᨻ㠃にᛂ用するか、⤒῭㠃に㝈るか㸽とい

う分析ᯟ⤌みの精⦓化がポンࢺなのでは㸽ということである。

（３）そのかの教科᭩㹼㹁社７０１∧・㹂社（ὀ ��）・㹃社７０㸲∧

㹁社の教科᭩７０１∧の⚾（す∹⏣）の༳㇟は௨ୗである。㹁社も㸿社と同じように「⾗化」をᗈ

くᨻ㠃もྵめてᐃ⩏している。㝶ᡤに⾗化との関わりが指されている。が、もっときな≉ᚩは、

見㛤き㸰㹎に、ୡ⏺を࣋ースとしながらも、ྑୗなどに必ず１࢝ᡤは᪥本の動きを関連࡙けて記載しよ

うとするពᅗがឤじられる点である。えࡤ௨ୗのようになる。㹮������� 「ᅜ㝿⛛ᗎの変化や⾗化

」�������のၥい」㸻㸻㸼「ᬑ通選ᣲ法・፬選なくしてᬑ選なし」S第୍ḟୡ⏺ᡓと⾗社会「㸻㸻

㸼「᪥本のཧᡓ、༑୍࢝᮲の要求、ᡓ景Ẽ」㹮�������「ࣟࢩ㠉とࢯ連の成立」㸻㸻㸼「࣋ࢩリ

㸻㸻㸼「᪥本の༡ὒㅖᓥ⤫、᪥「ン体ไࢺンࢩ㸻࣡ࣘࢧル࢙ࣦ」�������ฟරと᪥本、⡿㦁動」S

本の࢜ࣛࣃ༨領、᪥本の協ㄪእ、ᖯཎ႐㔜㑻」S�������「࣓リ࢝の⾗社会」㸻㸻㸼「᪥本⛣Ẹ
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᩺を♧す┳ᯈ」S�������「情報通ಙ技⾡とマス࣓ࢹのⓎ㐩 ࠗリࣂテ ࢝リ࣓࠘） ���� 年）」㸻

㸻㸼「ࠗ キンࢢ （࠘᪥本 ���� 年）ࣛ࢜ࢪ（᪥本・⏥子ᅬ）」「�� ୡ⣖๓༙の⾗とᩥ化」㸻㸻㸼「にࡂわ

うὸⲡ、㔛ᰘ三㑻、ࣟࢼンと᪥本の生⣒」S�������「Ḣ⡿・᪥本の⾗化と社会運動」㸻㸻㸼「ຍ

⸨高明のᬑ通選ᣲ法ᥦ理⏤、第୍回࣓ーࢹー、᪥本のዪ性解ᨺ運動」㹁社は、���� 年௦もୡ⏺࣋ース

の見㛤き࣌ーྑࢪഃに᪥本の動きが、かなりの☜⋡でࣛࣂンスよくධれ㎸まれており、ὀ目に値する。

㹂社について。㹂社についての「評価」や࣓ࢥンࢺは、⚾には㠀ᖖに難しさをឤじた。ୡ⏺ྐを࣋ー

スに変ពḧ的に⣽かい項が㈨ᩱとして㇏ᐩにᩓりࡤまれている。が、⾗化のᐃ⩏をὀព῝く㏣っ

ていくと、おそらく㹀社とఝていて「࣓リ࢝㔞ᾘ㈝社会」を中ᚰにᤊえようとしている。᭕な評

価になるのは、㈨ᩱが多く、それをどう使うか、ᇳ➹者・⦅㞟者の࣓ッࢭーࢪ性があまりឤじられない

からである。むしろ、㈨ᩱをどう使うかは、学習者や教ᖌの体性に㡸けるᙧを目指しているのかもし

れない。㹂社で≉ᚩ的なのは「Ṕྐに㏕る」という≉設の࣌ーࢪである。「Ṕྐに㏕る㸟㸰」では「ᖥᗓ

のᑐእ΅をどう評価するか」という≉設のテーマで、見㛤き㸲㹮がさかれ㇏ᐩな㈨ᩱが୪ࢇでいる。

「Ṕྐに㏕る㸟㸲」では「࢙ࢳンࣞࣂンのᨻ⟇をどう評価するか」というテーマで、同様の࣌ーࢪが割か

れている。���� 年のࢻツとࢠリスの関ಀは極めて㔜要であり、⚾の授業構にも使いたい㈨ᩱ⩌

である。「⾗化の時௦」は「Ṕྐに㏕る㸟３」で「༑୍か᮲要求のఱをၥ題とすきか」というテー

マになっている。㈨ᩱを使い、生徒が「㈶成」「ᑐ」に分かれて࣋ࢹーࢺしたり、そのためのㄪ学

習をしたりするのに᭱㐺な࣌ーࢪが見ཷけられる。ただ、このテーマ（༑୍か᮲の㠀）は、今の高

校生が体的に取り⤌む「ၥいの⾲現」となるだろうか㸽⚾はⱝᖸᚰ㓄になった。評価が難しいという

のは、このような観点からである。

㹃社を᭱後に取り上げる。㹃社は７０㸲∧とヲ㏙の㸰✀㢮ฟしており、≉に「ヲ㏙」の方は㸿社と同

様「⾗化」をᗈくᨻ㠃もྵめᐃ⩏しようとしている。また㸰✀とも「⡿㦁動とࣔࢹクࣛࢩー」「ࣔࢹ

クࣛࢩーとࢩࣇズム」などといった項目があるなど、ᇳ➹者・⦅㞟者の࣓ッࢭーࢪ性もឤじられる。

だが、ここでは㹃社７０㸲∧の「ၥい」にὀ目して⤂介しておきたい。というのはこの教科᭩は、┿

やᤄ⤮の教ᮦと「ၥい」（教科᭩に♧されたもの）との⤌み合わせに≉ᚩがあるとᛮわれるからである。

௨ୗ、そのをあげていく。

・第୍ḟୡ⏺ᡓのࢠリスのᡓἐ者の┿㸻㸼「ၥい なࢠࡐリスでは、第୍ḟୡ⏺ᡓのఇᡓ

がᙉく記᠈されているのだろうか。」

ンのぶ子の⤮は、ఱ࢜ࣛ ン㸲㢌㸻㸼「ၥい࢜ンの⤮ ∗ぶ１㢌とそれに続く子どもࣛ࢜ࣛ・

をあらわしているのだろうか。」

ฟරの┿㸻㸼「ၥい どこのᅜのがᆶれୗげられているのだろうか。」リ࣋ࢩ・

・⡿㦁動の⤮㸻㸼「ၥい 㦁動の担いᡭはどのようなேたちかな。」「㙠ᅽしているのはだれだろう」

・・ᅄ運動の⤮㸻㸼「ၥい ⤮のᶓ断ᖥを読み取り、ே々が要求している内容について、考えてみ

よう」

・ࣟーマ㐍㌷の⤮㸻㸼「ၥい なࡐ、㌷㝲でもないのに「ࣟーマ㐍㌷」とよࡤれたのかな」

・ฏᥭげをするࢻツの子どもたちの┿㸻㸼「子どもたちのもっているฏはఱでできているのだろ

うか。」

（㸲）教科᭩ẚ㍑研究と᥈究ຊ

今回の �� の教科᭩の༳㇟として研究会でよくㄒられるのは、「ⓒ花⧏」「࢚ࣛࣂテーにᐩࢇで

いる」「ྛ社、ࡤらࡤら」などの⾲現である。「ⓒ花⧏」で「࢚ࣛࣂテーにᐩࢇでいる」のは「ㅙ」
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としても、「ྛ社、ࡤらࡤら」では、ちと現場はᅔるのではなかろうか。教員はともかく、高校生は教科

᭩を選ない。教科᭩によって「⾗化」にᑐする解㔘やᤊえ方・༳㇟がまちまちであったなら、生徒

は教科᭩によってかなり異なった時௦観・Ṕྐീをᣢってしまいかࡡない。それでもいいのだろうか㸽

「多様な解㔘」ということで῭まされるのであろうか。⚾は、ここでも、教ᖌのฟ␒があると考える。高

校の教ᖌは今、他の教科᭩を⮬⏤に見られる㈗㔜な立場にある。学他の研究者は、それすら⮬⏤には

いかないのだ。それを用して、他社の教科᭩を「᥈究」し、教ᮦとしてᥦ供するのである。今、他社

の成果をも当ヱ生徒に♧せられるのは、現場の教ᖌしかない（ὀ ��）。多ゅ的に多様に生徒たちが᥈究

しだすためにも、この方向でのດຊを⚾は「教ᖌのຊ」として᥎ዡしたい。

�㸬ṧࡾ㸱ࡢࡘほⅬࠕ᥈✲ຊࠖ

ここでは、ṧった３つの観点について、⡆₩に指していく。

１つ目は、㏆現௦ྐの「㈨ᩱ」の≉㉁と᥈究ຊの関ಀである。学習指導要領では、Ṕྐ教育に必要な

「㈨㉁・能ຊ」として「㈨ᩱ」の活用や「㈨ᩱ」の≉㉁の理解がᙉㄪされている。㏆現௦は㈨ᩱの評価や

解㔘がᐃまっていないことが多い。だからといっていたずらに㑊けるのでなく、また୍方的に教ᖌが୍

部の㈨ᩱだけを選ࢇで教え㎸むのでもなく、「㈨ᩱ」をいわࡤ第三者に見立て、教ᖌと生徒の方がඹに

そのಙ៰性を㏣究していくようなᙧが、理ではなかろうか㸽この㝿のキー࣡ーࢻは㈨ᩱの「ドྍ能

性」であろう。教ᖌと生徒の方が、ඹに「㈨ᩱ」の「ドྍ能性」を☜認しながら実に向かって᱁

㜚する「᥈究ຊ」が必要になる。（ὀ ��）

㸰つ目は、「Ṕྐ⥲合」࿘㎶科目と᥈究ຊの関ಀである。「Ṕྐ⥲合」は �� ୡ⣖௨㝆の㏆現௦ྐをᢅ

うので、⯟ᾏ時௦やすὒያ㞔㈠᫆、場合によってはᕷẸ㠉や⏘業㠉もࡺっくりやる時間はない。

（ὀ ��）だから当↛、中学の社会科との連携がᛴがれる。中学᪤習項の習を、ᑀに授業に取り㎸

む必要性が高い。そのため、ᶫΏしがうまくいくよう、その部分を᥈究しておくことが、今のうちに高

校教ᖌのഃにいに求められる。さしずめは、高校ධヨ社会科のၥ題研究が㐺ษなのではないだろうか。

同様に高校の「᪥本ྐ᥈究」「ୡ⏺ྐ᥈究」のみならず、「地理⥲合」「බඹ」など、地理・ᨻ⤒・理の

分㔝との連携という᥈究活動もᮃまれる。

３つ目は学ධヨと᥈究ຊの関ಀである。「Ṕྐ⥲合」はධヨ科目として㔜視されることになった。ඹ

通テスࢺはマークࢩーࢺである。「ୡ⏺ྐ᥈究」のཷ㦂者も「᪥本ྐ᥈究」のཷ㦂者もඹに「Ṕྐ⥲合」

をཷ㦂科目にຍえる必要がある。それはᮃましいことと⚾は考える。が、他方、討ㄽや㈨ᩱを㔜視した

授業をやりたくても、ධヨ科目のヨ㦂ၥ題がそれらと↓関ಀであれࡤ、高校現場はᝎましいែに┤㠃

する。したがって、高校教ᖌഃは、ධヨၥ題ᑐ⟇にも୍ᐃ⛬度ࢺࣇࢩした᥈究ຊの育成方法を準ഛしな

けれࡤならないとゝえよう。この点は⤊❶で⿵㊊する。

�㸬ࠕ̿ࡾࢃ࠾Ṕྐ⥲ྜࠖ͆ࡢᡂྰ͇ࢠ࢝ࡢ᥈✲ຊ

 ⚾が「Ṕྐ⥲合」のこれからについてᚰ㓄するのは、ḟのような点である。

ձ ㏆現௦の᪥本ྐとୡ⏺ྐを、ᚑ᮶と同じように、それࡒれ「ูのṔྐ」と割りษって分けたスࢱ

。ルの授業が現場でᒎ㛤され続けること

ղ ３年後にጞまる学ධヨၥ題の「Ṕྐ⥲合」のၥ題に合わせた授業スࢱル、つまりそこで点ᩘ

がとれることに授業の焦点が当てられ、生徒の「᥈究活動」がかになること。

ճ 生徒の「⮬性」に基࡙く⮬⏤な᥈究活動のୗ、ែをᨺ⨨する教ᖌがฟてくること。ฟてくれ

果的に生徒間の学ຊᕪは今まで௨上にᣑがる。他方、≉に上㐍学校では教えるഃの学ຊが⤖、ࡤ
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పୗしていくのかもしれない。

ձ㹼ճのいずれか、または同時㐍行が生じることで、「Ṕྐ⥲合」は必ಟඹ通科目としてのึᮇの目的

を㐩せず、ᔂれていく。「ୡ⏺ྐ㸿」のの⯙である。それは、なࢇとしても㑊けたいものである。本✏

で♧してきたように、ձは今からண㜵の準ഛができる。ḧしいのは、教ᖌの᥈究ຊである。ղもあらか

じめ「᥈究ຊ」をつけるၥ題をᕤኵするよう、現場から要ᮃしていくことが考えられる。これも教ᖌの

᥈究ຊである。さらには、ຊのある生徒にだけ᥈究させて、教員が᥈究しないなど、あってはならない

ことである。これ௨上、生徒間の᱁ᕪをᣑげてはならない。⮬分では᥈究できない子に、ᡭཌく㐺ษな

指導をするのが、බ教育を担う教ᖌのົめであろう。

つまりは、ᡃ 々教ᖌのഃの㏆現௦Ṕྐにᑐする᥈究ຊを῝めることが、「Ṕྐ⥲合」成ຌの᭱のࢠ࢝

というわけである。「Ṕྐ⥲合」は᥈究する教ᖌのちからによって、成ຌ
㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬

する。これが本✏の⤖ㄽである。

㸺ὀ㸼

 １ 学習指導要領の⾲現では「ᅜ㝿⛛ᗎの変化や⾗化と⚾たち」となっている。ここではわかり

やすく┬␎して「⾗化の時௦」とࡪ。

 㸰 ᘬ用部分は平成 �� 年࿌♧の学習指導要領第３・Ṕྐ⥲合・目ᶆཬࡧその「解ㄝ」である。

 ３ 本研究⣖要の「はじめに̿「᥈究ຊ」と教ᖌのちから」のᣋᩥཬࡧ同じく本ㄅ・ᕝ℩ⱥ幹教ㅍ

（研究௵）のㄽ考をཧ↷されたい。

 㸲 科研㈝ዡບ研究の題目は「新科目「Ṕྐ⥲合」の準ഛ状況と㏆現௦ྐ授業実践̿新教科᭩分析

とᅜㄪᰝ̿」課題␒ྕは ��㹆����� 
 㸳 学習指導要領・第３・Ṕྐ⥲合「解ㄝ」㸰 内容とその取りᢅい㹮���>中項目（１）の学習の

≉ᚩ（身㏆な㈨ᩱから考ᐹする㐣ཤのၥい）など@ 
 㸴 「ၥいの立て方」については、ࠗ ၥう方法・考える方法࠘Ἑ㔝ဴஓ・ちくまࣉリマー新᭩ ����

年、ࠗ ၥいの立て方࠘ᐑ㔝බᶞ・ちくま新᭩・���� 年、ࠗ ල体Ȇᢳ㇟ ࣞࢺーࢽン࠘ࢢ⣽㇂ຌ・㹎

㹆㹎ࢿࢪࣅス新᭩・���� 年、ྂ的Ꮡᅾとしてࠗㄽᩥのࣞࢺリック࠘⃝⏣ኵ・ㅮㄯ社学⾡ᩥ

ᗜ・ �� 年

 ７ 科研㈝を使用して、���� 年㸴᭶１᪥㸰᪥、ᮾி㒔Ụᮾ༊༓▼１㸫㸷㸫��・බ┈㈈ᅋ法ே「教科

᭩研究ࢭンࢱー」㸳㹄会㆟室において、新教科᭩「Ṕྐ⥲合」�� について、検ᐃಟṇ⟠ᡤをㄪ

ᰝした。また上記の続きを、���� 年７᭶１᪥㸰᪥、ᐩᒣᕷ༓ṓ⏫１㸫㸳㸫１・ᐩᒣ┴教育記念㤋

にて実した。

 㸶 㓇井ဴဢࠗṇࣔࢹクࣛࢩー体ไのᔂቯ 内ᨻとእ࠘ᮾி学ฟ∧会・���� 年・㹮３

 㸷 第୍学習社 ��� ∧㹮������� 
�� රᗜ┴はࠗ රᗜ┴∧高等学校地理Ṕྐ科用読本 ୡ⏺と᪥本 ර࠘ᗜ┴教育ጤ員会⦅ ���� 年、

ឡ知┴はࠗឡ知から見えるୡ⏺ྐ࠘ឡ知┴ୡ⏺ྐ教育研究会⦅ ���� 年

�� ⯡に今回の新教科᭩は、地域ྐ・地域教ᮦがணእにᑡなかった。

�� ᣋ✏「「ឡ知から考えるṔྐ⥲合」向けて 「ᅜ㝿⛛ᗎの変化や⾗化とឡ知の⚾たち」」（ឡ

知┴ୡ⏺ྐ教育研究会⦅ࠗୡ⏺ྐ教育研究㸴ྕ࠘���� 年）で同様のヨみをしたことがある。

�� ➹者は本テーマにつき、���� 年 �� ᭶ �� ᪥ឡ知┴ୡ⏺ྐ教育研究会�㹘㹭㹭㹫�で報࿌した。

その時のⓎ⾲㈨ᩱ（題目）「「Ṕྐ⥲合」�� の新教科᭩のẚ㍑とンࢣーࢺㄪᰝ̿「⾗化」の

記㏙に焦点を当てて̿」の中でも、このᅗを使ってㄝ明した。

�� Ἔ井㹮���「᪥本ྐの場合、第୍ḟୡ⏺ᡓで⋓ᚓしたᒣᮾ༙ᓥなどのᶒがࣃリㅮ会㆟で
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㏉㑏を㏕られたことのⓎから、ྑ⩼的なᑐእ⭾ᙇᛮがㄌ生したという基ㄪで᭩かれている

のであり、㌷ຊで領ᅵやᕷ場のᣑをᅗる「ᪧእ」を当↛視するㄽㄪがうかがえる。それに

ᑐして、ୡ⏺ྐの場合は、ྐ上ึの⥲ຊᡓがᡓわれる中、⭾な≛≅者をฟした┬からᡓதに

よらないで⣮தを解決する方㏵の㛤ᣅからᅜ㝿連┕の設やẸ᪘⮬決ᶒのᢎ認によるᅜẸᅜ家

の設という「新እ」の㌿がᅗられた点がᙉㄪされている。・・⡆༢にいえࡤ、᪥本ྐでは

「ᪧእ」の継続性がᙉㄪされているのにᑐして、ୡ⏺ྐでは「新እ」の㌿が㔜視されて

いるのである。」

�� 成⏣㹮Ͻ「本᭩のヨみは、ᖇᅜのもとでの社会のありようをᥥきฟすことであり、�� ୡ⣖ึ㢌の

ズムとの関連ࢽリズムー᳜Ẹ地⩏̿ࣔダࢼࣙࢩࢼ̿⩏ーのṔྐ的な性᱁を、ᖇᅜࢩクࣛࣔࢹ

で考ᐹすることになる。」㹮��「Ẹ本⩏のṔྐ的な評価がᦂらࡄのは、内ᨻ的には⮬⏤⩏を

ᙇしているが、それがᅜᶒ⩏と⤖ࡧつき、ᑐእ的には᳜Ẹ地領᭷や⭾ᙇ⩏などを容認し、

ᖇᅜときっࡥりとしたែ度がとりにくい・・・。」

�� ⟄井・⾲⣬ᢡり㎸み「現௦のᨻ状況を⾲現するときに用いられる「ポࣗࣆリズム」。だが、それ

が場ᆺ⾗動員ᨻをពするのであれࡤ、᪥本はすでにᡓ๓ᮇに⤒㦂があった。᪥㟢ᡓத後の

᪥ẚ㇂↝きᡴち௳にጞまり、┿௳、‶ᕞ変、・୍௳、ኳⓚ機関ㄝၥ題、㏆⾨ᩥ㯢

のⓏ場、そして᪥⡿㛤ᡓ。ᬑ通選ᣲとᨻඪは、なࡐᨻඪᨻのᔂቯと、ᡓதという◚⁛に⮳っ

たのか。現௦の教カをṔྐに学ࡪ。」

�� ᒣ内・佐⸨㹮���「᪥⡿ᑐ立を生ࢇだ࣋ࢩリฟර」と題して「・・᪥本ᾏ㌷は᪥㟢ᡓதの⤊わ

りࡈろから、▼Ⅳから㔜Ἔとࢿ࢚ルࢠーをษり᭰えつつありました。・・・そこで目をつけたのが

��。リンですࣁࢧ�� 年、࣋ࢩリฟර時、᪥本はࣞ࢞ࢧンᕞ�当時のᶟኴの⛠�ὴ㐵㌷を㏦りま

す。・・㌷はஂཎ㖔業、三⳻㖔業、᪥本▼Ἔなど・・・このࣁ࢜にᡭを付けたことで、࣓リ࢝とࡪ

つかることになる。」（㹮���）
�� ᒣஅ内㹮�「ᒣஅ内にとって⥲ຊᡓ体ไという観点がṔྐにとって᭷するព⩏は、⥲ຊᡓᮇが⤒

῭成㛗を基┙とする⚟♴ᅜ家という体ไやᪧ᳜Ẹ地地域における㛤Ⓨ⩏ᅜ家と連続した㐣⛬で

あり、ᅜẸᅜ家をࢩステム化された社会と⛣行させた、という点にある。（このᩥ❶は⦅者・ఀ

㇂による）」㹮��「ࢳࢼスᐁも᪥本の㠉新ᐁも、また、ࣗࢽーࢹールᐁも、ᕷẸと⾗の

「ᅜẸ化」（㹅・ࣔッࢭ）に向けて精ຊ的な活動をᒎ㛤した。ᙼらが当㠃したのは、⥲ຊᡓ時௦のᅜ

Ẹ的動員をᚑ᮶のままの体ไで㐙行するならࢩࣟ、ࡤ㠉に㢮した◚ᒁは㑊けられないというษ

㏕した情であった。�� ୡ⣖ᆺの㝵⣭ᑐ立は、教育ᨵ㠉・⫋業カ練・⫋業⤂介・་⒪保㝤・ኻ業保

㝤・年㔠といったไ度ᨵ㠉によって、あるいはປ働者・㎰Ẹ・中ᑠ業者・ዪ性の保ㆤによって、

ไ度化されたࢥンࣇリクࢺと体ไ内化されなけれࡤならない。・・本᱁的な⚟♴ᨻ⟇は、こうし

て、⥲ຊᡓとともにጞまった。・・⚟♴ᅜ家（ZHOIDUH�VWDWH）とはᡓதᅜ家（ZDUIDUH�VWDWH）のู

ྡであると㏙たのは、この⬦⤡を指してである。」

�� ຍ⸨陽子㹮���「（ᒣᮾ༙ᓥのᡓ␎的なពと題して）中ᅜでなにかあった場合、ᒣᮾ༙ᓥの༡ഃ

の付け᰿にある⭺ᕞ‴や㟷ᓥなどに上㝣して、そのあとは㕲㐨ですに㐍ࢇで、㌷㝲を・・῭༡まで

㐍ࢇでしまえࡤ、中ᅜの㕲㐨でኳὠ、ிというルーࢺでிまで上できる。（ᒣᮾ༙ᓥをとれ

ᅜ家ᨵ㐀ㄽが生じࡐᾏ‴があり）ᾏ㝣୧方からிをᨷめることができる・・。」㹮���「な῾、ࡤ

るのか。」「第୍ḟୡ⏺ᡓが᪥本にえたᙳ㡪は、・・第ḟୡ⏺ᡓと同じくらいきかった。・・

ཎᩗ・・ᨻඪ内㛶が成立しましたというだけでは῭まない・・。このᡓதの⤖果、᪥本ᅜ内におい

てはたくさࢇの「ᅜ家ᨵ㐀ㄽ」がⓏ場して、とにかく᪥本は変わらなけれࡤᅜはஸࡧる、とまでの
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༴機ឤ・・が・生まれました。」㹮���「ձᬑ通選ᣲղ身分的ᕪูの᧔ᗫճᐁእのᡴ◚մẸ本的

ᨻ⤌⧊のᶞ立յປ働⤌合のබ認նᅜẸ生活の保㞀շ⛯ไの社会的ᨵ㠉ոᙧᘧ教育の解ᩓչ新領

ᅵ・ᮅ㩭、ྎ‴、༡ὒㅖᓥ⤫のๅ新պᐑ内┬の⢔ṇջ᪤成ᨻඪのᨵ㐀 �� の項目・は ����（

ṇ㸶）年௨㝆に࣡ࣛ࣡ࣛとฟてくる、ᨵ㐀ᅋ体といわれたᅋ体のᆺ的なᙇ・・。」㹮���「・・

第୍ḟୡ⏺ᡓ後には、ໟᣓ的な内容のᅜ家ᨵ㐀ㄽ・・。その理⏤と背景は・・。」㹮���「・・� つ

目は、᪥本が第୍ḟୡ⏺ᡓにཧᡓする㝿にࢠリス・࣓リ࢝とのᛂ㓘があったのですが、その

実がᖇᅜ㆟会でᭀ㟢されたとき、⃭しいᨻᗓᢈ判が社会にᕳき㉳こったということ、ḟに、ᡓத

が⤊わった後、ࣃリㅮ会㆟で᪥本が┤㠃した、中ᅜと࣓リ࢝からのᑐ᪥ᢈ判に、῝く᪥本ഃが

⾪ᧁをཷけたということ。そして᭱後に、᪥本⤫のᮅ㩭で三・୍⊂立運動がࣃリㅮ会㆟の᭱中

に㉳こってしまう。・・第୍ḟୡ⏺ᡓ௨᮶、᪥本はさまざまなⱞᝎを体㦂し、それによってきな

観的༴機ឤに㏕られるのです。」

�� 㓇井㹮��「・・内Ⓨ的ཎᅉではᔂቯしにくい体ไである௨上、・・ᨻ体ไの内部からではなくእ

部から༴機をㄪ㐩することでᨻ体ไの⎔ቃを変化させ、௨てᨻ体ไのᆒ⾮᮲௳を変化させるこ

とによって、なしくずし的に体ไのᔂቯをはかることしか᭷効なᡭẁはない。ṇࣔࢹクࣛࢩー体

ไのᔂቯᮇにおけるᑐእ༴機のᣢつពは、ここにある。」㹮��「‶ᕞ変を導した▼ཎⳏ∞が・・

「ᅜ家ࣤ㥑リテᑐእⓎᒎࢽ✺㐍࣓ࢩࢭ、㏵中状況ࣚࢽリᅜ内ࣀᨵ㐀ࣤ断・・」と㏙た・・」

��  㸿社㸻ᮾி᭩⡠

�� 㹃社㸻実教ฟ∧

�� 㹁社㸻第୍学習社 ��� ∧

�� 㹀社㸻ᒣᕝฟ∧ ᘬ用部分はいずれもࣞ࢜ンࢪ∧

�� ➹者のㄪでは、ឡ知┴三Ἑ地方のいわࡺる上㐍学校では、㹀社（ࣞ࢜ンࢪかブルー）と㹂社

がẚ㍑的多い。㹁社・㹃社ちらら。これにᑐしてᮾி㒔教育ጤ員会Ⓨ⾲㈨ᩱでは㒔で、㹀社３

㸶㸬３㸣（ࣞ࢜ンࢪ �� 校Ѝブルー�� 校の㡰）、㹂社㸰１㸬１㸣㹃社㸰１㸬１㸣㸿社１㸰㸬㸶㸣㹁社

３㸬㸷㸣（㹁社と同⋡でΎỈ᭩㝔も）

�� 㹂社㸻ᖇᅜ᭩㝔

�� もちろࢇⴭ作ᶒやฟの明記等、᭱ప㝈のマࢼーや㓄៖、␃ពが必要である。

�� ㈨ᩱの「ドྍ能性」の㔜要性については、ᣋ✏「࢙ࣇクࣗࢽースのᑐᢠとࠗ㈨ᩱ活用࠘̿

社会認識教育におけるࠗドྍ能性࠘̿」（ࠗ ୡ⏺ྐ教育研究７ྕ �࠘��� 年ឡ知┴ୡ⏺ྐ教育研究会

⦅）㹮����� ཧ↷

��  ⯟ᾏ時௦やすὒያ㞔㈠᫆、⏘業㠉等の「Ṕྐ⥲合」でのᢅいについては、ᣋ✏（ㅮ₇記㘓）

「「Ṕྐ⥲合」授業࡙くりධ門̿ᅜ・㣗≀・動≀・地域」（ࠗ ୡ⏺ྐ教育研究７ྕ �࠘��� 年ឡ知

┴ୡ⏺ྐ教育研究会⦅）㹮����� ཧ↷
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SSڦ�㹼（;;�� �ڦ）ڦ

学校設ᐃ科目「ᛂ用᪥本ྐ」における᥈究学習

̿᥈究学習による学習に必要な㈨㉁・能ຊ育成のྍ能性̿

地ṔබẸ科 ఀ྿ ᠇

㸺キー࣡ーࢻ㸼 ᥈究学習 ᪥本ྐ 体的学習ែ度

�㸬ࡵࡌࡣ  

科学技⾡が㐍Ṍし、ே生 ��� 年時௦をむかえ、今まで௨上に変化が⃭しく、ඛが見通せない時௦にな

っている。㸿㹇とࣟ࣎ッࢺのྎ㢌で今ある多くのがなくなり、今はない新しいにつくேもໃ

ฟてくるとゝわれている。当↛、今の生徒㐩はᐃ年までずっと同じを続けられるとは㝈らなくなる

だろう。そういう変化が⃭しい社会の中で㛗いே生を生きていくこれからの生徒㐩には、「変化のᑐ

ᛂຊ」が必要になってくるのではないだろうか。「変化のᑐᛂຊ」とは、ᖖに新しいことを学ࡧ続け、

知識や技⾡を活かし、ᣮᡓするຬẼをᣢつことだと考える。そのため、生徒㐩にはᬑẁから体的に学

。しいと考えているែ度をᣢってࡪ

生徒の体性をᘬきฟすためにはどうすれࡤいいのか。新学習指導要領で≉にὀ目されているキー࣡

ーࢻが「᥈究」である。「᥈究学習」とは、生徒⮬らが課題・ၥいを設ᐃし、解決に向けて情報を㞟・

ᩚ理・分析し、࿘ᅖのேとព見・協働しながら㐍めていく学習活動のことである。これによって学

習のために必要な㈨㉁・能ຊであるᛮ考ຊ・判断ຊ・⾲現ຊ、さらには体的に学ࡪែ度の育成を目指

した。

�㸬ᐇ㊶ෆᐜ┬�

の作成（㸰時間）ࣉマッࢻンダンス・マ࢞（�）

ダンスでは、ᛂ用᪥本ྐの授業では⮬分の⯆࢞

関ᚰのあることについてṔྐ的に᥈究すること、学

生の༞ㄽテーマなどをᣲげながら、Ṕྐは教科᭩に᭩

いてあることだけではなく、身の回りにあるあらࡺる

ものがṔྐのᑐ㇟になりᚓるということをఏえた。さ

らにマンࢻマッࣉを作成する中で⮬分の⯆関ᚰの

ある分㔝について考えさせた。

変化の⃭しいこれからの時௦を生きていく生徒には「変化のᑐᛂຊ」を身につける必要がある。

「変化のᑐᛂຊ」を身につけるためには体的に学ࡪែ度が㔜要であり、体性をᘬきฟすために

「᥈究学習」がὀ目されている。そこで᪥本ྐの「᥈究学習」を通じて、学習に必要な㈨㉁・能ຊ（ᛮ

考ຊ・判断ຊ・⾲現ຊ、体的に学ࡪែ度）を育成できると考えた。本✏は３年生の学校設ᐃ科目「ᛂ

用᪥本ྐ」で行った「᥈究学習」の実践を報࿌する。

ᅗ１ 生徒作成マンࢻマッࣉ
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（�）「ၥい」の設ᐃ（㸰時間）

 ᥈究学習において「ၥい」の設ᐃは᭱㔜要項である。「ၥい」の立て方でその後の᥈究活動の成ྰが

決まるといってよい。ここではୗの⾲をཧ考に「ၥい」を考えさせた。はじめから⮬分の中で明☜な「ၥ

い」や、⯆関ᚰがᙉい分㔝がある生徒は㡰ㄪに᥈究学習にධれるが、そうではない生徒はඛ行研究の

ᩚ理や情報㞟をしながら「ၥい」を考えなけれࡤならない。生徒にはこの㐣⛬が難しく、⚾も㠃ㄯを

通じて୍⥴に考えたがⱞᡓした。୍回「ၥい」を立てても情報㞟しているうちに「ၥい」が変わって

くることもある。

（�）情報㞟（中間Ⓨ⾲の๓後で１０時間⛬度）

中間Ⓨ⾲をᣳࢇだ๓後に情報㞟の時間を設けた。この時間では１ே１ྎ㹧㹎㹟㹢を用ពし、にࢿ

ッࢺを通じてཧ考となる研究ㄽᩥやᩥ⊩、ྐᩱを㞟させた。さらに学校のᅗ᭩室にも行き、１ே１

は᭩⡠をりるようにಁした。情報㞟の๓には࣓ࢹの≉性・ᅗ᭩㤋の使い方等を⡆༢ࣞクࣕࢳー

した。また情報㞟にあたってはࢹࣅ࢚ンスࣀーࢺを作らせ、情報の内容、ཧ考ᩥ⊩リスࢺなどを作ら

せた。学生ならࡤ様々なところにྐᩱ㞟行くところであるが、高校の授業内で行うには、どうし

てもࢿッࢺや᭩⡠が中ᚰにならざるをᚓない。しかし、なかには地域の㈨ᩱ㤋等にྐᩱがないかၥい合

わせて、実㝿に㈨ᩱ㤋をゼれた生徒もいた。

（�）㠃ㄯ

 生徒のㄪ学習と平行してಶูに㠃ㄯを行い、生徒の㐍ᤖ状況の☜認や、「ၥい」がなかなかᐃまらず

にᅔっている生徒には、⚾も生徒とಶูにᑐヰをしながら୍⥴に「ၥい」を考えた。生徒の㠃ㄯ時間は

１ே⣙㸳分で１時間に㸶ே⛬度である。ᛂ用᪥本ྐのㅮᗙは㸰㸲ேだったので３時間あれ୍ࡤ通りの生

徒と㠃ㄯできた。やはり᥈究活動をྛ⮬でやらせて指導していくのは、ㅮᗙに㸰㸲ே௨上いるとཝしい。

できれ１ࡤேの教員にᑐして１㸴ே௨ୗの方がᑀな指導ができると考えられる。

ᅗ㸰 後⸨ⰾᩥ・ఀ⸨ྐ⧊・Ⓩᮌὒ子 ࠗ学ࡧの技 １㸲ṓからの᥈究・

ㄽᩥ・ࢮࣞࣉンテーࣙࢩン࠘⋢ᕝ学ฟ∧部 ���� 年 3�� 
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（�）中間Ⓨ⾲準ഛ・中間Ⓨ⾲（３時間）

 中間報࿌準ഛではྑのような「᥈究マッࣉ」を作成させ、Ⓨ⾲のㄽ理構成を考えさせた。Ⓨ⾲では㸲

ேࢢルーࣉを作り、「᥈究マッࣉ」に基࡙き１ே㸳分⛬度でⓎ⾲し、その後㸳分⛬度の㉁ᛂ⟅の時間を

とった。Ⓨ⾲をすることでㄪたことや⮬分のᛮ考をᩚ理できるとともに、他者からの視点を取りධれ

ることでより方向性が明☜になり、情報㞟の行きワまりなどを解ᾘするきっかけにもなった。᥈究マ

ッࣉは後で㞟め、ࣂࢻスを᭩いて㏉༷することで教員からのࣇーࣂࢻックも行うようにした。ま

た中間Ⓨ⾲の様子は㹧㹎㹟㹢で㘓⏬しておき、後で教員が評価をするときに୍ேࡦとりのⓎ⾲が見られ

るようにした。同時に複ᩘのࢢルーࣉでⓎ⾲していると、１ேの教員がྛ生徒の࢛ࣇࣃーマンスをその

場で評価するのは難しいが、㘓⏬をṧしておくことで、後でよりᑀな評価がྍ能となった。

（�）Ⓨ⾲㈨ᩱ作成（㸲時間）

 ᮇᮎⓎ⾲のための㈨ᩱの作成は学校の㹁㹑教室のࢥࢯࣃンを使用して、࣡ࣃーポンࢺで作成させた。

生徒㐩は⏬ീや⤫ィࣇࣛࢢなどを㥑使しながらᕤኵしてⓎ⾲㈨ᩱを作成していた。㹁㹑教室では１年生

が情報の授業もしているので、授業変᭦があったときに情報の授業とࣂッテンࢢしてしまうなどࣛࢺ

ブルもあったが、今後１ே１ྎ➃ᮎが導ධされることで、こういうၥ題は解ᾘされるだろう。

ᅗ３ 生徒作成᥈究マッࣉ
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（�）ᮇᮎⓎ⾲（㸰時間）

 学ᮇの⤊わりにまとめのためのⓎ⾲を行った。㸶ேࢢルーࣉを作り、１ே７分Ⓨ⾲、３分㉁ᛂ⟅の

時間を設けた。Ⓨ⾲を⫈く生徒㐩には評価ࢩーࢺを㓄ᕸして、Ⓨ⾲のែ度や㈨ᩱ、内容を評価させた。

中間Ⓨ⾲と同様、Ⓨ⾲の様子は㹧㹎㹟㹢で㘓⏬しておき、後で教員が評価をするときに୍ேࡦとりのⓎ

⾲が見られるようにした。

 実㝿にはⓎ⾲は７分௨上になることが多く、時間が㊊りなくなることもあった。また࢙ࢪࣟࣉクࢱー

を３࢝ᡤ使っていたので機ᮦのࣛࢺブルなどもあり、ᑐฎにⱞ៖した。

（�）ㄽᩥᇳ➹（ኟᮇఇ業）

 ኟᮇఇ業中に１学ᮇの活動をㄽᩥᙧᘧでまとめる課題をฟした。Ꮠᩘは ���� Ꮠで࣡ーࢻのࢹーࢱで

ᥦฟしてもらったが、���� Ꮠ௨上᭩いてきた生徒も多くいた。中には⮬Ꮿで⮬分が使えるࢥࢯࣃンが

ないという生徒もいたが、そういう生徒にはᡭ᭩きでもよいということにした。実㝿㸰㸲ே中ᡭ᭩きで

ᥦฟしたのは１ேであった。このၥ題も今後１ே１ྎ➃ᮎが導ධされることで解ᾘされるだろう。

 㸰学ᮇに関しては、ඹ通テスࢺ・୍⯡ධヨも㏕ってきている中、員にㄽᩥᙧᘧのまとめをᥦฟさせ

るのは↓理だと判断して、年内に㐍㊰が決ᐃしている生徒のみに㸰᭶中᪪を⥾めษりとして課題をฟし

た。

（�）㸰学ᮇ

 㸰学ᮇに１学ᮇに行ったࢧクルをもう୍度⤒㦂させて、᥈究学習の習⇍度の向上をᅗった。᥈究テ

ーマについてはୗ記にあるとおり、１学ᮇからのテーマを継続・Ⓨᒎさせたものも、く新しいูテー

マを設ᐃした生徒もいた。

ᅗ㸲 生徒作成Ⓨ⾲スࣛࢻ

┿１・㸰 Ⓨ⾲の様子
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غ１ָ غ２ָ

�
ੴとಒ変Կと࣎େ
ʛʰ౩ଢʱとೖຌࣥੴΝͶߡえΖʛ

なͧࢢࢲはસࠅͶ߁がった͖

�
͕もちΎྼ࢛
ʛࠕまͲと͞Η͖ら͕もちΎ͍Ε⽅ΝߡえΖʛ

ฯү࢞ྼ࢛
ʛฯү࢞変યΝたどΖʛ

� ฑۋथໍはޛࠕも৵;କ͜Ζ͖ なͧೖຌͶはگが͍ΖͶΫϨηφگがਃಃ͢た͖
� -Ϩʖήがど͑Εがった͖ɻʛϕϫځとҩいʛ γρΩʖքϨʖή؏ٮಊҽ਼͖ら読みखΗΖྼ࢛

�
ֺαϱέʖϩ՟ୌۄ変યは
ɻ֦࣎େड़པࣆとؖ࿊͢ͱいΖ͖

ຍ༃͠Η⽅はいͯ࣎େࡠͲも変Կ͢ない͖
ʛݳେΠωϟとݻఱชָޢӵޢ༃Νർֳʛ

� डはݒ࠸Ͳ͘Ζ͖
࢛ৱྼ
ʛৱΓΕ༺ৱがৱ΄らΗΖΓ͑Ͷなったはな͖ͧʛ

�
ೖຌͲはঃが༺ෲΝΖΓ͑Ͷなったは
ɻԦԿࡨがとらΗた͖ら͖

ೖຌ্֒گࣉүౕは�どΓ͑Ͷ変Կ͢ͱ͘た͖

�
ՐとՐՃ؏ҩいͶͯいͱ
ʛ࿂Ѭ͖らՃ؏ɻͨଠՃ؏Ͷ͜ͱ఼ΝͱΖʛ

がౌͤΖॽΏֈժは࣎ड़པࣆとؖ͢ܐͱいΖ͖

� քߨྃͶはいͯ͜ߨΖ͖
αϫψླྀߨはָߏฯ݊ͶӪڻΝ༫えた͖
ʛָߏฯ݊ྼ͖࢛らʛ

�� ҔਕはࠅΝ変えたӵ༦Ͳ͍Ζ͖ Ͳ͘な͖った͖࣍ປැはңރߒ
�� ༣;Ώ೧ࣆߨがࢢどもͶ༫えΖӪڻは࣎େͶΓっͱҡなΖ͖ ϒΠόがࢢどもसいࣆͶ�ਕـなはな͖ͧ
�� ԽֺはࢢどもௗΝӪͤڻΖ͖ ϕϨΫϣΠは変Կ͢ͱいΖ͖
�� ఽ౹ܵΝͤͶはどΓ͑な͞とがචགྷ͖ ೧ࣆߨは͞Η͖らも͍Ζ͖
�� ೖຌਕ৯࠾ৼཀྵは変Կ͢ͱいΖ͖ ೖຌਕঃは変Կ͢た͖
�� घॽ͘ชԿはͤ΄͖͘ ʰʱはೖຌেといえΖ͖
�� ʰ੪৶ߺʱはਜ਼͢い͖ ช߿ࢰҾはਫ਼सබ͖

�� ஏ॰ླはい͖ͯら͍Ζ͖
͞Η͖らೖຌָگߏүはど͑なΖ͖
ʛ͞ΗまͲگү変યとͨഐܢΝもとͶࡱߡʛ

�� ෨ཚୌはどΓ͑Ͷ変Կ͢ͱ͘た͖ සࠖܙは変Կ͢た͖
�� τϪϑ๎ૻはಊժഓ৶Ͷ変わっͱ͢ま͖͑ ԽֺはਕʓͶどΓ͑なӪڻΝ༫えͱ͘た͖
�� とੴͲӫは変Կ͢た͖ࠕ とੴͲӫٗढ़は変Կ͢た͖ࠕ
�� ࠙ླ͖ࣞらݳେ݃࠙ࣞまͲण͜ܩがΗͱいΖชԿは͍Ζ͖ ੴՊఋྋཀྵは͑ͤັな͖
�� ຌはޛࠕな͚なっͱ͢ま͖͑ ͞ΗまͲࣅՌҫྏと͞Η͖らࣅՌҫྏ
�� ਕؔͶとっͱʰඔʱとは Կはण͜ΗらΗΖ͖

��
Πχϩଚࡑとは
ʛݳେと࣎ރߒେ͖らߡえΖʛ

Πχϩଚࡑ
ʛ࣎ރߒେとݳେʛ

3㸬⏕ᚐࡢ᥈✲୍࣐࣮ࢸぴ

１学ᮇの「ᾏእ᪑行にはいつ行けるのか」など、୍ 見するとṔྐと関ಀないテーマのようにᛮえるが、

ṇ時௦のス࣌ン㢼㑧と現௦のࢼࣟࢥをᑐẚしてᮍ᮶をண するなど、㐣ཤと現௦のᑐẚを取りධれ

たテーマも多かった。 

4㸬ࡵࡲ

 １年間に㸰回の᥈究学習を通じて生徒は័れない᥈究学習にᝏᡓⱞ㜚しながらពḧ的に取り⤌ࢇで、

こちらのീを上回るク࢜リテのⓎ⾲をする生徒もいた。▷ᮇ的に᥈究学習を㸰ࢧクル回すことで、

１学ᮇの┬点を活かして㸰学ᮇの活動に取り⤌めた生徒が多かった。⮬分⮬身も生徒に本᱁的な᥈究

学習をさせるのはึめてだったのでうまくいかなかったことも多かったが、生徒のពḧ的に取り⤌むጼ

ໃを見て、᥈究学習が生徒の学習に必要な㈨㉁・能ຊを育成するために᭷効なᡭẁだということがわか

った。今後も指導のあり方をよりブࣛッࣗࢩッࣉして生徒ともに学ࢇでいきたい。 
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の分析の᥈究学習から見えた「ᩘ学的な⾲現ຊ」の向上ࢱーࢹ

㸫3 年間の指導と 4 ேの成㛗記㘓㸫

ᩘ学科 ቑ⏣ ᭸美  

㸺キー࣡ーࢻ㸼 ᥈究学習 ᩘ学的な⾲現ຊ ࢹーࢱの分析 

㸯㸬ࡵࡌࡣ

ンスに基࡙くពᛮ決ᐃが求められる社会の現状を㋃まえるࢹࣅ࢚、の用がᾐ㏱しࢱーࢹックࣅ

と、高等学校の⤫ィ教育には、実ࢹーࢱを多㠃的に分析する⤒㦂を通して、ࢹーࢱに基࡙いて判断や

ពᛮ決ᐃできるຊの育成がᮇᚅされる。

本校ᩘ学科では、ࢹーࢱの分析の基♏的な知識・技能の習ᚓすることとともに実社会や実生活の

中でいきる⤫ィ的ᛮ考ຊの育成を目ᶆに、「ࢹーࢱの分析」の⊂⮬教ᮦを㛤Ⓨし、実している。本

✏では、平成 2� 年から �0 年に行った授業実践と᥈究学習を通して、� ேの生徒の「ᩘ学的な⾲現

ຊ」がどう向上したかをまとめる。

㸰㸬� ᖺ㛫ࡢάືࡢᴫせ�

���ᖹᡂ �� ᖺᗘࡢᤵᴗᐇ㊶�

平成 2� 年 10 ᭶㹼11 ᭶、第 1 学年 � クࣛスをᑐ㇟に、8 時間（ᩘ学Ϩ「ࢹーࢱの分析」は᪤習）の

実践をした（ቑ⏣、201�D、201�E）。
ၥ題解決ᆺ学習のࢭࣟࣉスとしてᥦ♧されているᯟ⤌みはさまざまであるが、「ඹ通のテーマをも

って、ࢹーࢱを分析し、現状をᢕᥱした上で、目ᶆをᥖげて、ᑐ⟇を検討・実し、効果を検ドする」

という 4&（4XDOLW\�&RQWURO）的ၥ題解決法による୍連のὶれは、᮲௳を変えながら᭱㐺解を導ฟさせ

る実㦂的なഃ㠃をᣢち、学習者に「ၥ題を解決するためにఱをすきでఱをおこなっているか」を♧

すことができる。このࢭࣟࣉスにἢって 3OD\6WDWLRQ�「ࢽ࢘ンࣞࢢブン 201�」に᱁⣡されている

選ᡭࢹーࢱ（� かᅜ 1�8 ྡ、これらの選ᡭがもつ࣓ࣛࣃーࢱは㔞的ࢹーࢱ 2� 項目と㉁的ࢹーࢱ � 項目

のィ 2� 項目）を分析し、ࢳームのࢺーࢱルࣛࣂンスや選ᡭの≉性から、᭱もᮃましいと考えられる選

ᡭを選ฟし、࢜リࢼࢪルࢳームの⦅成を行った。

授業⤊後のンࢣーࢺでは、「時間がもっとしかった。」「またやりたい㸟」との声がᩘ多くᐤせ

られた。実践を㋃まえ、さらにⓎᒎした学習の機会がᚓられるとのᛮいから、「スポーツࢹーࢱ解析ࢥ

本校は、ᅜ立の教育学の㝃ᒓ高校といった⨨࡙けもあり、ඛ㐍的な᥈究学習がᮃまれ、そ

の実は本校の教育目ᶆの 1 つである。

本✏では、平成 2� 年から �0 年に行ったᩘ学の授業実践と᥈究学習を通して、� ேの生徒の「ᩘ

学的な⾲現ຊ」がどう向上したかを分析する。ᑡし๓の実践記㘓にはなるが、➹者が同୍学年を �

年間ᣢち上がって、ᩘ学の授業や᥈究活動をཷけᣢった生徒たちの記㘓である。� 年間の授業実践

や᥈究活動を振り㏉って、生徒の成果≀やンࢣーࢺでの࣓ࢥンࢺをᨵめて評価した。᥈究活動や

ၥ題解決学習のྍ能性とᩘ学の学習のព⩏をまとめる。 
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ン࣌テࣙࢩン（中等教育向け部門）」にཧຍさせて㡬くことにした。 

���ᖹᡂ �� ᖺᗘࢱ࣮ࢹࡢゎᯒࣥࣙࢩࢸ࣌ࣥࢥ�

本校では、学年によってテーマやᮇ間は異なるが、生徒が課題研究をし、その成果をⓎ⾲させる機

会が多くある。平成 �� 年、� 年生は、�� ᭶から � ᭶にかけて、生徒ྛ⮬が⮬⏤に⯆ある学ၥ分㔝の

研究をする「᥈究活動」がィ⏬されていた。 

そこで、「ࢽ࢘ンࣞࢢブン」の学習後の �� ᭶に「スポーツࢹーࢱ解析ࢥン࣌テࣙࢩン」の

ཧຍをᕼᮃする生徒をເった。ᕼᮃした生徒 �� ྡは、「᥈究活動」の時間も用して、ࢹーࢥࢱン࣌

ฟ品の準ഛをした。� ேから � ேの � つのࢢルーࣉに分かれ、「ඹ通のテーマをもって、ࢹーࢱを分析

し、現状をᢕᥱした上で、目ᶆをᥖげて、ᑐ⟇を検討・実し、効果を検ドする」というὶれでၥ題

解決を目指した。今回は、「ࢽ࢘ンࣞࢢブン」のように࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンによってその効果を☜認

することはできなかったため、࣡ࣃーポンࢺでのⓎ⾲を行い、ࢮࣞࣉンテーࣙࢩンを┦評価した。

その中で、評価の高かった � ルࢢにฟ品した。その他の「࣌ンࢥࢱーࢹ」、ーを作成しࢱームがポスࢳ

ーࣉも学年のⓎ⾲会で分析の⤖果をⓎ⾲した。生徒のⓎ⾲ࢺࢱルと成果はḟの通りであった。 

ձ「ࢼ࢞ーࣞ㫽取 -� ᪼᱁作ᡓ㸟」 

Ѝࢹーࢥࢱン࣌ฟ品。ᩒ㜚㈹ཷ㈹。 

ղ「中᪥ࢦࣛࢻンズをに導くためには㹼ࢳームのᩆୡとなる選ᡭの選ࡧ方㹼」 

 Ѝࢹーࢥࢱン࣌ฟ品 

ճ「ຓっேእᅜேがもたらすࢳームのᙳ㡪」 

մ「'H1$ に㊊りないものは」 

���ᖹᡂ �� ᖺᗘࢱ࣮ࢹࡢゎᯒࣥࣙࢩࢸ࣌ࣥࢥ�

平成 �� 年度は � ᭶に、๓年ᩒ㜚㈹をཷ㈹した「-� ᪼᱁作ᡓ㸟」の作品をឡ知┴ポスࢱーࢥンク

ールにฟ品した。ࢹーࢥࢱン࣌でᑂᰝのඛ生方から指していただいた部分をಟṇし、㔠㈹をいただ

くことができた。その活動の中で、生徒から、「今年もࢹーࢥࢱン࣌にཧຍしたい」との声があがった

ため、� ᭶に⏦㎸をした。ࢹーࢱ㓄ᕸから �� ᭶までは、生徒たちの⮬的な活動となった。�� ᭶の授

業後にྛ⮬のࢹーࢱ分析を⤫合し、解決したいၥ題と分担を決めた。௨㝆、生徒たちは、ᮅや授業後、

ఇ᪥を使って㐍ᤖ状況を☜認し、作品を上げた。この作品はඃ⚽㈹をཷ㈹した。 

���ᖹᡂ �� ᖺᗘࡢᤵᴗᐇ㊶� �

地域に⮬生地（ᅜのኳ↛記念≀）があり、本校の校❶のࣔࢳーࣇでもある࢝キツࢱࣂは、生徒にと

って身㏆な花である。本教ᮦは、「これは࣓ࣖか࢝キツࢱࣂか」をテーマに、平成 �� 年 � ᭶に � 年

� クࣛスで実した（ቑ⏣、����a）。学校のࣟーࢱリーにဏく㟷い花が、「本当に࢝キツࢱࣂか」をヰ

題のⓎ➃として、Fisher の iris キツ࢝か࣓ࣖ」、を分析したのち、検ᐃの考え方に基࡙いてࢱーࢹ

、からࢱーࢹか、どちらともいえないか」をᙇするのが課題の㊃᪨である。ୡの中には、ᡭඖのࢱࣂ

体ീを᥎し㔞るがたくさࢇある。᥎ᐃ・検ᐃに⯆をもってもらうことが本教ᮦの目的であっ

た。 

���ᖹᡂ �� ᖺᗘࡢ᥈✲άື�

「同じ࣓ࣖでも品✀によってこれだけᕪがあるのなら、同㔞の࢝キツࢱࣂのࢹーࢱを取って、そ

のᕪ異についてㄪてから考えたい。」๓年度の授業実践の後、� 年生に上がった生徒から声があがり、

�ேの生徒が⮬的に᥈究活動を行った。学校にဏいている࢝キツࢱࣂ��㍯をィ し、ࢹーࢱを㞟め、

Anderson の Iris 研究ㄽᩥと合わせて考ᐹを㐍め、「いずれ࣓ࣖか࢝キツࢱࣂ㹼美しさはどこにある
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か㹼」というㄽᩥにまとめ、Ṋⶶ㔝学ᩘ理ᕤ学ࢥンテスࢺにᛂເし、選考ጤ員㈹をᚓた。

㸱㸬⏕ᚐࡢ⤌ྲྀࡢᵝᏊ�

௨ୗでは、「第 � 回ᩘ理ᕤ学ࢥンテスࢺ（Ṋⶶ㔝学）」にཧຍしたዪ子生徒 � ྡの � 年間の᥈究学

習の様子とࢥンテスࢺにฟ品した成果≀から「ᩘ学的な⾲現ຊ」がどう向上したかをまとめる。「࢘

ブン」「平成ࣞࢢンࢽ �� 年度のスポーツࢹーࢱ解析ࢥン࣌テࣙࢩン」「平成 �� 年度のスポーツࢹ

ーࢱ解析ࢥン࣌テࣙࢩン」「これは࣓ࣖか࢝キツࢱࣂか」「ᩘ理ᕤ学ࢥンテスࢺ」の � つの᥈究学

習と⊂⮬教ᮦでၥ題解決学習に取り⤌ࢇだ生徒の学習の様┦とその成果である。 

���ᖹᡂ �� ᖺᗘࡢᤵᴗࡢᵝᏊ�

当ヱ生徒 � ྡは、� 年ḟ同じクࣛスで、それࡒれᩥ化部にᡤᒓしていた。ఱにも୍生ᠱに取り

⤌む活Ⓨな生徒たちではあるが、ことスポーツに関しては、⯆関ᚰがపい。「ࢽ࢘ンࣞࢢブン」

ではࢧッ࢝ーࢤームのࢹーࢱをᢅったが、教ᮦ㛤Ⓨの構ẁ㝵では同からもࢧッ࢝ーをよく知って

いる生徒とそれ௨እの生徒では、学ࡧのᕪがきいのではないかとのᚰ㓄の声もあった。授業後のᙼ

ዪらのンࢣーࢺでも「ࢧッ࢝ーもࢤームもよくわからなくて᭱ึはᚰ㓄だった。」とある。しかし、

のពやヲしいルールはおいにࢱー࣓ࣛࣃ、ーの知識がないからできないということはなく࢝ッࢧ

ㄪたり、教えあったりすることでၥ題はなかった。 

実㝿、ンࢣーࢺではⱞປした点をḟのようにあげている。「ࣇࣛࢢによって、また関連する項目に

よって、見え方が違った。うまく活用することで、より効果的に┦ᡭにఏえることができるࢹーࢱの

分析は、ᛮっていたより難しかった。」「授業でのၥいかけがᗈく、ఱをしたらⰋいのか㏞った。Ⓨ⾲

をしていても目的がࡤらࡤらで、Ⰻく分からないこともあった。」しかし、「∗に家で、ࢹーࢱの分析

をしてࢮࣞࣉンをするというヰをしたら、ࠗ 社会にฟて会社にධってやるのとࢇどが、᰿ᣐがあ

るㄝ明をして⣡ᚓがしてもらうこと࠘とゝわれました。」「᭱ึよくわからないし、難しいなとᛮって

いたけれど、授業を㔜ࡡるたࡧにࢹーࢱの分析の方、活用の方が理解できるようになり、すࡈく

ᴦしくなっていった。みࢇなでやるからこそពがある授業だったな࠵とᛮう。とにかくᴦしかった㸟」

「またやりたい㸟」と๓向きなឤをᣢって学習を⤊えた。 

ーをよく知らないዪ子生徒も、MF࢝ッࢧ  が࢜ールマテなポࣙࢩࢪンであることを、ᒙู化し

たࣄスࣛࢢࢺムや⟽ࡦげᅗから理解し、ス࣌ンはࢳームຊが高く、ᨷᏲともにࣛࣂンスがよいࢳー

ムだとࢹーࢱから⣡ᚓした。 

���ᖹᡂ �� ᖺᗘࢱ࣮ࢹࡢゎᯒࣥࣙࢩࢸ࣌ࣥࢥ�

ദ者からᥦ供されたࢹーࢱで᥈究活動をした「-� ᪼᱁作ᡓ㸟」の概要はᅗ � の通りである。-�

リー᭱ࢢୗのࢼ࢞ーࣞ㫽取を -１リー᪼ࢢ᱁するためのᥦゝを目ᶆにࢹーࢱの分析をした。ま

ず、ࢼ࢞ーࣞ㫽取は、「࢙ࣇࢹンࢩブࢧーࢻでのᏲり成ຌ回ᩘ」からᏲりができるࢳームであるも

のの「方のࣃス」回ᩘがᑡなく、ᚓ点がなかなかධらないࢳームであることが明らかになった。

また、-� リーࢢの上 � ーࣞがẚ㍑的ⱝい年㱋ᒙの選ᡭで構成ࢼ࢞、ームと選ᡭの年㱋をẚ㍑しࢳ

されているࢳームだとわかったことから、さらにポࣙࢩࢪンูに選ᡭの年㱋を考ᐹした。そこから、

ྛポࣙࢩࢪンの≉性に合った年㱋をあげ、㹋㹄というࣃスが㔜要視されるポࣙࢩࢪンにおいて必要な

年㱋ᒙは、平ᆒ年㱋よりも高い、ある⛬度⤒㦂を積ࢇだ選ᡭにする必要があると⤖ㄽ付けた。つまり、

ࢩࢪームで≉㛗のある「Ᏺり」から課題のある「ᚓ点」につなげるために、㔜要なポࢳーࣞのࢼ࢞

ࣙンの MF には、⤒㦂㇏かな選ᡭを㓄⨨することが必要だとၥ題の解決⟇をあげた。 
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であったものࢱー࣓ࣛࣃであり、かつ多変㔞のࢱーࢹよりさらに専門的な「ブンࣞࢢンࢽ࢘」

の、⮬分たちなりに࣓ࣛࣃーࢱを取り上げ、考ᐹすることができた。また「ඹ通のテーマをもって、

を分析し、現状をᢕᥱした上で、目ᶆをᥖげて、ᑐ⟇を検討・実し、効果を検ドする」といࢱーࢹ

うၥ題解決のࢭࣟࣉスを༑分㋃まえ、ࢹーࢱに基࡙いてㄝᚓຊのあるᙇをすることができた。 

���ᖹᡂ �� ᖺᗘࢱ࣮ࢹࡢゎᯒࣥࣙࢩࢸ࣌ࣥࢥ�

๓年度にᘬき続き、ࢥン࣌のദ者にᥦ供されたࢧッ࢝ーࢹーࢱを分析した。「もしも 3. ᡓがあっ

たなら。」（ᅗ �）は、࣍ームࢳームのྡྂᒇࣛࢢンࣃスが -� リーࢢに㝆᱁したことをⓎ➃に、-� リー

、ールᩘの合ィをẚ㍑し、それが㡰と必ずしも୍⮴していないというẼ࡙きからࢦーム㡰とࢳのࢢ

3. ᡓによってᘬき分けをなくしたならࡤ、-� リーࢢの㡰がどのように変わるかを࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩ

ンし、まとめたものだ。ᥦ供されたࢹーࢱの「ࢼ࣌ルテー࢚リ内のࢦールᩘ」と「ࢼ࣌ルテー

決ᐃ⋡」を使い、実㝿のබᘧᡓでᘬき分けだったヨ合においてࢺーࣗࢩ内リ࢚ 3. ᡓを行った場合、

どちらのࢳームがするのかを、⊂⮬に設ᐃしたࢦール成ຌ⋡の値「3. ண値」をẚ㍑することで

決ᐃした。この࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンによって、᪤Ꮡの㡰࡙けのルールでは実ຊが㡰にᫎされてい

ないࢳームがあり、どのᩘ値に㔜きを⨨いて㡰決ᐃをするのかによって、ࢳームにᑐする評価も変

わると⤖ㄽ付けた。生徒はこの概要をポスࢱーとࣞポーࢺにまとめ、ඃ⚽㈹をཷ㈹した。 

図 1 岣-� ಊતপਅآ岤
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図 2 岣峬峁峬 3. ਅが岬峍た峔峳岞岤
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「もしも 3. ᡓがあったなら。」でも「ࢽ࢘ンࣞࢢブン」で学ࢇだၥ題解決ࢭࣟࣉスにἢってၥ

題解決をしているが、その分析スࢺーリーは「-� ᪼᱁作ᡓ㸟」にẚ、明らかなᕪ異がある。⮬分

たちのᙇした効果が☜認できるかᩘ理ࣔࢹルを作って検ドするなど、ᩘ学的な⾲現ຊは向上し、実

㝿、⾲ᙲ状のⰍも変わった。 

���ᖹᡂ �� ᖺᗘࡢ᥈✲άື�

� ேは � 年生になり、⥲合的な学習の時間を活用しながら、ཷ㦂ຮᙉと୪行し、᥈究活動を継続し

た。この年、� ேから、� 年の � 学ᮇに授業で行った「࣓ࣖか࢝キツࢱࣂか」のࢹーࢱを⮬分たちの

視点で分析したいと⏦しฟがあった。᪤Ꮡのࢹーࢱの他に、� ᭶㹼� ᭶に学校にဏいている࢝キツࢱࣂ

�� ㍯をィ し、ࢹーࢱを㞟めた（ᅗ �）。「いずれⳭⵦ
あ や め

かᮭⱝ
かきつࡤた

」というゝⴥは͆どちらもඃຎがつけ難

いどඃれている͇ことをពし、୧者は᫇から同じくらい美しい花とされてきたにもかかわらず、

ఱᨾ࢝キツࢱࣂの方が美しいとされてきたのかを、実㝿の࢝キツࢱࣂと࣓ࣖのࢹーࢱをẚ㍑して⮬

分たちなりにそれࡒれの┦ఝ点、┦違点をᐃ⩏しながら、解明した。

᥈究活動のテーマとして㺀࢝キツࢱࣂと࣓ࣖには実㝿どࢇな違い

があるのか㺁、㺀࢝キツࢱࣂが美しい理⏤はどこにあるのか㺁の � つを

設ᐃした。Anderson の Iris 研究ㄽᩥと合わせて考ᐹを㐍め、Width
と Length の平ᆒのẚが、࢝キツࢱࣂは⣙ �㸸７、࣓ࣖは⣙ �㸸��

であることやこの࢝キツࢱࣂの �㸸� というẚが、ⓑ㖟ẚであること

をⓎ見し、「いずれ࣓ࣖか࢝キツࢱࣂ㹼美しさはどこにあるか㹼」

というㄽᩥにまとめ、Ṋⶶ㔝学ᩘ理ᕤ学ࢥンテスࢺにᛂເし、見

、選考ጤ員㈹をᚓて、ᮾிの授㈹ᘧにᣍᚅされた。

生徒は、┦関ಀᩘから☜かに࢝キツࢱࣂと࣓ࣖのᙧែのẚはとて

も㏆く、はっきりと見た目では༊ูがつきにくいことをᩘ学的に⾲現

した。さらに、ᩓᕸᅗや⟽ࡦげᅗ（ᅗ �）から、࢝キツࢱࣂと࣓ࣖ

（� ✀）のࢹーࢱの┦違を視ぬ化して♧し、᪥本ேにぶしまれឡされ

るのがⓑ㖟ẚであることをさまざまなྂからᘬ用し、まとめた。「身

㏆にあるఝて㠀なるもの」と「美しい」という概念をᩘ学的に⾲現し

た。このㄽᩥ作成指導を᭱後に � ேと୪㉮した「᥈究活動」の � 年間

の᪥々は༞業を㏄えた。 

図 3-1 ૅ峘崓崕崬崸崧峘ੑ

図 3-2 ૅ峘崓崕崬崸崧峘ੑ

図 4 ⽣徒峘ધ峘ৱમ峘
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㸱㸬ࡵࡲᚋࡢㄢ㢟�

本研究から、生徒はၥ題解決スࢺーリーをまࡡて学ࢇでいくこと、生徒の分析スࢺーリーはẁ㝵を

㋃ࢇで⮬⏤度をቑすこと、ᩘ学的な⾲現ຊの向上には、継続した指導が必要であることがわかった。

また、ၥ題解決のࢭࣟࣉスは⡆༢に⋓ᚓできるものではないので、指導者がࣔࢹルをᥦ♧することや

学習者は⧞り㏉し⤒㦂的に学ࡪことの必要性が明らかになった。

ၥ題解決学習や᥈究学習は、生徒同ኈや教員が୍⥴になって、ヨ行㘒ㄗしながら⣡ᚓする⟅えを᥈

す学習活動であり、時には解がᐃまらないことも、生徒がฟした⤖ㄽに明☜に評価を♧せないことも

ある。その点をあげてこの学習を「やりにくい」とッえる指導者も多いが、生徒は解のⓎᩓするこの

ような学習や授業がዲきなようである。今回、3 年間の記㘓を振り㏉り、この 4 ேの生徒が、᥈究学

習そのものをᴦしみ、⮬分たちのᙇを「ᩘ学的に⾲現する」⾡を身に着けたとឤじた。� 年にわた

ってၥ題解決学習に取り⤌ࢇだ生徒の成㛗はⴭしく、ࢹーࢱ分析の᭷用性を実ឤし、ၥ題解決のࣟࣉ

。スを体ᚓすることができたのではないかと考えるࢭ

 ḟ年度からጞまる「㝃高࣑ࢮ」で、᭦なる᥈究活動の実やࢹーࢱを用したᩘ学教育の指導、ᩘ

学的な⾲現を高める教ᮦ㛤Ⓨに取り⤌むことが今後の課題である。 

  

参考࣭ᘬ⏝文献�

ቑ⏣᭸美（201�D）「多変ᩘの教ᮦࠗࢽ࢘ンࣞࢢブン࠘を使ったࢹーࢱの分析㸫学ࡪ⤫ィから使う

⤫ィのための教ᮦ㛤Ⓨ㸫」ឡ知教育学㝃ᒓ高等学校 研究⣖要第 �� ྕ㸪� SS���̺�8�
ቑ⏣᭸美（201�E）「ࢧッ࢝ーࢤームࠗࢽ࢘ンࣞࢢブン࠘を使ったࠗࢹーࢱの分析࠘の実践と考ᐹ

㸫ࢤーム࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンによる検ドに焦点を当てて㸫」᪥本科学教育学会第 �0 回年会ㄽᩥ㞟㸪

SS��1�̺�20�
ቑ⏣᭸美�201�D�「⤫ィ分㔝におけるၥ題解決学習の実践㸫これは࣓ࣖか࢝キツࢱࣂか㸫」ឡ知教育

学㝃ᒓ高等学校 研究⣖要第 �� ྕ㸪 SS���̺�0�
ቑ⏣᭸美（201�E）「ࢹーࢱでスポーツをしよう㸫ࢹーࢱ分析でࢧッ࢝ーを知るዪ子生徒の 2 年間の取

り⤌み㸫」⤫ィᩘ理研究ᡤඹ同研究リポーࢺ ��� ⤫ィ教育実践研究第 � ᕳ㸪SS���̺���

ㅰ㎡�

本研究の㈚ࢹーࢱは情報・ࢩステム研究機構の新領域⼥合研究࢙ࢪࣟࣉクࠗࢺ社会ࢣࢽ࣑ࣗࢥー

 。のᨭをཷけたものです࠘ࢱーࢹンズ業ࠗே間・社会ࣔࢥࢳーࢧ中ᚰ科学リࢱーࢹン࠘ࣙࢩ

また、本研究の୍部は௧ � 年度科学教育研究㈝ዡບ研究���+������のຓ成をཷけています。 
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ឡ知教育学㝃ᒓ高等学校研究⣖要第ྕڦ

pp.ڦ㹼ڦ（20 ,ڦXX）

ᢈ判的ᛮ考ຊの育成と活用

̿᥈究スキルの習ᚓと新学習指導要領に向けて̿

理科 ㊊立㐩ᙪ

㸺キー࣡ーࢻ㸼ᢈ判的ᛮ考ຊ、ẚ⇕ ᐃ実㦂、協働学習、࢛ࣇࣃーマンス課題、ࣔࣞࢹーࣙࢩン

�㸬ࡵࡌࡣ

これから฿᮶する、Society5.0 の時௦をຊᙉく生きていくためにはどࢇなຊか必要だろうか。A I（ே

ᕤ知能）やࣅッࢹࢢーࢱ、IoT（Internet of Things）などのⓎᒎによってே間生活の㉁は᱁ẁに向上し

ている。しかし、その㠃時௦について行けずに取りṧされるேたちがいることも実である。そこに

は様々な要ᅉがあると考えられるが、教育による部分もいにある。これからの時௦を担う子どもたち

がຊᙉく生きていくために必要な㈨㉁・能ຊを身につけさせる教育を㐍めていくことが教ᖌのᙺ割とな

る。また、ඛにも㏙たが AI や⏘業技⾡のⓎᒎによりより㇏かな生活をᡭにධれたが、ே間生活が⬣

かされているという状況もある。様々な作業やࢩステムが AI や精密機Ეに取って௦わることで多くの

⫋業がなくなっていくのである。このようなண ྍ能な時௦をたくましく生きᢤくためには「᥈究ຊ」

が必要だと考える。えられたものを྾するだけではなく、それを活用し、さらに向上させていくᛂ

用ຊである。「᥈究ຊ」と୍ゝでまとめているが、様々な㈨㉁能ຊを内ໟしている。☜かな学ຊを基♏と

して、課題Ⓨ見解決能ຊや⮬他との協働性、体的に学ࡰうとするែ度など多くのຊが求められている。

科学技⾡のⓎᒎとともに学校教育に求められるものも変化している。AI の活用によって教員の㈇担

やྛ教科の༢ඖの学習に必要な時間ᩘがῶᑡしていく。それによって生じた時間をどのように生かすか

教員のຊ㔞が求められているのだ。これまでの୍ᩧ授業や教え㎸み中ᚰの教育では、上記のような「᥈

究ຊ」を育てることができない。このような時௦だからこそ、教ᖌの教育にᑐする認識のᖜな方向㌿

が必要なのではと考える。教ᖌのは「教えること」ではなく「ᨭすること」という考えをᣢっ

て、教ᮦ研究を㐍めることが㔜要である。子ども㐩の学ࡧに向かうຊを育て、⮬立的に学習に取り⤌め

るようなࢧポーࢺをしていく。教ᖌはそのような⎔ቃをᩚえるࣗࢳーࢱー的Ꮡᅾに変化していくのでは

ないかと考える。今回の授業実践では、子ども体の実㦂活動をどのように方向付けていくのかをྵめ

多くの課題があった。実践してわかった新たな課題もྵめて報࿌していきたい。

AI やࣅッࢹࢢーࢱなどの科学技⾡の㐍Ṍによって⚾たちの生活⎔ቃは⃭変している。そのような

変化とともに Society5.0 や SDGs、ESD などのゝⴥが生みฟされるようになった。これらのពや

内容はそれࡒれ違う部分が多いけれども、ඹ通していることとしてᮍ᮶を担う子どもたちの育成やᣢ

続ྍ能な社会といった考え方である。これからの社会をຊᙉく生きていく子どもに求められるຊとし

て᥈究ຊがある。᥈究ຊの中でも様々な場㠃で活用できる「ᢈ判的ᛮ考ຊ」に㔜点をおいて授業実践

を行なった。୍ᩧ授業の方法から実㦂活動までの୍連のὶれと、࢛ࣇࣃーマンス課題とその評価方法

について報࿌する。
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�㸬ᩍᮦ◊✲

科学とே間生活の３⦅「ගや⇕の科学」㸰❶「⇕の性㉁とその用」では、⇕とはఱか、⇕はどのよ

うなఏわり方をするのか学習する༢ඖである。᪥ᖖ生活に密᥋な関ಀのある⇕の現㇟を⢏子ࣞ࣋ルの࣑

クࣟな概念から、≀㉁内での⇕のఏわり方というマクࣟな視点での現㇟理解をしていく。⇕が 度の高

い方からపい方とఏわることは理解しているが、どのようなఏわり方をするのか、状ែによってఏわ

り方が違うのか、身㏆な現㇟や⤒㦂から身につけた知識のㄗ認識を生かし、ಟṇしつつ新たな学ࡧにつ

ながるようなᒎ㛤をしていく。身㏆な現㇟を₍↛（マクࣟ的に）と理解しているが、⢏子の（࣑クࣟ的

な）動きとして認識していないのが実である。⢏子の動きでどのようにㄝ明がつくのか、⢏子୍つ୍

つの動きが㔜なってきな規ᶍでの現㇟につながることに⯆関ᚰをᢪかせつつ、理解させたい。

また、科学とே間生活の授業では᥈究活動の実を目ᶆにしており、≀理分㔝では「ᢈ判的ᛮ考」の

育成を目指す。୍方的な授業においては、教ᖌから生徒の知識のఏ㐩しか行われず、生徒⮬らが⮬分

で考えて活用するという機会がᑡない。今回の授業ᒎ㛤の中では、様々なព見、ࢹーࢱ、方法をᐈ観的

にᤊえることを⧞り㏉し行う。その㐣⛬でఱがṇしいのかを⮬分なりに判断し、⮬身の考えや知識のಟ

ṇをできるようなスキルの習ᚓを目指す。⮬他のព見や考えをᖖにᢈ判的にᤊえることで、ṇしい情報

や知識と間違っているものを༊ูし、ព見をඹ᭷し合うことでᨵၿするという⤒㦂を積ࢇでいく。この

ような㐣⛬が教え㎸み中ᚰの授業ではḞけていた部分である。

 本校３年生の⥲合的な᥈求の時間を使って、「理科課題研究」を実している。生徒⮬身が課題を設ᐃ

し実㦂やㄪᰝを通して᥈究していくという活動である。年ၥ題になるのが「テーマ設ᐃ」と「᥈求の

スキル」である。理科という≉性を活かして科学とே間生活の授業で᥈求スキルを身につけさせようと

いう考えである。᥈究を㐍めようとᛮっても生徒⮬身に༑分に知識がないことやࢹーࢱをィ したがど

うやってまとめ分析するのかがわからないなどのၥ題があった。その㒔度教ᖌが教え㎸むことも㔜要で

あるが、教ᖌのᡭをධれずに⮬身のຊで課題を解決してḧしいのも実である。理科の授業においてそ

のような⤒㦂をすること⮬体がᑡないのもཎᅉの୍つである。実㝿に実㦂ჾලをヨ行㘒ㄗしながら使い

ながら実㦂方法を学ࡧ、知識を活用できるような場のᥦ供が必要である。

3㸬ᐇ㊶ሗ࿌

 科学とே間生活の≀理分㔝の㓄当時間は１０時間である。௨ୗにྛ㓄当時間とල体的な内容を記㏙す

る。１０時間のうち㸰時間はឡ知教育学理科教育ㅮᗙのᐑᕝඛ生によるㅮ₇もྵまれている。

ձ 知識習ᚓẁ㝵（ࢢルーࣉ活動中ᚰのᗙ学での授業） 㓄当時間㸲時間

本校の科学とே間生活の≉Ⰽでもあるが、１クࣛス３０ேを㸰分割し１㸳ேで授業を㐍める。もと

もと T ・T で授業を⤌ࢇでいるのでこのようなᡭཌい指導ができるのが≉ᚩである。

。でのヰし合いを基本として、おいの考えをඹ᭷することで新たな知識の習ᚓを目指すࣉルーࢢ

ࣉルーࢢを記㏙ᙧᘧにすることでゝㄒ活動を実させ、ヰし合いによる（㈨ᩱ１、㈨ᩱ㸰）ࢺリンࣉ

のព見を┿でり iPad の AirDrop を活用し体にඹ᭷するᕤኵをした。身㏆な⇕の現㇟を題ᮦに

してスࣔールステッࣉで理解していくことで、⇕にఏわり方や法๎性の理解を῝める。ḟの㸰のよ

うな題ᮦを取り上げた。

１㸸「ンクのᗈがり方」（㈨ᩱ１ཧ↷）

Ỉにンクを୍たらした時のᗈがり方をンクの⢏子とỈ分子について着目してᅗでㄝ明す

る。ᶍ⠊解⟅としては、ンクの⢏子にỈ分子が⾪✺して規๎な動き（ブࣛ࢘ン運動）になるこ

とでンクがᗈがる。生徒の解⟅で多かったのが、Ỉ分子が୪ࢇでいる㝽間にンクの⢏子がධり
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㎸ࢇでいくという考え方である。このをとっても、༢⣧にᗈがるという認識はあるが、「どうや

って」という方法について࣑クࣟ的な考えにㄗ認識があることがわかる。

㸰㸸「ⵦ㒆と㇏⏣のẼ ᕪのཎᅉは㸽」（㈨ᩱ㸰ཧ↷）

Ẽ㇟ᗇのබ㛤している「᪥᭱高᭱పẼ ୍ぴ⾲」を使ったࢹーࢱ分析を取りධれた授業ᒎ㛤であ

る。㸰地点における、Ẽ の違いを見つけฟし、その違いが生じる要ᅉを考えさせる。᭱高Ẽ と

᭱పẼ のᕪをとると、ⵦ㒆はᑠさく、㇏⏣はきくなる。様々な要ᅉが考えられるが、本授業に

おいては「≀㉁のẚ⇕」につなげるためにᾏがあるかどうかに着目させた。ẚ⇕ときく関連する

≀体の まりやすさ෭めやすさについても理解を῝めさせた。

㈨ᩱ１       ㈨ᩱ㸰

ղ 知識活用ẁ㝵（実㦂活動）

上記のձẁ㝵のࢢルーࣉを基本として、実㦂活動に取り⤌ࢇだ。㔠ᒓ体のẚ⇕を ᐃするための実

㦂ィ⏬をࢨࢹンし、実践することでձẁ㝵でᚓられた知識の活用を目指す。୍連のὶれの中で、ᢈ

判的ᛮ考ຊの育成やゝㄒ活動を積極的に行うようにᚰがけた。ὶれは௨ୗのようである。

（１） 実㦂ィ⏬の作成（１時間）

ẚ⇕を求めるための実㦂方法をࢢルーࡈࣉとに考え

る。㈨ᩱ３を用いて、実㦂の目的や使えるჾලのㄝ明を

行なったのちにィ⏬に取り⤌む。「ẚ⇕を求める」とい

う目ᶆと「使用ჾල」をᥦ♧し、それ௨እの指♧はせず

にྛ⌜⮬⏤にィ⏬を立させた。さまざまな方法を考え

ており、実㦂のጇ当性や現実性があるのか検ドした。実

㦂方法が立できない⌜にᑐしては、๓に行ったẚ⇕

の₇習ၥ題をཧ考

にすることで考え

るようにࣄンࢺを

ฟした。これによっ

て、ある⛬度実㦂方

法にὶれを作るこ

とができた。

   ┿１      ㈨ᩱ３

科学と⼈間⽣活 物理分野 組 班 番 ⽒名
３編 光や熱の科学 ＞ ２章 熱の性質とその利⽤ ＞ 実験計画

䛒䛺䛯䛿䚸᪂㛤Ⓨ䛂㔠ᒓ〇䜍䜣䛯䚸䛷㆟䛾ᅇḟ䚹䛩䛷ဨ୍䛾䝮䞊䝏Ⓨ㛤䛃䜍䜣䛯

䛻㐺䛧䛯㔠ᒓᮦᩱ䜢ୖྖ䛻ᥦ䛧䛺䛡䜜䜀䛺䜚䜎䛫䜣䚹୍⯡ⓗ䛻䚸䛆ẚ⇕䛇䛜大䛝䛔㔠ᒓ

䛿෭䜑䛻䛟䛔䛯䜑䚸䝙䝭䝹䜰䚸㕲䚸㖡䠄ᒓ㔠䛾⿵ೃ䚹䛩䜎䜜䜙䛘⪄䛸䜛䛔䛶䛧㐺䛻䜍䜣䛯

䜴䝮䠅䛾୰䛛䜙䚸᭱䜒ẚ⇕䛾大䛝䛺㔠ᒓ䜢▱䜛䛯䜑䛾ᐇ㦂ィ⏬䜢❧䛧䜎䛧䜗䛖䚹㻌

〈４コマ劇場〉

＜Experimental design＞ 
STEP 1  冷たい側を⽤意する 

〈実験器具〉        

STEP 2  温かい側を⽤意する 
〈実験器具〉 

STEP 3  冷たい側と温かい側を混ぜ、熱平衡状態を記録する 
〈実験器具〉        

STEP 4  測定された物理量と既知の物理量を⽤いて、⾦属の⽐熱を求める 

資料 （使⽤できる実験装置の例） ※もし他に欲しいものが出てきたら、先⽣に相談しよう！ 
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（㸰） ࣡ール࢙ࣇ࢝ࢻ方ᘧでⓎ⾲（１時間）

ྛ⌜の実㦂ィ⏬をⓎ⾲する。⮬⌜のィ⏬との違いや、実㦂方法のጇ当性をᢈ判的に考えるようにす

る。Ⓨ⾲を⪺いた他⌜生徒が付⟢を使って࣓ࢥンࢺをṧし、ᨵၿ点やⰋい点を明☜化させる取り⤌み

を行なった。㈨ᩱ㸲・㈨ᩱ㸳は実㝿に生徒が作成した実㦂ィ⏬⾲である。ࣆンクの付⟢には実㦂のᨵ

ၿ点やၥが、㯤Ⰽい付⟢にはཧ考にした点やⰋいとᛮった点を記ධしている。ᨵၿ点については、

他⌜の実㦂をᢈ判するだけでなくᘓ設的なព見をᥦ♧することもᙉㄪして行なった。ྛ ⌜のⓎ⾲を⪺

いたのちに⮬⌜にᡠり、付⟢の内容を⌜内で検討し、ィ⏬に取り㎸むのかをヰし合った。

   ㈨ᩱ㸲     ㈨ᩱ㸳

（３） 実㦂活動（㸰時間）

 実㦂を行い、ẚ⇕を ᐃする。実㦂を㐍めながら、ᢈ

判的ᛮ考をᣢって⮬⌜の実㦂方法のጇ当性を検ドし、ಟṇ

をධれていく。（┿㸰）実㦂㐣⛬で生じたၥや方法の

ಟṇについては他⌜の方法をཧ考にすることができ、実㦂

中は⮬⏤に他⌜にព見を求めることができる。ࢹーࢱの取

り方や実㦂方法などは、ィ⏬のẁ㝵で࣓ーࢪしきれない

部分が多い、そのために実㦂を㐍めることでᨵၿしようと

する行動⮬体がᢈ判的なものであるとゝえる。

         ┿㸰

（㸲） ࢛ࣇࣃーマンス課題（⮬Ꮿ課題）

 「実㦂ィ⏬」「実㦂⤖果」「考ᐹ」を A３୍ᯛにまとめてᥦฟさ

せ、ルーブリック評価（１㹼㸲点）（㈨ᩱ㸴）を行なった。ឡ知

教育学理科教育ㅮᗙのᐑᕝ㈗ᙪ教授の指導のもと、教⫋

学㝔学生とともに評価基準の作成に取り⤌ࢇだ。本校の担当教

ㅍ㸲ྡで「ࣔࣞࢹーࣙࢩン」を行い、いの評価基準の違いを

すり合わせ、評価にᕪが生まれないような⤫୍基準を作りฟす

ようにした。

๓に育てたい生徒ീを࣓ーࢪしてルーブリックを作成し

評価の基準を作りฟしておく。ᥦฟされた࣡ークࢩーࢺ（㈨ᩱ

７・㈨ᩱ㸶）から㸰０ྡ分ᢳฟし、ࣔࣞࢹーࣙࢩンを行う。こ

の評価を担当教員でᣢちᐤり、ྛ評価のズࣞや評価方法の再検

討、評価基準のጇ当性についてをすり合わせる作業を行う。  ㈨ᩱ㸴
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これによって、⤫୍基準でのṇ当な評価がྍ能になるのである。

ルーブリック評価についてㄝ明する。項目として「知識・技能」と「ᛮ考ຊ・⾲現ຊ・判断ຊ」

とした。「知識・技能」のᑠ項目では、「概念理解」として実㦂ィ⏬と実㦂⤖果について評価をした。

㸲点の評価基準は「⇕㔞保Ꮡの法๎についてṇ☜に記㏙しており㸪᪤知の情報と ᐃ値を用いて㸪㔠

ᒓのẚ⇕の値を求めることができる。また、実㦂ィ⏬に≀理的な視点からのポンࢺが記㏙されてお

り、実㦂も複ᩘ回行われている。」である。「ᛮ考ຊ・⾲現ຊ・判断ຊ」のᑠ項目には、「考ᐹ」と「⾲

現」を設ᐃした。「考ᐹ」について、実㦂活動であるので、⤖果をまとめ考えを記㏙することで評価し

た。㸲点の評価基準は、実㦂⤖果に基࡙いて、「ㄗᕪ要ᅉ」「ㄗᕪ要ᅉの≀理的᰿ᣐ」「ㄗᕪ要ᅉにᑐす

るᨵၿ点」の三点についてṇ☜に考ᐹされている。」である。「⾲現」について、実㦂ィ⏬᭩や実㦂⤖

果をわかりやすく⾲記しているか評価した。㸲点の評価基準は、「教員が実㦂ィ⏬を見て同じ実㦂が

できる再現性の高いィ⏬᭩になっている。また、実㦂⤖果を♧すために必要なᅗや⾲が用いられてい

るか、実㦂⤖果からの考ᐹがㄽ理的に記㏙されている。」である。

のまとࢱーࢹンを行なったឤとしては、員が理科教員といえど実㦂方法の記㏙やࣙࢩーࣞࢹࣔ

め方にᑐする考え方に違いがあり、評価にࡤらつきが生じる。課題についても、๓に評価の観点を

生徒にఏえてはいたが、実㝿に記㏙するにあたりヲ⣽な指♧をしていなかったこともあり、࢛ࣇࣃー

マンス課題の作成にᡭこずっている様子であった。ḟ年度に向けて、今年度ᥦฟされた課題で高評価

のついたものをࣔࢹルとしてᥦ♧し、記㏙方法や評価基準の方向付けをする必要がある。生徒のᥦฟ

する࢛ࣇࣃーマンス課題の内容（成度）に合わせて、ルーブリックの評価基準も変᭦していくこと

が㔜要である。これによって生徒の㈨㉁・能ຊをᘬき上げていくのである。

  ㈨ᩱ７      ㈨ᩱ㸶

3㸬ࡵࡲ

知識習ᚓẁ㝵では、⤒㦂的に理解している現㇟でも⢏子などのᑠさいスࢣールでの理解は༑分であ

ることがわかった。えࡤ、Ỉにンクをᆶらしたときのᗈがり方をㄝ明する場合では、ブࣛ࢘ン運動

の࣓ーࢪがなくỈの分子の間をンクの⢏子が㐍ࢇでいくという認識であった。このようなㄗ認識を

活用することで、生徒の学ࡧや⯆関ᚰを効果的にᘬきฟすことができると分かった。知識活用ẁ㝵で

は指♧の方や生徒のពḧ、ࢢルーࣉ分けのᕤኵ（๓ンࢣーࢺによる理科の⯆関ᚰ度や≀理がᚓ

ពかどうかで分けたࢢルーࣉ）によって取り⤌みにきなᕪが生まれてしまう。またこのような取り⤌

みは担当する教員の異動によって継続性がᙅくなってしまうものである。しかし、授業ᒎ㛤や使用する

㈨ᩱ、ࣉリンࢺ㢮、実㦂ჾලを୍つにࣃッࢣーࢪ化することで、ㄡでも実できるような状ែにするこ

とがḟの目ᶆでもある。

71



ୗ記の⤖果は、ᢈ判的ᛮ考についてのンࢣーࢺである。今回のきな目ᶆであった「ᢈ判的ᛮ考」

であったが、ពḧ的に⮬他のព見をᢈ判的に考えようとした⤖果がᚓられたが、継続して取り⤌むこと

で効果がよりᚓられるのではないかと考える。

知識習ᚓẁ㝵の学ࡧについて「授業中、あなたは積極

的に⮬分の㢌で考えることができましたか。」というၥ

について、㸲０㸣の生徒が「できた」と⟅えた。⮬分な

りの考えをࣉリンࢺに積極的に記ධしていた。回⟅にᑐ

する記㏙では、「ேのព見を⪺いて┿ఝするのではなく、

間違っていてもまずは⮬分の⟅えをしっかりとฟして、

そこから他のேのព見や考えを⪺いてさらにⓎᒎさせ

ることができたから。」や「今まで習ったことを生かし

つつ⮬分なりに、わからなくてもこうなのではないかと

考えることができたから。」など、ពḧ的に取り⤌めた

という記㏙が多かった。「授業中、ࢢルーࣉでのヰし合

いに積極的にཧຍできましたか。」というၥについて、

㸴１㸣ができたと⟅えた。１ࢢルー３ྡࣉでの⦅成であ

ったので、ヰし合いなどの活動では、多くの生徒が࿘ᅖ

と積極的にព見しているጼが実㝿に見れた。記㏙ᙧ

ᘧの回⟅には、「ᑡேᩘだったのもあり、他のேとのࢥ

ンが取りやすかった。⮬分のព見を┦ᡭࣙࢩーࢣࢽ࣑ࣗ

にしっかりとఏえることもできたのではないかとᛮっている。」や「理科がⱞᡭで基♏の知識が他のே

にẚḞけていましたが、他のேのព見を⪺いて⮬分がᛮったことをヰし合うことがฟ᮶たから。」な

どのがあった。ᑡேᩘだからこそព見を活Ⓨに行うことができ、おいのព見をఏえ合うことがで

きたようだ。また、ⱞᡭだからព見をⓎゝしないのではなく、⟅えではなく考え方についてヰし合いの

時間を多くとることで、理科にⱞᡭព識のある生徒もヰし合いにཧຍしやすくなるようなᕤኵをした。

知識習ᚓẁ㝵の学ࡧについて、「実㦂を通して、あな

たはᢈ判的に考えることができましたか。」という、ၥ

について、「できた」が㸰㸲㸣、「まあまあできた」が㸲

㸰㸣という⤖果であった。実㦂方法や実㦂⤖果をᢈ判

的に考えることがあまりできなかったようである。ᢈ

判的ᛮ考ຊというゝⴥにቨをឤじているようにឤじ

た。今回の実践のみではなく、ఱ度も⧞り㏉し実する

中でᢈ判的な考え方や方法を身につけていく必要があ

る。記㏙ᙧᘧの回⟅では、「の⌜だけやり方が違ったが理ㄽ的にはちࢇࡷとできていたりゝわれたと

ころにㄽできたりしたから。」や「᭱ึに立てたィ⏬通りにやって、これはあってる㸟とඛධ観をᣢっ

ていました。」などの回⟅があった。⟅えと合っている間違っているࡤかりをẼにして⮬分なりの考え

をᣢてていないようにឤじた。ᢈ判的ᛮ考の๓に、考えてព見を立てる練習が必要である。

今回の実践では「ᢈ判的ᛮ考ຊ」を࣓ンテーマとして、協働学習や࢛ࣇࣃーマンス課題・評価に取

り⤌ࢇだが、多くのᨵၿ点もᾋき᙮りになった。ᢈ判的ᛮ考ຊを身につける๓に、⮬身の考えやព見を

ᣢつこと、それをࢢルーࣉの中でⓎ⾲する、࿘ᅖのព見を⮬らの考えにⴠとし㎸むといった能ຊやጼໃ
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がより必要であるとឤじた。また、ᢈ判的ᛮ考をするに当たっても༑分な知識㔞が必要であり、教ᖌに

よる୍ᩧ授業もまたであると再認識した。授業の方法をᕤኵすることで生徒の⯆関ᚰをᘬきฟし、

様々な学ࡧにつなげていくような学習⎔ቃを教ᖌがᥦ供していくことが᭱も㔜要である。

今後の課題としては、࢛ࣇࣃーマンス課題にᑐする評価方法や評価基準の設ᐃ、授業や実㦂活動内で

の生徒の成㛗をどのように評価するのかを考えていくことである。新学習指導要領では「体的に学ࡧ

に取り⤌むែ度」という観点での評価が必要になる。今までの࣌ーࣃーテスࢺではィることのできない

㈨㉁・能ຊであり、授業内での成㛗や⮬らの学ࡧの⮬ᕫㄪᩚなど様々な場㠃での取り⤌みを評価する必

要がある。このような評価にᑐして、今回の授業実践の評価や方法がᙺに立つのか分析し、他分㔝での

取り⤌みにᛂ用していきたい。

ཧ⪃ᩥ⊩㻌

᪂学⩦ᣦᑟせ㡿䛻ᑐᛂ䛧䛯学⩦ホ౯䠄㧗➼学ᰯ⦅䠅ᩥ㒊⛉学┬ึ➼୰➼ᩍ⫱ᒁ㻌

㼔㼠㼠㼜㼟㻦㻛㻛㼣㼣㼣㻚㼚㼕㼠㼟㻚㼓㼛㻚㼖㼜㻛㼙㼍㼠㼑㼞㼕㼍㼘㼟㻛㼥㼛㼡㼞㼥㼛㼡㻛㼒㼕㼘㼑㼟㻛㻜㻟㻠㼋㻜㻜㻝㻚㼜㼐㼒

㻿㼛㼏㼕㼑㼠㼥㻌㻡㻚㻜 䛻ྥ䛡䛯ேᮦ⫱ᡂ䡚♫䛜ኚ䜟䜛䚸学䜃䛜ኚ䜟䜛䡚㻌

㼔㼠㼠㼜㼟㻦㻛㻛㼣㼣㼣㻚㼙㼑㼤㼠㻚㼓㼛㻚㼖㼜㻛㼏㼛㼙㼜㼛㼚㼑㼚㼠㻛㼍㼋㼙㼑㼚㼡㻛㼛㼠㼔㼑㼞㻛㼐㼑㼠㼍㼕㼘㻛㼋㼋㼕㼏㼟㻲㼕㼘㼑㼟㻛㼍㼒㼕㼑㼘㼐㼒㼕㼘㼑㻛㻞㻜㻝㻤㻛㻜㻢㻛㻜㻢㻛㻝㻠㻜㻡

㻤㻠㻠㼋㻜㻜㻞㻚㼜㼐㼒

Ẽ㇟ᗇẼ㇟䝕䞊䝍䛂᪥᭱㧗᭱పẼ ୍ぴ⾲䛃㻌

㼔㼠㼠㼜㼟㻦㻛㻛㼣㼣㼣㻚㼐㼍㼠㼍㻚㼖㼙㼍㻚㼓㼛㻚㼖㼜㻛㼛㼎㼐㻛㼟㼠㼍㼠㼟㻛㼐㼍㼠㼍㻛㼙㼐㼞㼞㻛㼠㼑㼙㼋㼞㼏㼠㻛㼍㼘㼘㼠㼍㼎㼘㼑㻛㼙㼚㼠㼑㼙㼟㼍㼐㻜㻜㻚㼔㼠㼙㼘㻏㼍㻡㻝㻌

㼀㻭㻷㻭㻵㻌㻷㼍㼦㼡㼛㻘㻻㻷㻭㼆㻭㻷㻵㻌㻴㼕㼞㼛㼥㼡㼗㼕㻔㻞㻜㻝㻥㻕䇾㻾㼡㼎㼞㼕㼏㻙㻮㼍㼟㼑㼐㻌㻱㼚㼓㼘㼕㼟㼔㻌㼀㼑㼍㼏㼔㼕㼚㼓㻌㻼㼞㼍㼏㼠㼕㼏㼑㻌㼍㼚㼐㻌

㻼㼑㼞㼒㼛㼞㼙㼍㼚㼏㼑㻌㻭㼟㼟㼑㼟㼟㼙㼑㼚㼠㻌 䠉㼀㼛㻌㻼㼞㼛㼙㼛㼠㼑㻌㻿㼠㼡㼐㼑㼚㼠㼟䇻㻌㻯㼛㼚㼒㼕㼐㼑㼚㼏㼑㻌㼍㼚㼐㻌㼀㼑㼍㼏㼔㼑㼞㻌㻯㼛㼘㼘㼍㼎㼛㼞㼍㼠㼕㼛㼚䠉䇿㻌
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SSڦ�㹼（;;�� �ڦ）ڦ

� 年間を見通した理科指導のあり方

̿᥈究の㈨㉁・能ຊを育む理科教育課⛬の⦅成とヨ行実̿ 

理科 㔝⏣ 陽平 ⯪井 ⿱⏤

㸺キー࣡ーࢻ㸼 科学とே間生活 理科課題研究 ᥈究の㈨㉁・能ຊ 観点ู評価 高連携  

授業⦅成 

㸯㸬ࡵࡌࡣ�

 ᮶年度実の高等学校指導要領（平成 �� 年࿌♧）（௨㝆、「新指導要領」という）の中で、理科の目

ᶆに「⮬↛の≀・現㇟に関わり㸪理科の見方・考え方を働かせ㸪見通しをもって観ᐹ㸪実㦂を行う

ことなどを通して㸪⮬↛の≀・現㇟を科学的に᥈究するために必要な㈨㉁・能ຊをḟのとおり育成

することを目指す。」と♧され、「᥈究」に必要な㈨㉁・能ຊの育成が現行の指導要領（平成 �� 年࿌

♧）よりも୍ᒙ㔜要視されるようになった。同時に育成を目指す㈨㉁・能ຊの要⣲が三つのᰕでᩚ理

され、クテブ・ࣛーࢽンࢢの視点からの授業ᨵၿ、観点ู評価の実と目ᶆ̿指導̿評価の୍体

化に向けたᢤ本的な授業ᨵၿが求められた。 

学習評価に関してはࣛࣂンスの取れた多㠃的な評価の実から、࣌ーࣃーテスࢺだけではなく、ㄽ

㏙やࣞポーࢺの作成、Ⓨ⾲、ࢢルーࣉでのヰ合い、作品のไ作等といった多様な活動に取り⤌ませ、

 。ーマンス評価を取りධれる㔜要性がッえられている࢛ࣇࣃ

����ᮏᰯࡢᐇែ�

年度ධ学生までは �年ḟに学年ඹ通で地学基♏と化学基♏をᒚಟしていた。�年ḟからはᩥ⣔理

⣔にูれ、理⣔は≀理か生≀を選ᢥし、選ᢥした基♏科目とともにᒚಟするが、� 年ḟでのᒚಟ科目

に≀生選ᢥのཧ考になる基♏科目がないことが課題となっていた。また、� 年ḟには「⥲合的な᥈究

の時間」の௦᭰科目として「理科課題研究」をᒚಟするが、理科の授業ᙧែは知識ఏ㐩ᆺのㅮ⩏ᙧ

ᘧに೫っているため、�年ḟの「理科課題研究」で必要となる᥈究の㈨㉁・能ຊをどのように育成し

ていくかについても課題となっていた。それらの解決に向けて、本年度ධ学生から � 年ḟに基♏科

目ではなく「科学とே間生活」を教育課⛬に⦅成し、新指導要領実に向けた実践の積、多

新指導要領の᮶年度実に㝿し、本校では � 年間を通した理科の教育課⛬の見┤しཬࡧ授業ᨵၿが

ႚ⥭の課題となっている。本年度より � 年ḟで新たに導ධした「科学とே間生活」では、分㔝ࡈとに

実㦂などの᥈究的な課題を設ᐃすることで三観点での評価をヨ行し、᥈究の㈨㉁・能ຊの育成を目指

した授業⦅成の㐨➽が見えてきた。また、� 年ḟで実している「理科課題研究」では、ㄪᰝのᒎ㛤

を導ධしたことで背景知識が⿵され、テーマ設ᐃやまとめの㉁が向上し、᥈究内容の῝まりが見ら

れた。ㄽᩥ作成やⓎ⾲機会をቑやしたことで生徒の体性をᘬきฟすことはできたが、授業時間がᅽ

㏕され༑分な実㦂時間や㈨ᩱ作成の時間が☜保できなくなってしまった。 
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㠃的な評価の実、観点ู評価のヨ行を目的にࢢルー࣡ࣉークやㄪᰝ、Ⓨ⾲など᥈究の㈨㉁・能ຊ

を育むような授業ᒎ㛤や高連携授業をヨみた。 

「理科課題研究」は௧ඖ年度までテーマ設ᐃ、ࢢルーࣉでの実㦂・観ᐹ（�� 時間⛬度）、中間Ⓨ

⾲、ポスࢱーⓎ⾲、ࣞポーࢺ作成というὶれで実していたが、㛗なᒎ㛤や基本的な実㦂・観ᐹ

の技能㊊と᥈究の㐣⛬の⤒㦂㊊による᥈究活動体の難⯟、ࢢルーࣉ活動による࣓ࢹリッࢺで

あるಶ々の体性のపୗなどが課題となっていた。௧ � 年度の新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスឤᰁᑐ⟇に

よるࢢルーࣉ活動のไ㝈で授業構成をᖜに変᭦する必要があり、その㝿に上記の課題解決を㋃ま

えたᒎ㛤を考した。 

本✏では「科学とே間生活」での᥈究分㔝、地学分㔝、生≀分㔝での実践と「理科課題研究」の

実践を報࿌する。 

㸰㸬⛉Ꮫே㛫⏕ά�

���㸬ศ㔝ᵓᡂ�

１年生 � クࣛス（ྛ �� ྡ）の「科学とே間生

活」の授業でྑ⾲（⾲ �）の分㔝、時ᮇ、時間ᩘで

授業を行った（化学と科ே᥈究ϩはணᐃ）。 

 科ே᥈究は科学リテࣛࢩーの習ᚓやㄪᰝ・Ⓨ⾲

といった᥈究活動に⧅がる内容をᢅう。 

 年度当ึに授業を構するにあたって、担当教員

で生徒のఙࡤしたい㈨㉁・能ຊについてすり合わせをした

（ᅗ１）。ྛ分㔝で担当教員を決め、分㔝ࡈとに᥈究的もしく

はᑐヰ的な学習の場㠃を設ᐃすること、学教員と連携した

教ᮦ㛤Ⓨやㅮ⩏をධれて授業ィ⏬を立てることとした。 

� ேを１ࢢルーࣉとしてࢢルー࣡ࣉークや実㦂・観ᐹを行

った。ࢢルーࣉは年度当ึに実したスࢹࢱーࢧポーࢺ

（ᰴᘧ会社ࢿ࣋ッࢥࢭーポࣞーࣙࢩン）と理科の⯆・関

ᚰ等を⪺いた๓ンࢣーࢺから、� に᭱పࣉルーࢢ � ேは

理科の⯆・関ᚰが高い、もしくは理⣔の㐍学のពᛮが

ある生徒をධれた。 

���㸬⛉ே᥈✲Ϩ�

D㸬ᐇ㊶ෆᐜ�

 科ே᥈究Ϩの分㔝では⾲ � の内容、時間ᩘで授業をᒎ㛤した。 

㸮㸬ㄪᏛ⩦�

 理科の �分㔝（≀理、化学、生≀、地学）でẼになるࣗࢽースや現㇟をㄪ、まとめる課題

をධ学๓のఇみに課した（ᅗ �）。指♧᭩とඹに本校教員がὀពすきポンࢺをຍえた作品

をῧ付した。 

分㔝 時ᮇ 時間ᩘ 

科ே᥈究Ϩ � ᭶㹼� ᭶ึ᪪ � 時間 

地学 � ᭶中᪪㹼�᭶ึ᪪ �� 時間 

≀理 � ᭶中᪪㹼�� ᭶ୗ᪪ �� 時間 

生≀ �� ᭶ึ᪪㹼�� ᭶ୗ᪪ � 時間 

化学 � ᭶ึ᪪㹼�᭶ୗ᪪ �� 時間 

科ே᥈究ϩ � ᭶ � 時間 

⾲１ 科学とே間生活の授業ᒎ㛤 

ᅗ１ 年度当ึの構 
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㸯㸬⛉ே᥈✲Ϩࡢὶࢀ�

  ධ学๓課題の回と今後の授業のὶれを☜認

し、Ⓨ⾲のルーブリック（ᅗ �）をᥦ♧した。 

㸰㸬ㄪᰝෆᐜࡢ☜ㄆ�

 㸲分㔝のㄪᰝ内容から୍つ選ࡧ、Ⓨ⾲テーマを

決ᐃした。情報※のಙ㢗性（ಙ㢗できる情報※、

複ᩘの情報※、:LNLSHGLD）についてᢅった。⪺

きᡭの視点に立って背景知識を⿵し、ධ学๓課

題に付⟢で㏣ຍする場㠃を設けた�ᅗ ��。 

㸱㸬㏣ຍࡢㄪᰝ㸦ᣑᩓⓗᛮ考㸧�

背景知識の⿵と新たに生じたၥについてㄪ

ᰝし知識をᗈげ、ධ学๓課題に付⟢で㏣ຍし�ᅗ

��、᥈究的な活動に⧅げるための「ၥい」を立て

る機会を設けた。 

㸲㸬ᵓᡂࢆ考ࡿ࠼㸦᮰ⓗᛮ考㸧�

 教員が㘓⏬、作成したよいⓎ⾲とᝏいⓎ⾲

の࢜ࢹࣅをࢢルーࣉで視⫈し、よいⓎ⾲、㈨ᩱに

必要な要⣲をᣲげる活動を行った�ᅗ ����。♧

された㈨ᩱを基に、ㄪᰝでᚓた情報を取ᤞ選ᢥし

Ⓨ⾲、㈨ᩱの構成を⤌み立てる場㠃を設ᐃした

�ᅗ ��。 

内容          時間ᩘ 

科ே᥈究Ϩ 

 ０㸬ㄪ学習      ධ学๓課題 

１㸬科ே᥈究のὶれ    １時間 

㸰㸬ㄪᰝ内容の☜認    １時間 

 ３㸬㏣ຍのㄪᰝ      １時間 

㸲㸬構成を考える     １時間 

 㸳㸬Ⓨ⾲用㈨ᩱの作成   １時間 

 㸴㸬㈨ᩱ作成、Ⓨ⾲練習  １時間 

 ７㸬Ⓨ⾲         １時間 

⾲ � 科ே᥈究Ϩの授業ᒎ㛤 

ᅗ � ルーブリック

ᅗ � ධ学๓課題 

ᅗ � よいⓎ⾲、㈨ᩱに必要な要⣲ 

ᅗ � 授業ࣉリンࢺ

μ
ᑍ

4

ႆᘙϋܾのჷᜤǛҗЎ
ƴ理ᚐしŴȗȩスのឋ
բƴǋᛇしƘሉƑǒǕ
ǔ

3

ႆᘙϋܾƴƭƍƯƢǂ
ƯᛟଢƸưƖǔƕŴȗ
ȩスのឋբƴƸሉƑǒ
ǕƳƍ

2
ႆᘙϋܾƴ自̮ƸƳƍ
ƕŴИഩႎƳឋբƴƸ
ሉƑǒǕǔ

1
ႆᘙϋܾのჷᜤƕʅし
ƘŴϋܾƴ᧙Ƣǔឋբ
ƴሉƑǒǕƳƍ

ؕ
ᄽ
ჷ
ᜤ

4

ᧉဇᛖǍ理ᛯƳƲŴݦ
ИᙸưƸ理ᚐしƕƨƍ
ϋܾのᛟଢƕᢘЏƴƳ
ƞǕƯƍǔ

3

ИᙸưƸ理ᚐしƕƨƍ
ϋܾのᛟଢƕݲしɧឱ
しƯƍǔƕႆᘙϋܾǛ
理ᚐƢǔƨǊƴૅᨦƸ
Ƴƍ

2

ИᙸưƸ理ᚐしƕƨƍ
ϋܾのᛟଢƕɧឱしƯ
ƓǓŴႆᘙϋܾǛ理ᚐ
ƢǔのƴૅᨦǛƖƨƢ

1

ИᙸưƸ理ᚐしƕƨƍ
ϋܾのᛟଢƕμƘƞǕ
ƣŴႆᘙϋܾƕ理ᚐư
ƖƳƍ


ᆮ
ႎ
ჷ
ᜤ

4

ᡙьưᇌƯƨբƍのኺ
ዾƕᛟଢƞǕƯƓǓŴ
җЎƴᛦ௹ǛᘍƍŴႆ
ᘙϋܾƴขǈと࠼ƕǓ
ƕƋǔ

3
ᡙьưᇌƯƨբƍƴݣ
しƯᛦ௹しŴႆᘙϋܾ
ƴขǈと࠼ƞƕƋǔ

2

ᡙьưᇌƯƨբƍƴݣ
しƯᛦ௹しƯƋǔƕŴ
բƍƕɧᢘЏưႆᘙϋ
ܾƴขǈと࠼ƞƕƋǇ
ǓƳƍ

1
ᡙьưᇌƯƨբƍƴݣ
しƯのᛦ௹ƕƳƘŴႆ
ᘙϋܾƕᕓƘƍ


ᘙ

4

ႆᘙ૰Ǜᙻᙾႎƴǘ
ƔǓǍƢƘƢǔǑƏŴ
ಒࣞǍૠ͌ƴ᧙Ƣǔǋ
のǛᘙ҄しƯƍǔ

3

ႆᘙ૰ǛᙻᙾႎƴЎ
ƔǓǍƢƘƢǔǑƏŴ
ૠ͌ƴ᧙ƢǔǋのƸ
ᘙ҄しƯƍǔ

2
ᘙ҄しƨǋのƸƋǔ
ƕŴȗȬǼンのϋܾと
の᧙ᡲࣱƕᕓƍ

1
ᘙǍǰȩȕǛ̅ဇし
ƯƍƳƍ

૨
܌

4

૨܌のとٻƖƞƕᢘ
ЏưŴҥᛖǍჺ૨Ǜኵ
ǈӳǘƤǔƜとưႺज़
ႎƴ理ᚐしǍƢƘƳƬ
Ưƍǔ

3
૨܌のとٻƖƞƕᢘ
ЏưŴ૰μ˳ƕᙸǍ
ƢƘưƖƯƍǔ

2
ᢿЎႎƴ૨܌のとٻ
ƖƞƕɧᢘЏưŴᙸƴ
Ƙƍ૰ƕƋǔ

1
μ˳ႎƴ૨܌のとٻ
ƖƞƕɧᢘЏưŴǄと
ǜƲの૰ƕᙸƴƘƍ

Ⴘ
ዴ

4
ᎥƖとǢǤǳンǿク
トǛ̬ƪŴΨの૰
ƸǄとǜƲᙸƯƍƳƍ

3

ᎥƖとǢǤǳンǿク
トǛとƬƯƍǔƕŴ᫁
ጛƴΨの૰ǛᙸƯ
ƍǔ

2

ŷᎥƖとǢǤǳン
ǿクトǛとƬƯƍǔ
ƕŴǄとǜƲ૰Ǜᛠ
ǜưƍǔ

1
૰ǛᛠǜưƍǔƩƚ
ưǢǤǳンǿクトƸư
ƖƯƍƳƍ

٣
・
ॖ
࣬

4

ଢღƳ٣ưŴႻƴˡ
ƑǑƏとǸȣスチȣȸ
ǍឋբƳƲႻǛࡽƖ
ᡂǉپƕƞǕƯƍǔ

3
ଢღƳ٣ƩƕŴႻƴ
ˡƑŴࡽƖᡂǉپƕ
ʅしƍ

2
٣ƕᎥƖӕǓƴƘƍŴ
ǋしƘƸႻƴˡƑŴ
ƕƳƍپƖᡂǉࡽ

1
٣ƕᎥƖӕǓƴƘƘŴ
ႻƴˡƑŴࡽƖᡂǉ
ƕƳƍپ

4
ႆᘙ᧓ǛƗǓƗǓǇ
ư̅ƍŴ᧓Ǜឬᢅし
ƯƍƳƍ

3
ႆᘙ᧓ƕ30ᅺǄƲ˷
ǔŴǋしƘƸӷᆉࡇ
᧓ǛឬᢅしƯしǇƏ

2
ႆᘙ᧓ƕ1ЎǄƲ˷
ǔŴǋしƘƸӷᆉࡇ
᧓ǛឬᢅしƯしǇƏ

1
ႆᘙ᧓ƕ２Ўˌɥ˷
ǔŴǋしƘƸӷᆉࡇ
᧓ǛឬᢅしƯしǇƏ

ᆢ
ಊ
ࣱ

4

ឋբǛƢǔƜとƕư
ƖŴࣖሉのɧଢƳໜƴ
ឋբǛしƨǓŴႆᘙᎍ
とϋܾƴƭƍƯᛅしӳ
ƏƜとƕưƖƨ

3

ႆᘙǛ᧙࣎ǛǋƬƯᎥ
ƖŴឋբ（ਫ）Ƣǔ
ƜとƕưƖŴႆᘙᎍと
のǍǓӕǓǛƢǔƜと
ƕưƖƨ

2
ႆᘙǛ᧙࣎ǛǋƬƯᎥ
ƖŴឋբǛ࣬ƍƭƘƜ
とƕưƖƨ

1
˂のႆᘙƴॖǛƍ
ƳƕǒŴჇгƴᎮƘƜ
とƕưƖƨ

࣬
ᎋ

4

ႆᘙƴࢍƍᐻԛǛਤ
ƪŴ自៲のဃとの᧙
ǘǓǍ˂のྵᝋと᧙ᡲ
˄ƚŴႆᘙのϋܾǛ自
ЎƳǓƴ̖͌˄ƚƢǔ
ƜとƕưƖƨ

3

ႆᘙƴᐻԛǛਤƪŴ自
៲のဃとの᧙ǘǓǍ
˂のྵᝋと᧙ᡲǛᎋƑ
ǔƜとƕưƖƨ

2

ႆᘙƴƋǇǓᐻԛǛਤ
ƯƳƔƬƨƕŴ自៲の
ဃとの᧙ǘǓǍ˂の
ྵᝋと᧙ᡲǛᎋƑǔƜ
とƕưƖƨ

1
ႆᘙƴᐻԛǛਤƯƣŴ
ƳǜとƳƘᎥƘƩƚの
᧓ƴƳƬƯしǇƬƨ

Ꭵ
Ɩ


科ʴᆮųႆᘙųᚸ̖ؕแ（ȫȸȖȪȃク）

ჷ
ᜤ


૰

ۋ
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᧓
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㸳㸬Ⓨ⾲㈨ᩱࡢసᡂ�

 $� の⣬ �ᯛにポスࢱーࣛ࢝ー等でⓎ⾲用㈨ᩱ

を作成�ᅗ ��する機会を設けた。ࣇࣛࢢや⏬ീ等

が必要な場合はಶேで༳ๅし、㈞り付けるよう指

♧した。 

㸴㸬㈨ᩱసᡂࠊⓎ⾲⦎⩦�

 ㈨ᩱ作成の続きと࣌でⓎ⾲練習を行い、ルー

ブリックにᚑい┦評価し、ᨵၿ点等をヰし合う

場を設けた。 

㸵㸬Ⓨ⾲�

 � ே � ⤌で分㔝が分かれるようࢢルーࣉを決め、 Ⓨ⾲ � 分、㉁・ᛂ⟅ ��� 分、評

価・Ⓨ⾲準ഛ ��� 分のィ � 分を �ࣟーテーࣙࢩンと して設ᐃした。ᗙᖍはⓎ⾲者の声が

㔜ならないように㓄⨨した（ᅗ �）。評価ࢩーࢺに はルーブリックの評価項目ཬࢥ、ࡧ

࣓ンࢺ（Ẽ付き、ᨵၿ点）を記ධし、㞟ィ後にⓎ⾲ 者に㓄ᕸした。教員 �ேが生徒と同

じ評価基準でⓎ⾲を評価し、� 学ᮇ中間考ᰝを実 する௦わりにⓎ⾲や㈨ᩱを「ᛮ

考・判断・⾲現ຊ」として点ᩘ化した。 

D㸬 ᐇ㊶⤖ᯝ�

Ⓨ⾲後に本校が導ධしているクࣛࢧࢻ࢘ーࣅス「&ODVVL」を用いて後ンࢣーࢺを実

 した。 

 「練習から本␒のⓎ⾲でᨵၿした、ព識したポンࢺ」（⮬⏤記㏙）の項目では㈨ᩱのᩥ

Ꮠ のきさやࣞࢺ࢘、ᥦ♧の方、Ⓨ⾲時の目⥺やព識のᨵၿや基♏知識の⿵など

⪺ きᡭ目⥺に立ち、ルーブリックをព識したㄪᩚ学習の㐣⛬が多くᣲげられていた。 

「ルーブリックをᥦ♧した評価方法」に関しては ��� ྡ中 �� ྡがやりにくかった、ど

ち らかとゝえࡤやりにくかったと回⟅し、その理⏤として基準の明☜さ、基準の理解

㊊による評価の平等性、評価時間のᑡなさ、Ⓨ⾲者のẼ㐵いによる評価のし㎞さなどがᣲげら

れた。 

「体を通したឤやᨵၿ点」（⮬⏤記㏙）では、「⮬分の⯆のあることを῝くㄪることのᴦし

さを知った。」、「ඛ生がពᅗ的にࢢルーࣉをつくって、それࡒれ違うテーマのேとⓎ⾲し合えたの

が、く違う視点で考ᐹできておもしろい。」など、本授業を⫯ᐃ的にとらえるものがとࢇどであ

った。また、ḟの機会に᥈究したい⮬↛㇟に関する記㏙も多く見ཷけられた。୍方で「ධ学๓課

題がᥦ♧されるẁ㝵で今後のὶれについてのㄝ明がḧしかった。」、「評価の基準について、通知⾲

ᅗ � Ⓨ⾲用㈨ᩱ 

ᅗ � Ⓨ⾲の様子 ᅗ � ᗙᖍ㓄⨨ 
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のように平ᆒを � とすることを๓ᥦにするなどを記載すきだとᛮう。ク࢜リテが違ったⓎ⾲で

も � を基準にみࢇな評価しているので本当に㡹ᙇったேとのᕪが付きにくいなとឤじたし、評価が

⦆いので向上ᛮ考をᣢちにくいとᛮう。」などのᒎ㛤や評価についてのព見も見ཷけられた。 

E㸬考ᐹᚋࡢᒎᮃ�

本分㔝は当ึ、᥈究の㐣⛬を取りධれた授業ᒎ㛤をணᐃしていたが、「３㸬㏣ຍのㄪᰝ」で実し

た課題（ၥい）の設ᐃが、基♏知識、時間、教員の指導ຊ等の㊊により難⯟し、ㄪ学習の㏣ຍ

とそのまとめというᒎ㛤に変᭦した。そのため᥈究の㐣⛬を取りධれたᒎ㛤ではなく、ಶேでのㄪ

 。学習とそのまとめ、Ⓨ⾲に␃まってしまった

果等から本授業は、᥈究に必要な㈨㉁・能ຊの୍部分である体的に⮬↛㇟とか⤖ࢺーࢣン

かわり、それらを科学的に᥈究しようとするែ度や情報を㞟しそれらをまとめⓎ⾲するຊの育成

には୍ᐃの成果がᚓられたとゝえる。同学年教員からは「⥲合的な᥈究的な時間」での活動がスム

ーズに㐍むというព見もある。本年度ᮎの科ே᥈究ϩの時間では他分㔝の学習によってᗈがった知

識等を用いて᥈究の㐣⛬を㋃むことができる授業ᒎ㛤をணᐃしている。 

評価に関しては � ேの教員がⓎ⾲を評価するため、同時୪行で複ᩘேのⓎ⾲を⪺くことになり

බ平な評価が難しく、Ⓨ⾲方法もしくは評価方法をᨵၿする必要がある。また、ンࢣーࢺの「練

習から本␒のⓎ⾲でᨵၿした、ព識したポンࢺ」や「体を通したឤやᨵၿ点」の回⟅は⮬ᕫ

ㄪᩚ学習の㐣⛬ともとらえることができ、これらを「体的に学習に取り⤌むែ度」として今後は

評価できるよう検討していきたい。 

���㸬ᆅᏛศ㔝�

� � D㸬ᐇ㊶ෆᐜ�

地学分㔝の授業ィ⏬につい

て、⾲ � に♧す。 

㓄当時間は �� 時間であり、

ኳ体分㔝を中ᚰにᢅった。ྛ時

間でᛮ考ຊ・判断ຊ・⾲現ຊを

働かせる課題を設ᐃし、ࢢルー

ークや࣡ࣉ ,&7 を用いた活動の

場㠃を取りධれた。 

᥈究ㅮ⩏はឡ知教育学の高

ᶫ┿⪽Ặにブࣛック࣍ールにつ

いて、ᨻ⏣ὒ平Ặにኴ陽の活動

についてのㅮ⩏を౫㢗した。 

 ᥈究実㦂に関しては௨ୗのᒎ

㛤で � ே の༢で実ࣉルーࢢ�

した。 

�D�㸬ᐇ㦂ჾලࡢసᡂ�� 㛫��

ྡྂᒇᕷ科学㤋∧「時をᫎす

᪥時ィ」（VRUD�NDQ ⯋）をྛ⮬、「ࢥルキッࢺ .7�ス࢝ࣆ」（࢜ルࣅスᰴᘧ会社）を � ேで � ྎ作

内容                 時間ᩘ 

地学 

 ኳ体が้む「時」 

 ኴ陽を基準とした �᪥（ኴ陽᪥、ᜏᫍ᪥）   � 時間 

 ኴ陽と �年（ኴ陽ᬺ）            � 時間 

  ኳ⌫上のኴ陽の動き             ��� 時間 

 ᭶がつくるࡦと᭶（ኴ㝜ᬺ、ኴ陽ኴ㝜ᬺ）   ��� 時間 

 ኴ陽⣔の構㐀 

  ගるᫍ、ኴ陽（ኴ陽のࢿ࢚ルࢠー※、構㐀）  � 時間 

  地⌫から見たᝨᫍの動き（㡰行、㏫行、ኳ動ㄝ）��� 時間 

  ኴ陽をめࡄるኳ体              ��� 時間 

  ኴ陽⣔のᝨᫍ（地⌫ᆺᝨᫍ、ᮌᫍᆺᝨᫍ）   � 時間 

  ᥈究ㅮ⩏（高連携授業）          � 時間 

ブࣛック࣍ールについて 

   ኴ陽の活動について 

 ᥈究実㦂（ኴ陽᪥とᜏᫍ᪥の ᐃ）       � 時間 

⾲ � 地学分㔝の授業ィ⏬ 
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成した。 

�E�㸬ᐇ㦂ィ⏬ࡢ❧�� 㛫��

間でඹ᭷することでᢈ判的なᛮࣉルーࢢ方ᘧで࢙ࣇ࢝ࢻで実㦂ィ⏬を作成し、࣡ールࣉルーࢢ 

考からᨵၿをᥦ♧する機会を設ᐃした。立した実㦂を⮬Ꮿでヨ行するよう指♧した。 

�F�㸬ᐇ㦂ィ⏬ࡢᨵၿ�� 㛫��

 ヨ行した実㦂⤖果から現ᅾのィ⏬のၥ題点

をὙいฟし、ᨵၿをࢢルーࣉで協㆟する場

㠃を設けた。 

�G�㸬ᐇ㦂ࡢᐇ�

 ኴ陽᪥とᜏᫍ᪥の ᐃをኟᏘఇ業中の課題

とした�ᅗ �����。 

�H�㸬ᐇ㦂ࡵࡲࡢ㸦� 㛫㸧�

ᅗ�とに実㦂⤖果をまとめࡈࣉルーࢢ  ���、

 ᐃ値と理ㄽ値のㄗᕪ要ᅉを考ᐹする場㠃を

設けた。それらを࣡ール࢙ࣇ࢝ࢻ方ᘧでࢢル

ーࣉ間でඹ᭷した�ᅗ ���。 

E㸬ᐇ㊶⤖ᯝ�

授業後に「&ODVVL」を用いて後ンࢣーࢺを実した。「ኴ陽᪥とᜏᫍ᪥の理解」と「ኴ陽᪥とᜏ

ᫍ᪥のズࣞについての理解」はඹに � 割⛬度が῝まったと回⟅していた。「ࢢルー࣡ࣉークや࣡ール

方ᘧでの実㦂ィ⏬や⤖果の理解の῝まり」に関しても࢙ࣇ࢝ࢻ � 割⛬が度⫯ᐃ的な回⟅をしている。

ㄗᕪ理⏤は᪥時ィやᮃ㐲㙾のᅛᐃ、 ᐃ回ᩘの他に地⌫のබ㌿࿘ᮇがᴃであることやᝨᫍを観 

ᑐ㇟にしてしまったことなどがᣲげられていた。ᨵၿ点として実㦂の実時ᮇ、三⬮の㉁の向上など

がᣲげられていた。 

実㦂ࣉリンࢺは回、点ᩘ化し、「ᛮ考ຊ・判断ຊ・⾲現ຊ」として � 学ᮇの評ᐃにຍえた。 

F㸬考ᐹᚋࡢᒎᮃ�

ኳ体の✵間的な動きの理解が῝まࡧの⤖果から本実践によってኴ陽᪥とᜏᫍ᪥、およࢺーࢣン 

ったとゝえる。ㄗᕪ理⏤の考ᐹに関しては、ᅛᐃ方法やィ 回ᩘなどよりṇ☜な実㦂をするための

ᨵၿ⟇௨እにᝨᫍや地⌫のබ㌿㌶㐨に関してのものもあり、授業のまとめとしてᝨᫍの㏫行やᆒ時

ᕪについてゐれることができた。 

 複ᩘ回実㦂ィ⏬をᨵၿする機会を設けたため実ྍ能なィ⏬が多くなったが、ࢢルーࣉ間ඹ᭷を

ᅗ � 実㦂ࣉリンࢺ � 

ᅗ �� 実㦂ࣉリンࢺ � ᅗ �� 実㦂⤖果のまとめ ᅗ  間ඹ᭷の様子ࣉルーࢢ ��
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行ったことで他ࢢルーࣉに合わせるようなᙧで⊂⮬性をኻってしまうような場㠃も見られ、ḟ年度

の┬点である。ただ、実㦂ィ⏬のඹ᭷や実㦂のヨ行を取りධれたことは⮬ᕫㄪᩚ的な学習にも

つながり、୍部ではあるが᥈究の㐣⛬を㋃ませることができたのではないかと考える。᮶年度はඹ

᭷による実㦂ィ⏬の変化を⮬ᕫㄪ⠇学習としてみとっていきたい。 

���㸬⏕≀ศ㔝�

D�ᐇ㊶ෆᐜ

 授業ィ⏬について㸪௨ୗに♧す。 

 � 時間目 生≀とᚤ生≀について 

 � 時間目 ᚤ生≀用 

 � 時間目 生体㜵ᚚとච㸪࣡クࢳン 

 � 時間目 ࣡クࢳン㛤Ⓨࢤーム 

 � 時間目 高連携授業（ᚤ生≀について） 

 生≀分㔝の㓄当時間は � 時間㸪ᚤ生≀とその用の

୍部として࣡クࢳンに関わる࿘㎶知識を授業として取

りᢅった上で㸪࣡クࢳン㛤Ⓨࢤームを実することと

した。 

ンのᏳࢳを行い㸪࣡クࢺーࢣンーム実๓後でࢤ 

性にᑐする理解が῝まったかを☜認した。࣡クࢳン

㛤Ⓨࢤームについてはឡ知教育学学㝔生である平

㔝⣧୍Ặが作成したものを用いている。 

  

E㸬ᐇ㊶⤖ᯝ�

実㝿の授業の様子をᅗ ����� に♧す。クࣛス体の様子

を観ᐹし㸪ၥ題解決が見㎸めそうにない場合は㸪授業者が

体にࣄンࢺをᥦ♧した。生徒 %<2' を使用して㸪㛤Ⓨに必

要な情報を読み取ったり㸪解読した情報を↷合する作業を

おこなっている。 

ḟに授業๓㸪授業後において実したンࢣーࢺ⤖果ཬ

をᅗ �� に♧す。 

F㸬考ᐹᚋࡢᒎᮃ�

ーム๓に１１㸰ྡの生徒のうち㸶ࢤ果より㸪⤖ࢺーࢣン

０の生徒が࣡クࢳンのᏳ性は「わからない」という回⟅をした。ࢤームの実後のンࢣーࢺでは㸪

「わからない」が㸳㸷ྡにῶᑡし㸪「Ᏻだとᛮう」が㸰㸰ྡから㸲１ྡにቑຍした。これは㸪࣡クࢳ

ン㛤Ⓨの㐣⛬が㠀ᖖに⦓密で㸪Ᏻ性を担保するためにཝしい検ᰝ基準をクリしたものであること

を㸪ࢤームを通して理解した⤖果であると考えることができる。 

 今回の୍連の授業では㸪'1$㸪51$㸪ࣀࢤムといったゝⴥのពや法๎性などを授業でゐれなかった

ᅗ �����  授業の様子 

ᅗ  果⤖ࢺーࢣン  ��
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ため㸪生徒がそのゝⴥを知っているかྰかによりクリの難᫆度が変わった現状がある。実㸪実

後のンࢣーࢺの中に「ࣄンࢺのពがわからなかった。」㸪「㈨ᩱの読み取りに時間がかかった。」

といったព見も見られたことから㸪このࢤームを行うにあたって㸪必要な知識を๓の授業でもうᑡ

し⿵う必要がある。また㸪「ࢤーム」と㖭ᡴってしまった⤖果㸪クリすることを目的としてしまい㸪

本᮶の㐣⛬を⤒ずにクリしてしまう⌜が見ཷけられたことはḟ年度の┬点である。 

 実した学年が１年生ということもあり㸪授業者がᐃした実時間ではクリまでたどり着く⌜

がീ௨上にᑡなかった。（１クࣛス１０⌜で行い㸪時間内にクリまで฿㐩できた⌜は平ᆒ㸰⌜⛬

度であった。）これは㸪ࢤームのࣄンࢺやそこに᭩かれている内容が༢⣧に難しかった㸪と考えられ

る。௨上の点を㋃まえて㸪ḟ年度は᭦なるᨵⰋをຍえていきたい。  

㸱㸬⌮⛉ㄢ㢟◊✲�

����ᐇ㊶ෆᐜ

理科課題研究は � 年理⣔の � クࣛスで � ༢で実している。௧ � 年度と � 年度の授業ィ⏬を

௨ୗに♧す（⾲ �）。 

D�௧ � ᖺᗘ�

�D��6'*V �Ꮫ⛉

時ᮇ 
௧ � 年度 ௧ � 年度 

内容 時間ᩘ 内容 時間ᩘ

� ᭶ 

ఇ校ᮇ間 

� ダンス࢞ 時間 

᥈究活動について � 時間 

� ᭶ 

6'*V と科学 ㄪᰝ � 時間 

� ᭶ ࢞ダンス ��� 時間 6'*V と科学 ポスࢱー作成 � 時間 

6'*V と科学 ㄪᰝ ��� 時間 6'*V と科学 ポスࢱーⓎ⾲ � 時間 

� ᭶ 

6'*V と科学 ࣞポーࢺ作成 � 時間 ᥈究スキルㅮᗙ � 時間 

6'*V と科学 ࣞポーࢺ┦評価 � 時間 

テーマ設ᐃ、研究方法の検討 ኟఇみ 

6'*V と科学 ポスࢱー作成 

� 時間 

� ᭶ ኟఇみ 

� ᭶ 
� 時間 ᥈究活動 ㄪᰝ・実㦂 � 時間 

6'*V と科学 ポスࢱーⓎ⾲ ᩥ化⚍ 6'*V と科学 ポスࢱーⓎ⾲ ᩥ化⚍ 

�� ᭶ 
᥈究活動 ㄪᰝ・実㦂 � 時間 ᥈究活動 ㄪᰝ・実㦂 � 時間 

�� ᭶ 
᥈究活動 337 作成 � 時間 ᥈究活動 337 作成 � 時間 

�� ᭶ ᥈究活動 ཱྀ㢌Ⓨ⾲ � 時間 ᥈究活動 ཱྀ㢌Ⓨ⾲ � 時間 

� ᭶ 振り㏉り等 � 時間 振り㏉り等 � 時間 

⾲ � ௧ �年度、௧ � 年度理科課題研究 授業ィ⏬ 
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ϸ㸬ࣞࢺ࣮࣏సᡂࠊ┦ホ౯�

新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスឤᰁᑐ⟇によるఇ校ฎ⨨ཬࢢࡧルーࣉ活動、観ᐹ・実㦂のไ㝈があった

ため、๓年度までのようなࢢルーࣉでの᥈究活動ではなく、ಶே༢でのㄪᰝに変᭦した。� 年

ḟまでの⥲合的な᥈究の時間で 6'*V についてᢅう場㠃が多く、それらを取りධれた「6'*V の㐩

成に㈉⊩する科学技⾡のㄪᰝ」をテーマとした。作成したࣞポーࢺは評価ࢩーࢺ（ᅗ ��）を用い

て┦評価し、評価のࣇーࣂࢻックとಟṇの時間を設けた。 

Ϲ㸬࣮ࢱࢫ࣏సᡂ࣮ࢱࢫ࣏ࠊⓎ⾲�

 ㄪᰝ内容から 3RZHU3RLQW でポスࢱーを作成し、ᩥ化⚍でⓎ⾲した。作成時はឡ知教育学

ルࢺࢱースの学生が技⾡的な指導や構成のຓゝを行った。ᩥ化⚍๓にࢥンス࢚ࢧࢺンスࣂࢻ

と概要を子にまとめ、ᅾ校生ཬࡧ教⫋員に㓄ᕸした。� 年理⣔生徒と᮶場者、ࣂࢻンスࢧࢺ

ースの学生に評価基準（ᅗࢥンス࢚ ��）をῧ付した評価ࢩーࢺを㓄ᕸし評価を౫㢗した。 

�E��᥈✲άື�

ϸ㸬ㄪᰝ࣭ᐇ㦂�

 ㏣ຍㄪᰝもしくは実㦂を選ᢥし実した。実㦂の内容は今までのㄪᰝ内容から見ฟした課題や

☜認したい技⾡を実践する場として設ᐃした。 

Ϲ㸬ཱྀ㢌Ⓨ⾲�

 ㏣ຍㄪᰝもしくは実㦂の成果を 3RZHU3RLQW でまとめ、� 時間に分けてⓎ⾲した。それࡒれ、�

年生 �㹼� ⤌、� 年生 �㸪� ⤌、� 年生理⣔の生徒が⪺きᡭとしてཧຍし、Ⓨ⾲ � 分、㉁ᛂ⟅ �

分、評価・Ⓨ⾲準ഛ・⛣動 � 分のィ �� 分を１ࣟーテーࣙࢩンとした。6'*V の関連分㔝ࡈとに教

室を � つに分け教室間の⛣動を⮬⏤にし、Ⓨ⾲者、ࢺࢱル、概要を๓に㓄ᕸして教員ཬࡧ生

徒が評価した。 
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ஜ૨ Ƒ 10�� ȝǤント 

 ૨᪽Ƹ１૨܌ɦƛǔ 

  

５Შʻࢸの予定 

 ��2�（木） ǬǤȀンス（ȬȝȸトのᛟଢŴʻࢸの予定） 

 ��12（木） Ȭȝȸト˺（%5 教ܴ） 

 ��1�（月） Ȭȝȸト੩ЈŸЏ 

 ��19（木） ᎋ௹ 

 ��1�（木） ȬȝȸトႻʝᚸ̖ 

 ��30（木） ȝスǿȸ˺製のᛟଢ 

 ��2�（木） ɧឱᢿЎのᙀࢍŴȝスǿȸ˺製Ĭ 

 9�03（木） ȝスǿȸ˺製ĭ 

 9�10（木） ႆᘙጀ፼ 

 9�1�（木） ᄤෙᅛ ௐႆᘙ 

理科ᛢ᫆ᄂᆮ ᳸5&)᳭と科᳸ܖ ȬȝȸトႻʝᚸ̖Ĭ 

3 年  ኵ  ဪ ൞Ӹ          

ᚸ̖（３ᲴҗЎƳᚡᡓŴҗЎƨしƯƍǔŴ２ᲴᚡᡓƋǓŴƨしƯƍǔŴ１ᲴᚡᡓƳしŴƨしƯƍƳƍ）
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・ᙐૠのऴإเ 

・ᓸᎍ�ႆᘍ年�ǿǤトȫ 

 Ј༿社�74. Ǜᚡ᠍ 

３ ・ ２ ・ １ 

３ ・ ２ ・ １ 

３ ・ ２ ・ １ 

３ ・ ２ ・ １ 

３ ・ ２ ・ １ 

３ ・ ２ ・ １ 

３ ・ ２ ・ １ 

３ ・ ２ ・ １ 

３ ・ ２ ・ １ 

３ ・ ２ ・ １ 

３ ・ ２ ・ １ 

３ ・ ２ ・ １ 

૰ 

・ဒŴǰȩȕŴᘙƳƲ ３ ・ ２ ・ １ ３ ・ ２ ・ １ ３ ・ ２ ・ １ ３ ・ ２ ・ １ 

˳ᘶ 

5/）˳܌・ ଢஔ） 

・૨܌ǵǤǺ 

・ᣐፗ 

３ ・ ２ ・ １ 

３ ・ ２ ・ １ 

３ ・ ２ ・ １ 

３ ・ ２ ・ １ 

３ ・ ２ ・ １ 

３ ・ ２ ・ １ 

３ ・ ２ ・ １ 

３ ・ ２ ・ １ 

３ ・ ２ ・ １ 

３ ・ ２ ・ １ 

３ ・ ２ ・ １ 

３ ・ ２ ・ １ 

ϋܾໜ（10 ໜໜ） 
   

ᅗ �� ௧ � 年度 ࢞ダンス㈨ᩱ 

ᅗ �� ௧ � 年度 ࣞポーࢺ評価ࢩーࢺ 
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E�௧ � ᖺᗘ�

 まかなᒎ㛤は௧ � 年度と同じであるが、時間ᩘ㊊解ᾘのためにࣞポーࢺ作成をなくし、᥈究

的に必要な知識を学ࡪ場としてឡ知教育学教員による≀理、化学、生≀、地学の分㔝ࡈとに᥈究学

習に必要なとなる知識・技能や考え方についてのㅮ⩏を � 時間設ᐃした。 

 ポスࢱーⓎ⾲は � 年理⣔クࣛス向けに授業内で行う時間（ᅗ ��）もຍえ、☜実に⪺きᡭ、評価者の

Ꮡᅾする場㠃を設けた。ཱྀ㢌Ⓨ⾲は � 教室にቑやし、Ⓨ⾲時間を �分にቑやし、評価・Ⓨ⾲準ഛ・⛣

動の時間を � 分にῶらし、� 時間連続で実した。 

����ᐇ㊶⤖ᯝ�

ྛ年度のཱྀ㢌Ⓨ⾲後、「&ODVVL」を用いてンࢣーࢺを実した。 

選ᢥᘧの項目では「6'*V 6'*V」、「の⯆・関ᚰや理解⾡科学技」、「の⯆・関ᚰや理解 と

科学技⾡との関連性の理解」に関しては୧年度で � 割⛬度の生徒が⫯ᐃ的な回⟅をしていた。また、

「情報㞟能ຊ」、「ᩥ❶ຊ」、「ポスࢱー作成とポスࢱーⓎ⾲の技⾡」、「࣡ࣃーポンࢺの作成と

ཱྀ㢌Ⓨ⾲の技⾡」に関しても୧年度で � 割௨上の生徒が向上したと回⟅していた。୍方、実㦂におけ

る「見通しをᣢった実㦂ィ⏬」と「ಙ㢗性の高い⤖果」の項目では୧年度で �割⛬度の生徒がྰᐃ的

な回⟅をしていた。 

⮬⏤記㏙の項目では「ポスࢱー作成、࣡ࣃーポンࢺの␃ព点やᅔった点」に関して、「ポスࢱー

だけを見ても内容が理解できるように、ࣛスࢺ・ᅗ・⾲を㐺ᐅධれたり、ᩥを⟠᮲᭩きにしたりし

た。」などポスࢱーや࣡ࣃーポンࢺ体のࣞࢺ࢘に関わる記㏙が多く、時間ᩘ㊊、家ᗞなど

での作業⎔ቃのᕪ、ࢥࢯࣃンの᧯作技⾡のᏳについての記㏙も見られた。「ཱྀ㢌Ⓨ⾲での␃ព点や

ᅔった点」に関しては「᪩くႅりすࡂないようにὀពした。⪺きᡭがわかるようにゝⴥを選ࢇでわか

りやすくㄝ明した。」など⪺きᡭの立場に立ったⓎ⾲のᕤኵや時間㓄分、㉁ၥのᑐᛂなどがᣲげら

れていた。「⮬分の᪥㡭のၥや⯆のあるを学生の方やⰍࢇなඛ生のຊもかりて⤖構῝くまで

ᚸ̖（３ᲴҗЎƨしƯƍǔ ２ᲴƨしƯƍǔ １ᲴƨしƯƍƳƍ） 

ᚸ̖Ⴘ 

ϋܾ 

᫆Ӹ 

ϋܾ ᫆ӸƔǒႆᘙのϋܾƕेưƖƨ 

ᐻԛ ᫆ӸƕᐻԛǛƦƦǒǕƨ 

Ⴘႎ ᛦ௹・᬴ܱƴᐱƬƨኺዾƕଢᄩƴˡǘƬƨ 

ኽௐ ᛦ௹・᬴ܱのኽௐƕЎƔǓǍƢƘˡǘƬƨ 

ႆᘙ 

 Ѭ ɟ૾ႎưƸƳƘᎥƖǛॖᜤしƳƕǒႆᘙしƯƍƨۋ

ႆ٣ ᎥƜƑǍƢƍǑƏƸƬƖǓとٻƖƘႆ٣しƯƍƨ 

Ⴘዴ ᎥƖǛᙸƳƕǒႆᘙしƯƍƨ 

᧓ ɨƑǒǕƨ᧓ǛᢅɧឱƳƘ̅ƑƯƍƨ 

૰ 

ᴕᴯᴊᴜᴶ 

ನ ႆᘙの්ǕƕЎƔǓǍƢƍスȩǤȉưƋƬƨ 

 ǍᘙƕᎥƖの理ᚐǛяƚǔǑƏŴјௐႎƴ̅ǘǕƯƍƨ ᘙ

૨܌ 

 ᛦࢍ・Ɩƞٻ

૨܌のٻƖƞƕᢘЏưŴࢍᛦ（ᑥŴٻƖƞŴǢȋȡȸǷȧン）ƕјௐႎ

ƴ̅ǘǕƯƍƨŵ 

૨ ૨܌のƕᢘЏưŴᛅƢϋܾのǇとǊǍᙀяƴƳƬƯƍǔ 

ᅗ �� ポスࢱーⓎ⾲ ᩥ化⚍ 

ᅗ �� ポスࢱーⓎ⾲ 授業内 

ᅗ �� ཱྀ㢌Ⓨ⾲ 評価基準 

ᅗ �� ཱྀ㢌Ⓨ⾲ 
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さࡄれることがฟ᮶て㠀᪥ᖖ的なឤじがした。」や「ୡ⏺的にၥ題となっていることのᅉ果関ಀとᨵ

ၿ点が学て理解が῝まった」、「࿘りの生徒や同じ分㔝を研究する生徒とព見することが容᫆

にฟ᮶たこと。」など᥈究的な活動を通して身㏆な㇟の理解が῝まり、理科の⯆・関ᚰが高

まったという記㏙や生徒間やࣂࢻンス࢚ࢧࢺンスࢥースの学生とのὶの中でテーマの理解

が῝まったという記㏙が多く見られた。 

����考ᐹᚋࡢᒎᮃ�

の⤖果より、本実践を通してࢺーࢣン 6'*V や科学技⾡の理解や⯆・関ᚰが῝まったとゝえる。

また、ㄪᰝとそのまとめ（ࣞポーࢺやポスࢱー）を設ᐃしたことで背景知識がᣑされ、課題を見つ

けやすくなり、実㦂やㄪᰝに体的に取り⤌むことができるようになったと考えられる。 

評価に関しては、生徒評価と教員評価のᕪがきい点やࣞポーࢺ┦評価とཱྀ㢌Ⓨ⾲の評価はスム

ーズに行うことを目的に � ẁ㝵での評価にしたが、基準の᭕さが課題となっており、ḟ年度に向け

てᨵၿしたい。 

授業内容は実しており、᥈究の㈨㉁・能ຊの育成には効果があると考えられるが、時間ᩘの㊊

がきな課題であり、� 年ḟ後༙からの実や � 学ᮇの授業を๓ಽしで実するなどᰂ㌾なᑐᛂを検

討していきたい。 

㸲㸬参考㈨ᩱ�

中ኸ教育ᑂ㆟会�������「新しい時௦にࡩさわしい高᥋続の実現に向けた 高等学校教育、学教育、
学ධ学者選ᢤの୍体的ᨵ㠉について㹼 すてのⱝ者がክや目ᶆをⱆ྿かせ、ᮍ᮶に花㛤かせるため
に 㹼 （⟅⏦）」 
ᩥ部科学┬�������「高等学校学習指導要領解ㄝ 理科⦅理ᩘ⦅」 
ᩥ部科学┬�������「高等学校学習指導要領ẚ㍑ᑐ↷⾲࠙理科  「ࠚ
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≀理の授業における᥈究能ຊの育成

Ɇ࡙ࣔࣀくりを通した取り⤌みɆ

理科 ᯘ⏣㤶⧊ 平㔝⣧୍ ᑠ㔝⯟ ᓊ上Ṍ᳃

科学技⾡の㐍Ṍは㏆௦社会Ⓨᒎにおいて㔜要なᙺ割を果たしてきた。今後㸪複雑化する社会の中

でより多ゅ的に≀をとらえ㸪他者と協働し㸪新たなฟを行うேᮦの育成が求められている。そ

のために㸪生徒⮬らが課題を設ᐃし㸪解決に向けて情報を㞟・ᩚ理・分析し㸪࿘ᅖのேとព見

・協働しながら㐍めていく᥈究能ຊの育成が㔜要である。本取⤌においては㸪 ィ⏬・実㦂・ಟṇ

ィ⏬の作成・再実㦂とࢢルーࣉで協働して課題に取り⤌むことで᥈究能ຊの育成をヨみた。

㸺キー࣡ーࢻ㸼᥈究活動 協働学習 STEM 教育

�㸬はじめに

2022 年度より新たな高等学校指導要領に基࡙いた新教育課⛬が実される。新指導要領では㸪⮬↛

の≀・現㇟に関わり㸪理科の見方・考え方を働かせ㸪見通しをもって観ᐹ㸪実㦂を行うことなどを

通して㸪⮬↛の≀・現㇟を科学的に᥈究するために必要な㈨㉁・能ຊをḟのとおり育成することを

目指すとあり㸪 (1)⮬↛とே間生活との関わりཬࡧ科学技⾡とே間生活との関わりについての理解を῝

め㸪科学的に᥈究するために必要な観ᐹ㸪実㦂などに関する技能を身に付けるようにする。 (2) 観ᐹ㸪

実㦂などを行い㸪ே間生活と関連付けて科学的に᥈究するຊを㣴う。(3)⮬↛の≀・現㇟に㐍ࢇで関

わり㸪科学的に᥈究しようとするែ度を㣴うとともに㸪科学にᑐする ⯆・関ᚰを高める。と 3 点が

あげられた。

2009 年࣓リ࢝合⾗ᅜのࣂ࢜マ๓⤫領が STEM 教育にຊをධれるとⓎ⾲した。STEM 教育とは

科学㸪技⾡㸪ᕤ学㸪ᩘ学の分㔝を⤫合的に学ࡧ㸪ᑗ᮶㸪科学技⾡のⓎᒎにᐤできるேᮦを育てるこ

とを目的とした教育ࣛࣉンのことである。

Science（科学）・・・実㦂・観ᐹをもとに法๎性を見つけฟすこと

Technology（技⾡）・・・᭱㐺な᮲௳・しくみを見つけฟすこと

Engineering（ᕤ学）・・・しくみをࢨࢹンし㸪社会にᙺ立つ࡙ࣔࣀくりをすること

Mathematics（ᩘ学）・・・ᩘ㔞をㄽ理的に⾲したり使いこなしたりすること

これらは౽ᐅ上分㢮されているが㸪いずれも科学技⾡に必要なものであり㸪いの分㔝を⥲合的に学

ことが必要である。このようなୡ⏺のὶれをཷけ㸪2016ࡪ 年に⤒῭⏘業┬とᩥ部科学┬がඹ同して

「理ᕤ⣔ேᮦ育成に関する⏘学༟会㆟」を㛤ദし㸪「理ᕤ⣔のேᮦは㸪≉に⏘業⏺において㸪࣋ࣀ

ーࣙࢩンฟにḞくことのできないᏑᅾとして㸪ேᮦ㟂要の高まっている状況であり㸪⏘学⏺で活㌍

する理ᕤ⣔のேᮦをᡓ␎的に育成する方⟇」の検討が行われた。 

本校はとࢇどの生徒が学㐍学をᕼᮃしており㸪学習にᑐしてまじめに取り⤌むጼໃが認められ

る。しかし㸪指♧された内容をこなすに␃まり㸪Ⓨᒎ的に考ᐹするに⮳っていない。またすでに学ࢇ

できた知識を生活と⤖ࡧ付けて考えることができず㸪⾲㠃的な理解でၥ題を解いており㸪学習内容や

その現㇟にᑐして科学的に᥈究し㸪新たなฟを行う能ຊが育っていないとᛮわれる。

 そこで本研究では「他者と協働しヨ行㘒ㄗを㔜ࡡることで㸪学習内容を⥲合的にᢅい㸪᥈究能ຊを

育成」することをヨみた。

�㸬実ែ研究

 ㄪᰝࢺーࢣン（1）

生徒の実ែをᢕᥱし授業ィ⏬を立てる上での基♏㈨ᩱཬࡧ研究௬ㄝを検ドする㈨ᩱとする。 

1）ᑐ㇟ � 年生 ��� ⤌ ≀理選ᢥ者 ィ �� ྡ（⏨子 �� ྡ㸪ዪ子 �� ྡ）
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2）実᪥㸸๓ンࢣーࢺ ௧ � 年 �� ᭶ �� ᪥ 

3）๓ンࢣーࢺの⤖果と考ᐹ（ᅗ ��）

 ≀理の内容は᪥ᖖ生活で活用されているとᛮうかのၥいに㸪いにᛮう 26㸣㸪ᛮう 36㸣㸪どちらか

というとᛮう 21㸣と合ィ 83㸣の生徒が≀理が᪥ᖖ生活で活用されていると考えていることが分かっ

た。また㸪⮬分は≀理で学ࢇだことを᪥ᖖ生活に活用しているかのၥいにᑐしても㸪いにᛮう 5㸣㸪

ᛮう 17㸣㸪どちらかというとᛮう 34㸣と合ィ 56㸣の生徒が≀理で学ࢇだことを᪥ᖖ生活に活用してい

ると⟅えた。さらに࡙ࣔࣀくりはዲきかというၥいにも㸪いにᛮう 13㸣㸪ᛮう 40㸣㸪どちらかとい

うとᛮう 32㸣と合ィ 85㸣の生徒が࡙ࣔࣀくりをዲきだと⟅えた。≀理選ᢥ者がᑐ㇟ということで㸪≀

理にᑐするព識は高いことが♧さた。しかし㸪実ᖖ生活で࡙ࣔࣀくりを行っているかのၥいにはどち

らかというとᛮわない 39㸣㸪ᛮわない 21㸣㸪くᛮわない 17㸣とྰᐃ的な回⟅が多く㸪ព識は高く㸪

ዲព的にはᤊえているものの㸪実践㠃ではᾘ極的な様子が認められた。

3㸬構立

（1）௬ㄝ検ドの方法

1）検ドの観点 

   ձ 理ㄽに基࡙いてィ⏬・立ができたか。 

   ղ ⌜の࣓ンࣂーと協ຊして⨨を作成することができたか。 

   ճ ᥈究活動を⧞り㏉したことで㸪科学的に᥈究する能ຊは育成されたか。 

2）検ドの場㠃・方法 

   ձ 後のンࢣーࢺㄪᰝ 

   ղ 行動分析  

   ճ ࣞポーࢺ分析 

（2）実践ィ⏬

1）実᪥ 第 1 回 10 ᭶ 27 ᪥（ಶே࣡ーク㸤ࢢルーࣉィ⏬）

第 2 回 11 ᭶   4 ᪥（ࢢルーࣉ検ド・⨨の作成）

第 3 回 11 ᭶ 18 ᪥（⨨の作成・ࢺー࣓ࢼンࢺ）

2）⌜決め 

⌜の࣓ンࣂー構成は㸪ᩘを用いてࣛンダムな࣓ンࣂー構成とした。ただし㸪✵き時間での┦ㄯ等

がしやすいように㸪同୍クࣛスの生徒が同じ⌜になるようにのみ㓄៖した。

3）方法

   ϸ 2 クࣛス合同で行う（生≀は学教員における合同ㅮ⩏）。

   Ϲ 第 1 回 10 ᭶ 27 ᪥（ಶே࣡ーク㸤ࢢルーࣉィ⏬）

1. ๓ンࢣーࢺ 記ධ（5 分）

2. ಶே࣡ークࢩーࢺ 記ධ（10 分）

ᅗ）ࢺーࢩリーࢺン࢚・ 1㹼4）のᅄつの基本構㐀を見て１から㸲のணを記ධ

      ・１と㸲にはそれࡒれ理⏤も᭩く

3. でィ⏬᭩ձを作成（35ࣉルーࢢ 分）

・≀理的な理ㄽに基࡙いてィ⏬᭩ձを作成する

・教室の๓後のス࣋リンྎ（ᮘをᩳめに立てかけたもの）を使って実㦂をすることがྍ  

 能

・ィ⏬᭩ձには機体に必要なᮦᩱを明記して㸪୍㐌間௨内にᥦฟする

   Ϻ 第 2 回 11 ᭶  4 ᪥（ࢢルーࣉ検ド・機体の作成）

1. ๓回作成したィ⏬᭩ձをもとにࢧンࣉル機体を作成する（40 分）

2. ḟ回に向けてࢧンࣉルをもとにᨵⰋしたィ⏬᭩ղ（ᅗ 5）を作成する（10 分）

   ϻ 第 3 回 11 ᭶ 18 ᪥（機体の作成・ࢺー࣓ࢼンࢺ）

1. ィ⏬᭩ղをもとにス࣋リンࣆックにฟ場する機体を作成する（35 分）

2. ス࣋リンࣆックの会場設Ⴀを員で協ຊして行う（10 分）
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3. ス࣋リンࣆック本␒（15 分）

・ス࣋リンྎを用ពしてそれࡒれᕤኵポンࢺとពẼ㎸みを㏙てスࢱーࢺ

・ண選 A 㸪ண選（2ï4）ࣉルーࢢ B ームずつが決ᡓࢳの上㸰（2ï5）ࣉルーࢢ

・決ᡓ（㸲ࢳーム）で୍␒᪩くス࣋リンྎをり㝆りたࢳームがඃ

4. 会場∦付けを員で協ຊして行う（10 分）

5. まとめࣉリンࢺ（ᅗ 7）の記ධ（20 分）

・ඃࢳームの"ᅉ"と㸪⮬ࢳームのᨵၿ点を考ᐹする

・上記を㋃まえてᨵⰋされた機体のィ⏬᭩を作成する

6. 後ンࢣーࢺの記ධ（5 分）

4㸬実践

（1）第 1 回 10 ᭶ 27 ᪥（ಶே࣡ーク㸤ࢢルーࣉィ⏬）

 ๓にಶே࣡ークࢩーࢺを記ධしたことから㸪積極的にព見をすることができた。また㸪様々

なࢧンࣉルを用ពしておいたことで㸪実㝿にらせながら機体の構を練ることができた。実㝿にᡭ

を動かし㸪ヨすことで࣓ーࢪを⭾らませ㸪ᣮᡓしたいことがḟ々とᾋかࢇだ⌜が多かった。そのた

め㸪こちらの準ഛした≀品௨上の要ᮃがあり㸪時間内に教員がㄪ㐩に㉮る場㠃が多くなった。

   

（2）第 2 回 11 ᭶  4 ᪥（ࢢルーࣉ検ド・機体の作成）

 ๓回の⏬᭩の≀品を⌜ࡈとに準ഛしたことでスムーズに機体作成に取り⤌むことができた。理ㄽ

に基࡙き作成したものの㸪実㝿にらせてみるとᐃ通りの⤖果がᚓられない⌜が多くあった。

）理  ㄽ Ⅳ㓟Ỉを振ってからᄇᑕさせることで᥎㐍ຊとなる。

   実㦂⤖果 Ⅳ㓟Ỉを᥎㐍ຊにできるようにᄇᑕさせることができない。

   理  ㄽ テࣞࣅ␒⤌でࣟーࣙࢩンでる⏬を見ることから㸪ࣟーࣙࢩンによりᦶ᧿をῶらす。

   実㦂⤖果 ᦶ᧿をࢥンࣟࢺールできるようにᏳᐃしてࣟーࣙࢩンをたらすことが難しい。

   理  ㄽ ᦶ᧿をῶらすために㍍くすることでᆶ┤ᢠຊをᑠさくする。

   実㦂⤖果 ᥎㐍ຊもᑠさくなる。Ᏻᐃឤもなくなる。

   理  ㄽ ࣛࢻスを用いẼ化させることで⨨をᾋかせてらせる。

   実㦂⤖果 ✵Ẽ中のỈẼのจ⤖によりᙇり付いてしまう。

ス࣋リンࣆック➇技規ᐃ

㸺課題㸼 ᩳ㠃を᪩くり㝆りる機体を作成する

㸺ルール㸼・回㌿運動を機体に取りධれてはいけない

・ᩳ㠃のຍᕤは認めない

・ேຊによるึ㏿をえてはいけない

・୍回で◚ᦆする機体は認めない（同じ機体でࢺー࣓ࢼンࢺをᡓう）

・マスクを機体に取り付ける
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 ௨上の⤖果をཷけ㸪新たな⏬᭩を作成した。๓回のものより現実に༶した設ィが行われた。

    

（3）第 3 回 11 ᭶ 18 ᪥（機体の作成・ࢺー࣓ࢼンࢺ）

๓回の⤖果をཷけ機体をᨵⰋ・成させた。⌫ᙧのịを用いたいと๓᪥より⮬Ꮿでịを作成しᮅ୍

␒で⫋員室෭ᗜに㡸けに᮶た⌜や㸪Ἔを㉎ධしຍᕤして⮫ࢇだ⌜など㸪積極的に取り⤌むጼໃが認

められた。

。ームが決ᐃしたࢳ判ᐃによる᭱⤊ᑂᰝを⤒てඃ࢜ࢹࣅはࢺン࣓ࢼーࢺ

    

�㸬検ド

（1）理ㄽに基࡙いてィ⏬・立ができたか。 

1）行動分析 

 理ㄽに基࡙き機体作成を行い㸪実㦂を⤒㦂として㸪より現実に༶した理ㄽの構築を行った。その

㝿㸪⌜の௰間とのព見により㸪理ㄽを῝めることができた。

2）ࣞポーࢺ分析

  ᪤習理ㄽを用いて機体設ィを行うことができた。また㸪実㦂⤖果をཷけ㸪複合的な理ㄽにより現

実の現㇟が生じていることにẼ付き理ㄽの上᭩きを行いィ⏬・立することができた。（ᅗ 6㸪8） 

（2）⌜の࣓ンࣂーと協ຊして⨨を作成することができたか。

1）行動分析

 ⌜を௦⾲して機体ㄝ明を行う㝿㸪⌜員が協ຊしていた。また㸪ࢺー࣓ࢼンࢺにおいては機体のᩚഛ

や㸪⤊点でのཷけ取りまで㸪協ຊして取り⤌むጼが認められた。また㸪積極的に取り⤌むᑡᩘの生徒

がᘬっᙇって活動したࢢルーࣉより㸪⌜員員がព見をฟし合い積極的に取り⤌ࢇだ⌜のうがⰋい

機体を作成し㸪ࢺー࣓ࢼンࢺでも上ධ㈹していた。 

（3）᥈究活動を⧞り㏉したことで㸪科学的に᥈究する能ຊは育成されたか。

1）後のンࢣーࢺㄪᰝ 

 「他者と協ຊして学ࡪことは᭷ព⩏であるとᛮう」というၥいにᑐして㸪๓ンࢣーࢺよりい

にᛮうが �㸣㸪ᛮうが �㸣ቑえ㸪体的により⫯ᐃ的なព見がቑえ㸪合ィで ��㸣が⫯ᐃ的にᤊえる⤖果

となった。「今回の取⤌に積極的に取り⤌むことができたか」というၥいにᑐして㸪いにᛮう
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28㸣㸪ᛮう 35㸣㸪どちらかというとᛮう 30㸣と合ィ 93㸣の生徒が積極的に取り⤌むことができたこ

とが♧された。「このような取⤌をまた行いたいとᛮう」というၥいにᑐしては㸪いにᛮう 44㸣㸪

ᛮう 37㸣㸪どちらかというとᛮう 15㸣と合ィ 96㸣の生徒がさらなるពḧを♧し㸪᥈究するែ度を♧し

た。

2）行動分析

 ≀理現㇟の実生活との関わりについての理解を῝め㸪科学的に᥈究するために必要な観ᐹ㸪実㦂な

どに関する技能を身に付けていった。また㸪観ᐹ㸪実㦂を⧞り㏉し㸪実生活の現㇟と関連付けて科学

的に᥈究するຊを㣴うことができた。積極的に課題に取り⤌むことで㸪科学的に᥈究しようとするែ

度を㣴うとともに㸪科学にᑐする ⯆・関ᚰを高めることができた。

3）ࣞポーࢺ分析

  第 1 回㸪2 回㸪3 回とኻᩋのཎᅉを分析し㸪新たなィ⏬を立することができた。取⤌を通じて㸪

「課題の設ᐃ（ィ⏬・立）」㸪「情報の㞟（ไ作・実㦂）」㸪「ᩚ理・分析（ヰし合い）」㸪

「まとめ・⾲現（ࣞポーࢺ）」を⧞り㏉しヨ行㘒ㄗを㔜ࡡることで㸪᥈究するጼໃを身に着けていっ

たことがࣞポーࢺに現れた。（ᅗ 6㸪8）

�㸬考ᐹ

と㖭ᡴち㸪➇技方ᘧで行うことで㸪ᴦしみ「ックࣆリン࣋ス」ーであることからࣖックࣆリン࢜

つつ᥈究能ຊを育成するヨみを行った。 

今回は࡙ࣔࣀくりにᑐする⮬⏤なⓎやⓎ見をಁすため㸪ᮦᩱや᮲௳のไ㝈をࡰかけなかった。

そのため㸪よりⰋいと考える⣲ᮦを求めᕤኵすることで㸪⮬らの中にある࣓ーࢪと実㦂による⤖果

との㞳をより実ឤすることができた。また㸪᪥ᖖ生活の中で機体に用いられるᮦᩱをそれࡒれの⌜

でᕤኵすることができた。ヨ行㘒ㄗを⧞り㏉し㸪実㦂⤖果をཷけ機体をᨵၿするጼໃが見られたこと

で㸪᥈究能ຊの育成にこの取⤌が୍ᐃの成果を上げたと考える。また㸪生活の中で用いられる⣲ᮦを

≀理的にᤊえるጼໃを㣴うこともできた。しかし㸪⮬⏤なⓎをࢧポーࢺするためのᮦᩱㄪ㐩やᏳ

☜保等㸪指導者ഃの㈇担がきく㸪今後はᮦᩱや᮲௳を⤠った中での取⤌を検討したい。 

 取⤌にᑐする生徒の評価は高く㸪୍ᐃの成果が上げられたと考えている。ࢢルーࣉ学習では積極的

に取り⤌み᥈究能ຊをఙࡤすことができた生徒とできなかった生徒にᕪができてしまうとの指もあ

るが㸪今回の行動分析から㸪本取⤌においては積極的に取り⤌むᑡᩘの生徒がᘬっᙇって活動したࢢ

ルーࣉより㸪⌜員員がព見をฟし合い積極的に取り⤌ࢇだ⌜のうがⰋい機体を作成し㸪ࢺー࣓ࢼ

ンࢺでも上ධ㈹していた。これは㸪࡙ࣔࣀくりにおいては様々な要⣲をྵみながらࣛࣂンスのよい

機体を作ることが㔜要で㸪そのためには多くのព見を取りධれることがษであることを♧している。

この⤖果を生徒にࣇーࣂࢻックすることで㸪他者とのかかわりの中で῝い学ࡧをᚓることを体ឤと

して習ᚓしていってしい。 

今後㸪ࢢルーࣉ活動とಶே活動を㐺ษに教育活動に取りධれることで㸪すての生徒の科学的᥈究

能ຊを育成することを目指したい。 

㸺ཧ考ᩥ⊩㸼 

 ・ᩥ部科学┬ 「高等学校学習指導要領解ㄝ 理科⦅ 理ᩘ⦅（平成 �� 年 �� ᭶）」 

㸺ཧ考 85/㸼 

ᩥ部科学┬ 

平成 29・30 年ᨵゞ 学習指導要領㸪解ㄝ等(mext.go.jp) 
・高等学校学習指導要領のᨵゞのポンࢺ  

(https://www.mext.go.jp/content/1421692_2.pdf) 
・学習指導要領ᨵゞの考え方(https://www.mext.go.jp/content/1421692_6.pdf)  
・育成すき㈨㉁・能ຊの三つのᰕ (https://www.mext.go.jp/content/1421692_7.pdf) 
・体的・ᑐヰ的で῝い学ࡧの実現（「クテブ・ࣛーࢽンࢢ」の視点からの授業ᨵၿ）につ

いて(https://www.mext.go.jp/content/1421692_8.pdf) 
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㸺㈨ᩱ㸼 

ᅗ 1 Prototype 1

ᅗ 2 Prototype 2

92



ᅗ 3 Prototype 3

ᅗ 4 Prototype 4
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ᅗ 5 Day2 Format

ᅗ 6 Day2 WorkSheet
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ᅗ 7 Day3 Format

ᅗ 8 Day3 WorkSheet
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ᅗ 9 ㈹状

ᅗ 10 果⤖ࢺーࢣン

Q.≀理の内容は᪥ᖖ生活で活用させているとᛮう

Q.⮬分は≀理で学ࢇだことを᪥ᖖ生活に活用している
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Q.他者と協ຊして学ࡪことは᭷ព⩏である

Q.もの࡙くりはዲきか

Q.᪥ᖖ的にもの࡙くりを行っているか

Q.⮬分はᑗ᮶もの࡙くりに関わるにᑵきたいか
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Q.⮬分は様々な教科で学ࢇだことを関連付けて考えている

Q.今回の取り⤌みに積極的に取り⤌むことができたか Q.今回の取り⤌みはᴦしかったか

Q.このような取り⤌みをまた行いたいとᛮうか
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ឡ知教育学㝃ᒓ高等学校研究⣖要第ྕڦ

SSڦ�㹼（;;�� �ڦ）ڦ

「ᅜㄒ⥲合」におけるᩥ学的なᩥ❶を読み῝める学習指導

ᅜㄒ科 ᶓ井 健

㸺キー࣡ーࢻ㸼 ᩥ学 ᅜㄒ⥲合 ᐩᕌⓒ景 ᐩኈᒣ 高連携

１ はじめに  

 新学習指導要領では㸪ᅜㄒ科において育成すき㈨㉁・能ຊを「ᅜㄒで的☜に理解し効果的に⾲現す

る㈨㉁・能ຊ」をとし㸪社会生活の中で活用できるゝㄒ能ຊの育成を求めている。社会生活にᛂ用できる

ỗ用的な能ຊの育成が㔜視されていることにຍえ㸪「ᅜㄒ⥲合」（ᶆ準༢ᩘ㸲）における㏆௦のᑠㄝや

リḷの学習内容を新教科「ゝㄒᩥ化」にᐤせ㸪ྂ 分㔝もᢅいながら㸪そのᶆ準༢ᩘを㸰としている。

それࡺえ㸪「ᩥ学㍍視」とのᢈ判もある。௨ୗは「ᅜㄒ⥲合」の授業において㸪新指導要領の「ゝㄒᩥ化」

を見ᤣえ㸪ᩥ学的教ᮦを活用し㸪「体的・ᑐヰ的で῝い学ࡧ」を実現し㸪作品の「内容についても解㔘

が῝まることを実ឤさせ」（ト１）㸪ᩥ学的なᩥ❶によって育成すき㈨㉁・能ຊとᩥ学教ᮦのྍ能性を考

えるヨみである。

㸰 実践にいたる背景

新学習指導要領の「目ᶆ」における「社会生活に必要なᅜㄒ」について考えたときに㸪そもそも「ᩥ

学」は社会生活に必要か㸪というၥが生じる（えࡤキࣕリ教育におけるᅜㄒ。ト１）が㸪学習指導

要領ᨵゞ当時のᩥ部科学┬教科ㄪᰝᐁだった⏣中Ꮥ୍Ặは㸪ᩥ学的なᩥ❶が㍍視されるとの声にᑐして㸪

「ᅜㄒ科にとって㸪ඃれたᩥ学作品を学習の⣲ᮦとしてᢅうことがษであることは他ゝを要しない。

⟅⏦が求めているのは㸪ᚑ᮶のように㸪ᅜㄒの授業時ᩘの㐣༙をᩥ学的なᩥ❶の読解に割いたり㸪୍ᩥ

学的な指導にఱ༑時間もかけて㸪ᚰ情㏣求にこだわるような授業を⧞り㏉したりするようなことはやめ

てしいということである。」（ト �）と㏙㸪ᨵめるきは教ᮦではなく指導のᅾり方だとᙉㄪしている。

そうであれࡤ㸪現ᅾのࠗᅜㄒ⥲合࠘の教ᮦを活用して㸪新学習指導要領で求められている㈨㉁・能ຊの

育成をヨみることもできるはずである。本実践は㸪ᩥ学教ᮦを用いた授業の教育的ព⩏を☜認し㸪ᩥ学

（のゝⴥ）で育成できる㈨㉁・能ຊを♧すためのヨみである。

３ 授業の概要と指導ィ⏬

⚾はこれまで㸪「現௦ᩥ」の授業にᑐする関ᚰを高め読解ຊの向上をᅗるとともに㸪ᩥ 学テクスࢺのゝ

ㄝ分析およࡧ構㐀分析を通してㄽ理的ᛮ考ຊを身に付けさせることを目ᶆとし㸪ዟ⏣ᾈྖឡ知教育学

平成 �� 年࿌♧の高等学校学習指導要領においては㸪ỗ用的なスキルの育成が㔜視され㸪ᅜㄒはそ

の基┙とされている。実社会・実生活に生きて働くᅜㄒの能ຊに㔜きが⨨かれているが㸪୍方で「ᩥ

学」でしか育むことができない能ຊについても目を向ける必要があると考える。高校ᅜㄒにけるᩥ

学的なᩥ❶教ᮦのྍ能性について考えたい。
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教授とともに３年生のᑐ㇟に高連携授業を行った（本校ࠗ研究⣖要࠘第��ྕ㸪��ྕにて報࿌。ト３）。

それらの取り⤌みを基にして㸪ḟᮇ学習指導要領で「ゝㄒᩥ化」をᒚಟする学㱋である１年生をᑐ㇟とし

て㸪ᩥ学的なᩥ❶教ᮦとした授業のព⩏を☜認したいと考え㸪௨ୗのよう習指導ィ⏬を立した。授業

の実㝿（⣽）は௧�年��᭶�᪥の実㝿は研究授業で実したものである。なお㸪指導の作成にあたっ

ては㸪ᅜ立教育ᨻ⟇研究ᡤの୍Ⓩ視学ᐁ㸪㧘㎷ṇ明視学ᐁのࡈຓゝを㡬いた。

༢ඖィ⏬

Ϩ ༢ඖྡ 作品の解㔘を῝める（「読むこと」）

ኴᐓࠗᐩᕌⓒ景࠘を用いて㸪「ᐩኈᒣ」のព࡙けを読み解くことで作品の解㔘を῝めるとともに㸪᪤習のࠗఀໃ

≀ㄒ （࠘ᮾୗり）の知識と関連࡙け（ト㸲）㸪㏆現௦とྂの⾲現のつながりについて理解する。 

㸰 ༢ඖの目ᶆ

 ᩥ❶にᥥかれたே≀㸪情景㸪ᚰ情などを⾲現に༶して読みわおうとする。（関ᚰ・ពḧ・ែ度）

 ᩥ❶にᥥかれたே≀㸪情景㸪ᚰ情などを⾲現に༶して読みわう。（（読む能ຊ）（㹁 「読むこと」の（�）の࢘）

 ᩥやᩥ❶の⤌み立て㸪ㄒྃのព㸪用法ཬࡧ⾲記の方などを理解し㸪ㄒᙡを㇏かにすること。（知識・理解）（「ఏ⤫

的なゝㄒᩥ化とᅜㄒの≉㉁に関する項」の（�）の（））

３ ༢ඖの評価規準

関ᚰ・ពḧ・ែ度 読む能ຊ 知識・理解

ఏ⤫的なゝㄒᩥ化の⯆・関ᚰを

ᗈげようとしている。ᩥ❶にᥥかれた

ே≀㸪情景㸪ᚰ情などを⾲現に༶して

読みわおうとしている。

ᩥ❶にᥥかれたே≀㸪情景㸪ᚰ情

などを⾲現に༶して読みわって

いる。

ᩥやᩥ❶の⤌み立て㸪ㄒྃのព㸪

用法ཬࡧ⾲記の方などを理解

し㸪ㄒᙡを㇏かしようとしている。

㸲 ༢ඖの体ィ⏬

な学習活動 ɢ指導上の␃ព点 ɣ評価規準（★「ゝㄒᩥ化」）

୍ḟ

１㸪� 時

「ᐩᕌⓒ景」�ኴᐓ�の体を通読し㸪「⚾」の

ᚰ情の変化を理解する。

୍ே⛠の作品の≉ᚩについて考える。

・テクスࢺㄽの基本ㄝ明を行う。

・「ᐩᕌⓒ景」を通読し㸪ึ読のឤを᭩く。

・明なㄒྃのពㄪをする。

ɢ「⚾」のᚰ情と「ᐩኈᒣ」をᕠる⾲現にὀពを

向ける。

ɢ「ㄒりᡭ」について着目させる。

ɢึ読のឤをඹ᭷し㸪生徒ಶ々の読みの῝さを

ព識させる。

ɣ「⚾」のᚰ情の変化を読み取っている。（読 ࣡

ークࢩーࢺ）

ɣㄒྃのពを理解している。（知 行動観ᐹ）

ḟ

�㸪�㸪� 時

・ฟ᮶と「⚾」の関ᚰ㸪ᚰ情の変化について

読み取り㸪体の構成を☜認する。

・本ᩥにおけるẚ႘や「ᐩኈᒣ」㇟ᚩ性を読み

取る。

ɢ࣡ークࢩーࢺや「ᐩኈᒣ」の⏬ീを活用する。

ɢ「⚾」のᚰ情の変化が「ᐩኈ」のཷけṆめ方

の変化に関連していることを☜認する。

ɣ「⚾」のᚰ情の変化を理解している。（読 ࣡ー

クࢩーࢺ㸪Ⓨゝ）
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三ḟ

� 時

・作品体を通して㸪「ᐩኈ」に関する「⚾」の

ព識の変化を☜認し㸪⮬らにとっての「ᐩኈ」

的なものを᥈し㸪考ᐹする。

ɢ࣡ークࢩーࢺや評価ࢩーࢺを活用する。

ɢࢢルーࣉで考えさせる。

ɣ「⚾」のᚰ情と「ᐩኈ」の関ಀ性㸪「⚾」の変化

と他のே≀との関わりについて考ᐹしている。

（読 ࣡ークࢩーࢺ）

ᅄḟ

�㸪�時（本

時）

・ឡ知教育学ᅜㄒ教育ㅮᗙዟ⏣ᾈྖ教授の

ㅮ⩏でᩥ学理ㄽの基本と学での学ࡧとの連

続性について学習する。

・「ᐩኈ」がࣀࢥテーࣙࢩンであることを理解し

た上で㸪⮬らにとっての「ᐩኈ」的なものにつ

いての考えを῝める。

・ྂᩥにおける「ᐩኈᒣ」のᥥかれ方を☜認し㸪

ẚ㍑検討する。

ɢテクスࢺㄽの基本について理解する。

ɢࣀࢥテーࣙࢩンについて㸪理解する。

ɢ他の時௦における「ᐩኈᒣ」のᥥかれ方とのẚ

㍑を通して㸪読みを῝める。（ྂᩥにおける「ᐩ

ኈᒣ」のᥥについては㸪᪤習。）

ɣ「ᐩኈ」がࣀࢥテーࣙࢩンであることを理解し㸪

他の⾲現の理解にも活用しようとしている。（読 

࣡ークࢩーࢺ㸪Ⓨゝ）

（★ᩥ❶のពや⾲現は㸪作品のᩥ⬦の中でᙧ成

されることを理解している 知・技�作品やᩥ❶

に⾲れているものの方、ឤじ方�考え方をᤊえ�

内容を解㔘している。 ᛮ・判・⾲）

ḟ

� 時

「ᐩኈ」的なもののⓎ⾲と┦評価 ɢ࣡ークࢩーࢺや評価ࢩーࢺを活用する。

ɢࢢルーࣉで考えさせる。

ɢ⮬ᕫ評価と┦評価を行う。

ɣ༢ඖの学ࡧを通して㸪ᩥ 学的ᩥ❶の解㔘が῝ま

ることを理解している。（関・読 ࣡ークࢩーࢺ

およࡧ評価ࢩーࢺ）

㸳 授業の実㝿（㸶㸭㸷時間）

本時の目ᶆ

 ┦ᑐ化・ࣀࢥテーࣙࢩンを㍈に㸪「ᐩኈ」のពを再検討する。

 ᩥ❶のពや⾲現は㸪作品のᩥ⬦の中でᙧ成されることを理解する。

学習活動 指導上の㓄៖項など 評価の観点

導ධ 㸳分

本時の目ᶆを☜認す

る。

๓時までの内容を㋃まえ㸪「ᐩኈ」がࣀࢥテーࣙࢩンであることを

☜認する。「ᐩᕌⓒ景」の時௦には「㨦」と⤖ࡧついていたこと

にὀពする。
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ᒎ㛤 �� 分

「ᐩኈには᭶見ⲡがよ

くఝ合う」について㸪

再度検討する。

「ேのጼをࣞンズか

ら㏣ᨺして、ただᐩኈ

ᒣだけを、ࣞンズいっ

「してࢳいにキࣕッࡥ

┿をった理⏤に

ついて考ᐹする。

「㓟₢にఝていた」に

ついて考ᐹする。

・「᭶見ⲡ」について㸪「ᐩᕌⓒ景」において೧で⪷なるれのᑐ

㇟としてだけではなく㸪かᙅく⣧⢋なものにそっとᐤりῧうໟ容ຊ

にあࡩれたᏑᅾとしてのࣀࢥテーࣙࢩンを㏣ຍされたことを☜認

する

のᑐẚ構「中にきいᐩኈ、そのୗに、ᑠさい⨍⢖の花つࢇ┿」・

㐀をព識させる。

⨍⢖͐ࢼࢩࣛ࢝やࢩࢣの✀子がきわめてᑠさいところから、きわ

めてᑠさなもの、また、ࡈくわずかなもののたとえに用いる。

「ᐩኈᒣだけがきくっていて、ேのጼはどこにも見えない。

「༢୍⾲現の美しさ」（⣲ᮔな、⮬↛のもの、したがって⡆₩な㩭明

なもの）

 ᐩኈにᑐする見方が変わったことを☜認する。

きっかけ「Ⲕᗑのேたちのぶษには、しࢇからお♩をゝいたくᛮっ

て」

「ዪඣの⋵ᘝ≀」（㸻⣧⢋）

 ᒣ々の後ろから᥍えめに見えるᐩኈのጼ。

）⮬↛そのものの⣲ᮔな美しさ

 花ゝⴥは「ᚰの平Ᏻ」（ƀࣀࢥテーࣙࢩン）

 （「いつわり、ࡈまかし」）

・本ᩥ中の⾲現に

ὀ目しながらၥに

⟅えようとしてい

る。（行動の観ᐹ・

࣡ークࢩーࢺ）

・他者との関わり

が「⚾」のᚰ情に変

化をえているこ

とを理解する。（行

動の観ᐹ）

・㓟₢のࣀࢥテー

⬦ᩥࡧンおよࣙࢩ

をព識しながらၥ

に⟅えようとして

いる。

ࠗఀໃ≀ㄒ࠘とのẚ㍑

㸳分

「ఀໃ≀ㄒ」は「ྂ今㞟」的ḷ観はᬺにᛅ実ࡺえ、ᐩኈは「㞞」な

ものでなかったことを☜認する。「変なᒣ」というࣀࢥテーࣙࢩン。

時௦によって同じᑐ㇟≀でもពが異なってくることを☜認する。

「ᐩኈ」をめࡄるゝ

ㄝから時௦の精⚄

性を読み取れるこ

とを理解する。

本時のまとめおよࡧ

「ᐩኈ」的なもの再考 �

分

 読みの῝まりを☜認する。ྛ⮬にとっての「ᐩኈ」的なものを考

え┤す。「⣧⢋」であることに␃ពさせる。

「ⴥ㞟」や「新ྂ今ḷ㞟」におけるᐩኈなど㸪ẚ㍑ᑐ㇟の⤂介を

する。きな≀ㄒの中での変化と㸪ಶ々のᑠさな≀ㄒの中での変化

についてそれࡒれ考えさせる。

ᑐ㇟が１年生ということもあり㸪まずは࣡ークࢩーࢺを用いて㸪「ㄒりᡭ」をព識すること㸪ẚ႘⾲現

や情景のᥥに␃ពすること等㸪ᩥ学的なᩥ❶を読むときの基本的なὀពを㝶時行うこととした。第�ḟ
までにᑐヰ的な学ࡧ」を通してಶ々の読みを῝めた上で㸪ዟ⏣ඛ生にࡈ協ຊ㡬き㸪それࡒれの読解の᰿

ᣐを再☜認させること㸪ྛ⮬の読みを┦ᑐ化し多様な読みのྍ能性を実ឤすることでⓎᒎ的学習につな

げるというヨみである。教科᭩を通して学ࡪ「ᐩᕌⓒ景」の理解にとどまらず㸪研究者による᰿ᣐに基

࡙く読解の方法やእ部テクスࢺとのẚ㍑を通して㸪ᩥ学的教ᮦの読解のᖜをᗈげるとともに῝い学ࡧに

つなげる実践としたいと考えた。

 その上で㸪新学習指導要領（「ゝㄒᩥ化」）で♧されている「࢚ 作品やᩥ❶の成立した背景や他の作

品などとの関ಀを㋃まえ㸪内容の解㔘を῝めること」「࢜ 作品の内容や解㔘を㋃まえ㸪⮬分のものの見

方㸪ឤじ方㸪考え方を῝め㸪ᡃ がᅜのゝㄒᩥ化について⮬分の考えをᣢつこと」（ཧ↷「㹀読むこと ���
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ゝㄒ活動」の「 作品の内容やᙧᘧについて㸪ᢈ評したり討ㄽしたりする活動。」「࢘ 異なる時௦

に成立した㝶➹やᑠㄝ㸪≀ㄒなどを読みẚ㸪それらをẚ㍑してㄽじたりᢈ評したりする活動。」学習指

導要領解ㄝ）とつなげていけるよう㸪「ᐩኈ」のཷ容をめࡄる「ఀໃ≀ㄒ」とのẚ㍑を取りධれた。

㸲 生徒ンࢣーࢺから（ཎᩥのままᢤ⢋。項目立てとୗ⥺はᘬ用者）

ㄞࡢࡳከᵝᛶ㸦ࢺࢫࢡࢸㄽࡢ⌮ゎ㸧

・ 現ᅾは≀ㄒを読むことを➹者のពᅗを読み解く㸪分析の作業とするのではなく㸪読者⮬身が体的に

新たな考えやヰを㐀するものと考えるということを⪺いて㸪⚾も同じ考えだとᛮいました。そちらの

方が୍読者として⣧⢋にヰをᴦしむことができます。

・⚾は㸪⮬分の考えについて㸪࿘りの考えにᝨわされないようにしたいとᛮいましたが㸪࿘りとは㸪違

う考えをᣢとうとするより㸪࿘りがなࡐそのような考えなのか㸪考えながら㸪⮬分では㸪どうするき

か㸪考えていきたい。

・ዟ⏣ඛ生のおヰはいろいろなษり （ཱྀ新しい観点㸪これまで⮬分が考えたことのなかったような視点）

からヰを見ることࡤかりでこれまでẼ࡙かなかった新たな≀ㄒの見方㸪考え方を知るができました。

・ᐩᕌⓒ景で作者の考えを᥈るような読み方をしたが今回のㅮ⩏で⮬分のୡ⏺をって読む現௦の読み

方を知った。そしてその現௦の読み方を使って作者の⣧⢋さを考え㸪また⣧⢋の中にある✀㢮を考えた

ことでただそのゝⴥだけでពがఏわることがなくそのゝⴥの背景も㔜要になって᮶るのだなとឤじ

ました。

・は今まで作者がఏえたいᛮいや㢪いだけを読み取っていたけど㸪⮬分で考えをᗈげることによって

新たなᛮ考やわくわくが生まれてくるのにẼ࡙き㸪とてもいいことだなとᛮいました

・ㅮ⩏の中でヰされていた㸪「作者さえもീしていなかった解㔘をᥦ♧するのが㸪読みᡭの㐀性」と

いうゝⴥを⪺いて㸪作者の⾲したかったものがṇ解だとᛮっていた⚾とは違う考え方で㸪新㩭でした。

・᫇のᩥ学作品にẚて今のᩥ学は作者のពᅗなどはあまり関ಀなく㸪読みᡭがそれࡒれの考えで作品

を読み解いていくという⮬⏤なឤじや読みᡭが㐀者になれる作品と変わっているということ。

ࠖࣥࣙࢩ࣮ࢸࣀࢥࠕ

・「ᐩኈ」の中にあるࣀࢥテーࣙࢩンについて㸪まず㸪ࣀࢥテーࣙࢩンという考えをึめて知った。ࣀࢹ

テーࣙࢩンはその≀のどこでも変わることのない㸪ඹ通のពで㸪そのᑐ⩏ㄒであるࣀࢥテーࣙࢩンは

その≀から連するពだということがඛ生のㅮ⩏に向けての㈨ᩱから分かり㸪ࣀࢥテーࣙࢩンはその

≀にᑐするឤ情や観とࢥールであるというពがㅮ⩏で理解できた。

・作品の中にฟてくる「⣧⢋さ」について㸪⣧⢋さにも✀㢮があり㸪ᐩᕌⓒ景と㨦とでは異なる⣧

⢋さであったこと。ࣀࢹテーࣙࢩン㸪ࣀࢥテーࣙࢩンというゝⴥは知らなかったが㸪知らず知らず考え

ていたものだったこと。

ㄞࡢࡳ῝

・わたしは㸪ፉや⪁፠の⣧⢋さはᛮいやる͆ Ẽᣢち の͇⣧⢋さであり㸪㨦はᛅㄔᚰなどの͆ こころ͇

の⣧⢋さであると考えていたので多ᑡ違うなとᛮいました。

・⮬分の考えと୍⥴だとឤじたことはなかったが㸪㨦のヰはすࡈく⣡ᚓできた。ᐩᕌⓒ景において
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Ⓩ場するேによって様々な⣧⢋さがあることが⣡ᚓできた。

・同じゝⴥでもୡ間୍⯡的なពのᤊえ方とそうでないᤊえ方があるというのは⮬分も᪥ᖖ生活の中で

ឤじることがあったことなので୍⥴なのかなとឤじました。また㸪そのពのᤊえ方がேによって異な

ることがあることで㸪≀ㄒのᤊえ方もேによって異なるのかなとᛮいました。

ᑐពぢ

・作品を読むことは㸪作者が考えてもいないことを読み解く㸪新たな作品として生まれ変わる㸪作者の

ពᅗから⮬⏤になり㸪作品を㐀的に読み解こう� とあったが㸪その作品をどうᤊえるかは読みᡭによ

って異なるし考え方が違うのは当たり๓のことだが㸪もともとのཎ作中の考え方を࣋ースにした上で㸪

㐀性を作っていくきだとᛮった。

㸳 まとめと┬ 

の記㏙内容から㸪多くの生徒がᩥ学作品を体的に読み解くことで作品のୡ⏺がᗈがるこࢺーࢣン

とや㸪多様な読みがありᚓることを⤒㦂的に学ࢇだ様子がఛえ㸪授業の目ᶆはおおむࡡ㐩成できたと考

えている。ただ㸪ዟ⏣ඛ生からは「ࣀࢥテーࣙࢩン」という概念を用いて「ᐩኈ」をめࡄるゝㄝをᩚ理

する♧၀を㡬いたが㸪高校１年生にはいささか難度が高かったようである。授業をࡈぴ㡬いたᩥ部科学

┬視学ᐁの୍ⓏẶからも㸪「ࣀࢥテーࣙࢩン」のような用ㄒを↓理に取りධれなくとも今回の実践

⛬度の読みの῝まりはྍ能だったのではないか㸪また㸪専門用ㄒのព識がඛ行して㏫に読みのᖜを⊃

めてしまうᜍれもあるのではないかとのࡈ指を㈷った。教ᮦは異なるものの㸪୍年度までの３年生

で実した高連携授業の後ンࢣーࢺとẚ㍑すると授業内容の理解に課題があったことが分かる

（ୗのࣇࣛࢢཧ↷）。また㸪いずれの実践においてもಶ々の作品の理解が必ずしもᩥ学作品⯡の読みの

῝まりにつながっているとは生徒に実ឤされておらず㸪ᨵၿのవ地がある。

３年生「現௦ᩥ %」のンࢣーࢺ⤖果（���� 年実）
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１年生「ᅜㄒ⥲合」のンࢣーࢺ⤖果（���� 年）

ト１ キࣕリ教育における「基♏的・ỗ用的能ຊ」の育成 平成 �� 年 � ᭶ �� ᪥教育課⛬部会 ㈨ᩱ

１

ト㸰 ⏣中Ꮥ୍ 「༑୍ୡ⣖をࡦらく高等学校ᅜㄒ科教育の基本方向」（⏥ᩫ╬ᮁ・⏣中Ꮥ୍┘ಟࠗ高

校ᅜㄒ教育㸫୍ୡ⣖の新方向࠘ 明᭩㝔 ���� 年  S���
ト３ ᶓ井 健「高等学校ࠗ現௦ᩥ %࠘㸫Ᏻ部බᡣࠗ㠜࠘読解のヨみ㸫」 「ឡ知教育学㝃ᒓ高等学

校研究⣖要」第 �� ྕ ���� 年 � ᭶ およࡧ「高等学校ࠗ現௦ᩥ %࠘㸫Ლ井基ḟ㑻ࠗᷥᷞ࠘読解のヨ

み㸫」 「ឡ知教育学㝃ᒓ高等学校研究⣖要」第 �� ྕ ���� 年 � ᭶

ト㸲 ࠗఀໃ≀ㄒ࠘との読みẚを通した実践の効果については本校ᅜㄒ科の「ᅜ立教育ᨻ⟇研究ᡤ研

究 教育課⛬研究指ᐃ業の報࿌」としてูにまとめてⓎ⾲するため㸪本✏では割ឡする。ࠗ ఀໃ≀ㄒ࠘

における「ᐩኈ」のᥥかれ方をูの༢ඖで学習し㸪本༢ඖィ⏬の第 � ḟ（� 時間目）で⧅がることにな

る。

56%

3%

41%

「文Ꮫసရࠖࡢ⌮ゎ࡚࠸ࡘ

１ 読み⽅が変
わった・深まっ
た
２ 読み⽅は変
わらない・深ま
らない
３ どちらとも
⾔えない

���
��

���

「ᐩᕌⓒ景」の理解について

１ 読み方が変

わった・῝まっ

た

㸰 読み方は変

わらない・῝ま

らない

３ どちらとも

ゝえない
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ឡ知教育学㝃ᒓ高等学校研究⣖要第ྕڦ

SSڦ�㹼（;;�� �ڦ）ڦ

㹌㹆㹉取ᮦ「┿⌔‴の記᠈」と࣓ࢹ

地ṔබẸ科（校㛗）  す∹⏣ဴဢ

㸺キー࣡ーࢻ㸼 ┿⌔‴ᨷᧁ 井上成美 ᾏ㌷ර学校 ࣓ࢹ ᪥⡿ᡓத ࢩࣟࣄマ

�㸬̿ࡵࡌࡣṔྐᩍ⫱ࢹ࣓

㐣᪥、1+. ␒⤌の取ᮦをཷけた。���� 年 �� ᭶㸶᪥、┿⌔‴ᨷᧁから �� 年になる⠇目に、ᅜの

高校ではどࢇな取⤌をᕤኵしているか㸽それが取ᮦの᪨だった。⚾は高連携Ṕྐ教育研究会とい

うᅜ⤌⧊の会㛗をやっており、その関ಀで᥎⸀があったようである。1+. からၥい合わせがあ

ってから、実㝿のᨺᫎまで１㐌間に‶たないไ㝈された時間だったが、ᅜࢿッࢺの࣓ࢹを通し

てṔྐ教育やᡓதについて考える、またとない㈗㔜な体㦂をした。本✏ではこの時の体㦂を基に、≉

にṔྐ教育における࣓ࢹのᙺ割やព⩏・課題について、ㄽじてみる（ὀ㸯）。

�㸬㧗ᰯ⏕ᮃࡴᏛࡢࡧጼ̿ᐃᮇヨ㦂┤ᚋࡸᏛධヨ┤๓࠺࠸ไ⣙ࢆ㉺࡚࠼

 今回の✺↛の取ᮦ౫㢗は本校のᐃᮇヨ㦂┤๓にあった。授業がྍ能なのは１㐌間後の��᭶７᪥（ⅆ）

の༗後に㝈られた。ᮇᮎ┤後の３年理⣔クࣛス。学ධヨ・ඹ通テスࢺを１か᭶後に᥍えている。

ᙳࣕࢳンスは⟅㏉༷後の �� 分くらいしかない。⩣᪥はもう┿⌔‴≉㞟␒⤌をᨺᫎする �� ᭶㸶᪥

だ。理⣔ୡ⏺ྐ担当のᑠ⏣ཎ教ㅍがᮇᮎ後に、ᡓதについてのテーマྐを⤌ࢇでおり、そのฟだしに

⚾がࢤスࢺⓏ場する設ᐃを考えた。まさに͆ⱞ⫗の⟇͇であった。

まじめでຮᙉ⇕ᚰな高校生でも、ヨ㦂が⤊われ୍ࡤኪにしてとࢇどのことをᛀれてしまう。まし

て、ᡓதの記᠈は㢼化の୍㏵をたどっている。♽∗ẕもྵめᡓ地・現地でのᡓத体㦂など、身㏆では

㠀ᖖにᑡないであろう。なࢇとか、ཷ㦂ຮᙉやᐃᮇテスࢺを㉺え、⮬ら学ࡧ続けるጼは実現できない

ものだろうか㸽ᡓதを㢼化させず、「ᮍ᮶」のᙺである子どもたちが、⮬ら「学ࡤなけれࡤ」と実ឤ

としてᛮうような授業をしなけれࡤならない。1㹆㹉取ᮦにᑐし、⚾がᮃࢇだのはそࢇな生徒や教員

のጼだった。今回の⚾の課題は「本当の学ࡧのきっかけ」をどうつくるかにあったといえよう。方法

として⚾（ṇ☜には、「⚾」や協ຊ者の本校ᑠ⏣ཎ教ㅍཬࡧ 1+. 取ᮦ⌜）がὀ目し目ᶆとしたのは、

ୡ௦の異なる者たち
㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬

が、ᡓதの記᠈を⮬ら本Ẽのものとしてᤊえ、どうཷけ継ࡂᘬき継いでいくか
㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬

、

という点にあった。なࡐなら、授業実践の୍⥺からすでに㏥いている校㛗が、⮬分だけで⤖する授

業をしても、それでは⮬ᕫ‶㊊に㐣ࡂず、「ᮍ᮶」に向けてはあまり効ຊはないからだ。

���� 年 �� ᭶㸶᪥、┿⌔‴ᨷᧁから �� 年になる⠇目に、㹌㹆㹉␒⤌の取ᮦをཷけた。ᡓத体㦂者が

ῶり、ᡓதを知らないୡ௦、いやそれどころか、⪺きཬࢇだことさえないୡ௦が教える時௦である。

高校ではどࢇなṔྐ教育が考えられるか㸽⚾は、ୡ௦の異なる者たちがᡓதの記᠈を⮬分のၥ題とし

てཷけ継ࡂᘬき継いでいくことのษさをᙉㄪしたかった。そのពᅗ、実践の内容、⤖果を本✏で♧

した。ᅜࢿッࢺの࣓ࢹを通じてṔྐ教育やᡓதについて考える㈗㔜な体㦂をした。そのため本

✏では、Ṕྐ教育における࣓ࢹのᙺ割やព⩏・課題についても、ㄽじてみた。
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3㸬ୡ௦㛫ࡢቨᡓதࡢᤵᴗ̿⣲ᮔ࡞㉁ၥୡ௦㛫᩿ࡢ⤯

 ⚾がึ௵教ᖌだった㡭、「᪥本が୍␒㛗くᡓったᅜは㸽」というၥいかけがよくなされた。「࣓リ

よ。中ᅜです」こう⮬ၥ⮬⟅して、‶ᕞ変からのᡓதの授業をጞめることが多かࢇではありませ࢝

った。（ὀ㸰）だが、㏆年の中ሀ社会科教ᖌのᝎみはᑡし異なる。「えっ㸟ඛ生。᪥本って、࣓リ࢝

とᡓதしたの㸽」今の高校生の⣲ᮔすࡂるၥに┤㠃し、Ⴣく。さらには「ཎ⇿ⴠとしたのって、

ᮅ㩭でしࡻう㸽」こࢇな高校生もいると⪺く。さて、どうしたらいいのだろう㸽ⱝい教ᖌたちはᝎ

     。でいるࢇ

ᡓத体㦂者がῶり続け、教室内እ見Ώせࡤㄡもᡓதを体㦂していない。その中で、ᡓதを知らない、

いやそれどころか、⪺きཬࢇだことすらないୡ௦がᡓதを教える時௦となっている。学校で୍␒年㛗

者である校㛗の⚾でも、ᡓதが⤊わって �� 年も⤒って生まれているのだ。

⚾は、かつてᾏ㌷ර学校༞の∗ぶから⪺いたఏ⪺の体㦂ㄯを使って、第ḟୡ⏺ᡓの実践をした

ことがある（ὀ㸱）がしかし、そのఏ⪺も、∗ஸき後、⚾の㢌の中で㗵ࡧついて、今ではもうかすか

にṧされた記᠈となっている。記᠈そのものがやがて⮬↛ᾘ⁛し、ᾘえኻせていくのだろう。┿⌔‴

�� 年とはそࢇな時௦なのである。

4㸬୰ሀᩍဨࡢᤵᴗࠖࢺࢫࢤࠕⓏሙᰯࡿࡍ㛗̿ࢆࠖࡈࡦࠕ㉺ࡿࢀࡽ࠼�

⚾はḟのようなヰからጞめた。

「ᾏ㌷ර学校はᗈᓥにある。ᗈᓥの中ᚰ部から༡に⣙㸰０キ࣓ࣟーࢺル。℩ᡞ内ᾏにᾋかࡪỤ⏣ᓥ

というᓥ。㸰０キࣟ㞳れていてもཎ⇿のᙳ㡪はあった。���� 年㸶᭶㸴᪥㸶時１㸳分。࢝ࣆッ㸟という

✄ග。୍▐、間（ま）があり、ࣅリࣅリ、ࣅリࣅリと㡢を立て、すてのࣛ࢞スが割れていく。当時

�� ṓで㌷ேの学校の᭱上⣭生であった∗は、ୗ⣭生に指♧する立場にあり、「ࡩせろ㸟」と声。それ

から時間がたって、ᗈᓥᕷ内のᝒな状況がఏわってくる。ᩆㆤのため⯪でᗈᓥᕷ内。そこでᩆㆤ

活動をしたらしい。が、なࡐかཱྀࡈもる∗。「お๓には、ゝってもわからない」と୍ゝ。ཎ⇿の目ᶆが

もうᑡし༡であったら・・。∗のも �� ṓまでで▐時にᾘえてなくなり、当↛⚾はこのୡに生まれ

ていない。ⓙさࢇとこうしてᡓதについて୍⥴に考える授業をすることもなかった。⚾にとってࣟࣄ

「・・・ではない「とࡈとࡦ」マはࢩ

生徒たちは┿なまなざしをᐤせてくれた。ᫎീにᫎしฟされた⾲情を見ると、こちらのẼᣢちが

通じているようにឤじた。

�㸬ୡ௦㛫ࢆ㉺ࡓ࠼ඹ㏻⌮ゎࠕ̿ࢺࣉࢭࣥࢥṔྐࡢドゝࠖ┿ᐇ�

上のࢩーンの中で「ཱྀࡈもる∗」の部分に、ᑠ⏣ཎはᘬきこまれたという。ᙼとヰしながらẼ࡙

いたのであるが、同じ∗でも、ᜥ子にヰしたいこととヰしたくないことがあった
㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬

に違いない。そのこ

とを⚾は今回ึめてព識した。「Ṕྐのドゝ」といっても、すてが┿実とは㝈らないのだ。そこをか

୍、分けるែ度こそ、⚾たちがめざす「ᮍ᮶の社会」をつくる上でࡂ ␒ษなࢥンࢺࣉࢭではないか。

この点、㸰ேはඹ㬆した。ᙳ᪥当᪥⚾のヰは、ḟのようにᒎ㛤した。∗がᾏ㌷ර学校にධ学したと

き、「新௵の校㛗」として着௵したのが、井上成美（しげよし）であった。᭱ึのあいさつで「᪥本は

とのᡓதに㈇ける」と断ゝしたそうである。「ㅖྩは㈇けた後Ⲩᗫした᪥本を立て┤すため࢝リ࣓
㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬

、

このᾏ㌷ර学校でしっかりຮᙉしてもらいたい」というカ♧であった。∗は௮ኳした。͆おᅜのためにµ
ᡓ地でṚࡠぬᝅだったからである。（ୗ⥺部はᫎീでὶれた部分）
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井上成美は、もともとᾏ㌷中ᯡ部の中ᚰの࣓ンࣂーであった。᭷ྡなᒣ本༑භのブࣞンである。

ᒣ本༑භは、┿⌔‴ᨷᧁの立ཬࡧ実行のྖ௧㛗ᐁである。どういうことか㸽「Ṕྐの┿実」は༢

⣧ではない。ࣛࢻマでᥥくような୍͆➽⦖͇ではいかないのだ。「Ṕྐとはこちらから学ࡤなけれࡤ、

ఱも教えてくれない」Ṕྐᑠㄝ家・༙⸨୍のゝⴥだ。（ὀ㸲） 

ここを῝く考えさせるのが、⚾のヰの͆⫢͇であった。ポンࢺとなる部分には、上記にあるよう

に⮬分のཎ✏にわざわざᙉㄪ点までᡴって、ᙳ当᪥も‐身のᛮいでここをຊㄝした。だが、この部

分は、なࡐかᨺᫎでは見に࢝ッࢺされた。ᨺᫎされたのは、ୗ⥺部のみである。㠀ᖖにṧ念であっ

た。わずか１・㸰⛊㊊らずのᕪなのに、なࡐわざわざここを࢝ッࢺするのか、とᛮった。

ᫎീにはくでなかったが、井上成美校㛗の教育方㔪も⤂介した。ᩛ性ゝㄒとしてⱥㄒをᗫṆする

時௦に、生徒員にⱥⱥ㎡をᣢたせる。ࡹࡂうࡹࡂうワめの㌷カ練をῶらし、⮬⏤時間をቑやす。

㔞の読᭩やᬯ記中ᚰのຮᙉをする๓に、「⮬分の㢌で考える」ことを㔜視。ᩘ学やᅜㄒ、ဴ学。実学

よりも教㣴科目を㔜視した。ᡓ時中としては、㠉新的な教育ともいえる。（ὀ㸳） 

リーダーとしてのᅾり方や学ࡧの目的を考える上で、今から見てもཧ考になる。ព⩏をឤじ、⣙ ��
分の▷いヰの中にあえてධれた。ところが、これらの場㠃も、ඛのᙉㄪ点と同様ࢇとすて実㝿の

ᫎീでは࢝ッࢺされていた。「ࢩࣟࣄマ」のヰも࢝ッࢺ。今振り㏉ってみると、Ṕྐ教育と࣓ࢹの

ᙺ割を考ᐹする上で、これはなかなか㈗㔜な体㦂だったのではなかろうか。このことについて７❶で

再度ゐれてみる。

�㸬ᤵᴗ࡙ࡢࡾࡃ㞴ࡉࡋᤵᴗ⪅ࡢ㈐ົ̿ࠖࡿࢀࡀ⥅ࡅཷࠕᤵᴗࡢ᮲௳�

授業࡙くりで難しいのは、こちらが学ࡤせたい部分と、┦ᡭが知りたい部分・学ࡧたい部分の間に、

せめࡂあいがある場合であろう。⚾は∗のゝⴥすなわち「ࢻツとの同┕が⮴യだった。これさえ

なけれࡤ、┿⌔‴もࢩࣟࣄマもなかった・・」というゝⴥ、その↓念そうな⾲情をᙉㄪして後༙のヰ

をした。おそらくそれは、᪥⊂ఀ三ᅜ同┕をがけでᑐした井上成美のしさでもあったことであ

ろう。⚾が᭱⤊的に学ࡤせたい部分はここにある。

だが、中ሀ教ᖌ・ᑠ⏣ཎはᑡしゅ度が異なっていた。ᙼはᑐ㇟生徒が理科⣔の㐍学ᕼᮃである点を

考៖し、科学者㐩のᡓதにᑐする立ち⨨にὀ目させる教ᮦを、⚾のヰの後㓄ᕸした。ンࢱࣗࢩ

ルがฟしたᐉゝの㈨ᩱである。それを⇕ᚰに読みጞめる生徒たちの┿な⾲情をᫎしฟࢭンやࣛッ

し、ᫎീは⤊わった。

授業をつくっていく体は、教ᖌであり、㈐௵もそこにᏑする。当↛、複ᩘの教ᮦ（「ࢤスࢺによる

ドゝ」もྵめて）をどう構成するか、㈐௵者の教ᖌが決めるきである。そして子どもたちがどう内

容をཷけとったかを☜認し、ḟの授業につなげていく㈐ົが授業者には求められる。⚾の方はどうか。

もちろࢇ授業者の୍部としての㈐ົを果たすとඹに、この授業にཧຍした生徒、テࣞࣅだけ見た生徒、

୧方ともに見ていない生徒のいずれにも࢛ࣟࣇーや⿵㊊をする㓄៖が、⟶理⫋として求められると考

える。≉に実㝿の授業と、多くを࢝ッࢺしษり㈞りした▷いᫎീでは、える༳㇟が異なる場合が多

く、␃ពはྍḞである。また、「こうした授業のᕤኵがこれからは必要」と࣓ࣛ࢝の๓でしࡷった

௨上、それを୍部だけで⤊わらせるのは༑分と考える。࢛ࣟࣇーを⤊業ᘧでの校生徒のヰの中

で、なࢇとか実現させようと今準ഛをጞめている。

�㸬Ṕྐᩍ⫱࠺̿ࢹ࣓ษࡿࢀࡽྲྀࡾ㸽࠺ఏࡿࢃ㸽�

⚾にとっては、「ࢩࣟࣄマ」のヰと「᪥⊂ఀ三ᅜ同┕」のヰは、ᙉく⤖ࡧついている。∗ぶによれࡤ、
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井上成美の「三ᅜ同┕ᑐ」が実現していたら、「┿⌔‴もࢩࣟࣄマ」もなかったからである。その

ᜟが、井上Ѝ∗ぶЍ⚾と、「ᚰの┦続」（ὀ㸴）がされて、今回の授業化の構に⮳っている。だか

ら、୧者は分かちがたい。࢝ッࢺは考えられない。

୍方、取ᮦ⌜は立場が異なる。今回の取ᮦの᪨はそこにはない。取ᮦ⌜は「┿⌔‴の記᠈」を今

の高校生にఏえるため、なࡐ、わざわざ᭱年㛗者の校㛗が授業に「ࢤスࢺ」としてⓏ場する必要があ

るのか㸽その場㠃と理⏤が、ᫎീとしてḧしいわけである。他のヰは「極ຊ分かりやすく」しなけれ

「てᯞⴥす」視⫈者が▐時に理解できない。᪨にはずれる内容は、ࡤ
㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬

であり、࢝ッࢺされなけれ

。ならないのである。こうしたことに今回⚾はく↓㜵ഛであったࡤ

వㄯになるが、ᫎീがὶれた⩣᪥、見知らࡠ方から㟁ヰがあった。「校㛗ඛ生とおヰがしたい」とゝ

う。「ᫎീを見て、この学校はᡓதについてヲしく取り⤌ࢇでいる学校だとᮇᚅした」とゝう。この方

は「当時のኳⓚのᡓத㈐௵を᭱㏆の学校はあまりᢅっていない。その㠀をၥう」と、⣙１時間㟁ヰ

ཱྀで୍ࡰ方的におヰになった。いずれも⚾が今回くᢅっていない内容であった。

ᫎീは、ษり取られ方で、ཷけ取るഃの解㔘や༳㇟がきく変わってくる。今回はこちらのᙇを

かしたᙧのᫎീとなったので、その分ᣑ解㔘がされやすかったのであろう。目の๓の͆ฟ₇͇準ࡰ

ഛにてࢇてこまいで、こうした࣓ࢹの≉ᚩ・効果や㝈⏺を⚾たちはく考えていなかった。Ṕྐ

教育と࣓ࢹというၥ題では、多くの課題をṧしてしまったとゝわざるをえまい。

今回の取⤌は、⏘≀としてはからずも「Ṕྐ教育と࣓ࢹ」という、࿘知のヰ題について、ᨵ

めて考えさせられた。࣓ࢹ≉にテࣞࣗࢽࣅースがὶれるのは多くの場合、ᩘ⛊の▐時である。ᫎ

ീと㡢声にテࣟッࣉがຍわる場合が多い。今回もそうだった。ཷけᡭが▐時に「あるスࢺーリー」を

解㔘ྍ能なように、ຍᕤをするのであろう。⿕体やヰ者のពᅗとずれが生じるのは、ᫎീ࣓ࢹ

のୡ⏺ではむしろ必↛なのかもしれない。それにẼ࡙かずにいた⚾たちの方が⛶ᣋであったのである。

Ṕྐ教育としては、᪥々そうした⎔ቃの中にいるのが、「⾗化社会」
㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬

（
㸬
ὀ㸵
㸬㸬

）
㸬
の᪥ᖖであることを、
㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬

どう⮬ぬさせるか
㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬㸬

。これがษである。本✏を通してそれにẼ࡙いたのが、せめてものᩆいである。

そのពでは、᱁ዲのᮦᩱを読者にᥦ供できたと考えている。௨上で、本✏の⥾めくくりとしたい。

㸺ὀ㸼�

� � � ὀ㸯� 㹌㹆㹉ࣗࢽース␒⤌「ࢩブ㸳時」で、���� 年 �� ᭶㸶᪥（Ỉ）༗後㸲時 �� 分から⣙㸳分

どᅜࢿッࢺでᨺᫎされた。本校のᫎീは㸰分⛬度。ࢺࢱルは「┿⌔‴ᨷᧁから㸶０年「ᡓ

த」を新しいᡭ法でఏえる」 

� � ὀ㸰� 本校研究⣖要第㸰７ྕのᣋ✏「ୡ⏺ྐの中の「᪥中ᡓதと三ᅜ同┕」̿���� 年ẁ㝵におけ

るṔྐ当者のᨻ⟇㆟ㄽの教ᮦ化̿」���� 年ཧ↷ 

����ὀ㸱 ๓々௵校のឡ知┴立㇏ᶫ༡高校にて。この実践についてはᣋ✏「新科目「Ṕྐ⥲合」と´ᚰ
の┦続µのある授業Ɇ᪥⊂ఀ三ᅜ同┕の㆟ㄽ教ᮦのᢅいをめࡄってɆ」（ឡ知┴ୡ⏺ྐ教育研

究会⦅ࠗୡ⏺ྐ教育研究࠘第㸲ྕ ���� 年）ཧ↷

����ὀ㸲 ࠗኴ平ὒᡓதの㐨 ����Ɇ����࠘1+. ฟ∧㹮㸴ཧ↷。༙⸨Ặはⴭ᭩ࠗྐ࠘でᘬ用

のゝⴥをṧし、���� 年１᭶に㏽ཤした。

ὀ㸳 ᚨᕝ᐀ⱥࠗỤ⏣ᓥᾏ㌷ර学校࠘ゅᕝ新᭩ ���� 年㹮��㹼�� ཧ↷

����ὀ㸴� （ὀ３）のᣋ✏をཧ↷ 

����ὀ㸵� 「⾗化社会」については、本ㄅのูのᣋ✏「「Ṕྐ⥲合」に求められる᥈究ຊのあり方̿

「⾗化の時௦」に焦点を当てて̿」をཧ↷されたい。
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ឡ知教育学㝃ᒓ高等学校研究⣖要第ྕڦ

pp.ڦ㹼ڦ（20 ,ڦXX）

「㌷部のྎ㢌」をテーマとした

多ゅ的・多㠃的に考ᐹする授業の実践

̿ICT と協ㄪ学習を取りධれた授業作り̿

地ṔබẸ科 㟷ᒣᫀ平

㸺キー࣡ーࢻ㸼新学習指導要領 体的・ᑐヰ的で῝い学ࡧ 多㠃的・多ゅ的な考ᐹ 平学習

�㸬ᤵᴗࡢ┠ⓗ⫼ᬒ

（1）知識構成ᆺࢯࢢࢪー法の目的と背景

新学習指導要領では、「多㠃的・多ゅ的に考ᐹさせる」ことが求められている。これを、１時間の授業

の中で教科᭩の内容を教ᖌが教えるㅮ⩏ᙧᘧで実現するのは難しいとឤじている。このような中で、知

識構成ᆺࢯࢢࢪー法を知り、この授業ᡭ法では、複ᩘの㈨ᩱから課題にᑐして考ᐹさせることがྍ能で、

「多㠃的・多ゅ的に考ᐹさせる」授業の実現になると考えた。そのため、知識構成ᆺࢯࢢࢪー法を用いた

授業の作成は新教育課⛬における授業には必㡲であると考え、今回の授業を実践した。また、本校では

᮶年度のධ学生より୍ே୍ྎ ipad を携ᖏすることになる。そのため、ICT を用いた授業が今まで௨上

にやりやすくなる。そこで今回は、知識構成ᆺࢯࢢࢪー法の中のクࣟスࢺークの体ඹ᭷がよりに

実でき、効果が高くなるような ICT 活用のᕤኵをヨみた。

（2）「㌷部のྎ㢌」をテーマにした目的と背景

⚾は、ᡓதに関する授業の実を目指している。ᡓதの授業などの平学習は、ᡓதを度と㉳こさ

ない社会をつくっていくためにもḞかせない。その中で、ᡓதを度と㉳こさないためには、ᡓதの実

ែを学ࡪだけではなく、なࡐᡓதに✺ධしてしまったのかを考え、理解することが必要だと考えた。今

回の授業のテーマとした「㌷部のྎ㢌」は、時௦のึᮇにあたる。┤๓のṇ時௦はṇࣔࢹクࣛ

✺ーというゝⴥに㇟ᚩされるように、Ẹ⩏㢼₻が高まった時௦であった。しかし、その後にࢩ

ධするとまもなく㌷部がྎ㢌し、ᡓதに向かって行った。この時ᮇの㌷部のྎ㢌は᪥本がᡓதに✺ධし

たཎᅉとしてḞかせないฟ᮶である。そのため、この時ᮇの学習を῝めたいと考えた。さらに、㌷部

がྎ㢌した理⏤を教ᖌからのㅮ⩏ではなく、生徒が㈨ᩱから考ᐹし、他者とのᑐヰから学ࡧを῝めさせ

ることをࡡらいとした授業を行うため、知識構成ᆺࢯࢢࢪー法によって多㠃的・多ゅ的に考ᐹする授業

をヨみた。

�㸬ᩍᮦᤵᴗᵓ

新学習指導要領にもと࡙いた教育課⛬の㛤ጞが目๓に㏕っている。その中で今回は新学習指導要領

の、「体的・ᑐヰ的で῝い学ࡧ」の実現と「多㠃的・多ゅ的な考ᐹ」の⟠ᡤにὀ目した授業の実践を

目指した。生徒同ኈのᑐヰと多㠃的・多ゅ的な考ᐹを‶たすために、知識構成ᆺࢯࢢࢪー法を用いた

授業を行った。

また、ᡓதに関する授業など平学習の実を目指している。その中で、今回は本᱁的にᡓதに✺

ධする๓の時ᮇにὀ目し、「㌷部のྎ㢌」を複ᩘの㈨ᩱから考ᐹする授業を実した。
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（1）知識構成ᆺࢯࢢࢪー法について

このᡭ法はᮾி学 CoREF に㛤Ⓨした学習法のことで、Aronson（1978）のࢯࢢࢪー法とは異なる

≺いやᡭ法の≉ᚩをᣢってる。Aronson の≺いがே✀の⼥合などඣ❺生徒の関わり合いのಁ㐍にあった

のにᑐし、知識構成ᆺࢯࢢࢪー法の≺いは関わり合いを通して୍ே୍ேが学ࡧを῝めることにある。し

たがって、知識構成ᆺࢯࢢࢪーはᡭ法としても、明☜なၥいを設ᐃして、学習の๓後でၥいにᑐする回

⟅を回求めるなどの≉ᚩをᣢつ。（「ᮾி学 CoREF」HP より୍部ᢤ⢋）

授業ᒎ㛤としては、「１㸬ಶูのၥいにᑐする解⟅」、「㸰㸬࢚キスࣃーࢺ活動」、「３㸬ࢯࢢࢪー活動」、

「㸲㸬クࣟスࢺーク（体ඹ᭷）」、「㸳㸬ಶูのၥいにᑐする解⟅」というᒎ㛤である。

（2）課題設ᐃと࢚キスࣃーࢺ活動の設ᐃ

 課題は「ᨻඪᨻが⤊し、㌷部のྎ㢌をᣍいたのはなࡐか㸽」とした。そして、࢚キスࣃーࢺ活動

を「ᨻඪ内㛶にᑐするᅜẸのᨭᣢ（１）」、「ᨻඪ内㛶にᑐするᅜẸのᨭᣢ（㸰）」、「㌷部のᙇや行動の

ṇ当性」、「ᅜẸと࣓ࢹ」の㸲つを設ᐃした。

（3）クࣟスࢺーク（体ඹ᭷）における ICT 活用

1）Jamboard の活用

１つのクࣛスでは、ࢯࢢࢪー活動のまとめで作成したࢢルーࣉによる解⟅の内容を ipadでᙳさせ、

Google のඹ᭷࣎ࢺ࣡࣍ーࣉࢻリの Jamboard に⏬ീを㈞り付けさせた。これにより、教員の ipad
を㯮ᯈにᢞᙳして、ྛࢢルーࣉの解⟅を体でඹ᭷しやすくすることを≺った。᧯作の動作が㕌く、㈞

り付けさせるのにᑡ々時間がかかってしまったのが課題であった。୍方、この方法でඹ᭷すると、᭱後

にಶேの解⟅を記㏙する㝿に、⮬分の➃ᮎでࢢルーࣉの記㏙を見ながら᭩けるため、このような方法

での体ඹ᭷も᭷効であるとឤじた。

         ᅗ１ Jamboard にྛࢢルーࣉの記㏙を㈞らした様子

2）ipad の AirDrop の用

 もう 1 つのクࣛスでは、ࢢルーᩘࣉが多く、Jamboard の用が難しいとឤじたため、ᙳしたࢢル

ーࣉの解⟅を ipad の AirDrop で教員➃ᮎに㏦ಙさせ、その⏬ീを㯮ᯈにᢞᙳしてクࣟスࢺークを実

した。生徒から教員に㏦ಙする作業もスムーズで、㯮ᯈにᢞᙳした┿も見やすく、体ඹ᭷としては
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Ⰻい方法であった。しかし、ಶேの解⟅の時にࢢルーࣉの記㏙を見られる状ែになっていないため、

ಶேの解⟅中にᨵめて見㏉すことができなかった。作業スࣆーࢻや効⋡から考えるとこの方法がやりや

すいが、生徒がての記㏙内容を見られる状ែにするためには、違うᕤኵが求められる。

（4）授業ᒎ㛤

50 分で⡆₩させるணᐃだったが、࢚キスࣃーࢺ活動とࢯࢢࢪー活動に時間がかかったため、ḟの授業

も使って⤖させた。そのため、௨ୗの授業ᒎ㛤の時間には実㝿にかかった時間を（）の中に記ධして

ある。᭱ึのィ⏬ẁ㝵で㸰ࢥマで行うように構すると、より୍ᒙ実した授業になったとឤじた。

学習内容 学習活動 指導上の␃ព点
評価の観点・

評価方法

導ධ

6 分

(8 分) 

・本時のㄝ明

・ၥいの☜認

・学習๓の考ᐹの記ධ

・本時の活動内容とၥ

いを理解する。

・学習๓の考ᐹを記ධ

し、現状の⮬分をᢕᥱ

する。

・なࡐ、このၥいなのか

を➃的にㄝ明する。

・学習๓の⮬分をᢕᥱ

するためなので、᭩け

る⠊ᅖで記ධさせる。

ᒎ㛤

10 分

(15 分) 

活動ࢺーࣃキス࢚・

A ᨻඪ内㛶にᑐする

ᅜẸのᨭᣢ（１）

B ᨻඪ内㛶にᑐする

ᅜẸのᨭᣢ（㸰）

C ㌷部のᙇや行動

のṇ当性

D ᅜẸと࣓ࢹ

・࣡ークࢩーࢺにした

がって A㹼D のそれࡒ

れのࢢルーࣉで取り⤌

む。

・ḟのࢯࢢࢪー活動に

向けて、ఏえる内容を

理解する。

・ᮘ間ᕠ視を行い、㐺ᐅ

声かけを行う。
࠙㈨ᩱ活用の技能ࠚ

15 分

(20 分) 
ー活動ࢯࢢࢪ・

A㹼D の࣓ンࣂーが㞟

まり、ࢢルーࣉ内ඹ᭷

とࢢルーࣉによる考ᐹ

を作成する。

考ᐹ内容を ipad で

ᙳし、jamboard に㈞り

付けさせる。

・それࡒれが読み取っ

てきた内容をఏえ合

う。

・ၥいにᑐする⟅えを

協ຊして作成する。

・考ᐹ内容を ipad で

ᙳし、jamboard に㈞り

付ける。

・ᮘ間ᕠ視を行い、㐺ᐅ

声かけを行う。

・⤊┙に ipad を㓄付

し、jamboard に㈞り付

けさせる。

࠙ᛮ考・判断・⾲現ࠚ

5 分

(10 分) 
・クࣟスࢺーク

jamboard をᢞᙳし、ྛ

のⓎ⾲を行ࣉルーࢢ

う。

・௦⾲者がⓎ⾲を行う。 ・⿵㊊しすࡂないよう

にし、ࢢルーࣉẖの違

いにゐれて、⾲現や視

点がᗈがるようにす

る。

࠙ᛮ考・判断・⾲現ࠚ

まとめ

14 分

(15 分) 

・学習後の考ᐹ

・振り㏉り

・学習を㋃まえて、ಶே

の考ᐹを記ධする。

・振り㏉りを行う。

࠙ᛮ考・判断・⾲現ࠚ

3㸬⏕ᚐࡢゎ⟅ࡾ㏉ࡾᤵᴗࡢ┬  

（1）⤖果（評価とேᩘ）

࠙評価規準ࠚ
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ック項目࢙ࢳ ３点 㸰点 １点

（１）ᩥ❶内容

（要ᅉのᩘ）

要ᅉが３つ௨上ྵまれてい

る。

要ᅉが㸰つ௨上ྵまれ

ている。

要ᅉが１つ᭩かれてい

る。

（㸰）ᩥ❶⾲現

(ㄗᏐ⬺Ꮠ、ṇしい内容

か) 

ㄗᏐや⬺Ꮠがなく、ṇしい

内容でかけている。

ㄗᏐや⬺Ꮠが㸰⟠ᡤ௨

内かつṇしい内容で᭩

けている。

ㄗᏐや⬺Ꮠが３⟠ᡤ௨

上ある。または、ㄗった

内容がྵまれている。

（３）ᩥ❶構成

（⟠᮲᭩きかྰか）

㐺ษな᥋続モを用いなが

ら、ᩥ❶が᭩けている。

⟠᮲᭩きしている。

࠙⤖果ࠚ

評価 A B C 
点ᩘ 㸷 㸶 ７ 㸴 㸳 㸲 ３ 㸰 １

ேᩘ 28 15 13 6 3 0 1 0 0 
合ィ 43 ே 22 ே １ே

 要ᅉがくᣲげられない生徒やᩥ❶構成が間違っていた生徒はࡈく୍部であった。㸴割௨上が A 評価

を⋓ᚓし、B 評価でも７点にヱ当した生徒が᭱も多く、課題にᑐして、多㠃的・多ゅ的に考ᐹできた生

徒が多かった。しかし、内容をṇしく理解できていない生徒や、ᩥ ❶⾲現がṇしくない生徒がいたため、

ての生徒が A 評価を⋓ᚓできるような授業方法等を検討したい。

（2）生徒の振り㏉り

1）‶㊊度

㸳 㸲 ３ 㸰 １

30 ே 30 ே 㸳ே ０ே ０ே

‶㊊度を㸳ẁ㝵評価させた。（㸳が᭱もⰋく、１が᭱もᝏい）‶㊊度を㸳または㸲とした生徒で༙を

༨めている。また、‶㊊度の理⏤では、「ࢢルーࣉのேと取り⤌むことで、᭱ึ分からなかったことが理

解できた。」や「⮬分の担当で読み取った内容を他のேにఏえることが難しかったが、ఏえたことで理解

が῝まった。」、「今までとは違う授業のやり方が新㩭でᴦしかった。」といった⫯ᐃ的な理⏤が多く、考

ᐹし理解を῝める授業を行うことができた。

2）学ࢇだこと、考えたことなどのឤの୍部ᢤ⢋

生徒のឤから、複ᩘのཎᅉやᙳ㡪が⤖ࡧついていることを実ឤさせるためには、生徒⮬身に㈨ᩱを

・１つのฟ᮶にᑐして、他にもたくさࢇのことがཎᅉやᙳ㡪として⤖ࡧついていることが分かっ

た。

・⮬分でᩥ❶にまとめることで、より理解が῝まってⰋいとᛮった。

・⤒῭やእなどそれࡒれの分㔝の理⏤が㔜なり合って㉳こってしまったことだというのをᨵめて

実ឤした。

・ఱかが変わったきっかけは、1 つの理⏤だけでなく、同時ᮇに様々なၥ題が㉳きたとことによるも

のだとᨵめて分かった。

・㌷部がྎ㢌した理⏤にᣲげられている選ᣲに㔠を使うようになったことで‶が高まったことな

どは今とఝているところがあるのではないかとᛮった。また、࣓ࢹのୡㄽにᑐするᙳ㡪がき

かったことも今に通じるとᛮった。
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読み取らせ、考ᐹ内容を⮬分で᭩かせることが必要であると③ឤした。また、㐣ཤのฟ᮶から学ࡧ、

現ᅾに生かそうとする生徒のឤもあり、Ṕྐを学ࡪព⩏をឤじさせることができた。 

4㸬┬ࡵࡲࡸ  

（1）授業の┬

㈨ᩱとそこから読み取るき内容の難᫆度や時間設ᐃ、評価規準は再検討が必要である。今回は読み

取るき内容のポンࢺを࣡ークࢩーࢺにあらかじめ記載しておいた。しかし、ࢢルーࣉによっては読

み取るのにⱞປし、ᐃより時間がかかってしまった。生徒の㈨ᩱを読み取るຊをᢕᥱしておくことと

向上させることを継続して実することが必要である。また、時間設ᐃに関しても見通しが⏑かった。

↓理に 50 分にめようとするのではなく、㸰ࢥマを見ᤣえた授業作りが必要であった。そして、評価

規準では、生徒の解⟅をᐃしながら作成したが、評価規準にうまく合⮴しない記㏙もあった。このよ

うなㄽ㏙などの࢛ࣇࣃーマンス課題にᑐする評価はこのඛにቑえてくるとᛮうため、㐺ษな設ᐃができ

るようにしたい。

（2）実践のまとめ

 授業の取⤌や考ᐹした記㏙内容、‶㊊度などのឤをみると今回の実践はある⛬度の成果があったと

ゝえる。社会的㇟は、複ᩘの要ᅉやᙳ㡪から㉳こっている。そのため、Ṕྐ上のฟ᮶を題ᮦに多ゅ

的・多㠃的な考ᐹを⧞り㏉していくことは複雑化した現௦社会を生きるためには必要ྍḞである。そ

のため、今後もこのような実践を⧞り㏉し行う必要がある。しかし、୍方で今回の授業で使用した㈨ᩱ

㞟めやそれを࣡ークࢩーࢺにして授業にたどり着くまでには、ᬑẁの授業௨上の時間とປຊを必要とし

た。これでは準ഛ等に時間がかかり、ఱ度も授業に取りධれることができず、生徒のຊをఙࡤすことが

難しいため、༢Ⓨで⤊わらずに継続的に取り⤌めるようにしたい。そのためには、課題やテーマを設ᐃ

と㈨ᩱ準ഛの能ຊの向上にດめ、今回の実践௨上の授業を行っていきたい。
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ឡ知教育学㝃ᒓ高等学校研究⣖要第ྕڦ

pp.ڦ㹼ڦ（20 ,ڦXX）

⯟ᾏ時௦に関する教科ᶓ断ᆺ授業の実践報࿌

̿理⣔生徒のୡ⏺ྐ教育をព識して̿

地Ṕ科 ᑠ⏣ཎ健୍

㸺キー࣡ーࢻ㸼 教科ᶓ断 㕲ჾ ኳ↛① ✀①法 ࣡クࢳン㛤Ⓨ

�㸬ࡵࡌࡣ

 今年度は現行指導要領の᭱後の年度であり、᮶年度のධ学生からはྛ高等学校で新しい指導要領に基

࡙いた教育活動がᒎ㛤される。地Ṕ科において現行指導要領の≉Ⰽともゝえるのが、ୡ⏺ྐ必ᒚಟと A・
B ୧科目のᏑᅾだが、これも後㸰年でなくなることになる。A 科目については、「どうでもええ科目」な

どとᥟされることもあり、そのようなព識がかつてはᮍᒚಟၥ題につながり、ΰをもたらした。こ

のΰ時、⚾はまだ教員生活㸰年目の㥑けฟしの㡭で、状況を理解するのに時間がかかったが、ఱより

当時の生徒たちに㏞ᝨをかけたは今でもぬえている。

 この A 科目は、୍ ⯡的にはཷ㦂に必要ないことから、㍍く見られるഴ向は౫↛としてṧってるという

のが、⚾のឤぬである。しかし、ཷ㦂のไ⣙がないことによりᬑ通科高校でも、「体的・ᑐヰ的で῝い

学ࡧ」の実現のために授業をᕤኵ・ᨵၿしやすいというഃ㠃もある。≉に新しい指導要領が♧されてか

らは、A 科目での取り⤌みを新設のṔྐ⥲合に活かしたいとᛮって授業を行ってきた。

 さて、本校では理⣔生徒にᑐして地理 B を㸰・３年ḟに、ୡ⏺ྐ A を３年ḟにᒚಟさせている。ୡ⏺

ྐ A はฟ᮶るならప学年ḟにᒚಟさせたいところだが、学校体の教育課⛬のࣛࣂンスを考៖した⤖

果、この体ไが続いている。㐣ཤにもఱ度か３年生理⣔クࣛスのୡ⏺ྐ A 授業を担当したことがある

が、学習ពḧを保つのが難しい状況の生徒を๓に、ఱとかしてୡ⏺ྐの㨩ຊや学ࡪព⩏をఏえたいとᛮ

って授業をしてきた。

�㸬ᐇ㊶ࡓࡅྥᵓ

（1）ឤᰁを取り上げた授業

新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスឤᰁὶ行にకうఇ校ᮇ間を⤒た年度から、A・B ୧科目とも授業ではឤᰁ

を取り上げている。年度は࣌スࣛࣞࢥ、ࢺ、ス࣌ン㢼㑧を中ᚰにឤᰁのṔྐだけをࣉリンࢺにま

とめて授業をᒎ㛤したが、今年度は教科᭩を使った授業の㐍度に合わせて、Ṕྐ的なฟ᮶の背景に

様々なឤᰁがあったことを⤂介している。３年生理⣔クࣛスのୡ⏺ྐ A 授業では、1 学ᮇにࢺキࢹ

スのࠗࢹ Ṕྐ を࠘読ませてྂ௦テࢿをくったឤᰁはఱだったのかを考えさせたり、14 ୡ⣖の㯮Ṛ

３年生理⣔クࣛスのୡ⏺ྐ A の授業で理科教員との協働で教科ᶓ断ᆺ授業を実践した。༢ඖは

⯟ᾏ時௦で、࣓リ࢝㝣のඛఫẸをⱞしめた㕲ჾとኳ↛①を取り上げた。㕲ჾについては、㕲や〇

㕲に関するṔྐをㄝ明した後、理科教員にテル࣑ッࢺᛂの実㦂を生徒の๓で実₇してもらい、ኳ↛

①については、ኳ↛①とその᰿⤯要ᅉとなった✀①法のṔྐをㄝ明した後、理科教員に࣡クࢳン㛤Ⓨ

をఝ体㦂するࢤームを考してもらい、生徒に授業で体㦂をさせた。
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から現௦のᡃ々が学ࡪき点について考えさせたりした。そして、1 学ᮇᮎから㸰学ᮇጞめに⯟ᾏ

時௦の༢ඖで、ኳ↛①と✀①法を題ᮦに授業をᒎ㛤するணᐃでいた。

（2）理科とのᶓ断のጞまり

ኟఇみ明けの授業に向けて、どうやってኳ↛①と✀①法を取り上げるか検討していた７᭶中᪪㡭、本

校の理科௵である㊊立㐩ᙪ教ㅍと平㔝⣧୍ㅮᖌ（教⫋学㝔生として㊊立教ㅍの指導もཷけている）

から１年生の現௦社会を担当している㟷ᒣᫀ平教ㅍに、「１年生で科学とே間生活、現௦社会の間で教

科ᶓ断ᆺの授業をฟ᮶ないか」というᥦがあった。⚾の記᠈ではࢿ࢚ルࢠー分㔝でのᥦだったとᛮ

うが、それをᶓで⪺いていた⚾の方から㏫に「３年生理⣔のୡ⏺ྐ A でもᶓ断ᆺ授業をฟ᮶ないか」と

ᥦしてみた。ちࡻうど、⚾と平㔝ㅮᖌがࠗ⤯ᑐに㠃ⓑい化学ධ門 ୡ⏺ྐは化学でできている࠘とい

う௧３年㸰᭶にⓎ行されたࡤかりの本を読ࢇでいたもあり、その場で㆟ㄽがᙎࢇだ⤖果、⯟ᾏ時

௦の学習が⤊わった㡭に、〇㕲と࣡クࢳン㛤Ⓨに関する授業を平㔝ㅮᖌが実するというᯟをᅛめる

がฟ᮶た。

3㸬ᤵᴗᐇ㊶ࡢሗ࿌

（1）教科ᶓ断ᆺ授業に向けたୡ⏺ྐ A 授業

 まず、⚾の授業では地ᅗやࢢーࢢルースを活用して⯟ᾏルーࢺをఝ体㦂することで、⨶㔪┙の効

ຊをឤじさせた。そして⣙ 500 年๓のฟ᮶について、よりษ㏕ឤをᣢたせるためにࠗࣟࢥンブス 

⯟ᾏの報࿌ 、࠘ࠗ マࣛࢮン ᭱ึのୡ⏺୍࿘⯟ᾏ࠘といった当時のྐᩱを活用した。生徒には、教科᭩な

どにもᥖ載されているࣟࢥンブスがඛఫẸとᑐ㠃した場㠃、ࣟࢥンブスがᔒや㣗⣊㊊でⱞしࢇでいる

場㠃、マࣛࢮンがᡓṚした場㠃、マࣛࢮンの部ୗ㐩がス࣌ンにᡠりึのୡ⏺࿘⯟を㐩成した場㠃など

を読ませて、ឤをᩥ❶にまとめさせた。このẁ㝵では、生徒は当時の⯟ᾏ者㐩のⱞປやそれをり㉺

えた業⦼など、ࣚーࣟッࣃഃの視点からྐᩱを読ࢇでいたはずである。

 この活動の後、ྂ௦࣓リᩥ࢝明のᔂቯやス࣌ンேᚁ᭹者たちによるᨭ㓄、その後の「ୡ⏺の୍体

化」について、視点を࣓リ࢝㝣ഃに⛣して学るようにした。ここで活用したྐᩱはࠗンࢹ

スの◚ቯについての⡆₩な報࿌࠘である。ⴭ者のࣛス・ࢧ࢝スはス࣌ンேではるが、生徒に読ませた

のはࣟࢧࣆたちがン࢝のⓚᖇࣂࢱリࣂをฎฮする⾪ᧁ的な場㠃であり、࣓リ࢝㝣のඛఫẸの視

点をീさせられるようにした。また、この後の教科ᶓ断ᆺ授業に⧅げるために、㕲ჾを使用したス࣌

。ンの㌷ຊ௨上にඛఫẸをⱞしめたのがኳ↛①をはじめとしたឤᰁであることにもゐれた

（2）教科ᶓ断ᆺ授業の㐍行ணᐃ

ḟのᅗ１は、୧教科の教員間で情報をඹ᭷するために作成した本実践の授業㐍行ணᐃである。実㝿の

㐍行は、ㅖ情によりⱝᖸ㐜れが生じたが、᭱後の振り㏉りンࢣーࢺなどྵめて、㸳回分の授業を

てることになった。
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3 年（理・自）世界史Ａ 教科横断授業（理社）の予定

３の４ ３の５ 

10 月 12 日（火） テスト返し 

（製）鉄の歴史１ 

10 月 12 日（火） テスト返し 

（製）鉄の歴史１ 

10 月 14 日（木） 製鉄実験(授業の最初で) 

（製）鉄の歴史２ 

10 月 14 日（木） 製鉄実験(授業の最初で) 

（製）鉄の歴史２ 

10 月 19 日（火） 天然痘とワクチンの歴史 10 月 19 日（火） 天然痘とワクチンの歴史 

10 月 21 日（木） ワクチン開発シミュレーショ

ン（時間まるごと） 

10 月 21 日（木） ワクチン開発シミュレーショ

ン（時間まるごと） 

＊太字は、理科（平野先生）が主担当 

（3）㕲とே㢮のṔྐ

 ḟのᅗ㸰は授業で使用したࣉリンࢺで、「㕲とே㢮のṔྐ」という題のもと、ࣄッࢺࢱ௨㝆の〇㕲の

ᬑཬについて⡆₩にまとめたものである。なお、㔠ᒓჾのᬑཬ㡰は㟷㖡ჾから㕲ჾという㡰␒であり、

ᙉ度のᙉい㕲ჾの方がṊჾや㎰ලとしての実用性が高いが、高度な〇㘐技⾡が必要なため後からᬑཬし

たというㄝ明を今までの授業では行ってきた。今回、理科の教員と協働で授業を行ったことで、㖡より

㕲の方が、࢜ン化ഴ向がきいために精㘐して༢体としにくいということが理解できたのは、⚾にと

ってはきなⓎ見であった。

ᅗ㸯� ᤵᴗ㐍⾜ணᐃ�

� ᖹ㔝ㅮᖌࡢົ࡚ࡏࢃྜ㛫ࢆኚ᭦ࠊ࠸ࡽࡶࡋᤵᴗࢆᐇࠋࡓࡋ�

ᅗ㸰� ᤵᴗࢺࣥࣜࣉ�

� � ୡ⏺ྐᢸᙜࡀ⚾ࡢᤵᴗ࡛⏝ࡓࡋ�
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 このḟの授業で理科担当の平㔝ㅮᖌが㊊立教ㅍのຓをཷけながら、テル࣑ッࢺᛂの実㦂をᒇእに

ฟて、生徒の๓で実₇した。ḟのᅗ３・㸲は実㦂の様子、ᅗ㸳は実㦂後、教室にᡠってから平㔝ㅮᖌが

授業で使用したࣉリンࢺである。

ᅗ㸱� ᐇ㦂ࡢᵝᏊ�

� ࡿࡍᐇ㦂ࡀᩍᐊෆ࡛⏕ᚐࠊࡣᤵᴗ࡛ࡢ⛉⌮

㔜ࢆᏳᛶࡣ࡛㊶ᮏᐇࠊࡀࡔ࠺ࡼࡿ࠶ࡶࡇ

どࠊࡋᒇእ࡛ࡢᩍဨࡿࡼᐇ₇ࠋࡓࡋ�

ᅗ㸲� ᐇ㦂ࡢᵝᏊ�

� 㕲༢య࡚ࡋ㑏ඖࢆ㓟㕲࡛࣒࢘ࢽ࣑ࣝ

�ࠋࡿ࠸࡚ࡋฟࡾྲྀࢆ

ᅗ㸳� ᤵᴗࢺࣥࣜࣉ�

� ᐇ㦂ᚋࠊᩍᐊᡠࡽ࡚ࡗ⏕ᚐࠋࡓࡏࡲ⤌ࡾྲྀᖹ㔝ㅮᖌࡢࡇࡣ

�ࠋࡓࡗ⾜ࢆㄝ࡚᫂࠸ࡘ〇㕲࡚࠸⏝ࢆࢻࣛࢫࡢ〇⮬ࡶ
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（4）ኳ↛①とே㢮のṔྐ

 授業のෑ㢌で、⯟ᾏ時௦に࣓リ࢝㝣のඛఫẸをⱞしめた要ᅉには、㕲ჾ௨እにもឤᰁ（≉に

ኳ↛①）があることを再☜認してから、授業ࣉリンࢺ（ḟのᅗ㸴）を㓄付した。

授業は、ḟの平㔝ㅮᖌによる࣡クࢳン㛤Ⓨの࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンࢤームにつなげ、さらにはࢼࣟࢥ⚝の

現状を㉳させるため、࢙ࢪンࢼーによる✀①法の㛤Ⓨと࿘ᅖのᛂ、᪥本での⥴方ὥᗡによる✀①法

᥎㐍と࿘ᅖのᛂについて、生徒たちが考えられるようにᒎ㛤した。そして、ḟのᅗ７が࣡クࢳン㛤Ⓨ

の࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンࢤームで使用した㈨ᩱの୍部である。

ᅗ
㸴

ᤵ
ᴗ
ࣉ
ࣜ
ࣥ
ࢺ

᪥
ᮏ
ᅜ
ෆ
እ
ࡢ
ኳ
↛
①

ࡑ
ࡢ
᰿
⤯

ࡘ
࡞
ࡀ
勂
ࡓ

ࢪ
勍
ࣥ
ࢼ
勖
ࡢ
✀
①
ἲ

ࡘ
࠸
࡚
考
ᐹ
ࡉ
ࡏ
ࡓ
劤

ᅗ
㸵

࣡
ࢡ
ࢳ
ࣥ
㛤
Ⓨ
ࢩ
࣑
勑
ࣞ
勖
ࢩ
勒
ࣥ
ࢤ
勖
࣒
㈨
ᩱ

ᖹ
㔝
ㅮ
ᖌ
స
ᡂ
ࡢ
㈨
ᩱ

ࡽ
ᢤ
⢋
ࡋ
ࡓ
劤
࡞
࠾
劣
ヲ
⣽
ࡣ

ᖹ
㔝
ㅮ
ᖌ
ࡢ
࢘
勍
ࣈ
ࢧ

ࢺ
助-

X
QFK

L
�/D

E

努
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 この࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンࢤームを解くには生≀の知識があると᭷になるため、๓にཎ๎として生≀

選ᢥ者１ྡと≀理選ᢥ者㸰ྡの３ྡࢢルーࣉを⚾の方で♧したうえで、授業を㛤ጞした、ḟのᅗ㸶・㸷

がその授業の様子である。

 生徒㐩は࣡クࢳン㛤Ⓨをఝ体㦂できるこのࢤームに、ࢢルーࣉ内でⰋく協ຊして୍生ᠱに取り⤌

ンを授業時間内に解決できࣙࢩッ࣑ームだったこともあり、えられたࢤだ。しかし、難᫆度の高いࢇ

たࢢルーࣉは༙ᩘᙅであった。それでも、≉に理科の授業で学習した内容がࢤームᨷ␎にᙺ立った時な

どに、きなᛂを♧す生徒のጼは༳㇟的であった。

㸲㸬ࢺ࣮ࢣࣥ⤖ᯝ

 㸳回目の授業で実した振り㏉りンࢣーࢺの⤖果がḟの⾲１である。

当てはまる
やや当てはま

る

どちらともゝ

えない

あまり当ては

まらない

当てはまらな

い

１ ୡ⏺ྐと

理科との⧅が

りをឤじる授

業内容でした

か。

49 ே

（77.8㸣）

14 ே

（22.2㸣）
0 ே 0 ே 0 ே

㸰 ୡ⏺ྐ

の⯆・関ᚰは

ቑしましたか。

29 ே

（46.0㸣）

28 ே

（44.4㸣）

5 ே

（7.9㸣）

1 ே

（1.6㸣）
0 ே

３ 理科の

⯆・関ᚰはቑ

しましたか。

28 ே

（43.8㸣）

29 ே

（45.3㸣）

4 ே

（6.3㸣）

2 ே

（3.1㸣）

1 ே

（1.6㸣）

ᅗ㸶� ๓࣮ࣝࣝࡢཬࡧᴫせࡢㄝ᫂� ᅗ㸷� ᣮ࣒࣮ࢤࣥࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩ

ᡓࡿࡍ⏕ᚐ㐩ࡢᵝᏊ�

⾲㸯� ᤵᴗࢺ࣮ࢣࣥ⤖ᯝࡾࡼᢤ⢋�
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 ୧教科の⧅がりを生徒㐩が༑分にឤじてくれただけでなく、それࡒれの⯆・関ᚰを高めることにも

⧅がる実践であったことが☜認できた。ḟに回⟅理⏤を記ධさせた項目の中からᩘྡ分をᢤ⢋する。

㸺１の回⟅理⏤㸼

・㕲や⳦㢮のⓎ見がே㢮の生Ꮡຊや⦾ᰤの基┙になっていることがよくわかったから。

・ୡ⏺がきく変わる࣑ࢱンࢢで理科に関する技⾡がきく関わって㐍Ṍしてきたことがよくわかる

授業だった。

㸺㸰の回⟅理⏤㸼

・今まで᪥本ྐがዲきで、ୡ⏺ྐにはᑡしⱞᡭព識があったけど、ዲきになった。

・はるか᫇にୡ⏺が行ってきたことや変化が今の生活にどのようなᙳ㡪をえていているのか⯆が

いたため。

・く関ಀのなさそうな教科とも⤖ࡧつきがあり、他の教科ともなにか⤖ࡧつきがあるのではないかと

ၥになったから。

㸺３の回⟅理⏤㸼

・実㦂をしてみてึめてわかることがあるࢇだなと関ᚰをもてたから。

・理科はᅛい難しい学ၥだとᛮっていたけれど、生活につながるものだったから。

・実㝿に㕲の精〇の実㦂を見たり、生≀で習った知識をもとにして࣡クࢳン㛤Ⓨのなࡒなࡒを考えたり、

今までの知識を活用できたとឤじたから。

㸳㸬ࡾࢃ࠾

教科ᶓ断ᆺの授業に取り⤌むようになってஂしいが、本実践に取り⤌ࢇだことで、その㨩ຊとྍ能性

を再認識することができた。ンࢣーࢺ⤖果にある通り、㸰つの教科が連携することで生徒に学ࡧの

่⃭をえられたはきな成果である。しかし、それ௨上に⚾⮬身が㕲と㖡の࢜ン化ഴ向のᕪが、

㟷㖡ჾがᬑཬしてから㕲ჾがᬑཬしたというே㢮のきなṔྐのὶれに関わっていることにẼ付いた

ことに、本実践の成果をឤじている。 

 ᮎ➹ながら、教科ᶓ断ᆺ授業のᥦをし、本実践に関わってくれた㊊立教ㅍ、平㔝ㅮᖌをはじめとす

る本校の理科教員ᅋにᨵめてឤㅰを⏦し上げる。 

㸴㸬参考文献

佐ᕳ健⏨（����）ࠗ ⤯ᑐに㠃ⓑい化学ධ門 ୡ⏺ྐは化学でできている 、࠘ダࣔࣖンࢻ社 

ࠗ（����）ⴭ 㦵ᙲヂࢻンࣔダ・ࢻࣞࣕࢪ 㖠・ཎ⳦・㕲 、࠘ⲡ社 

ᯘᒇỌྜྷヂ（����）ࠗ ンブス ⯟ᾏの報࿌ࣟࢥ 、࠘ᒾἼ᭩ᗑ 

㛗༡実ヂ（����）ࠗ マࣛࢮン ᭱ึのୡ⏺୍࿘⯟ᾏ 、࠘ᒾἼ᭩ᗑ 

ࣛス・ࢧ࢝スⴭ ᰁ⏣⚽⸨ヂ（����）ࠗ  スの◚ቯについての⡆₩な報࿌࠘ࢹン

ᑠ⏣ཎ健୍（����）「ឤᰁとே㢮のṔྐについて㸫࢜ンࣛンによる教科ᶓ断を活かしたୡ⏺ྐ $ 授

業の実践報࿌㸫」ࠗ 本校研究⣖要第 �� ྕ࠘ 

KWWSV���MXQFKLODE�RIILFLDO�MS�   ࢙࢘ブࢺࢧ「-XQFKL /DE」 
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ⱥㄒでやったら見えてきた「ᩘ学的な⾲現ຊ」の୍考ᐹ

㸫ᑐゅ⥺が通るマスのᩘの規๎性は㸽㸫

ᩘ学科 ቑ⏣ ᭸美  

㸺キー࣡ーࢻ㸼 ᩘ学的な⾲現ຊ ၥ題解決学習 ⱥㄒで学ᩘࡪ学  

㸯㸬ࡵࡌࡣ

現ᅾ、高等学校のᩘ学教育には「᰿ᣐを明らかにし、➽㐨を立てて体⣔的に考えることや、ゝⴥ

やᩘ、ᘧ、ᅗ、⾲、ࣇࣛࢢなどの┦の関連を理解し、それらを㐺ษに用いてၥ題を解決したり、⮬

分の考えを分かりやすくㄝ明したり、いに⮬分の考えを⾲現しఏえ合ったりすることなどの指導を

実」し、ᩘ学的なᛮ考ຊ・判断ຊ・⾲現ຊを育成することが求められている。≉に、新学習指導要

現ᅾ、高等学校のᩘ学教育には、᰿ᣐを明らかにし、➽㐨を立てて体⣔的に考えることや、ゝⴥ

やᩘ、ᘧ、ᅗ、⾲、ࣇࣛࢢなどの┦の関連を理解し、それらを㐺ษに用いてၥ題を解決したり、

⮬分の考えを分かりやすくㄝ明したり、いに⮬分の考えを⾲現しఏえ合ったりする学習活動を

実し、ᩘ学的なᛮ考ຊ・判断ຊ・⾲現ຊの育成を目指すことが求められている。 

本✏では、これらのຊの育成のため、年度に実した教ᮦとその実践をまとめる。ⱥㄒでえ

られたၥ題を協働で解決する今回の実践の中で、生徒の「ᩘ学的な⾲現ຊ」の課題は、ࣉࢺ࢘ッ

 。するẁ㝵のみならず、ၥ題を理解するẁ㝵にもあることがわかったࢺ

図 1  ਯ嵣ਯ৾峘৾ಆૌங峘崌嵉ー崠
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領には、ᅗ 1 のように⟬ᩘ・ᩘ学の学習㐣⛬を࣓ーࢪし、「᪥ᖖ生活や社会の㇟、ᩘ学の㇟か

らၥ題を見ฟし、ᩘ学的に⾲現・ฎ理してၥ題を解決するなどのᩘ学的活動を実（ᩥ部科学┬、

2018）」することが明記されている。

➹者は、これらの学習活動を実し、ᩘ学的なᛮ考ຊ・判断ຊ・⾲現ຊを育成するため、これま

で࢙ࢪࣟࣉク࣋ࢺースのၥ題解決をするࢥンテスࢺを活用したり、⊂⮬教ᮦを㛤Ⓨしたりして実践を

㔜ࡡた。☜かにそのព⩏を目の当たりにしたが、同時に生徒の「ᩘ学的な⾲現ຊ」には課題があると

ၥ題ព識をᣢった（ቑ⏣、2020）。本研究は、ၥ題解決を通して、ᩘ学的なᛮ考の㐣⛬や判断の᰿ᣐ

を⾲現するຊをつける教ᮦ㛤Ⓨを目的としており、本✏では年度に実した教ᮦとその実践の概要

をⓎ⾲する。

㸰㸬ᐇ㊶ࡢࡑศᯒ�

本教ᮦ「Diagonals of a Rectangle」は、2020 年 2 ᭶に 2 年と 3 年のᩥ⣔クࣛスで実践した。これ

は、「Thinking Mathematically（2nd ed.）」の୍題であり、ၥ題はⱥㄒのまま、ࣞンࢪしてᥦ♧し

た。

実᪥時㸸2020 年 2 ᭶（2 時間）

実クࣛス㸸2 年ᩥ⣔ 2 クࣛス㸪3 年ᩥ⣔ 2 クࣛス

ฟ㸸Mason,J.「Thinking Mathematically(Second Edition）」Pearson Education Limited 
使用ྍ㸸㎡᭩・㟁子㎡᭩

���ㄢ㢟Ꮫ⩦άືࡢᴫせ�

ㄢ㢟 ��
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ㄢ㢟 ��

ㄢ㢟 ��

���ᤵᴗᒎ㛤㸦�� ศᤵᴗ㸨� 㛫㸧�

課題１の内容理解（ಶே）㸸� 分 

  体でඹ᭷㸸� 分 

  課題㸰の内容理解（࣡࣌ーク）㸸�� 分 

  体でඹ᭷㸸�� 分 

  課題３࠙課題１を୍⯡化ࠚの解決（ಶேЍ࣡࣌ークЍ体）㸸�� 分 

授業では、まず課題１のၥ題の内容を理解させ、本時の目ᶆを☜認した。ḟに、時間ไ㝈を設け、

で協働して課題㸰の内容ᢕᥱをするようにఏえた。ここではᩘ学的なၥ題解決のᡭ法や取⤌み方࣌

（EntryЍAttackЍExtend）をඹ᭷した。この後、ಶேЍ࣌で考える時間をᣢち、⦪ᶓのマスのᩘ

࠙Entryࠚ
What is meant by touched? You decide! 
Specialize. Be systematic. 

࠙Attackࠚ
Obviously, you can do it by counting, so generalize! 
Focus on just the horizontal grid lines. Make a table. 
Look for a pattern. Check it! 

࠙Extendࠚ
What if the rectangle is divided into rectangles? 
What about three dimensions? 
What if the grid lines are not equally spaced? 

㏻ࡢࢡࢵࣟࣈࡿಶᩘࡢつ๎ᛶࢆ考ࠋࡼ࠼�
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が異なる様々なᅗを使って、通るマスのಶᩘの規๎性を考えた。⤖ㄽにいたらない࣌が多かったの

でࣄンࢺをえながら体でඹ᭷し、クࣛスの協働でなࢇとかၥ題解決できた。

���ᐇ㊶考ᐹ�

� 考ᐹձࠕ⏕ᚐࡢㄢ㢟ゎỴ㸦⾲ࡢసᡂЍ୍⯡ࠖ�

多くの生徒が、課題 � の࠙Attack͆ࠚ Obviously, you can do it by counting, so generalize! Focus on 
just the horizontal grid lines. Make a table.Look for a pattern. Check it!͇を実践できた。

ᅗ ��� は、⦪ᶓのマスのᩘで⾲を作り、ᅗ ��� は場合分けをして୍⯡化を目指している。ᅗ ��� は

⦪ᶓのマスのᩘのからᘬくᩘの୍ぴを作成した。ᅗ ��� は、ᩘの変化から規๎性を᥈している。ᅗ

��� は、（⦪のマスのᩘ）㸩（ᶓのマスのᩘ）�（᭱බ⣙ᩘ）㸻（通るマスのಶᩘ）のṇ解に⮳った。 

ᅗ ���� � � � � � � � � �ᅗ ���� � � � � � � � � ᅗ ���� � � � � � � � � ᅗ ����

ᅗ ����

本ၥの解⟅

⦪のマスのᩘを㹫

ᶓのマスのᩘを㹬とすると

㹫㸩㹬㸫gcd(㹫,㹬) 
（gcd㸸᭱බ⣙ᩘ）
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考ᐹղࠕヂࡽぢᩘࡿ࠼Ꮫⓗ⾲⌧ࠖ�

授業でのⓎ⾲や࣡ークࢩーࢺからは、生徒がᩘ学の㇟や用ㄒのᐃ⩏を᭕にしたままၥ題を読ࢇ

だり、⾲現したりする実ែが見えた。えࡤ、「ᅄゅᙧのなかに ��� のṇ方ᙧに⥺をᘬいて。いくつ

のṇ方ᙧにࡩれていますか㸽（ᅗ３）」のような⾲現である。生徒は、ゝⴥだけでなく、ᅗをᡭかり

に理解し考えているので、使っているゝⴥ（ヂㄒ）にᑐして違ឤをぬえていないかもしれないが、

本᮶「ᅄゅᙧ」は「㛗方ᙧ」、「⥺」は「ᑐゅ⥺」のように、⾲現すきであった。生徒は、「ᐃ⩏され

たᩘ学の用ㄒをṇしく使えࡤ、ၥ題や㇟が୍ពにᐃまる」といったព識がపいことが実ែとして明

らかになった。なお、方║⣬（squared paper）は、⦪ᶓに┤行した┤⥺によってマス目が作られた用

⣬であり、今回この実践ではこのṇ方ᙧを「マス」とࡪ。 

図گ ⽣徒峘ਯ৾ਠ

他にも、ḟのようなヂで、生徒のᩘ学の用ㄒを使って⾲現するព識のపさが見て取れた。 

 Diagonals of a Rectangle（㛗方ᙧのᑐゅ⥺） ӆ ᩳめのᅄゅᙧە

 Make a table（⾲を作れ） ӆ テーブル（または目㘓）を作れە

�）three dimensionsە ḟඖ） ӆ ᑍ法 きさ ⠊ᅖ 㠃積 

 ンhorizontal grid lines（Ỉ平の᱁子⥺）ӆ ᑐ等なࣛە

 Attack（ጞめよう、とりかかろう） ӆ ᨷᧁە

 Be systematic（体⣔的に） ӆ ⤌⧊的なە

 Specialize（≉Ṧ化する、研究する）ӆ 専ᨷするە

 Obviously you can do it by counting, so generalize㸟（୍⯡化する）ӆᘬきฟす 概ᣓするە

考ᐹճࠕExtend �㸽ࠖࡽ࡞ࡿࡍ

課題 � のステッࣉの通り、᭱後は生徒に࠙ࠕ Extendࠚするならఱを考えるか。」をၥい、࣡ークࢩー

 。に記ධさせた。ୗ記は回⟅の୍部であるࢺ

 。ṇ方ᙧを平行ᅄ㎶ᙧにするە

 。のブࣟックでも୍⯡化できるかࣛࣂࣛࣂきさがە

 。立体で考えるە

ᑐゅ⥺をە � ḟ関ᩘなどの᭤⥺にしてみると通るブࣟックのᩘは㸽 

 Ⰽがついた部分の㠃積は㸽ە

 。ᑐゅ⥺が通っていないマスのᩘを୍⯡化せよە

�ᑐゅ⥺で༊ษられた∦方の三ゅᙧ内にある点のᩘЍە ḟ関ᩘになる㸽 
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 このようなᩘ学らしいⓎᒎ・ᛂ用のの他に、ḟのよう

な᪥ᖖ生活にᛂ用するࢹもあがり、⯆῝かった。

㟁ᰕから㟁⥺をᩳめにྛ家にᘬくとき、どれだけのە

家に㟁Ẽを通せるか。 

 をᑐゅ⥺でษったらఱᯛ割れるか㸽ࢥࣙࢳᯈە

を使うとき、いくつᗙᖍをእࢻーࢥ㛗方ᙧの会場でە

さなけれࡤいけないかィ⟬できそう。 

 があったらᏳか。（ᅗ㸲）ࢺいくつᑠさなマッە

   

���⏕ᚐࡢឤ୍ࡢ㒊�

規๎性を見つけることは難しかったです。㐩とە

⾲をᥥいてみたけどわからずでした。ሬり分けで

͆᭱බ⣙ᩘ͇というᩘᏐを使うことがわかったと

き、とてもスッキリしました。知識はあるものの使

いどころがㅦなものもよくあるので使えるところを᥈してみるのは㠃ⓑいとᛮいました。 

 。学のၥ題というよりは、ᩘ学の知識を使って解くᛮ考ຊやⓎຊのၥ題だとᛮいましたᩘە

難しかったけど、わかったときは㠃ⓑいなとᛮった。ⱥᩥの解㔘も難しかったけど、༢にⱥە

ㄒを学ࡪより、はるかにពḧ的に学たẼがした。 

 。いつもとは違ったឤじの授業で࿘りのேと協ຊしながら解いていくことが新㩭でよかったە

 。クリが㞃されているのだなとឤじたࣛ࢝身㏆なところにもᩘ学を使った㠃ⓑいە

㸱㸬ࡵࡲᚋࡢㄢ㢟�

今回の実践では、生徒たちはクࣛス࣓ーࢺとの協働やⱥㄒでၥ題をえられることの目新しさか

らᴦしࢇでၥ題に取り⤌ࢇでいた。≉に、ཷ㦂┿っྈ中（� ᭶）の � 年ᩥ⣔のクࣛスでの実践は、ព

እとよい㞺ᅖẼで実践ができたとឤじている。☜かに年は、ࢼࣟࢥのឤᰁᣑのᙳ㡪もあって、

「協働的」な学ࡧにはไ⣙があった。学校生活そのものが⮬⏤にไ㝈される中で、㐩とゝⴥを

わしながらヨ行㘒ㄗする学習はᴦしかったのだろう。≉に、ၥ題をⱥㄒでえたので、生徒はいつも

௨上にᑀにၥ題を読ࢇだし、ᑀに読ࢇだその㐣⛬を生徒とඹ᭷できた。また、生徒は、今回の授

業を通して、᥈究活動やၥ題解決のᩘ学的なᛮ考の方の୍つである࠙EntryࠚЍ࠙AttackࠚЍ

࠙Extendࠚを理解した。≉に、࠙ Attackࠚで、⾲をつくることやࢱࣃーンを見つけることをල体的に

♧したことで、ᬑẁ、難しいၥ題は═めるだけで⤊わってしまう生徒もᡭが動いたとឤじる。また、

࠙Extendࠚでは、᪥ᖖ生活にᛂ用する㠃ⓑいࢹがฟた。 

୍方、この実践の中で、➹者は、ᩘ学のᐃ⩏に基࡙いてၥ題を理解することや⾲現することにព

識が༑分な生徒が多いことに㦫いた。今回、㎡᭩（㟁子㎡᭩）の使用を認めていたので、༢ㄒをㄪ

とつとして、ᩘ学的な⾲現・用ㄒもあるはずである。➹者は、ᬑẁ、ᐃ⩏や୍⯡化ࡦᑐヂの、ࡤれ

することをこだわって授業をしてきたつもりだったが、生徒の᪥本ㄒヂはീ௨上にᩘ学的な⾲現に

↓㡻着であった。ⱥㄒから᪥本ㄒに⨨きなおす㐣⛬をඹ᭷したことで、ᩘ学用ㄒやᩘ学のᐃ⩏をᬑẁ

どれだけព識せずၥ題に取り⤌ࢇでいたかを再認識できた。今回の実践で、生徒の「ᩘ学的な⾲現

ຊ」は、ࣉࢺ࢘ッࢺのみならず、ၥ題を理解するẁ㝵にも課題があるのではないかという新しい௬

図４ ⽣徒がワークシートに書いた挿絵
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ㄝができた。 

「㇟をᩘ学化したり、ᩘ学的に解㔘したり、ᩘ学的に⾲現・ฎ理したりする技能は、ᩘ学的な

概念やཎ理・法๎と୍体的なものとして学ࡤれるものである（ᩥ部科学┬、2018）」ことに␃ពし

て、継続的な指導をしていく必要性をឤじた。「ᩘ学的な⾲現ຊの向上」にὀ視して、新たな実践を

することが、今後の課題である。 

㝃グ�

本✏は、᪥本ᩘ学教育学会第 ��� 回ᅜ会（ᇸ⋢会）でのⓎ⾲㈨ᩱにᖜにຍ➹・ಟṇした

ものである。 

参考࣭ᘬ⏝文献�

ᩥ部科学┬�������「高等学校学習指導要領解ㄝ ᩘ学⦅理ᩘ⦅」 
ቑ⏣᭸美�������「ᩘ理ࢥンテスࠗࢺ$�O\PSLDG࠘を用したၥ題解決の実践̺学ຊの三要⣲のࣛࣂン

スのⰋい育成を目指して̺」ឡ知教育学㝃ᒓ高等学校研究⣖要第��ྕSS�����  
ቑ⏣᭸美�������「ⱥㄒでやったら見えてきた「ᩘ学的な⾲現ຊ」の୍考ᐹ㸫ᑐゅ⥺が通るマスのᩘの

規๎性は㸽㸫」᪥本ᩘ学教育学会第���回会Ⓨ⾲要᪨㞟（ᇸ⋢会）SS���  
J.Mason.et al (2010). ”Thinking Mathematically Second edition” Pearson Education Limited 

ㅰ㎡�

本研究の୍部は௧ � 年度科学教育研究㈝ዡບ研究���+������のຓ成をཷけています。 
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続・⮬⏤ⱥ作ᩥ指導実践

̿継続実践と㐣年度ẚ㍑検ドから̿ 

ⱥㄒ科  ᕝ上 ె๎ 

⮬⏤ⱥ作ᩥ指導 /H[LFDO &RPSOH[LW\ （ㄒᙡの複雑さ） ၥ題Ⓨ見能ຊ ᐈ観的視㔝のᗈがり 

��������������ⓗ┠ࡧᬒཬ⫼ࡢ✲◊�����
ル化にᑐᛂできるேᮦ育成をᙉくព識する今のⱥㄒ教育において、「情報や考えなどを的ࣂーࣟࢢ 

☜に理解したり㐺ษにఏえたりするࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン能ຊを㣴うこと」が要な目ᶆの � つであり、

「⪺いたり読ࢇだりしたことに基࡙いてⱥㄒでヰしたり᭩いたりすることによって⾲現するなどの機

会」を᪥々の授業の中にᩘ多く┒り㎸むことが求められている（ᩥ科┬、����）。本実践は授業内の⮬

⏤ⱥ作ᩥ指導を通して、๓㏙した目ᶆに㈨するためのⱥㄒ⾲現ຊ୪ࡧにⓎಙຊのఙ㛗をᅗるヨみである

と同時に、まさに「変化する社会の動きをとりこむ」く、ᙼらの社会に向ける᪥ᖖ的な視㔝のᗈがり

をಁす取⤌でもある。 

今回行った⮬⏤ⱥ作ᩥ指導実践は、１年時にึᮇ指導を行なった ���� 年度の第 � 学年生徒をᑐ㇟に

したものである。本実践と、���� 年度の第 �学年生徒に༢年度で実した同実践（ᕝ上、����）とのẚ

㍑検ドを通して、ᨵめてその変化と効果を分析する。 

本⮬⏤ⱥ作ᩥ指導のጞまりは、���� 年度の第 �学年生徒に行った実践まで㐳る。⮬⏤ⱥ作ᩥのテーマ

決めを生徒⮬身が行い、その内容をᑡேᩘࢢルーࣉ内で┦にࣉࢺ࢘ッࢺし、生徒間で࣓ࢥンࢺ

する活動で、教ᖌが「内容のῧ๐をしない」点に≉Ⰽをᣢたせたヨみだった。その後、あらためて ����

年度の第�学年からこの⮬⏤ⱥ作ᩥ活動を⤌みධれた�年間の継続的な研究としてスࢱーࢺしたの

が本実践である。 

���� 年度は ���� 年度と同学年をᑐ㇟にしたࡰ同じ内容の実践となるが、㓄ᕸ用⣬の記ධ様ᘧ

など୍部マࢼー࢙ࢳンࢪを行なっている。今回も多ゅ的な観点（ㄒᩘ、ὶᬸさ、テーマの選ࡧ方

等）から、生徒のⱥ作ᩥ内容を検ド・分析する。生徒のⱥㄒⓎಙຊの向上と⮬ᚊ的なၥ題Ⓨ見能ຊ

につながるຊの育成を目指すことがたる目的であることに変わりはない。 

����◊✲ᑐ㇟�

 本実践のᑐ㇟生徒は、高校 � 年生でᛂ用ⱥㄒ（� ༢）をཷㅮする � 学⣭ �� ྡ（⏨子 � ྡ・ዪ子 ��

ྡ）である。� 年ḟにᩘ学をᒚಟしないいわࡺる⚾立ᩥ⣔ࣉࢱのクࣛスで、ྛ々多様な㐍㊰目ᶆを᭷

「ⱥㄒⓎಙຊ」の向上と「ၥ題Ⓨ見能ຊ」の⣲地となる「社会に向ける関ᚰのᗈがり」をᮇᚅ

し、���� 年度の第３学年生徒をᑐ㇟に、⮬⏤ⱥ作ᩥ指導を行なった。 

ព㆑䜰䞁䜿䞊䝖䛸⏕ᚐⱥసᩥ䛛䜙䛿䚸⏕ᚐ䛾ⱥసᩥ⾲⌧άື䛻ᑐ䛩䜛⮬ಙ䛾㧗䜎䜚䛻ຍ䛘䚸ὶᬸ

䛥䛻䛴䛺䛜䜛ㄒᙡ䛾ఙ㛗䜢ᮇᚅ䛥䛫䜛⤖ᯝ䛜ᚓ䜙䜜䛯䚹䜎䛯䚸ྠᐇ㊶䛾㐣ᖺᗘẚ㍑䛛䜙䚸ึᮇᣦᑟ

䛾᭷⏝ᛶ䛸ᐈほⓗ䛺ど㔝䛾ᗈ䛜䜚䛻⧅䛜䜛䛡䛾䝠䞁䝖䛜ぢ䛘䛶䛝䛯䚹
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⮬ら選ࣆࢺࡪック

実ឤ・実体㦂に基࡙く

情報㞟とఏ㐩の必要性

より体的な

社会的⯆関ᚰのᗈがり

ఙ㛗したⱥ作ᩥຊによる

ⱥㄒⓎಙຊのቑᙉ

３年間の継続指導

ⱥ作ᩥ基♏ຊの実と

ᣢ続的なࣉࢺ࢘ッࢺ活動

ῧ๐しないⱥ作ᩥ

ఏ㐩内容の㔜視で

情報Ⓨಙຊをಁ㐍

より体性がᫎされた

考え・ព見・⾲現ຊのᙧ成

することから、当ヱクࣛス生徒のⱥㄒの学ຊは、上からୗに⮳るまでᖜᗈい。学ຊに関わらず、生

徒のⱥㄒ学習にᑐするពḧ・関ᚰはẚ㍑的高いとឤじる。 

����ᣦᑟᐇ㊶ᮇ㛫�

 今回の指導を実践するᮇ間は、���� 年 � ᭶ึ᪪から、���� 年 �� ᭶である。なお ���� 年、研究ᑐ㇟

生徒が � 年ḟにも、同様の指導実践を行っている。（ᕝ上㸪����） 

����ඛ⾜◊✲�

まず、教ᖌがえるより生徒が⮬らࣆࢺックを選ࡪ方が、そのⱥ作ᩥの㔞・㉁（ὶᬸさ）・取⤌のጼ

ໃともにⰋዲな⤖果がᮇᚅできるとするࢹは、���� 年度の実践と同様、%RQ]R������をはじめと

した ()/ 学習者の⮬⏤ⱥ作ᩥに関する♧၀をཧ考とした。また、6HPNH ������等による、教ᖌの┤᥋的

なⱥᩥῧ๐が必ずしも生徒のⱥ作ᩥ活動をಁ㐍しないとするᙇをඖに、今回も教ᖌはῧ๐をせず、生

徒間の࣓ࢥンࢺのみをࣇーࣂࢻックとした。 

また、高校 � 年ḟにึᮇ指導を行った上で継続的に指導を行う場合、༢年度で実する場合とẚ㍑し

てどのような変化や効果が見られるか、㐣年度の研究（ᕝ上� ����）をཧ↷しながら分析する。 

����௬ㄝᥦ♧�

㐣年度の┬を活かしたࣟࣉーࢳ、作ᩥ機会のቑຍ、࣡ークࢩーࢺのᨵⰋを行ったことで、ㄒᩘ、

ὶᬸさ（ここではㄒᙡの複雑さを指ᶆとする）のఙ㛗がᮇᚅできる。また、ࣆࢺック選ࡧについても、

⮬分中ᚰの⾲現にとどまらず、ᑡしずつୡの中に向くような視㔝のᗈがりを♧す⤖果をᚓられると考え

ている。᭱後に同様の内容で実した๓回の実践報࿌（ᕝ上、����）とẚ㍑して、ึᮇ指導の᭷効性や

ᙳ㡪を検ドしたい。あらためてᥦ♧すると௨ୗのような௬ㄝとなる。 

 生徒は⮬ら選ࣆࢺࡪックで᭩く⮬⏤ⱥ作ᩥを、教ᖌがῧ๐しなくとも、生徒のⱥ作ᩥ活動のពḧは

高まり、そのㄒᙡやㄒᩘは⮬ずとఙ㛗する。また、活動でఏ㐩する情報を生徒⮬ら᥈し続けることで、

ᙼらの関ᚰは、⮬分の身の࿘りのことから、やがて現ᅾの社会の状況、ㅖၥ題とᗈがりをみせる。 

 また、� 年ḟに同様の指導を行なったことで、���� 年度実践（ᕝ上、����）とẚ㍑し、そのఙ㛗の度

合いと⯆関ᚰのᗈがりは、ともによりきくなる。 

� 㸺௬ㄝࡿࡅ࠾⏕ᚐᮇᚅࡿࡍኚᐜࢪ࣮࣓ࡢ㸼�

� �

� �
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����ᐇ㊶᪉ἲ�

�）実践のᡭ㡰 

本研究では、研究ᑐ㇟のクࣛスのᛂ用ⱥㄒ（学校設ᐃ科目）の授業において、身の回りのฟ᮶につ

いて⮬⏤ⱥ作ᩥを᭩き、ࢢルーࣉ内でⓎ⾲する活動を実する。なお、「身の回りのこと」とは、㐣年

度実践にೌい、「ಶே的なヰ題から、ᅜ㝿的なࣗࢽースまで⯆関ᚰがあれࡤఱでもྍとし、そのඖと

なる፹体も、テࣞࣅのࣗࢽースをはじめ、ンࢱーࢿッࢺ、携ᖏ、新⪺・雑ㄅなど、⮬分が見⪺きした

情報⯡（ᕝ上、����）」を認めている。 

�）指導上のᕤኵ 

ձ活動内容 

 本実践における生徒の活動はࢢルーࣉ活動（� ே㸭ࢢルーࣉ）をとして行う。活動は「内容の検討

（⣙ � 分）」、「⮬⏤ⱥ作ᩥ活動（� 分間）」「┦࣓ࢥンࢺ」の㡰に行う。まず、㓄ᕸした࣡ークࢩ

ーࢺ（ᅗ１）に、ಶேで「Ẽになる身の回りのฟ᮶（௨ୗ、ࣆࢺック）」を � 分間で᭩く。なお、ㄒ

ᩘ設ᐃは୍ษせず、⮬分のⱥ作ᩥには内容のࢧマリーとして必ずࢺࢱル（見ฟし）を付けるよう指導

する。ḟいで、ࢢルーࣉ内で員が㡰にཱྀ㢌Ⓨ⾲した後、࣡ークࢩーࢺを読み回して┦に実㝿のᩥ㠃

を࢙ࢳックし、୍ゝ࣓ࢥンࢺをⱥㄒでṧし、本ேに㏉༷する。 

���� 年度実践との違いは、「┦評価」と「�QG を↓くしたことである。生徒間の評「ࢢンテࣛ

価は、����、���� 年度実践ともに、とࢇどの生徒が≉に᰿ᣐもなく「┦ᡭを高く、⮬分をపく」評価

するഴ向にあったことから、検ドᮦᩱから㝖እした。また、生徒間ῧ๐がとࢇど機能しておらず、ಟ

ṇもなく、ただ � 回᭩くだけの �QG  。になることを㑊けるため、これをᗫṆしたࢢンテࣛ

� ᅗ㸯�

ղࣆࢺック࢝テࢦリーのᥦ♧ 

 㐣年度の実践で、⮬らࣆࢺックを選ࡧ続けることによる⮬動的な⯆関ᚰのᗈがりがあまり見えなか

った（ᕝ上、����、����）理⏤として、⮬分がどの࢝テࢦリーで᭩いているかとࢇどព識されていな

いことが᥎ᐹされた。今回、࣡ークࢩーࢺ上に、「1HZV」から「$ERXW PH」まで、あらかじめ࢝テࢦリー

を明♧しておくことで、現ᅾ⮬分が᭩こうとしていることを明☜にព識すること、そして、複ᩘ回᭩き

続けることで⮬分がⓎಙする内容のഴ向を理解してもらう≺いがある。 
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�᪉ἲࡢศᯒ㞟ࢱ࣮ࢹ����

�）生徒ⱥ作ᩥ࣡ークࢩーࢺ 

 ���の ��のձで♧したように、生徒は㸿� の࣡ークࢩーࢺを使って活動し、その内容をᖐᏯ後、現ᅾ本

校で᥇用している「࢜ンࣛン教育ᨭࢧーࣅス FODVVL」のポー࢛ࣇࢺリ࢜のルࣂムに積していく。

今回、ィ �� 回分のⱥ作ᩥを分析ᑐ㇟としたが、᭱ ึからⱥ作ᩥを࢜ンࣛンでࢹーࢱ化することで、ࢹ

ーࢱ分析ฎ理の時間をᖜに▷⦰することがᮇᚅできる。 

また、㐣年度とのẚ㍑検ドのため、生徒作ᩥのఙ㛗をᅗる指ᶆとして、今回も๓回同様、ㄒᙡのᖜ�7KH 

QXPEHU RI 8QLTXH�'LIIHUHQW :RUGV�」と「ㄒᩘ�7RWDO QXPEHU RI :RUGV�」を用いて「ὶᬸさ」を検ド

する。これは %RQ]R がㄒᙡの複雑さ（/H[LFDO &RPSOH[LW\）を る &DUUROO������の指ᶆ（7KH WRWDO 

QXPEHU RI GLIIHUHQW ZRUGV � 7KH VTXDUH URRW RI WZLFH WKH WRWDO QXPEHU RI DOO ZRUGV）は͆D 

PHDVXUH RI IOXHQF\͇としても使えるとするᙇに基࡙いたものである。 

そして、「生徒が選ࢇだࣆࢺックࢺࢱル」については、生徒が᭩いたⱥ作ᩥを分析ᑐ㇟とし、� ࣨ

᭶間にΏるࢹーࢱから、⯆関ᚰのഴ向、またその変化と᥎⛣を᥈る。 

  

�）生徒ព識ンࢣーࢺ 

 ���� 年の � ᭶と �� ᭶に、௨ୗの内容のンࢣーࢺを、研究ᑐ㇟クࣛスをྵむ、学年クࣛス（ �

クࣛス、⣙ ��� ྡ）をᑐ㇟に実した。㉁ၥ内容は௨ୗの � 項目である（⾲１）。 

⾲㸯�

㸯�� ㌟ࡢᅇࡸࢫ࣮ࣗࢽࡢࡾၥ㢟࡚࠸ࡘ㛵ᚰࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀ�

㸰�� ㌟ࡢᅇࡢࡾฟ᮶ࡸၥ㢟ࠊࢆ᪥ᮏㄒ࡛ேఏࠋࡍࡲࢀࡽ࠼�

㸱�� ㌟ࡢᅇ࡛ࡾ㉳ࠊࢆࡇࡓࡁ⡆༢࡞ⱥㄒ࡛⾲⌧࡛ࠋࡍࡲࡁ�

㸲�� ♫ࡢၥ㢟ࠊ࡚࠸ࡘ⡆༢࡞ⱥㄒ࡛ேఏࠋࡍࡲࡁ࡛ࡣࡇࡿ࠼�

㸳�� ᤵᴗ୰ࡢάື࡛ࠕⱥㄒࢆ࡚ࡗఏࠖࡓࡁ࡛ࡀࡇࡿ࠼ឤࠋࡍࡲࡾ࠶ࡣࡇࡿࡌ�

㸴�� ⱥㄒࡢᤵᴗࢆ㏻ࠊ࡚ࡌⱥㄒຊ௨እ࡞ࢇຊࢆ㌟ࡍ࡛࠸ࡓࡅࡘ㸽� ͤ」ᩘ㑅ᢥྍ� � � � � �

� �� � � � 㸯�� �ຊࡿࡍࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ � �

� �� � � � 㸰�� �ຊࡿ࠼考ࡃ῝ � � � � �

� �� � � � 㸱�� ே๓࡛ヰࡍຊ� � � � �

� �� � � � 㸲�� ၥ㢟ࢆぢࡿࡅࡘຊ� �

� �� � � � 㸳�� ၥ㢟ࢆゎỴࡿࡍຊ�

� �� � � � 㸴�� ༠ാࡿࡍຊ�

� �� � � � 㸵�� ㄝᚓࡿࡍຊ� � � � �

� �
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����⤖ᯝ�

�）ㄒᩘとㄒᙡの複雑さ 

生徒ⱥ作ᩥのㄒᙡのᖜとㄒᩘは、๓回同様、࢜ンࣛン上のࢺࢧ XVLQJHQJOLVK�FRP 内の 

7H[W 6WDWLVWLFV $QDO\VHU を用いて、㞟ィし、その平ᆒ値をࣇࣛࢢ化した。（ᅗ㸰ཧ↷） 

ᅗ㸰�

 ๓㏙したように⮬⏤ⱥ作ᩥ活動は、 �� 回実したが、第 �� 回௨㝆に୍部ࣇルッࣟࣉー

作業に行き違いがあり、ᥦฟᩘが༙ᩘにとどまったため、第ࢻ �� 回までを᭷効なࢹーࢱとした。 

 ᅗ㸰からは、⥲ㄒᩘが୍ᐃの࣑ࢱンࢢでቑຍするഴ向も見られるが、ᖖにቑえ続けるわけではな

い。時ᢡ、ㄒᩘがቑえる࣑ࢱンࢢとして、�᭶、ኟఇみ๓後、� ᭶の学校行のᙳ㡪が考えられる。

୍方、ㄒᙡの複雑さを⾲すᩘ値については、��� ྎからጞまり、᭱⤊的に ��� までに⮳った。実、≉

に第 �� 回௨㝆、他のⱥㄒの授業で学ࡪ⾲現をḟ々⮬分の内容に┒り㎸む生徒の様子がいくつも見ら

れ、ㄒᩘがする割にㄒᙡの複雑さがቑしているのも⣡ᚓできる。これについては、この後のࢱ

 。ル分析もేせて検ドする必要があるࢺ

 ルのഴ向ࢺࢱックࣆࢺ（�

今回は当ึから内容の࢝テࢦリーを⾲記し、生徒が選ᢥして᭩くᙧᘧをとった。���の ��でゝっ

たように、第 �� 回௨㝆はࢹーࢱとしてᢅわないこととした。また、ẚ㍑ᑐ㇟の㐣年度が �� 回の

実であったこと、またそのᥦฟᩘが � 割を㉸えていることから、ࣆࢺックについては第 �� 回ま

でをᑐ㇟のࢹーࢱとする（ᅗ３）。㞟ィの⤖果、շ$ERXW PH が୍␒多く、およそ体の � 割を༨め

た。ḟいでյ)ULHQG DQG )DPLO\、ձ1HZV、ղ(QWHUWDLQPHQW そしてճ6SRUWV と続いた。中には、ࢽ

ࣗースではない地ඖのヰや、⮬分ࡈとから㞳れた生活の知ᜨのような記㏙もあり、ᛴ㑉新しく࢝テ

 。 ,QIRUPDWLRQ」を設けて分㢮した	 リー「&XOWXUHࢦ

ᅗ㸱�

137



�）生徒ព識ンࢣーࢺ 

 ���� 年 � ᭶と �� ᭶実したព識ンࢣーࢺの⤖果は௨ୗの通りである。（ᅗ㸲）ᕥのᩘᏐが � ᭶、▮

༳のඛが �� ᭶の⤖果をࣃーࢭンテーࢪで⾲したものである。なお、ヱ当クࣛス௨እの生徒にも同様に

 。を実したࢺーࢣン

ᅗ㸲�

㸯�� ㌟ࡢᅇࡸࢫ࣮ࣗࢽࡢࡾၥ㢟࡚࠸ࡘ㛵ᚰͤࠋࡍࡲࡾ࠶ࡀ�� �ෆࡣヱᙜࢫࣛࢡ௨እࡢᏛᖺ⏕ᚐဨࡢ᥎⛣�

ձ �ࡿ࠶ � � � � � 㸳Ѝ� 㸶㸣� 㸦㸰㸳Ѝ㸰㸳㸣㸧�

ղ �ࡿ࠶ࡤ࠼࠸ࡽࡕ � � 㸵㸳Ѝ㸵㸯㸣� 㸦㸳㸱Ѝ㸳㸱㸣㸧�

ճ �࠸࡞ࡤ࠼࠸ࡽࡕ � 㸰㸮Ѝ㸯㸴㸣� 㸦㸯㸴Ѝ㸯㸴㸣㸧�

մ �࠸࡞ � � � � 㸮Ѝ� 㸳㸣� 㸦� 㸴Ѝ� 㸴㸣㸧�

㸰�� ㌟ࡢᅇࡢࡾฟ᮶ࡸၥ㢟ࠊ࡚࠸ࡘ᪥ᮏㄒ࡛ேఏࠋࡍࡲࢀࡽ࠼�

ձ �ࡿࡁ࡛ � � � 㸯㸶Ѝ㸲㸯㸣� 㸦㸰㸴Ѝ㸰㸴㸣㸧�

ղ �ࡿࡁ࡛ࡤ࠼࠸ࡽࡕ � 㸳㸶Ѝ㸲㸯㸣� 㸦㸳㸳Ѝ㸳㸶㸣㸧�

ճ �࠸࡞ࡁ࡛ࡤ࠼࠸ࡽࡕ � 㸰㸮Ѝ㸯㸴㸣� 㸦㸯㸷Ѝ㸯㸴㸣㸧�

մ �࠸࡞ࡁ࡛ � � � � 㸲Ѝ��㸰㸣� 㸦� 㸯Ѝ� 㸮㸣㸧�

㸱�� ㌟ࡢᅇࡾ㉳ࠊࢆࡇࡓࡁ⡆༢࡞ⱥㄒ࡛ேఏࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀࡇࡿ࠼

ձ �ࡿࡁ࡛ � � � � 㸮Ѝ� 㸶㸣� 㸦� 㸴Ѝ� 㸳㸣㸧�

ղ �ࡿࡁ࡛ࡤ࠼࠸ࡽࡕ � 㸲㸮Ѝ㸳㸯㸣� 㸦㸱㸷Ѝ㸳㸰㸣㸧�

ճ �࠸࡞ࡁ࡛ࡤ࠼࠸ࡽࡕ � 㸳㸮Ѝ㸱㸶㸣� 㸦㸲㸯Ѝ㸱㸱㸣㸧�

մ �࠸࡞ࡁ࡛ � � � 㸯㸮Ѝ� 㸱㸣� 㸦㸯㸳Ѝ㸯㸮㸣㸧�

㸲�� ♫ࡢၥ㢟ࠊ࡚࠸ࡘ⡆༢࡞ⱥㄒ࡛ேఏࠋࡍࡲࡁ࡛ࡀࡇࡿ࠼

ձ �ࡿࡁ࡛ � � � � 㸮Ѝ� 㸱㸣� 㸦� 㸰Ѝ� 㸱㸣㸧�

ղ �ࡿࡁ࡛ࡤ࠼࠸ࡽࡕ � 㸯㸮Ѝ㸰㸵㸣� 㸦㸯㸲Ѝ㸯㸰㸣㸧�

ճ �࠸࡞ࡁ࡛ࡤ࠼࠸ࡽࡕ � 㸵㸱Ѝ㸲㸴㸣� 㸦㸲㸳Ѝ㸴㸰㸣㸧�

մ �࠸࡞ࡁ࡛ � � � 㸯㸶Ѝ㸰㸲㸣� 㸦㸱㸷Ѝ㸰㸱㸣㸧�

㸳�� ᤵᴗ୰ࡢάື࡛ࠕⱥㄒࢆ࡚ࡗఏࠖࡓࡁ࡛ࡀࡇࡿ࠼ឤࠋࡍࡲࡾ࠶ࡣࡇࡿࡌ

ձ �ࡿ࠶ � � � 㸯㸶Ѝ㸯㸴㸣� 㸦㸯㸳Ѝ㸯㸰㸣㸧�

ղ �ࡿ࠶ࡤ࠼࠸ࡽࡕ � 㸳㸳Ѝ㸳㸲㸣� 㸦㸲㸵Ѝ㸴㸮㸣㸧�

ճ �࠸࡞ࡤ࠼࠸ࡽࡕ � 㸰㸶Ѝ㸰㸵㸣� 㸦㸰㸶Ѝ㸰㸯㸣㸧�

մ �࠸࡞ � � � � 㸮Ѝ� 㸱㸣� 㸦㸯㸮Ѝ� 㸵㸣��

㸴�� ⱥㄒࡢᤵᴗࢆ㏻ࠊ࡚ࡌⱥㄒຊ௨እ࡞ࢇຊࢆ㌟ࡍ࡛࠸ࡓࡅࡘ㸽㸦ୖ㸲࡛ࡲᢳฟ㸧� � � � � �

� � � �ຊࡿࡍࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ � 㸯Ѝ㸯� � 㸦㸯� Ѝ㸯㸧�

� � � �ຊࡿ࠼考ࡃ῝ � � 㸲Ѝ㸰� � 㸦� � � Ѝ㸱㸧�

� � � ே๓࡛ヰࡍຊ� � � 㸰Ѝ㸱� � 㸦㸰� Ѝ㸰㸧�

� � � ㄝᚓࡿࡍຊ� � � � � � � 㸱Ѝ㸲� � 㸦㸱� Ѝ㸲㸧�

� � � ၥ㢟ࢆゎỴࡿࡍຊ� � � � � � � � � � � � 㸦㸲� Ѝ㸱㸧�

体で見ると、他のクࣛスにẚて、研究ヱ当クࣛスは㉁ၥ㸰と㸲できく変化している。㉁ၥ

㸰では、「できる」と⟅えた生徒が ��㸣௨上ቑຍした。㉁ၥ㸲について、「できる」「どちらかと

いえࡤできる」と⟅える生徒がおよそ � ಸになっている。୍方、ⱥㄒによるⓎ⾲活動をᩘ多く㔜ࡡ

ていながらも、㉁ၥ㸳の回⟅のഴ向にとࢇど変化が見られなかった。また、㉁ၥ㸴でᮇᚅしたい

「ၥ題をⓎ見するຊ」を求める声は、㸰回ともࣛンクእとなった。 
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� � � � � � � � � ��
⥲ㄒᩘ ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ����
/H[LFDO &RPSOH[LW\ ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ���
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���
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����
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����
����

⥲ㄒᩘ/H[LFDO�&RPOH[LW\ࡢ᥎⛣������ ➨�ᅇ㹼��ᅇ

 ��� 考ᐹ  

今回の⮬⏤ⱥ作ᩥの分析⤖果（ᅗ㸳）にຍえて、༢⊂では見えなかったことが、㐣年度⤖果（ᅗ

㸴）と回ᩘを合わせてẚ㍑することで見えてきた。 

ᅗ㸳�

ᅗ㸴�

㐣年度ẚ㍑で見ると、今回の生徒ⱥ作ᩥのㄒᩘとὶᬸさは、当ึから高い状況にあり、༙年間

ഹかにቑῶしながらも継続して᥎⛣し続けている。ㄒᩘ、ὶᬸさඹに、���� 年度の᭱⤊฿㐩地点

（第 �� 回）よりも高いỈ準が、第 � 回の時点ですでに見られたことは、今回の≉ᚩとしてὀ目す

き点だろう。この理⏤の � つとして、今回ᑐ㇟とした生徒は、１年ḟに同活動を୍ᐃᮇ間⤒㦂

していることが᥎ᐹされる。���� 年度こそࢼࣟࢥ⚝のఇ校等でᛮうように活動できなかったが、

高校ึ年度にึᮇ指導として行なった実践が、第３学年までポࢪテブなᙳ㡪をཬࡰしたのでは

ないかと考えている。 

 ḟにὀ目したいのがࣆࢺックࢺࢱルのഴ向である。体にᑐして࢝テࢦリー「1HZV」と「&DVH」を

選ᢥした割合は、合ィで ��㸣を༨める⤖果となった。わずか �㸣にṆまった㐣年度⤖果（ᕝ上、����）

の⣙ � ಸであり、ここに「(QWHUWDLQPHQW」と「6SRUWV」をຍえると、体の ��㸣にまでᒆく。この㐣

年度とのẚ㍑検ドから、今回の「ᥦ♧した࢝テࢦリーを生徒に選ᢥさせてから᭩かせる」ࢭࣟࣉスは、

「く指ᐃせず⮬⏤に᭩かせる」よりも、生徒の関ᚰを身の回りからᑡしࡤかりୡの中に向けることに

� � � � � � � � � ��
⥲ㄒᩘ ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ����
/H[LFDO &RPSOH[LW\ ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ���

���
���
���
���
���
���
���

���
���

����
����
����
����
����
����
����
����

⥲ㄒᩘ/H[LFDO�&RPOH[LW\ࡢ᥎⛣������
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効果があったと見てⰋいだろう。 

� 回実したព識ンࢣーࢺ⤖果は、研究ヱ当生徒の � ࣨ᭶間のព識の変化をዴ実に♧したといって

Ⰻい。≉に㉁ၥ㸰、３、㸲の「できる」「どちらかといえࡤできる」の割合からは、ᙼらの活動に向か

う⮬ಙの変化が㢧ⴭに見られた。୍方、༙年後の㉁ၥ㸲で、あらためて「できない」ⴠち㎸ࢇだ割合

はおよそクࣛスの㸲分の１になり、᭩き上げたⱥㄒのᩘがⓎಙするⱥㄒの⮬ಙに必ずしも⧅がっていな

い実も明らかになった。今後は、ⱥ作ᩥをࣉࢺ࢘ッࢺする回ᩘをさらにቑやすことも必要だろう。 

今後に向けたきなᨵၿ点として、ὶᬸさをより明☜に᥎し㔞るための指ᶆの活用が考えられる。ࢹ

ーࢱをẚ㍑せず、༢⊂で分析し、明♧するためには、/H[LFDO &RPSOH[LW\ ௨እを用いて検討する必要が

ある。今回のように「かなりไ㝈された時間内で᭩かれたⱥ作ᩥを分析する場合」、7�8QLW を検ドする

より「()7（(UURU )UHH 7�8QLW）」を用いた方が「指ᶆの᭷用性（平㔝、����）」があるとする指も

ある。また、「0/8�0HDQ /HQJWK RI 8WWHUDQFH�を᪥本ேⱥㄒ学習者のⓎ㐩指ᶆ」として使うことで、

「SURILFLHQF\ OHYHO のᘚูに᭷用である（ᮧ㉺、����）」ともあり、これからⱥㄒのὶᬸさや成㛗の

度合いを明♧させるためには、指ᶆ⮬体についての理解を῝め、分析に活用していきたい。今後さらに、

作ᩥテーマを他教科の学習内容とリンクさせる機会をቑやすことで、教科ᶓ断的な取⤌を῝めることも

できるだろう。このような⮬⏤ⱥ作ᩥ活動で視㔝をእ向きにᗈげる取⤌を続けることで、ᙼらが⮬らẼ

付いて「１ே⛠視点」から⬺༷し、ୡ⏺を記㏙できるᐈ観的視ᗙを⋓ᚓすることをᮇᚅしたい。 

�ࡵࡲ�����

「身の回りのฟ᮶や㊃、場ᡤ、などについて、ಶே的⤒㦂や⮬分に┤᥋必要のある領域での

」について⡆༢にᥥできれࡤ、㹁㹃㹄㹐（&RPPRQ (XURSHDQ )UDPHZRUN RI 5HIHUHQFH IRU /DQJXDJH）

㸿㸰�㸰ࣞ࣋ルとなる。しかし、⮬立したゝㄒ使用者として、ࣟࢢーࣂルな社会で活㌍するためには、㹀

ルの「身㏆なヰ題やಶே的に関ᚰのあるヰ題について、➽の通った⡆༢なᩥ❶を作ることができ࣋１ࣞ

る」ことを目ᶆにすきだろうし、᭦にそのඛにある㹀㸰ࣞ࣋ルの「ᖜᗈいヰ題について、明☜でヲ⣽

なᩥ❶を作ることができる」準ഛẁ㝵として、せめて「ᖜᗈいヰ題」に関ᚰをᣢち、᪥ᖖ的に視㔝をᗈ

げることは、ᑗ᮶的なⱥㄒຊのఙ㛗に向けた᭷ព⩏な取⤌になるはずだ。本実践は、ⱥㄒຊの向上のみ

にᣊἾせず、社会的視点のᣑというࣉࢺ࢘ッࢺ活動に関連してⱥㄒຊと同時に育むき要⣲をあら

ためᥦ♧し、そのᯟ⤌みをᗈげる取⤌として実践したつもりである。 

ୡの中をᐈ観的に見て、⮬らឤじ、考えたことを⮬⏤ⱥ作ᩥというᙧᘧで⾲現することで、ⱥㄒ運用

能ຊに合わせて、よりᗈく῝い「社会観や⮬↛観、ே間観」がᑡしずつ育まれることをᮇᚅする。そし

てそれらはᙼらが成㛗したそのඛで、「どのように社会・ୡ⏺と関わり、よりよいே生を㏦るか」にᙳ㡪

する㔜要な要⣲になってくるはずだ。教科教育のᯟ内だけでまらない実したⱥ作ᩥ活動のために、

これからも多くを学ࡧ、ヨ行㘒ㄗを続けていきたい。
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SSڦ�㹼（;;�� �ڦ）ڦ

&ODVVL の学習記㘓の活用について

̿学習習័の☜立を目指した取り⤌み̿

第１学年 ᑠ⏣ཎ健୍

㸺キー࣡ーࢻ㸼 学習記㘓 学習習័ 学習成⦼ ┦関関ಀ &ODVVL

�㸬ࡵࡌࡣ

 生徒に学習記㘓を付けさせている学校は多く、本校も継続的に学習記㘓を付けさせてきた。ただ、そ

の活用方法は学校、ᡈいは教員によってそれࡒれであろう。記㘓をྍ視化させるためにᕤኵをする教員、

生徒とのࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンツールとして活用する教員（⣬፹体の時は⚾もここに � ␒のព⩏をᣢたせ

ていた）、あまり活用しない教員と多✀多様ではないだろうか。⚾もかつての学年௵時に⣬፹体の記

㘓を生徒にィ⟬させることをヨみたが、ẖ㐌の学習時間を㊊し⟬する生徒は決して多くはなく、ᢡし

た⤒⦋がある。生徒のᡭ᭩きの記㘓を教員ഃがධຊしてྍ視化してくことは⇕ពとປຊをかけれྍࡤ能

である。しかし、これを⇕ពによって実行したのは⚾の知る㝈り本校では୍つの学年しかなく、それも

３年間は続かなかったので、ᣢ続ྍ能な方法とはゝいがたい。学習記㘓の᭷効なྍ視化方法を☜立でき

ないまま時は㐣ࡂたが、そこに現れたのが &ODVVL（ࢿ࣋ッ࣍ࢭールࢹンࢢスとࣂࢺࣇࢯンクࢢルーࣉ

（ᰴ）の合ᘚ子会社である &ODVVL（ᰴ）がᥦ供する学校 ,&7 化を多目的にࢧポーࢺする教育ࣛࣉッࣇࢺ

ーム）である。⚾⮬身がこの機能を༑分に理解し使いこなしているわけではないので、ヲ㏙すること࢛

は㑊けるが、この学習記㘓機能を使用すれࡤ、生徒の３年間のດຊの㐣⛬をྍ視化できる、学ධヨや

༞業の๓にその㐣⛬を見て⮬ಙやຬẼをᣢてる、そのような理をᛮいᥥくようになった。

�㸬⣬፹య࡛ࡢᏛ⩦グ㘓

 平成 �� 年度まで使用していた⣬፹体の学習記㘓⾲の୍がḟのᅗ１で、平成 �� 年度の㸰年生で活用

したものである。

 生徒が⮬分のດຊ㐣⛬を記㘓しྍ視化しておくことは、生徒の成㛗に⧅がるのではないか㸽そのよ

うなᕼᮃにも㏆いၥをᢪいてきた。記㘓の௦⾲的な方法は学習記㘓をṧすことであるが、ᡭ᭩きの

学習記㘓で、㛗ᮇ間の㐣⛬をྍ視化することは㠀ᖖにᅔ難であった。本校では平成 �� 年度から &ODVVL
を用しており、平成 �� 年度には学習記㘓についてもᡭ᭩きから &ODVVL とᡭẁを変᭦した。この

&ODVVL の学習記㘓を活用することで、㐣度な㈇担なく㛗ᮇにΏる学習記㘓を生徒にᥦ♧ฟ᮶るように

なった。今年度１年㸲⤌の生徒をᑐ㇟に学習記㘓の活用が、生徒の学ࡪጼໃや学習成⦼にどうᙳ㡪す

るかを検ドすることとした。
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基本的な様ᘧはࡰ学校体で⤫୍され、ẖ㐌新しい用⣬を㓄付していた。運用方法は学年またはク

ࣛスにより異なっていたが、⚾は「ᮅの 67 で㓄付してその場で᭩かせて回、⩣᪥のᮅまでに࣓ࢥン

⮬を⡆₩に᭩く」という方法を᥇っていた。また学年௵時にはẖ回、ⴭྡேのྡゝとそれにᑐするࢺ

分の考えを⤂介していた。平成 �� 年度の � 年間は、学習時間の⣼ィを生徒にィ⟬させてດຊの㐣⛬や

成果をᩘᏐで見られるようにしようと、用⣬のୗ部には１㐌間の⥲学習時間だけでなく、㸲᭶からの⥲

学習時間を、⩣㐌㓄られる新しい用⣬の上部にはඛ㐌までの⥲学習時間を記ධさせることにした。しか

し、年度ึめとはゝえ、ධ学時からのึᮇ指導がฟ᮶ていなかったため、生徒に実行させることはᅔ難

であった。同年度から本校でめることになった同から、教員ഃがධຊして生徒の記㘓をṧすという

他校のを⤂介してもらったが、⭾な作業㔞になるために実には⮳らなかった。⤖ᒁ、⚾の学年

は３年ḟからは⣼ィのィ⟬を⮬↛ᾘ⁛的にやめ、実行した他の学年もあったが、やはり継続的な取り⤌

みにはならなかった。

㸱㸬&ODVVL ᑟධࡢ

平成 �� 年度から本校は &ODVVL を導ධし、平成 �� 年（௧ඖ年）度から本᱁的に生徒にも活用させ

ᅗ䠍㻌 ᖹᡂ 㻞㻣 年ᗘ➨ 㻞 学年䛾学⩦グ㘓⏝⣬㻌
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る体ไを᥇った。生徒の活用方法として、学校体で実したのが学習記㘓である。年度当ึの⫋員会

㆟で♧された実方法の要点を௨ୗにまとめる。なお、本校では、校⯋内では携ᖏ㟁ヰの㟁※をษって

㠜の中にしまうというのが、基本のルールである。 

 こうして、学校体として学習記㘓機能を活用することで &ODVVL に័れ、活用のᖜをᗈげていくこと

となった。ただ、年間を通して、ᚎ々に学習記㘓のධຊ状況はクࣛスによってᕪがฟるようになったの

が実ែでもある。

 続く௧㸰年度は๓年度ᮎからのఇ校がᘏ㛗された状況でጞまるという異のスࢱーࢺとなった。こ

の間、報㐨にもあった通り &ODVVL の機能が༑分に活用できなくなり、生徒と教員間のࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩ

ンツールが୍つ⤯たれるែとなった。このため、本校では =RRP など用してྛ学年がᕤኵをして、

生徒情報や学ࡧの機会をᥦ供し続けた。学校再㛤が㏆࡙くと、ᨵめて「ᮅの 67 時に学習記㘓をධຊ

させる」ということを運Ⴀጤ員会で☜認し、⫋員間でのព識ඹ᭷を㐍めた。しかし、 のែから

スࢱーࢺした年度ということもあってか、クࣛス間のᕪは๓年度௨上にᗈがったというのが⚾の༳㇟で

ある。

㸲㸬ᖺᗘࡢᐇ㊶

（�）新ධ生のึᮇ指導方㔪

 今年度、⚾は第１学年の௵、㸲年ࡪりのクࣛス担௵となり、年度当ึの学年会で、ㅖ々の学年の方

㔪をᥦし、ඛ生方のព見をᫎさせながら、学年の体ไをᅛめていった。&ODVVL の学習記㘓の活用に

ついても㆟題に上ったが、そこでは、「学習記㘓ではなく、教員が㐌に１回㓄ಙしたンࢣーࢺを活用

し、生徒が振り㏉りをしやすくする」というもฟされた。このᥦから、「ただ時間を記㘓するだけで

なく、その᪥の学習内容や┬点をしっかりṧし、振り㏉りがฟ᮶るようにすることがษではない

か。」、「ẖ᪥の学習時間をࢥツࢥツධຊするだけでも効果はあるので、ẖ᪥続けることがษではない

か。」などのព見がฟた。᭱⤊的には、まずはධຊする習័をᐃ着させるために、ᮅの 67 で時間を☜保

し、学習記㘓をධຊさせるというᚑ᮶通りの方法で実することを決ᐃした。

実方法 

（１）๓᪥までに（㸨本✏では┬␎する） 

（㸰）当᪥ 

ձᮅの 67 の時間でධຊする。→ᮅの連⤡項の๓後にධຊ。 

ղ１年生は担௵が๓、担௵が後ろにいて、生徒のධຊ状況を観ᐹする。 

ճ３分⛬度の時間を決め、３分たったら㟁※をษらせて㠜にしまわせる。 

մ௨後は通ᖖの指導をすることをఏえる。 

その他 

（１）㟁※をつけたときに着ಙ㡢が㬆ったら→ึ᪥は担௵ὀព、㸰回目௨㝆は指導部で状況を⪺く。

（㸰）他ࡈとをやった（動⏬の㡢声がฟた等）→㡸かり指導 授業後㏉༷ 

（３）㹼（㸳）（㸨本✏では┬␎する） 

おᡭᩘをおかけしますが、学年学習記㘓をධຊする習័の☜立にࡈ協ຊください。
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（�）クࣛスでの実践

 担௵をしている１年㸲⤌では、ᮅの 67 時、᭱ ึの㸳分間で学習記㘓のධຊをさせることとした。ᚎ々

に័れてくると時間をᣢてవす生徒もฟるようになってきたので、１学ᮇの中間テスࢺが⤊わった㡭か

ら、「ධຊが῭ࢇだ者は㟼かに⮬習すること」、「ኪᐷる๓の記᠈が☜実な時点で記㘓をつけるのが理

であり、家でのධຊにດめること」の㸰点を生徒にఏえた。生徒員が家でධຊฟ᮶るようになるのが

理だが、現実はそう上ᡭくいかない。�� ྡの生徒のうち、��� ྡが家でධຊし、�� ྡがᮅの 67 でධ

ຊし、��� ྡがධຊしていないというのが多いࢱࣃーンで、ᅵ᪥、㛗ᮇఇᬤ、ヨ㦂中になるとධຊしな

い生徒がቑえるのも現実である。ධຊしない生徒の指導については、やᖐりにಶูにࡧฟしてධ

ຊさせるクࣛスもあったが、⚾は時々、ධຊをಁすように声かけする⛬度に␃めた。また、ධຊの状況

もクࣛス間でᕪがฟるようになっていった。

 １学ᮇのᮇᮎ考ᰝが⤊わった㡭、成⦼上者には学習時間の㛗い生徒が多くྵまれるが、学習記㘓の

ධຊ᪥ᩘの多い生徒も、同様かそれ௨上に多くྵまれているという༳㇟をᣢった。そこで、学習成⦼と

の┦関関ಀがᙉいのは、学習時間なのか㸽それとも学習記㘓のධຊ᪥ᩘなのか㸽というၥが生まれ、

それを検ドしようとᛮうに⮳った。保ㆤ者会ᮇ間中のⓎであったので、ṧ念ながら保ㆤ者の方に┤᥋、

生徒の学習習័をᩘᏐで♧すことはฟ᮶なかったが、ኟఇみ中にࢹーࢱを㞟ィして、㸰学ᮇのጞ業ᘧで

は生徒に♧すことができた。なお、分析や生徒の㓄付㈨ᩱの作成には、このⓎに㈶同してくれた

担௵のᡞ⏣ᗣ௦教ㅍからᡭཌくᨭをしてもらった。ḟのᅗ１・㸰は生徒の㓄付㈨ᩱである。

ᅗ㸯� 㓄㈨ᩱ㸦⾲㠃㸧�

ࠋࡓ࠸ㄝࢆ⩏ពࡢᏛ⩦グ㘓ࠊࡉษࡢ័⩦ά⏕ࡾ࡞⚾ࠊࡽࡀ࡞ࡋ⤂ࢆゝⴥࡢ㑅ᡭ࣮ࣟࢳ
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 なお、⚾の担当は地Ṕ科、ᡞ⏣教ㅍの担当はᅜㄒ科であり、㸰ேとも᪥ᖖ的に⤫ィに῝く携わってい

るわけではない。┦関ಀᩘのฟし方、情報のᩚ理・分析の方については、⥲ົ┬⤫ィᒁの࢙࢘ブࢧ

上にබ㛤されている基本的な情報をཧ考にして、([FHOࢺッࢿーࢱン、など「ど⤫ィ学ᅬなる」ࢺ の
分析ツールを用した。

 ᅗ㸰から、≉に学年㡰においては中間テスࢺでもᮇᮎテスࢺでも、学習時間よりも学習記㘓ධຊ᪥

ᩘの方が┦関関ಀ（ここでは㈇の┦関）がᙉい、つまり学習記㘓ධຊ᪥ᩘが多い生徒ど、成⦼上（ᩘ

Ꮠではᑡないᩘ）にいるഴ向がᙉいとわかり、⚾のᢪいた༳㇟をᩘᏐとして☜認できた。このᩘᏐが♧

した⤖果にఱらかのᅉ果関ಀがあるのか、あったとするとそれはఱなのか、ព見は分かれるであろう。

しかし、学習時間の記㘓をྍ視化し、学習時間もそしてそれ௨上にධຊ᪥ᩘも成⦼との┦関関ಀがある

ことを♧した㈨ᩱを生徒たちが┿な⾲情で見ていたことは☜かである。

 なお、㸰学ᮇは同様の㈨ᩱを⤊業ᘧの᪥に生徒に㓄付したが、ᅗ３がその㈨ᩱである。

ᅗ㸰� 㓄㈨ᩱ㸦㠃㸧㸨ಶேሗಖㆤ୍ࡵࡓࡢ㒊ࢆಟṇ�

� ୖẁࢫࣛࢡయࡢ≧ἣࠊ┦㛵ಀᩘࡢㄝ᫂ࠊࢆୗẁ⏕ᚐಶேࡢ≧ἣࢆグ㍕ࠋࡓࡋ
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 ᅗ３でまず目をᘬくのが、中間考ᰝのᩘ値である。平ᆒ学習時間もධຊ᪥ᩘもᚓ点とのṇの┦関がᙉ

く、㡰との㈇の┦関がはっきりとฟている。これはኟఇみという㛗いᮇ間がྵまれ、その間の取り⤌

みのᕪが要ᅉと見て間違いないであろう。極➃なᩘ値がฟることはணฟ᮶ていたが、あえてኟఇみᮇ

間のษさをఏえるⅭにこのようにしたḟ第である。

（�）その後の分析

生徒の㈨ᩱᥦ♧後に１・㸰学ᮇの㈨ᩱをẚ㍑してみると、１学ᮇ中間考ᰝのᮇ間は �� ᪥中、平ᆒ

���� ᪥ධຊ（⋡にして ����㸣）、㸰学ᮇᮎ考ᰝのᮇ間は �� ᪥中、平ᆒ ����� ᪥ධຊ（⋡にして ����㸣）

であり、ᮇᚅしたどධຊ状況はᨵၿされていなかった。୍方で平ᆒ学習時間については１学ᮇ中間考

ᰝのᮇ間は平ᆒ ��� 分、㸰学ᮇᮎ考ᰝのᮇ間は平ᆒ ��� 分であり、学習習័のᐃ着化は㐍ࢇでいる。ま

た、�� ྡの生徒の学年㡰（��� ྡ中）をẚ㍑すると、୍ே平ᆒで ��� 㡰が上がっていることが分

かった。㡰変動（成⦼の向上）との┦関ಀᩘをฟしたところ、学習時間の変動で㸫����、ධຊ⋡の変

動で ���� と実はあまりᙉい┦関関ಀは☜認ฟ᮶なかった。もともと、�� ྡと㝈られたேᩘのࢹーࢱで

もあるので、よりヲ⣽な分析を㐍めるにはಀᩘだけを見るのでなくᩓᕸᅗを活用したり、ᑐ㇟を学年

体にᗈげたりすることが必㡲で、さらには他の要ᅉについても検ドする必要があるだろう。

ᅗ㸱� 㓄㈨ᩱ� 㸨ಶேሗಖㆤ୍ࡵࡓࡢ㒊ࢆಟṇ�

� � � � � � 㸯Ꮫᮇࡌྠࡰᙧᘧࠊࡋ∦㠃ๅ࡛ࡾ㓄ࠋࡓࡋ�
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㸲㸬ࡾࢃ࠾

本✏ᇳ➹のฟⓎ点となったのは、学年でも成⦼ࢺッࣉクࣛスの生徒が学習記㘓はẖ᪥ධຊするものの、

学習時間はクࣛス平ᆒにも㐩していないことにẼ付いたことである。他の成⦼上者も学習記㘓のධຊ

状況はⰋかったため、そこからணᮇした通り、学習時間௨上に学習記㘓のධຊ᪥ᩘの方が成⦼との┦関

がᙉいことが、ᑡᩘのࢹーࢱからではあるが、☜認できた。しかし、当↛のではあるが、ẖ᪥学習記

㘓をධຊするだけで成⦼が向上するはずはなく、その点は１・㸰学ᮇのࢹーࢱをẚ㍑することで☜認で

きた。ただ、学習記㘓をධຊし続け、その記㘓がṧっていくのは生徒にとってࣛࣉスになることはあっ

ても決してマࢼスになることは↓いだろう。であれࡤ、学習習័をᐃ着させる指導の୍⎔として学習

記㘓を᭷効に活用していきたいところである。記㘓をṧしていくことのព⩏については、ྰᐃ的なព見

もあるだろうが、今後も効果的な学習記㘓の活用方法をᶍ⣴するとともに、より多くの生徒情報をヲ⣽

に分析することで、記㘓をṧしていくព⩏を明♧ฟ᮶るようにດめたい。 

 本報࿌はまだまだᨵၿ点をṧしているが、ᑡしでも学習記㘓の効果的な活用、生徒の学習習័のᐃ着

に⧅がっていけࡤᖾいである。 

ᮎ➹ではあるが、協ຊを㡬いた担௵のᡞ⏣教ㅍにᨵめてឤㅰを⏦し上げる。 

㸳㸬参考㈨ᩱ

KWWS���ZZZ�VWDW�JR�MS�QDUXKRGR���BWRNXFKR�KXNXVX�KWPO  ⥲ົ┬⤫ィᒁ なるど⤫ィ学ᅬ 
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ឡ知教育学㝃ᒓ高等学校研究⣖要第ྕڦ

pp.ڦ㹼ڦ（20 ,ڦXX）

用⎔ቃ実ែㄪᰝࢺッࢿーࢱン 2021

生徒指導部  ᇼ⏣ 景子

㸺キー࣡ーࢻ㸼 ンࢱーࢿッࢺ用⎔ቃ実ែㄪᰝ  情報機ჾ  スマー࢛ࣇࢺン      

   ン授業ンࣛ࢜

本校では、2018 年より Classi を導ධし、また、2019 年から BYOD（Bring Your Own Device）
をヨ㦂的にጞめ、現ᅾは生徒のಶே情報➃ᮎを用しながら授業やさまざまな学習活動を行ってい

る。ಶேの情報➃ᮎを学習活動に用することにకい、2018 年度から継続して情報機ჾの用実ែ

ㄪᰝを行ってきた。本年度より、情報機ჾの用実ែからその活用状況やンࢱーࢿッࢺの用⎔ቃ

にὀ目し、内㛶ᗓが実している「㟷ᑡ年のンࢱーࢿッࢺ用⎔ቃ実ែㄪᰝ」を基にㄪᰝを行った。

ンの用が࢛ࣇࢺを用している機ჾは、⮬分専用のスマーࢺッࢿーࢱン 98.8%で᭱も多く、ḟ

いで、ンࢱーࢿッࢺ᥋続テࣞࣅが 36.6㸣、ࢤーム機が 36.2㸣であった。スマー࢛ࣇࢺンの用内

容は、ᢞ✏や࣓ッࢭーࢪをするが 99.2㸣で᭱も多く、ḟいで動⏬を見るが 90.9㸣、㡢ᴦを⫈く

が 87.7㸣、検⣴するが 87.5㸣で多かった。スマー࢛ࣇࢺンの用時間は、2 時間から 3 時間が 29.5㸣
で᭱も多く、1 時間から 2 時間が 26.7㸣、3 時間から 4 時間が 18.1㸣であった。内㛶ᗓのㄪᰝとẚ㍑

して本校生徒の≉ᚩは、スマー࢛ࣇࢺンの用時間が㛗くなく、㛗時間用者がᑡない点である。

ンࢱーࢿッࢺの༴㝤性についての学習の機会は、学校（ᑠ・中・高）のㅮ₇会や㓄ᕸ㈨ᩱが 84.3㸣、

学校の授業が 70.2㸣で高く、多くの生徒が学校を通じて༴㝤性等を学ࢇでいる。また、༴㝤性につい

てより知りたいと考えているテーマは、ࢭキࣗリテに関するၥ題が 37.8㸣、ࢩࣂࣛࣉー保ㆤに関

するၥ題が 29.6㸣、㟁子ၟ取ᘬに関するၥ題が 26.6㸣で他の項目より高く、これらの項目にᏳが

あることもうかがえた。

また、࢜ンࣛン授業およࡧᑐ㠃授業に関する㉁ၥでは、ᑐ㠃授業になってⰋかったとᛮうことの上

には、クࣛス࣓ࢺと୍⥴に授業をཷけているឤじがするが᭱も高かった。୍ 方࢜ンࣛン授業のⰋ

かった点として回⟅している割合が高かったものは、㐍度が㐺ษだがᣲげられており、年度のఇ校ᮇ

間中にも学習のがないようにᕤኵした成果があったのではないだろうか。

を用して様々な活動を行っており、≉にࢺッࢿーࢱン、ブୡ௦の本校生徒はテࢿルࢱࢪࢹ

スマー࢛ࣇࢺンは用内容からも生活の୍部となっている。୍方で、その༴㝤性や用の方、ࢭキ

ࣗリテ㠃でᏳにᛮっている生徒もᑡなくない。スマー࢛ࣇࢺンのࢺࣇࢯ㠃、ࣁーࢻ㠃ともに変化

のスࣆーࢻが᪩く、これらの㐺ษな情報を⣲᪩く㞟し理解していかなけれࡤ、ᛮわࣛࢺࡠブルに㐼

うྍ能性もある。その点では本校でも現行の情報ࣔࣛルやࢿッࢺリテࣛࢩーの指導௨እにも、ࢭキࣗ

リテ、課㔠やၟ取ᘬなどのᾘ㈝者教育という観点での指導必要となるだろう。また、本校では᮶年

度の新ධ生から୍ே୍ྎ iPad をᡤᣢして学習活動を行うணᐃである。今後は᮶年度の新ධ生がどの

ように iPad を用していくのか、また学習活動を通しての課題はఱかをྵめ、ンࢱーࢿッࢺの

用⎔ቃ実ែㄪᰝを継続していきたい。
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１ はじめに 

本校では、2018 年より Classi を導ධし、また、2019 年から BYOD（Bring Your Own Device）を

ヨ㦂的にጞめ、現ᅾは生徒のಶே情報➃ᮎを用しながら授業をጞめさまざまな学習活動を行っている。

ಶேの情報➃ᮎを学習活動に用することにకい、2018 年度から継続して情報機ჾの用実ែㄪᰝを

行ってきた。本年度より、情報機ჾの用実ែからその活用状況やンࢱーࢿッࢺの用⎔ቃにὀ目し、

内㛶ᗓが実している「㟷ᑡ年のンࢱーࢿッࢺ用⎔ቃ実ែㄪᰝ」を基にㄪᰝを行った。

㸰 ㄪᰝ概要

（１）ㄪᰝᑐ㇟

ᑐ㇟者は第 1 学年 120 ྡ、第 2 学年 198 ྡ、第 3 学年 191 ྡのィ 509 ྡである。

（㸰）ㄪᰝ方法

  時ᮇは 12 ᭶ᮎとし、回⟅には⣙ 1 㐌間のᮇ㝈をもうけ、Classi のࣛࣉッ࢛ࣇࢺーム上で行った。

（３）ㄪᰝ項目

  内㛶ᗓが実している「㟷ᑡ年のンࢱーࢿッࢺ用⎔ቃ実ែㄪᰝ」�）をඖに㉁ၥ項目を作成し、

本校⊂⮬の㉁ၥ項目も㏣ຍして実した。ㄪᰝ⤖果をẚ㍑するために、ンࢱーࢿッࢺの用実ែに

関する㉁ၥ項目は同じものとした。本校⊂⮬の㉁ၥは、Classi の用、ᑐ㠃授業およ࢜ࡧンࣛン授

業についての㉁ၥとした。

  回⟅はすて選ᢥᘧとし、Classi のࣛࣉッ࢛ࣇࢺーム上で行った。また、複ᩘ選ᢥᙧᘧをཎ๎とし、

୍部༢୍選ᢥ方ᘧとした。

用⎔ቃ実ែㄪᰝのな⤖果ࢺッࢿーࢱン ３

（１）回⟅⋡

1 年生 118 ྡ、2 年生 198 ྡ、第 3 学年 187 ྡのィ 503 ྡが回⟅した。回⟅⋡は 98.8㸣であった。

⏨ዪẚは⏨子 34.7㸣、ዪ子 64.3㸣であった。

（㸰）ンࢱーࢿッࢺの᥋続およࡧ用⋡

はࢺッࢿーࢱン 99.4㸣の生徒が

用している。ンࢱーࢿッࢺを

用している機ჾは、⮬分専用のスマ

ー࢛ࣇࢺンの用が 98.8%で᭱も多

く、ḟいでンࢱーࢿッࢺ᥋続テࣞ

がࣅ 36.6㸣、ࢤーム機が 36.2㸣、家

᪘とඹ᭷のࢥࢯࣃンが 35.2㸣であっ

た。

᥋続機ჾの用ࢺッࢿーࢱン（３）

内容

スマー࢛ࣇࢺンの用内容は、ᢞ

✏や࣓ッࢭーࢪをするが 99.2㸣
で᭱も多く、ḟいで、動⏬を見るが

90.9㸣、㡢ᴦを⫈くが 87.7㸣、検⣴す
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るが 87.5㸣で多かった。ࣃ

ンの用内容は、検⣴ࢥࢯ

をするが 50.2㸣で᭱も多

く、ᙳやไ作、記㘓をす

るが 33.2㸣、ຮᙉをするが

15.0㸣、㈙い≀をするが

14.7㸣であった。ࢱブࣞッ

の用内容は、検⣴をすࢺ

るが 38.4㸣、㡢ᴦを⫈くが

31.1 㸣 、 ຮ ᙉ を す る が

26.9㸣、ࢤームをするが

25.3㸣であった。これらの

⤖果はྛ情報機ჾともに

用していると回⟅した

ものにᑐする割合である。

（㸲）ྛ機ჾの平᪥の平ᆒ用時間

スマー࢛ࣇࢺンの用時間は、2 時間から 3
時間が 29.5㸣で᭱も多く、1 時間から 2 時間が

26.7㸣、3 時間から 4 時間が 18.1㸣であった。

ンは、1ࢥࢯࣃ 時間ᮍ‶ 64.5㸣で᭱も多く、ḟ

いで 1 時間から 2 時間が 11.6㸣であった。ࢱブ

ࣞッࢺも同様に、1 時間ᮍ‶が 58.1㸣で᭱も多

く、ḟいで 1 時間から 2 時間が 14.1㸣であっ

た。ンࢱーࢿッࢺ᥋続テࣞࣅについては、1 時

間ᮍ‶が 46.3㸣、1 時間から 2 時間が 36.8㸣で

多かった。

（㸳）情報ࣔࣛルやࢭキࣗリテーのព識について

ᝏཱྀや᎘がらせの࣓ッࢭーࢪや࣓

ールを㏦られたり᭩き㎸みをされた

ことがあるのは 6.2㸣であった。ま

た、他ேが見ることができる㹑㹌㹑

等で⮬分の情報（ྡ๓や┿、࣓ ール

だこࢇス、㹇㹂）などを᭩き㎸ࣞࢻ

とがあるのは 12.1㸣、୍方他ேの情

報を᭩き㎸ࢇだことがあるのは

5.6㸣であった。ࢤームやࣉリの

課㔠⤒㦂は 17.9㸣であった。㏞ᝨ࣓

ールや࣓ッࢭーࢪが㏦られてきた⤒

㦂は 40.0%であった。

ᬑẁ用しているࢣࢽ࣑ࣗࢥーࢩ
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ࣙンࢺࢧ（SNS）は、LINE が 94.8㸣で᭱も多く、ḟいで Youtube が 88.7㸣、Instagrm が 74.8㸣
であった。ンࢱーࢿッࢺで知り合ったேとの࣓ッࢭーࢪのやり取り（SNS もྵむ）の⤒㦂は 26.4㸣
で、ンࢱーࢿッࢺで知り合ったேと┤᥋会ったことがある⤒㦂は 9.4㸣、ンࢱーࢿッࢺで知り合

ったேとのே間関ಀでᝎࢇだことがある⤒㦂は 2.2㸣であった。

の使い方について、家ᗞでのルールが決められているかについては、家ᗞでルールࢺッࢿーࢱン

を決めていないが 36.2㸣で᭱も多く、ḟいでᅔったときはすࡄに保ㆤ者に┦ㄯするが 30.4㸣、ࢤーム

やࣉリの用方法や用ᩱ㔠、課㔠の上㝈が

28.2㸣であった。

スマー࢛ࣇࢺンなどを通じてだちとの࣑ࢥ

ンを㠃ಽだとឤじることがあるかࣙࢩーࢣࢽࣗ

については、よくあるが 7.7㸣、ᑡしあるが

31.6㸣、あまりないが 38.4㸣、くないが 11.9㸣
であった。ンࢱーࢿッࢺ用機ჾがẼになって

家のᡭఏいやຮᙉなど、やるきことができなく

なることがあるかについては、よくあるが

19.3㸣、ᑡしあるが 43.0㸣、あまりないが

27.6㸣、くないが 9.1㸣であった。

（㸴）ンࢱーࢿッࢺの༴㝤性の認知およࡧ学習の機会

の༴㝤性についての学習の機会は、学校（ᑠ・中・高）のㅮ₇会や㓄ᕸ㈨ᩱがࢺッࢿーࢱン  84.3㸣、

学校の授業が 70.2㸣で高く、ḟいでンࢱーࢿッࢺが 23.1㸣、保ㆤ者が 20.3㸣であった。学習の内

容は、ンࢱーࢿッࢺ上のࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンに関するၥ題（他ேのᝏពある᭩き㎸み、ゝⴥによ

るᨷᧁなど）が 75.9㸣、ࢩࣂࣛࣉー保ㆤに関するၥ題が 64.4%、ඣ❺の性的⿕ᐖに関するၥ題（ฟ

会い⣔ࢺࢧや SNS 等がきっかけなど）が 60.4㸣であった。また、༴㝤性について知りたいと考え

ているテーマは、ࢭキࣗリテに関するၥ題（࢘ルスやṇクࢭスᑐ⟇など）が 37.8㸣、ࣛࣉ

が（のὶฟなどࢻス࣡ーࣃಶே情報や）ー保ㆤに関するၥ題ࢩࣂ 29.6㸣、㟁子ၟ取ᘬに関するၥ題（

ンࢱーࢿッ࢜ࢺークࣙࢩンや高㢠な課㔠など）が 26.6㸣であった。

（７）Classi について

Classi の用㢖度は、ࡰẖ᪥が

35.6㸣、㐌に 5 ᪥⛬度が 28.0㸣、㐌

に 2 ᪥⛬度が 16.5㸣、とࢇど用

していないが 16.3㸣であった。

Classi の中で用している࣓ࣗࢽー

では、学習記㘓が 66.4㸣、ポーࣇࢺ

が࢜リ࢛ 56.5㸣、ンࢣーࢺが

56.1㸣、成⦼࢝ルテが 55.9㸣で高か

った。

（㸶）ᑐ㠃授業と࢜ンࣛン授業につ

いて

ン授業からᑐ㠃授業になンࣛ࢜ 

ってⰋかったとᛮうことは、クࣛス
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と୍⥴に授業をཷけているឤじがするがࢺ࣓ 60.5㸣で᭱も高く、ḟいで内容が分かりやすいが

37.5㸣、内容の理解が῝まるが 35.4㸣、㉁ၥがしやすいが 22.2㸣であった。࢜ンࣛン授業のⰋかっ

たとᛮうことは、その他が 44.8㸣、㐍度が㐺ษだが 30.7㸣で他の項目よりも高かった。

㸲 考ᐹ

の᥋続はࢺッࢿーࢱン  99.4㸣で内㛶ᗓのㄪᰝときなᕪは見られなかった。また、ンࢱーࢿッ

ンが࢛ࣇࢺに᥋続する機ჾもスマーࢺ 98.8㸣であり、内㛶ᗓのㄪᰝ �）と同様にとࢇどの生徒がスマー

ࢽ࣑ࣗࢥをするなどのࢪーࢭンの用内容は、ᢞ✏や࣓ッ࢛ࣇࢺンを用している。スマー࢛ࣇࢺ

ンがࣙࢩーࢣ 99.2㸣、動⏬を見るが 90.9㸣でこれらが多いഴ向も内㛶ᗓのㄪᰝ �）と同様であった。୍

方で、用内容のഴ向に違いが見られたのは、内㛶ᗓのㄪᰝではࢤームをするが 74.6㸣にᑐして本校の

生徒は 57.9㸣で内㛶ᗓのㄪᰝとẚ㍑するとపい値であった。これは、ࢤーム機の用⋡が本校生徒の方

が内㛶ᗓのㄪᰝより多く、ࢤームはスマー࢛ࣇࢺンを用せずᤣえ⨨きᆺなどのࢤーム機を用してい

ることが要ᅉともいえる。さらに、ࢥࢯࣃンの用は⮬分およࡧ家᪘ඹ᭷もྵめ 49.7㸣で⣙༙ᩘの生徒

がࢥࢯࣃンも用しており、内㛶ᗓのㄪᰝよりも用⋡が高かった。年度までの情報機ჾ用実ែㄪ

ᰝでも、年々ࢱブࣞッࢺ➃ᮎやࢥࢯࣃンの用⋡が上᪼し、31.7㸣であった �）。本校では、2018 年から

Classi を用しての学習ᨭとして、課題としてࣞポーࢺを᭩いてࢹーࢱでᥦฟをしたり、ポー࢛ࣇࢺ

リ࢜に学習の記㘓をࢹーࢱでṧす機会が多いことがࢥࢯࣃンの用⋡を向上させている要ᅉとなって

いるྍ能性がある。また、これらンࢱーࢿッࢺに᥋続する情報機ჾを使う㝿の目的ูにみると、ຮᙉ

目的では 1 時間ᮍ‶が 6 割を㉸え、2 時間௨内で 9 割を㉸えている。㊃やፗᴦは 1 時間から 2 時間が

35.5㸣で᭱も多いが、2 時間から 3 時間も 27.0㸣と୍ᐃᩘいる。保ㆤ者・ேとのࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン

では 1 時間ᮍ‶が⣙ 7 割となっている。また、ຮᙉや保ㆤ者・ேとのࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンに 3 時間௨

上と回⟅した生徒はとࢇどないが、㊃やፗᴦに 3 時間௨上用していると回⟅した生徒は 15.9㸣で

あり、ンࢱーࢿッࢺに᥋続して㊃やፗᴦに᭱も多くの時間を用しているഴ向にあるといえる。そ

して、これらいずれの⤖果も内㛶ᗓのഴ向と同様であった �）。

 ᭱も用する情報機ჾであるスマー࢛ࣇࢺンの用時間においては、2 時間から 3 時間が 29.5㸣、1
時間から 2 時間が 26.7㸣と 3 時間௨内の生徒が༙ᩘ௨上となったが、内㛶ᗓのㄪᰝでは、3 時間から 4
時間が᭱も多く、3 時間௨上の用は⣙ 6 割となっている。これらから、本校の生徒はスマー࢛ࣇࢺン

の用時間が内㛶ᗓのㄪᰝにẚてᑡないഴ向にある。また、5 時間௨上の用も内㛶ᗓのㄪᰝでは

22.3㸣である �）のにᑐし、本校では 7.4㸣であったことからもスマー࢛ࣇࢺンの㛗時間用者もᑡない

ഴ向にあるといえる。その他のྛンࢱーࢿッࢺ᥋続機ჾにおいても、本校では 1 時間ᮍ‶が᭱も多く

なっており、スマー࢛ࣇࢺン௨እの用機ჾが多ᒱにわたっていたとしても、体的にンࢱーࢿッࢺ

を用している時間はᑡないഴ向にある。本校生徒のスマー࢛ࣇࢺンの用時間がᑡないഴ向にあるの

は、家ᗞでのルールの項目からも᥎ᐹできる。家ᗞでのルールとして用時間を決めているのが内㛶ᗓ

のㄪᰝでは 50.8㸣にᑐして、本校では 17.7%であったことから、用時間をไ㝈するまでの㛗時間用

をする生徒がもともとᑡないといえるのではないだろうか。また、本校があるส㇂ᕷでは「ส㇂ᕷඣ❺

生徒健育成ឡㆤ会」からのࡧかけで 2014 年からンࢱーࢿッࢺやスマー࢛ࣇࢺンの౫Ꮡ等を㜵ࡄ

ために、ᑠ、中学校の多くの家ᗞで 9 時௨㝆はスマー࢛ࣇࢺンを使わないようにするなどスマー࢛ࣇࢺ

ンの用に୍ᐃのルールを設け家ᗞでᏲっていく取⤌を⮬的な行っていたことにも関ಀしているྍ

能性も考えられる。家ᗞでのルールが地域社会の中で実効性のある取⤌となった �）ことや、ส㇂ᕷの中

学校でẖ年実されている家ᗞでの⮬ルールにᑐする生徒のᛂは 8 割が㈶成で �）、生徒⮬身もその
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༴㝤性をឤじているのではないかと考えられる。本校の生徒はส㇂ᕷが通学ᅪ内の者が多く、ᑠ、中学

校でࢿッࢺ౫Ꮡの༴㝤性の認知や家ᗞでの⮬ルールなどによって、スマー࢛ࣇࢺンの用時間にᑐし

ては高校ධ学までにある⛬度ࢥンࣟࢺールできるようになっている生徒が多いのではないだろうか。ま

た、本校では BYOD を実しているが、必要のない時はスマー࢛ࣇࢺンの㟁※はษり㠜にしまって授

業をཷけることがཎ๎であるため、学校での時間にスマー࢛ࣇࢺンを用する機会が授業௨እにはない

ことも要ᅉの୍つだろう。

୍方で、ンࢱーࢿッࢺの༴㝤性に関する知りたい学習のテーマとして上にᣲげられている項目は、

生徒が知識や情報としてまだ༑分である、Ᏻがあるものとゝえる。上にᣲげられているࢭキࣗリ

テに関するၥ題、ࢩࣂࣛࣉー保ㆤに関するၥ題、㟁子ၟ取ᘬに関するၥ題については、今後学習や

知識をᚓる機会を設ᐃしていく必要がある。≉に成ே年㱋ᘬきୗげによって、高校 3 年生である 18 ṓ

ではᮍ成年者取ᾘᶒで保ㆤされなくなるため、生徒にṇしい知識や情報をᥦ供していく必要性がᛴົと

いえる。

Classi の用については、とࢇどẖ᪥と㐌に 5 ᪥௨上を合わせると 6 割௨上となり、年度とࡰ

同様であるため、୍ᐃのᐃ着はしているといえる。しかし、ࡰẖ᪥をྵめ㐌に 5 ᪥௨上用している

生徒が学年によってきなᕪが見られた。学校体の取⤌としては、Classi の用目的や用項目など

は学年間でᕪがない方がᮃましいと考える。また、ࡰẖ᪥をྵめ㐌に 5 ᪥௨上の用が 8 割௨上と᭱

も高い 2 年生については年度、高校生活のスࢱーࢺがఇ校からጞまり、学校との連⤡ᡭẁのとࢇど

が Classi であったことから、学年指導として Classi をẖ᪥ධຊし学校からの連⤡を㜀ぴする指導がな

されていたが、その習័がᐃ着してきていることが理⏤であろう。今後は Classi があるから使わなけれ

ならないではなく、ఱのためにどの機能を使うのかといった明☜な目的をᣢたせ用させていく必要ࡤ

があるだろう。

 今回のㄪᰝでは、年度の࢜ンࣛン授業とᑐ㠃授業についてⰋかったとᛮう点はఱかを㏣ຍ項目と

して 2、3 年生をᑐ㇟に実した。࢜ンࣛン授業からᑐ㠃授業になってⰋかったとᛮうことの上に

は、クࣛス࣓ࢺと୍⥴に授業をཷけているឤじがするが 60.5㸣、内容が分かりやすいが 37.5㸣、内容

の理解が῝まるが 35.4㸣であった。୍ 方、࢜ンࣛン授業のⰋかった点としては、㐍度が㐺ษだが 30.7㸣
でⰋかった点としてᣲげている割合がᑐ㠃授業よりも高かった。また、その他が 44.8㸣で᭱も多く㉁ၥ

項目௨እをⰋかったと評価している。年度の新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスឤᰁᣑのᙳ㡪により、ᑠ、中、

高等学校よりもఇ校ᮇ間が㛗かった学で㐲㝸授業や࢜ンࣛン授業が多く実され、現ᅾも୍部࢜ン

ン授業に関しては学生のンࣛ࢜ン授業のままㅮ⩏が行われている学もある。そのため、学のࣛ

ᛂも報࿌されており、࢜ンࣛン授業のⰋかった点として、⮬分の࣌ースで学習できるや⮬Ꮿで学習

できるがⰋかった点としてᣲげられている �）。本校では時間割を⤌ࢇで࢜ンࣛン授業を行ったため、

⮬分の࣌ースで学習できることはなかったかもしれないが、通学ᅪが㐲い生徒にとっては、⮬Ꮿで学習

できることは本校の生徒もⰋかった点として考えているのかもしれない。また、≉ᚩとして㐍度が㐺ษ

だと回⟅している割合が、࢜ンࣛン授業の方がᑐ㠃授業よりも高いことがᣲげられる。これは、年

度✺↛のఇ校ᥐ⨨により準ഛᮇ間がない中で、ྛ学年、ྛ教科で教ᮦや時間割、㓄ಙ設ᐃを準ഛし、ఇ

校ᮇ間中にも学習のがないようにヨ行㘒ㄗをしながらᕤኵしたことの成果であるといえるのでは

ないだろうか。また、学の報࿌では࢜ンࣛン授業に⫯ᐃ的なព見も多く、࢜ンࣛン授業の‶㊊度

が高い報࿌や学習効果を高めるྍ能性を♧၀する報࿌もある ��）��）��）。୍方で、本校のㄪᰝ⤖果からは

ᑐ㠃授業になってⰋかった点として授業の内容が分かりやすくなったことや内容の理解度は࢜ンࣛ

本校の生徒にとってᑐ㠃授業は㔜要な機会であࡤン授業よりも高い評価があり、学習という点でみれ
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るといえる。また、クࣛス࣓ࢺと授業をཷけている୍体ឤや㉁ၥのしやすさなど、ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩ

ンの部分においても評価が高かった。これらのことから、学習習័や学習方法が☜立されていなかった

り、また専門的ではなく基♏的な学ࡧが必要な年㱋ᒙでは࢜ンࣛン授業よりもᑐ㠃授業の方が様々な

点でより学習成果をあげられるのではないだろうか。

㸳 まとめ

 本年度から、ឡ知┴が平成 28 年まで実していた「情報機ჾ用実ែㄪᰝ」��）に準ずるものから内

㛶ᗓが実している「㟷ᑡ年のンࢱーࢿッࢺ用⎔ቃ実ែㄪᰝ」に変᭦をしたため、༢⣧に⤒年変化

をẚ㍑することはできないが、多くの項目において変化のഴ向をみることはできた。本校の生徒におい

ても、スマー࢛ࣇࢺンのᡤᣢ⋡がࡰ 100㸣に㏆い状ែはᩘ年間変わっていない。その用内容におい

ても多ᒱにわたり、ࢱࢪࢹルࢿテブୡ௦の本校生徒にとってスマー࢛ࣇࢺンはもはや生活の୍部と

なっていることは間違いない。୍方で、その༴㝤性や用の方、ࢭキࣗリテ㠃でᏳにᛮっている

生徒もᑡなくない。スマー࢛ࣇࢺンのࢺࣇࢯ㠃、ࣁーࢻ㠃ともに変化のスࣆーࢻが᪩く、これらの㐺ษ

な情報を⣲᪩く㞟し理解していかなけれࡤ、ᛮわࣛࢺࡠブルに㐼うྍ能性もある。その点では本校で

も情報ࣔࣛルやࢿッࢺリテࣛࢩーの指導は継続しながら、ࢭキࣗリテ、課㔠やၟ取ᘬなどのᾘ㈝者教

育という観点での指導も必要となるだろう。また、本校では᮶年度の新ධ生から୍ே୍ྎ iPad をᡤᣢ

して学習活動を行うணᐃである。今後は᮶年度の新ධ生がどのように iPad を用していくのか、また

学習活動を通しての課題はఱかをྵめ、ンࢱーࢿッࢺの用⎔ቃ実ែㄪᰝを継続していきたい。

年度の 4 ᭶には୍ᩧఇ校ᮇ間となって学校活動がṆまり、学習㠃をጞめ目に見えるものだけでなく

見えない部分でも子どもたちに様々なᙳ㡪があった。現ᅾも校生徒がཧຍする学校行には୍ᐃのே

ᩘไ㝈をຍえたり、⤊業ᘧやጞ業ᘧなども Zoom での実など、新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスឤᰁᣑ๓の状ែ

ににᡠっているものは多くない。しかし、この新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスឤᰁᣑのᙳ㡪が教育現場に

もきな変㠉をもたらしていることは間違いない。ᛴ㏿な学習の ICT 化、࢜ンࣛン化などは⎔ቃ、設

ഛ、教ᮦ、ேᮦなど様々な㠃でၥ題や課題がᾋき᙮りになったが、この変化の方向性はより㐍ࢇでいく

と考える。新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスឤᰁᣑに関ಀなく、࢜ンࣛンで学習ができるということは様々な

学習方法でいつでもどこでも学る⎔ቃとなり、多様化やࣟࢢーࣂル化の時௦にἢっているのではない

だろうか。୍方で本校のㄪᰝでもᑐ㠃授業のⰋさを実ឤしている生徒も多くいることや、࢜ンࣛンで

はᚓられない⤒㦂や体㦂もᑐ㠃授業にはある。学校という場がその୧方のⰋさをᥦ供する場となってい

くことがこれから求められていくのだろう。また、新学習指要領では、ண がᅔ難な時௦に⮬ら新たな

価値を㐀していくことが子どもたちのᮍ᮶に向けての方向性として♧されている ��）。今後も AI や VR
技⾡などテクࢪࣟࣀーの㐍化はますますຍ㏿し、現ᅾからはண できないような社会がᚅっている。そ

のὶれの中で、学校現場が設ഛ、技⾡、ேᮦ、教育方法の㠃で取りṧされるようなことにならないよう

にしなけれࡤならないと考えている。

ཧ考ᩥ⊩ 

�� 内㛶ᗓ ௧ � 年度 㟷ᑡ年のンࢱーࢿッࢺ用⎔ቃ実ែㄪᰝ 㟷ᑡ年ㄪᰝ⾲ 

�� 内㛶ᗓ ௧ �年度 㟷ᑡ年のンࢱーࢿッࢺ用⎔ቃ実ែㄪᰝ 㟷ᑡ年ㄪᰝの⤖果����� ���� 

�� 内㛶ᗓ ௧ �年度 㟷ᑡ年のンࢱーࢿッࢺ用⎔ቃ実ែㄪᰝ 㟷ᑡ年ㄪᰝの⤖果����� ���� 

�� ᇼ⏣景子 情報機ჾの用実ែㄪᰝ���� �� 年間のㄪᰝを通して� ឡ知教育学㝃ᒓ高等学
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��� 中ᮧ࢜ンࣛン授業（࢜ンࢹマンࢻᆺ）における教育効果 ᮾὒ学ᅬ学教⫋課⛬年報 �����
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 ���� ᑐᛂの現状、課題、今後の方向性についてࢼࣟࢥ
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ឡ知教育学㝃ᒓ高等学校研究⣖要第ྕڦ

pp.ڦ㹼ڦ（20 ,ڦXX）

現⫋研ಟにおけるᚰ⫵⸽生法ㅮ習の

効果的な実方法についての୍考ᐹ

保健部 ᅭᒸ子㸪ᕝ⍠⳯（ឡ知教育学教⫋学㝔）㸪ᒣ⏣ᾈ平（ឡ知教育学）

㸺キー࣡ーࢻ㸼現⫋研ಟ、ᚰ⫵⸽生法ㅮ習、知識テスࢺ

�㸬ࡵࡌࡣ

教⫋員は、༴㝤等からඣ❺生徒の生や身体のᏳをᏲるため、状況にᛂじた的☜な判断や行動が求

められ、そのためには、学校や地域の実ែに༶した実践的な研ಟを行う必要がある１）とされている。本

校でも、保健部の⏬でẖ年１回、現⫋研ಟとして⥭ᛴ時ᑐᛂカ練を実している。ときには学の㣴

ㆤ教育ㅮᗙのඛ生方にㅮᖌを౫㢗し、専門的な観点からのࡈ指導もいただいている。2015 年から 2019
年まではࣛࣇࢼキࢩー⥭ᛴᑐᛂに焦点を当てた研ಟを実した。ඛの３年間の評価では、「⥭ᛴᑐ

ᛂのように、平時は用いることのない知識や技⾡は⤒時的にኻわれていることが考えられるが、年に 1
回でも☜認し┤すことで記᠈や技⾡がᙉ化され、⥭ᛴ時にも㐺ษにᑐᛂできるྍ能性が考えられる」㸰）

と♧された。その⤖果をཷけて、2019 年度は࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンによるᙧᘧを取りධれ、⥭ᛴែを࣓

ーࢪしやすい研ಟとなったが、時間が㊊らず、実習できたのは㝈られたேになってしまった。2020 年度

はࢼࣟࢥ⚝のᙳ㡪により研ಟもままならなかったが、2021 年度はឤᰁᑐ⟇に␃ពしながら、ཧຍ者

員が実習できる内容をィ⏬し実した。ここでは、ᚰ⫵⸽生法ㅮ習を㝈られた時間の中で、より効果的

な学ࡧにするための方法について考ᐹする。

�㸬᪉ἲ

2021 年（௧ 3 年）5 ᭶に教⫋員の現⫋研ಟとして 60 分のᚰ⫵⸽生法ㅮ習（ㅮ⩏と実習）を実し

た。๓༙には、ᩆᛴᩆኈのᅜ家㈨᱁をᡤᣢする教⫋学㝔生によるㅮ⩏で「㹈㹐㹁⸽生ࣛࢻ࢞ン

2020」３）のᕷẸ用 BLS（୍ḟᩆฎ⨨）ルࢦリズムのὶれにἢった内容で行い、その場にᒃ合わせ

たே（bystander 、ンダー）としての行動要領をㅮᖌ⮬作の動⏬にἢって☜認した。後༙にはࢱスࣂ

カ練用の㈨機ᮦを用いて⬚㦵ᅽ㏕と AED の実習をした。≉に⬚㦵ᅽ㏕は、⤯え間なく行うことが㔜要

とされることから、複ᩘのᩆຓ者がいる設ᐃで、⬚㦵ᅽ㏕の௦にかかる時間を᭱ᑠ㝈にできるようࢳ

ームに分かれてリࣞー方ᘧで行った。ឤᰁᑐ⟇として、ཧຍ者の検 、ᡭ指・≀品のルࢥールᾘẘ、

リࣞー方ᘧでの実技の㝿には㊥㞳を保てるよう、ࢳームẖにカ練用マࢿキンを 2 体準ഛした。

また、研ಟの効果を評価するため、Classi（Classi ᰴᘧ会社が運Ⴀする教育ࣛࣉッ࢛ࣇࢺーム）を用

いてព識やែ度についてのンࢣーࢺ（௨ୗ、ព識ㄪᰝ）と、研ಟ๓後に Google ームを用いてㅮ࢛ࣇ

習内容に関わる知識テスࢺを行った。

 校内現⫋研ಟにおいて、㝈られた時間内でᚰ⫵⸽生法ㅮ習を効果的に実することを目的として研

ಟ㐣⛬を考ᐹした。ㅮ習では、ㅮ⩏後、ᡭ技のṇ☜さと௦のさをព識できるようリࣞー方ᘧの

の⤖果から、今回のᚰ⫵⸽生法ࢺームᑐᢠで実習した。研ಟの๓後で実したព識ㄪᰝや知識テスࢳ

ㅮ習の効果が認められた。
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3㸬⤖ᯝ

研ಟのཧຍ者は、教⫋員 33 ྡ中 30 （ྡ90.9%）であり、ព識ㄪᰝの回⟅者は๓が 31 （ྡ93.9%）、

後 26 （ྡ78.8%）であった（⾲１）。知識テスࢺの回⟅者は๓が 14 （ྡ42.4%）、後が 26 （ྡ78.8%）

であった。
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䜎䛒䜎䛒⌮ゎ䛷䛝䛯 

䛷䛝䛺䛛䛳䛯 

䇷
20(76.9) 

6(23.1) 
0( 0.0) 

㻽㻤 ᚰ⫵⸽⏕ἲ䛻䛴䛔䛶䛾ㅮ⩦䜢ཷ䛡䚸▱㆑䜔ᢏ

⬟䜢㌟䛻䛡䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜎䛧䛯䛛䠛 

䛷䛝䛯 

䜎䛒䜎䛒䛷䛝䛯 

䛷䛝䛺䛛䛳䛯 

䇷
14(53.8) 
12(46.2) 

0( 0.0) 

㻽㻥 ᚰ⫵⸽⏕ἲ䛻䛴䛔䛶䚸䛾ே䛻ᐇ᪉ἲ䜔㔜

せᛶ䜢ᩍ䛘䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜎䛩䛛䠛 

䛷䛝䜛 

䜎䛒䜎䛒䛷䛝䜛 

䛒䜎䜚䛷䛝䛺䛔 

䛷䛝䛺䛔 

䇷

11(42.3) 
11(42.3) 
4(15.4) 
0( 0.0) 

䈜ᐇ⩦ᅇᩘ䠖⌧⫋◊ಟ䜔ᬑ㏻ᩆㅮ⩦䛺䛹ㅮ⩦䛾ᶵ䠍ᅇ䛻䛴䛔䛶ᐇ⩦䠍ᅇ䛸䜹䜴䞁䝖䛩䜛 

（1）ᚰ⫵⸽生に関するព識やែ度の変化（⾲１）

1）ᛂᛴᡭ当の⮬ಙについて

Q1「目の๓でேがಽれたら、ᚰ⮚マッࢧーࢪや AED を使ったᛂᛴᡭ当ができますか」では、「でき

る」「多分できる」が๓ 80.7%、後 92.3%と高い割合であった。๓で「あまりできない」「できな

い」と⟅えた 6 ྡのうち 3 ྡは、後で「できる」「多分できる」と回⟅していた。

2）ᛂᛴᡭ当をするときのᏳについて

Q2「実㝿にᛂᛴᡭ当をすることになったら、どのようなことをᏳにឤじますか」では、「ṇしくで
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きるか」が๓ 38.7%、後 50.0㸣とቑえていたが、「やり方を間違えて状をᝏ化させないか」๓

32.3㸣、後 23.1%、「ኻᩋしたときに㈐௵がၥわれないか」๓ 19.4%、後 3.8%とῶっていた。「そ

の他」の⮬⏤記㏙では、๓では「෭㟼さを保てるか」「⮬分⮬身のᏳ☜保」が、後には「࿘りにே

がいなかったら」「୍ேではᑐᛂするのは難しい」がᣲげられた。≉ᚩ的だったのは「ኻᩋしたときに㈐

௵がၥわれないか」を選ᢥした๓ 6 ྡの内 3 ྡが、上記 Q1 ᛂᛴᡭ当ができるかの๓で「あまりで

きない」「できない」を選ᢥしていたことであった。

3）ᚰ⫵⸽生法ㅮ習⤒㦂について

Q3「ᚰ⫵⸽生法（⬚㦵ᅽ㏕やேᕤ྾、AED の使い方など）の実技練習をしたことがありますか」

では員があると回⟅していた。Q4「ᚰ⫵⸽生法についてఱ回くらい実習しましたか」では、平ᆒ回ᩘ

は 6.1 回であったが、年௦が上がるにつれて実習平ᆒ回ᩘがቑえており、ㅮ習を⧞り㏉しཷけているこ

とが分かった（⾲㸰）。Q6「ᚰ⫵⸽生法のㅮ習等のཷㅮ（実習）㢖度」では、１年に１回⛬度が 12 ྡ

(38.7㸣)、㸰㹼３年に 1 回⛬度が 11 ྡ(35.5%)と多くのேが、ᐃᮇ的にཷㅮしていた。

⾲䠎㻌年௦ู䛾ᐇ⩦⤒㦂䛾ᖹᆒᅇᩘ䛸▱㆑䝔䝇䝖䛾ᖹᆒⅬ㸲）

㻞㻜 ௦㻌 㻟㻜 ௦㻌 㻠㻜 ௦㻌 㻡㻜 ௦㻌 年௦㻌

ᐇ⩦⤒㦂ᖹᆒᅇᩘ㻌 3.3 (n=4) 4.0 (n=10) 7.1 (n=11) 16.0 (n=2) 6.1 (n=31) 

▱㆑䝔䝇䝖Ⅼᩘ㻌
๓㻌 5.0 (n=1) 5.6 (n= 6) 7.1 (n= 6) Ɇ 5.9 (n=14) 
ᚋ㻌 9.3 (n=4) 9.4 (n= 9) 9.2 (n=10) 7.6 (n=3) 9.1 (n=26) 

4）ㅮ習内容の評価について

Q7「ᚰ⫵⸽生法（⬚㦵ᅽ㏕やேᕤ྾、AED の使い方など）のᛂᛴᡭ当の㔜要性について理解する

ことができましたか」では、「理解できた」が 20 ྡ(76.9%)、「まあまあ理解できた」が 6 ྡ(23.1%)で
あり、Q8「ᚰ⫵⸽生法についてのㅮ習をཷけ、知識や技能を身に付けることができましたか」では、「で

きた」が 14 ྡ(53.8%)、まあまあできたが 12 ྡ(46.2%)であった。Q9「ᚰ⫵⸽生法について、他のேに

実方法や㔜要性を教えることができますか」では、「できる」11 ྡ(42.3%)、「まあまあできる」11 ྡ

(42.3%)であった。

（㸰）知識テスࢺから

 知識テスࢺ 10 ၥ 10 点中、平ᆒ点は๓ 5.9
点、後 9.1 点であった（⾲㸰）。点ᩘの変化

も後では体的に点ᩘがⰋくなっていた

（ᅗ１）。

๓でㄗ⟅が᭱も多かったၥ題は、「യ者

に声をかけ、ᛂがない場合、選ᢥ⫥の中で

ḟに行うことはఱですか」であり、「⬚㦵ᅽ

㏕」、「ᩆᛴ㌴要ㄳ㸺ṇ解㸼」、「྾の☜認」

の 3 ᢥから、「྾の☜認」を選ᢥしたேが多

かった。ḟに「１分間に⬚㦵ᅽ㏕の回ᩘの目Ᏻは」で、3 ␒目が「ಽれているேがいたら、まずఱをし

ますか」であった（⾲３）。いずれのၥいも後のテスࢺではዲ成⦼であった。

0

5

10

15

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

(ே)

(点)

๓ 後

ᅗ䠍㻌 ▱㆑䝔䝇䝖䛾Ⅼᩘ䛾ኚ㻌

161



⾲䠏㻌 ▱㆑䝔䝇䝖䠄ㄗᅇ⟅䛜ከ䛛䛳䛯ၥ㢟䠅㻌

㉁ၥ㻌 㑅ᢥ⫥㻌 ๓䠄㼚㻩㻝㻠䠅㻌 ᚋ䠄㼚㻩㻞㻢䠅㻌

ၥ䠍䠅ಽ䜜䛶䛔䜛ே䛜䛔䛯䜙䚸䜎䛪ఱ䜢䛧䜎䛩䛛䠛 

ᛂ䜢☜ㄆ䛩䜛 8 (57.1) 2 ( 7.7) 
࿘ᅖ䛾Ᏻ䜢☜ㄆ䛩䜛 6 (42.9) 24 (92.3) 
྾䛾☜ㄆ 0 ( 0.0) 0 ( 0.0) 

ၥ䠎䠅യ⪅䛻ኌ䜢䛛䛡䚸ᛂ䛜䛺䛔ሙྜ䚸㑅ᢥ⫥

䛾୰䛷ḟ䛻⾜䛖䛣䛸䛿ఱ䛷䛩䛛䠛 

྾䛾☜ㄆ 11 (78.6) 10 (38.5) 
ᩆᛴ㌴せㄳ 3 (21.4) 16 (61.5) 
⬚㦵ᅽ㏕ 0 ( 0.0) 0 ( 0.0) 

ၥ䠒䠅䠍ศ㛫䛻⾜䛖⬚㦵ᅽ㏕䛾ᅇᩘ䛾┠Ᏻ䛿䠛 

㻤㻜 ᅇ㻛ศ 9 (64.3) 1 ( 3.8) 
㻝㻝㻜 ᅇ㻛ศ 4 (28.6) 25 (96.2) 
㻝㻡㻜 ᅇ㻛ศ 1 ( 7.1) 0 ( 0.0) 

（３）⮬⏤記㏙（⾲㸲）

 ⮬⏤記㏙では、㸿㹃㹂の実習、ዪ性や子どものᚰ⫵⸽生法の実習、࣑ࣞࣗࢩーࣙࢩンカ練をᮃむ声

や、ឤᰁᑐ⟇についてᏳにឤじるேの㓄៖㊊についてあげられた。

⾲䠐㻌 ⮬⏤グ㏙㻌

ᨵၿ䛻㛵䛩䜛ෆᐜ㻌

䞉㻭㻱㻰 䜢䜒䛖ᑡ䛧䛱䜓䜣䛸䛳䛶䜏䛯䛛䛳䛯 

䞉ྤ䛜䛒䛳䛯ሙྜ䜒䚸྾䛾☜ㄆ䛿᪥ᩍ䛘䛶䛔䛯䛰䛔䛯䜔䜚᪉䛷Ⰻ䛔䛾䛛䛺䠛䛸ၥ䜢ᣢ䛱䜎䛧䛯䚹㻔ྤ䛧䛯ሙྜ㢦䜢ᶓ

䛻䛩䜛䛸䛺䛳䛶䛔䛯䛾䛷㻕 

䞉䝁䝻䝘䛜䛺䛡䜜䜀䚸ྠ䛨⏝ල䜢䛳䛶ᚰ⮚䝬䝑䝃䞊䝆䛾௦䛜⤒㦂䛷䛝䜛䛸䜘䛛䛳䛯䚹 

䞉ᮏᙜ䛻ṇ䛧䛔⨨䛻ᚰ⮚䝬䝑䝃䞊䝆䜢䛷䛝䜛⮬ಙ䛜䛺䛔䚹ேᙧ䜒ဨᡂே⏨ᛶᶆ‽యᆺ䛰䛜䚸ᮏᰯ䛷䛿ዪᏊ䜔Ꮚ䛹䜒䛜ከ䛔

䛾䛷䚸䛭䛖䛔䛖ሙྜ䛾⦎⩦䜒䛷䛝䛯䜙䛔䛔䚹 

䞉☜ㄆ䛷䛝䛯䛜䚸ᩘᖺ䛻 㻝 ᅇぢ┤䛥䜜䛶䛔䜛䛸䛾䛣䛸䚸㏆ᖺ䛾ኚ᭦Ⅼ䛜䛒䜜䜀ᩍ䛘䛶ḧ䛧䛔䚹 

䞉䛂య⫱㤋䛷㒊άືᣦᑟ୰䛻Ⓨ⏕䛃䛺䛹䚸ᐇ㝿䛻䛚䛣䜚䛭䛖䛺ሙ㠃䜢タᐃ䛧䛶◊ಟ䛩䜛䛾䜒୍⪃䚹 

䞉Ṛᡓᮇ྾䛻䛴䛔䛶䜒ㄝ᫂䛧䛶䛚䛟䛸䜘䛔䚹 

䞉ẖᖺ䚸◊ಟ䛻ཧຍ䛧䛶䛔䛶䜒Ᏻ䛿ṧ䜛䚹Ᏻ䛾せᅉ䛿䜒䛧┠䛾๓䛷⏕ᚐ䛾ព㆑䛜↓䛟䛺䜚ಽ䜜䛯䜙䚸䜒䛳䛸ៃ䛶䜛䛰䜝䛖䛺䛸

ീ䛩䜛䛛䜙䚹䛣䛣ᩘᖺ䛿ಽ䜜䛯⏕ᚐ䛻ᩘᅇ䚸ᑐᛂ䛧䛯䛷䚸䜒䛧ព㆑䛜䛺䛛䛳䛯䜙䚸䝅䝭䝳䝺䞊䝅䝵䞁㏻䜚䛻䜔䜜䜛䛰䜝䛖䛛䛸ᛮ

䛳䛶䛧䜎䛖䛯䜑䚸䜒䛳䛸ៃ䛶䜛䜘䛖䛺タᐃ䛷䝅䝭䝳䝺䞊䝅䝵䞁䜢⾜䛖䛸䚸䜘䜚ᐇ㊶䛻㏆䛟䛺䜛䛛䛸ᛮ䛖䚹 

䞉⤒㐣ほᐹ䛿ື⏬䛷䛳䛯䜙䛔䛔䛾䛷䛿䠛ぢ䛫䛯᪉䛜᪩䛔䚹②ᨥ➼≧䛾ኚ䜢ṇ䛧䛟ఏ䛘䜛䛾䛿㞴䛧䛔䛖䛘䚸㛫ឤぬ䜒⥭

ᙇ≧ែ䛻䛺䜛䛸ኚ䜟䛳䛶䛧䜎䛖䛯䜑䚹 

䞉ᮏᰯ䛾ሙྜ䚸ᩆᛴ㌴䜢䜆䛸䛝䛻Ꮫ䛻㐃⤡䛧䚸❆ཱྀ䜢☜ಖ䛩䜛ᚲせ䜒䛒䜛䛿䛪䚹䛭䛾䛣䛸䛻䛴䛔䛶ゐ䜜䜙䜜䛶䛔䛺䛛䛳䛯䚹 

せᮃ㻌

䞉⌧⫋◊ಟ䛷䛶䜣䛛䜣䛾Ⓨస䛻䛴䛔䛶ྲྀ䜚ୖ䛢䛶ḧ䛧䛔䚹 

䞉ᰯෆ⥭ᛴ㟁ヰ䜢⏝䛩䜛䝬䝙䝳䜰䝹䛻ኚ᭦䛧䚸㌿௵⪅䜒ᰯෆ⥭ᛴ㟁ヰ䛾䛔᪉䜢ぬ䛘䛶䛚䛔䛶䜒䜙䛖ᚲせ䛜䛒䜛䛸ᛮ䛖䚹 

䞉⮬ศ௨እ䛾ᩍဨ䛜䛒䜎䜚䛔䛺䛔≧ἣ䜢ᐃ䛧䛯䜒䛾䜒▱䜚䛯䛔㻔ᅵ᪥䛾㒊ά䛺䛹㻕䚹 

ឤ➼㻌

䞉ᩍ⛉ᢸ௵䜔ᢸ௵➼䛿䚸ᖖ䛻ᦠᖏ䜢ᣢཧ䛧䛺䛟䛶䜘䛔䛾䛛䚹 

䞉㐠ືሙ䜔䛾ඛ⏕䛜䛔䛺䛔䚸㐲䛔䛸䛝䛺䛹䛾Ᏻ䜒䛒䜛䚹 

䞉䜰䝹䝁䞊䝹ᾘẘ䛜⏝䛷䛝䛺䛔䛜䚸⏝ព䛥䜜䛯ᾘẘ䛿䜰䝹䝁䞊䝹䛾䜏䚹䜰䝺䝹䜼䞊䛻㛵䛩䜛◊ಟ䜒ྵ䜣䛷䛔䜛䛻䜒㛵䜟䜙䛪

㓄៖䛜㊊䜚䛺䛔䚹䝁䝻䝘⚝䛾䛯䜑⾨⏕㠃䛸Ᏻ㠃䛜Ẽ䛻䛺䜛䚹 
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㸲㸬考ᐹ

ព識ㄪᰝの Q1 の๓で「あまりできない」「できない」と⟅えた 6 ྡの内 3 ྡは、後で「できる」

「多分できる」と回⟅しており、ㅮ習をཷけたことで⮬ಙが変化したと考えられる。また、その 6 ྡの

内 3 ྡが Q2 の「ኻᩋしたときに㈐௵がၥわれないか」をᏳにᛮっていた。ᛂᛴᡭ当については「ᩆ

ᛴ⸽生法の指㔪」㸳）の中でも、「ၿពに基࡙いて、ὀព⩏ົをᑾくしᩆᛴ⸽生を実した場合には、Ẹ

上、ᙧ⪋上の㈐௵をၥわれることはない」と♧されていることから、今後の研ಟ内でも㈐௵について

ᑀにఏえることで、Ᏻの解ᾘにつながるとᛮわれる。ΎỈ㸴）は、「BLS・AED ㅮ習のཷㅮ⤒㦂がな

い者や AED の設⨨場ᡤをᢕᥱしていない者のᏑᅾ、実にᑐするᏳやᚰ㓄は、なࠗ ᩆの連㙐࠘

のጉげとなりᚓる」としていることからも、研ಟによりᏳやᚰ㓄をῶらすᕤኵは必要であろう。

平成 23 年 9 ᭶ 29 ᪥にさいたまᕷで㉳きたᨾでは、教員のᑐᛂが㐺ษであったか、また、⥭ᛴ時の

学校の༴機⟶理体ไが༑分であったかなどが検ド課題となり、その③ましい教カを生かして ASUKA ࣔ

ル７）が作られた。教員としてᩆᩆᛴの現場で担う㈐௵の㔜さを理解し、こうした研ಟの機会を⮬らࢹ

でពを見ฟせるような働きかけも必要である。Q4㹼Q6 の⤖果によると、本校の教⫋員はᚰ⫵⸽生法

ㅮ習をᐃᮇ的にཷㅮしていた。今後も１年に 1 回௨上、知識や技⾡を☜認する機会を継続していけࡤ、

⥭ᛴ時にも㐺ษな行動をとることができると考えられ、さらに、研ಟに教⫋員がཧຍするということ

で、ࢳームでᑐᛂできるというᏳᚰឤにつながるのではないだろうか。こうしたᐃᮇ的なㅮ習の機会が

㔜要であるとᛮわれる。

今回のㅮ習についての評価では、Q7、8 で回⟅者員がⰋいとし、Q9 でも、他のேに実方法や㔜

要性を教えることができると多くのேが回⟅していた。教⫋員はᏳ教育に関する指導ຊも求められて

いることから、今後も同様のㅮ習を基にィ⏬をしていくとⰋいとᛮわれる。

⮬⏤記㏙でᣲげられたព見（⾲㸲）には、ឤᰁᑐ⟇についてᏳにឤじるேの㓄៖㊊がᣲげられ

た。ࢼࣟࢥ⚝などឤᰁがᚰ㓄される場合には、ඹ同のჾලを使用しての実習については見学もྍであ

ることを࿘知するきであろう。また、今回、実技がリࣞー方ᘧであったため㸿㹃㹂のカ練が㝈られた

ேになったことで、㸿㹃㹂の実習の≀㊊りなさや、より実㝿に㏆い状況をᐃしてのカ練をᮃむព見も

あった。༡㸶）は、「ᚰ⫵⸽生法などの࢝リキࣗࣛムには、知識や体㦂だけでなく、状況判断をకう࣑ࢩ

ࣗࣞーࣙࢩンのようなࣞࢺーࢽンࢢも必要である」と㏙ており、場㠃にᛂじた行動カ練をㅮ習に取り

ධれることでより効果的な研ಟになるとᛮわれる。また、ᕝ㸲）は、「ㅮ習๓にྛ⮬で基本的な項を

学習できるようなࢱࢪࢹル教ᮦを用ពし、それらを学習した後にㅮ習をཷけ、実習の中でࢳームの୍員

として実㝿のᑐᛂᡭ㡰について学る⎔ቃを作ることで、より効果的なᚰ⫵⸽生法ㅮ習を行うことがで

きる」と㏙ていることから、研ಟの内容には、ண習、ㅮ⩏、ᚰ⫵⸽生法、AED の実技と状況判断の実

習をධれることで、㝈られた時間の中でも教⫋員の技能をより高めることができるとᛮわれる。

䠑䠊䜎䛸䜑㻌

今回の研ಟでは、ㅮ⩏の後、実習をᡭ技のṇ☜さと௦のさをព識できるようࢳームᑐᢠのリࣞ

ー方ᘧで実した。ཧຍ者によるㅮ習の評価はⰋく、研ಟの๓後で実したព識ㄪᰝや知識テスࢺから

もㅮ習の効果が認められた。ḟ年度௨㝆は、ࢱࢪࢹル教ᮦ（㈨ᩱ１）による๓後の学習も活用して、

ㅮ⩏の時間はᚰ⫵⸽生法のᏳの解ᾘと๓の知識テスࢺでㄗ⟅が多かった部分のㄝ明に使い、状況

判断のࣞࢺーࢽンࢢをした後、員実習を中ᚰにㅮ習を⤌み立てることで、㝈られた時間でも効果的な

研ಟになるとᛮわれる。今後も研ಟの効果を☜認してᨵၿを㔜ࡡていくことで、教⫋員の୍ḟᩆฎ⨨

の技能を高めていきたい。
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䛀ᘬ⏝ᩥ⊩䛁㻌

１）学校༴機⟶理マࣗࢽル作成のᡭᘬき「2-4 教⫋員研ಟ」㸬ᩥ部科学┬㸪平成 30 年 2 ᭶

㸰）ࣞルࢠー等ࣛࣇࢼキࢩー⥭ᛴ時ᑐᛂに関する㝃ᒓ高等学校と学の連携による現⫋教育の３

年間の評価㸬ᒸ本陽㸪⚟⏣༤美㸪ᒣ⏣ᾈ平㸪㔝ᚿ保㸪⸨⏣⳯᭶㸪ឡ知教育学㝃ᒓ高等学校研究⣖要

第 45 ྕ㸪pp.117㹼122（March, 2018）
３）JRC ⸽生ࣛࢻ࢞ン ン∧㸪୍⯡社ᅋ法ே ᪥本⸽生協㆟会ンࣛ࢜ 2020

㸲）校内現⫋研ಟにおいてᚰ⫵⸽生法ㅮ習を効果的に実するための研ಟ㐣⛬の考ᐹ 㸫教⫋員の年㱋

や実習回ᩘが知識やែ度にཬࡰすᙳ㡪についてのㄪᰝ報࿌㸫㸪ᕝ⍠⳯㸪ᅭᒸ子㸪ᒣ⏣ᾈ平㸪᪥本㣴

ㆤ教ㅍ教育学会第 29 回学⾡㞟会ᢒ㘓㞟 2021 
㸳）ᩆᛴ⸽生法の指㔪 2015（ᕷẸ用）㸬ཌ生ປ働┬

㸴）୍ḟᩆฎ⨨（㹀㹊㹑）・⮬動体እᘧ㝖⣽動ჾ（㸿㹃㹂）の技⾡習ᚓと実に関連した学校教⫋員の

認識㸬ΎỈ⿱子㸪ᮃ᭶᐀୍㑻㸪᪥本බ⾨ㄅ 2012㸪59㸪39-45 
７）体育活動時等におけるᨾᑐᛂテキスࢺ㹼ASUKA ル㹼㸬さいたまᕷ教育ጤ員会㸪平成ࢹࣔ 24 年 9
᭶ 30 ᪥

㸶）高等学校教ㅍにおけるᚰ⫵⸽生法実技ㅮ習の効果について㸬༡㝯ᑦ㸪Ჷ方ⓒ⇃他㸪㬆ᕝᖾᜨ㸪ᑠ

୍美㸪ᯇ井ᩔ㸪㬆門教育学実技教育研究 2008㸪18㸪35-42 
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 ⌴ ऻΪʷߠɞঀҡʡऻΪҡ ؾࢆ౮⌏۴ࡆْ⌳ ⑄ۑൽ ⎜   ঀڳ 

下лのܪや܇ۋΪܪの⏷␙のー⑶を ⊗⊴⊮⊽⊺⊾⊺⊱⊿ ①ー⑫でْࡆし⏷。 

⍭Ͳ行している部分はͧ੨にतしてのͦࡺで、⌱⍢⌲がいのͦࡍで⏚る。 

߮ଃࡐࢿృ ≲ͦࡺ⏥≳ 

一ہѭಿݦঈの一ਘなत̔ݥ܊に˾⏻てाをْࡆしています。 

い⏮␀いう␀⏥に行で⏥るよう、ܻ分なঀۑをࠂにけて⏢ける␀අいです␅。 

̳度でもͧ੨可能です。Θڪॆࢠにしいͦࡺをـ⏳ています。⏴␊܇ۋΪܪにೲてて下⏭い。 

1 ੋ␤ているࠇをଷՓ⌒ ま⏲̳をします⏣⌑

⍧େ̔をΠする 

ந۴がࣳえてしま⏻⏷␡ऻకですݻ。囲をΠしまし␟うܞ⏣がɺ全⏣どうݨ߈に、؇いるࢦந۴にत̔するݻ

よ⌒ 

⍧ܞ囲のɺ全をΠする⌱⍢⌲ 

நݻ、どう⏣、上⏣␡௮がൌ⏹てこない⏣など⏣ݨ߈ந۴がੋ␤ている՞ʰは⏭ま⏮まです。۶が࣬⏻てこないݻ

۴をࣳや⏭ない⏷␙にもѭ۴ݳはݧثにܞ囲のɺ全をΠするこ␀がऻࡲです。⌽ܞ囲のɺ全をΠ⌾し⏷␡、ہに

 。を⏣け⌽େ̔のΠ⌾を行いますࡔந۴にݻ

⍧ծѩをΠする 

⌽ծѩのΠ⌾は⌽ܞ囲のɺ全Π⌾⌽େ̔のΠ≲⍯େ̔なし≳⌾、⏵して⌽̔˽വ࡙⌾⌽11⊃ ড়ష⌾⌽⊋⊏⊎ の܊

ଅ⌾を行⏻⏷֍にۢڞします。 

2 ⌑⏣に̳を行いますہ、߈を⏣けେ̔がないࡔந۴にݻ

⍧ҧɭଡ 

しڡがない≳こ␀はʓ常で⏚␢ӇѬをവする状態ですが、ஒ⏲しもծѩや߮ࣵが৴ۑந۴に⌽େ̔がವい⌾≲⌏ʍݻ 

ているこ␀をʍಣするけでは⏚␢ま⏳。⌽େ̔なし⌾の߈はす⏨に⌽̔˽വ࡙⌾⌽11⊃ ড়ష⌾⌽⊋⊏⊎ の܊ଅ⌾

を行い、ہに⌽ծѩのΠ⌾で⌽ծѩವし≲ॹにೂう߈も≳⌾で⏚る߈に⌽ҧɭଡ⌾を開ڑします。 

⍧ѭѬ۶വ࡙⌱⍢⌲ 

⊂い状態です。⌽ѭѬ۶のവ࡙⌾≲⍯11רです⍤ ⌽େ̔がない⌾状態はʓ常で⏚␢ӇѬ性がͦࡍ  ≳の以にも、

ここでは⌽̔˽വ࡙⌾␀⌽⊋⊏⊎ の܊ଅ⌾を行います。܊ࠇが⏚る␀ࣗࢽ⏧時に行うこ␀がで⏥る⏷␙、ѭಿを上⏪

るこ␀につなが␢ます。 

⍧ծѩのΠ 

 େ̔がない߈⌽ծѩのΠ⌾を行うこ␀も݃വですが、⌽େ̔がない⌾状態はʓ常で⏚␢、߮৴ڡなどث悪の状

態にえてࢀに⌽̔˽വ࡙⌾⌽11⊃ ড়ష⌾⌽⊋⊏⊎ の܊ଅ⌾を行うஒവが⏚␢ます。⏵の֍に⌽ծѩのΠ⌾を行い

ます。⏹な␗に⌽ծѩがವい⌾状態はい⏲␤߮৴ڡをޓ⏧⏷␙、す⏨にҧɭଡを開ڑするஒവが⏚␢ます。܊ࠇが

ない߈はࢀに⌽̔˽のവ࡙⌾や⌽11⊃ ড়ష⌾を行うこ␀がએに݃വです␅。 

3 ծѩのΠを行うف、どこをՓます⏣⌑

⍧இ␀֥ 

 ߮৴ڡ≲એに߮室ؽ⌏⊠⊐≳のৎࢦ⌎ৎ֍には⌽ࢇڢЬծѩ⌾␀ը⏻て、ʓ常なծѩがݎեするこ␀が⏚␢ます。こ␤

は一Փする␀ծѩをしているようにՓえますが、ۢفにはծѩで⏥ていま⏳。ࢇڢЬծѩには⌽下ή≲⏣が⏧≳ծѩ⌾

␀⌽இു≲␋よ⏧≳ծѩ⌾が⏚␢、۴ࢦはし␛⏧␢⏚⏪るような下⏚⏬の⏥の␗でҧΦはほ␀ど⏣⏲、֍۴は空気

をѩう␀⏥にஇുがֳが␢、空気をਵ⏧␀⏥にஇുが݊まる␀い⏻⏷ࡍ常なծѩ␀はʓなるծѩで⏚る⏷␙、⌽இ␀֥⌾

や⌽下⏚⏬の⏥⌾をՓてծѩのΠをしてはいけま⏳。 

⍧ҧ部␀௦部⌱⍢⌲ 

ந۴のݻ۴の౭部≲⌏ほほ≳をݳにはѭفまでは、ծѩをΠするࢦ൪行ޥです⍤ ߱ԉ⑸⑶⑄感ͦࡍ 

இや֥にӍ⏽け、ծѩ̯をۊで⏥なが␡ҧ部␀௦部の⏥をՓてծѩのഋವをॹするஒവが⏚␢まし⏷が、߱

ԉ⑸⑶⑄感ޥが൪行しているեكでは、ݻந۴のЙにӍ⏽け͕⏦ないようにし、気ઇΠ保≲部֍Ӫ⏚⏬

は⌽ծѩなし⌾␀してॹ߈ҁ上ృ≳を行いなが␡ҧ部␀௦部の⏥をՓてծѩのΠを行います。分⏣␡ないࢀ
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します。 

⍧下⏚⏬の⏥ 

 ߮৴ڡ≲એに߮室ؽ⌏⊠⊐≳のৎࢦ⌎ৎ֍には⌽ࢇڢЬծѩ⌾␀ը⏻て、ʓ常なծѩがݎեするこ␀が⏚␢ます。こ␤

は一Փする␀ծѩをしているようにՓえますが、ۢفにはծѩで⏥ていま⏳。ࢇڢЬծѩには⌽下ή≲⏣が⏧≳ծѩ⌾

␀⌽இു≲␋よ⏧≳ծѩ⌾が⏚␢、۴ࢦはし␛⏧␢⏚⏪るような下⏚⏬の⏥の␗でҧΦはほ␀ど⏣⏲、֍۴は空気

をѩう␀⏥にஇുがֳが␢、空気をਵ⏧␀⏥にஇുが݊まる␀い⏻⏷ࡍ常なծѩ␀はʓなるծѩで⏚る⏷␙、⌽下⏚⏬

の⏥⌾や⌽இ␀֥⌾をՓてծѩのΠをしてはいけま⏳。 

≾ ծѩのΠは̳னで行います⏣⌑

⍧10 ன⌱⍢⌲ 

 ߮৴ڡがн⏥⏷߈、時І␀Ғにѭಿは 1 分⏬␀に 10⍚⏲つ৳下してい⏧⏷␙、ծѩのΠに 10 ன以上

⏣けてはいけま⏳。⊔⊜C≲ૈ౾ࡐࢿҔђͥ≳ࡐࢿ⑴ンは 5 に一度Ͳ৺⏭␤ていますが、⑴ン

2020 で߱⏷に̷⏻⏷צ␀して⌽ॹにೂう߈⌾␀いうըളが̷⏭␤ています。つま␢、ேॼড়␢のծѩが⏚

る⏣どう⏣⌽ॹにೂう߈⌾は、⌽ծѩವし⌾␀してॹします。⏹な␗に、ѭѬशはۃۋढにもよ␢ますが、߮৴ڡ

をэうݻந۴のծѩのΠは⌽⊀ ன⌾で行うこ␀も⏚␢ます。 

⍧15 ன 

 ߮৴ڡがн⏥⏷߈、時І␀Ғにѭಿは 1 分⏬␀に 10⍚⏲つ৳下してい⏧⏷␙、ծѩのΠに 10 ன以上

⏣けてはいけま⏳。⊔⊜C≲ૈ౾ࡐࢿҔђͥ≳ࡐࢿ⑴ンは 5 に一度Ͳ৺⏭␤ていますが、⑴ン

2020 で߱⏷に̷⏻⏷צ␀して⌽ॹにೂう߈⌾␀いうըളが̷⏭␤ています。つま␢、ேॼড়␢のծѩが⏚

る⏣どう⏣⌽ॹにೂう߈⌾は、⌽ծѩವし⌾␀してॹします。⏹な␗に、ѭѬशはۃۋढにもよ␢ますが、߮৴ڡ

をэうݻந۴のծѩのΠは⌽⊀ ன⌾で行うこ␀も⏚␢ます。 

⍧20 ன 

 ߮৴ڡがн⏥⏷߈、時І␀Ғにѭಿは 1 分⏬␀に 10⍚⏲つ৳下してい⏧⏷␙、ծѩのΠに 10 ன以上

⏣けてはいけま⏳。⊔⊜C≲ૈ౾ࡐࢿҔђͥ≳ࡐࢿ⑴ンは 5 に一度Ͳ৺⏭␤ていますが、⑴ン

2020 で߱⏷に̷⏻⏷צ␀して⌽ॹにೂう߈⌾␀いうըളが̷⏭␤ています。つま␢、ேॼড়␢のծѩが⏚

る⏣どう⏣⌽ॹにೂう߈⌾は、⌽ծѩವし⌾␀してॹします。⏹な␗に、ѭѬशはۃۋढにもよ␢ますが、߮৴ڡ

をэうݻந۴のծѩのΠは⌽⊀ ன⌾で行うこ␀も⏚␢ます。 

5 ծѩがವい␀ॹし⏷߈、ৎ⏹に̳を行います⏣⌑

⍧େ̔のΠ 

 ⌽େ̔のΠ⌾はݻந۴をଷՓしてす⏨に行⏻ているは⏲ですよ⌒ 

⌽ծѩವし⌾␀ॹし⏷␡す⏨にҧɭଡをڑ␙まし␟う。߮ࣵもࢽڂを⑶ーգ␀していています。⌽ծѩ৴

の状ңにࢽڂ৳、⏷をʲ⏥нこします。まڡはい⏲␤߮৴ڡえるこ␀をʍಣする⏷␙、ծѩ৴ࡼҍѹがੁࢽڂ⌾はڡ

一܅いのは⌽૨⌾です。ࡐࢿ֍に૨がࡍ常にЯ能するよう、ڡま⏻⏷߮ࣵのह␢にҧɭଡ≲߮ࣵ⑩⑀ー⑃≳を

行い、ث৳ժのԶ˫ݙϴをْ⏻て⏚⏪るこ␀が݃വです。ҧɭଡを行うこ␀でଃも݊ܝする⏷␙、ओދの換気も行

␤ます。߱ԉ⑸⑶⑄感ޥが൪行しているեكでは、֯ࠇծѩは⏳⏲、気ઇΠ保をしてҧɭଡの␗を

行います。 

⍧ҧɭଡ⌱⍢⌲ 

を⑶ーգ␀していていࢽڂまし␟う。߮ࣵも␙ڑです⍤ ⌽ծѩವし⌾␀ॹし⏷␡す⏨にҧɭଡをͦࡍ 

ます。⌽ծѩ৴ڡ⌾はࢽڂҍѹがੁࡼえるこ␀をʍಣする⏷␙、ծѩ৴ڡはい⏲␤߮৴ڡをʲ⏥нこします。ま⏷、৳

߮≳ま⏻⏷߮ࣵのह␢にҧɭଡڡ、常にЯ能するようࡍに૨が֍ࡐࢿ。いのは⌽૨⌾です܅の状ңに一ࢽڂ

ࣵ⑩⑀ー⑃≳を行い、ث৳ժのԶ˫ݙϴをْ⏻て⏚⏪るこ␀が݃വです。ҧɭଡを行うこ␀でଃも݊ܝする⏷␙、

ओދの換気も行␤ます。߱ԉ⑸⑶⑄感ޥが൪行しているեكでは、֯ࠇծѩは⏳⏲、気ઇΠ保をして

ҧɭଡの␗を行います。 

⍧ѭѬ۶വ࡙ 

 ⌽ѭѬ۶വ࡙⌾は⌽ծѩのΠ⌾を行うࢦの⌽େ̔のΠ⌾で、⌽େ̔なし⌾の߈にすでにѭѬ۶のവ࡙をしてい

るは⏲ですよ⌒ 

⌽ծѩವし⌾␀ॹし⏷␡す⏨にҧɭଡをڑ␙まし␟う。߮ࣵもࢽڂを⑶ーգ␀していています。⌽ծѩ৴
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の状ңにࢽڂ৳、⏷をʲ⏥нこします。まڡはい⏲␤߮৴ڡえるこ␀をʍಣする⏷␙、ծѩ৴ࡼҍѹがੁࢽڂ⌾はڡ

一܅いのは⌽૨⌾です。ࡐࢿ֍に૨がࡍ常にЯ能するよう、ڡま⏻⏷߮ࣵのह␢にҧɭଡ≲߮ࣵ⑩⑀ー⑃≳を

行い、ث৳ժのԶ˫ݙϴをْ⏻て⏚⏪るこ␀が݃വです。ҧɭଡを行うこ␀でଃも݊ܝする⏷␙、ओދの換気も行

␤ます。߱ԉ⑸⑶⑄感ޥが൪行しているեكでは、֯ࠇծѩは⏳⏲、気ઇΠ保をしてҧɭଡの␗を

行います。 

⊀ 1 分Іに行うҧɭଡのͧ数のɺは⌑

⍧⊂0 ͧ≹分 

 ҧɭଡはࡍし⏧ࡍΠに行うஒവが⏚␢ます。ҧをɭଡし⏷⏚␀、ҧが՝のʄঈにೡるこ␀≲リ⑶≳で߮ࣵ

のԶ˫ݙϴをْ␢ݎすこ␀がで⏥ます。 

ҧɭଡのͧ数は 100 ͧ～120 ͧ≹分␀⏭␤ています。⏵␤␡のン⑨のҶには、ശ⌽う⏭⏦␀⏣␙≲もしもし⑬

よ⑬⏭よ～⎖≳⌾や⌽ンン⑩ン⑩ー⌾、⌽࠼に一つ⏸けの͊⌾や⌽ঁ上のࡉ⌾などが⏚る⏵うです。⏭も

⏷⏻分にۋ␊⏴ 100 ͧ～120 ͧ≹分のҶを१して␗てはい⏣がでし␟う⏣。 

⍧110 ͧ≹分⌱⍢⌲ 

Πに行うஒവが⏚␢ます。ҧをɭଡし⏷⏚␀、ҧが՝のʄঈにೡるこ␀≲リࡍ⏧しࡍです⍤ ҧɭଡはͦࡍ 

⑶≳で߮ࣵのԶ˫ݙϴをْ␢ݎすこ␀がで⏥ます。 

ҧɭଡのͧ数は 100 ͧ～120 ͧ≹分␀⏭␤ています。⏵␤␡のン⑨のҶには、ശ⌽う⏭⏦␀⏣␙≲もしもし⑬

よ⑬⏭よ～⎖≳⌾や⌽ンン⑩ン⑩ー⌾、⌽࠼に一つ⏸けの͊⌾や⌽ঁ上のࡉ⌾などが⏚る⏵うです。⏭も

⏷⏻分にۋ␊⏴ 100 ͧ～120 ͧ≹分のҶを१して␗てはい⏣がでし␟う⏣。 

⍧150 ͧ≹分 

 ҧɭଡはࡍし⏧ࡍΠに行うஒവが⏚␢ます。ҧをɭଡし⏷⏚␀、ҧが՝のʄঈにೡるこ␀≲リ⑶≳で߮ࣵ

のԶ˫ݙϴをْ␢ݎすこ␀がで⏥ます。 

ҧɭଡのͧ数は 100 ͧ～120 ͧ≹分␀⏭␤ています。⏵␤␡のン⑨のҶには、ശ⌽う⏭⏦␀⏣␙≲もしもし⑬

よ⑬⏭よ～⎖≳⌾や⌽ンン⑩ン⑩ー⌾、⌽࠼に一つ⏸けの͊⌾や⌽ঁ上のࡉ⌾などが⏚る⏵うです。⏭も

⏷⏻分にۋ␊⏴ 100 ͧ～120 ͧ≹分のҶを१して␗てはい⏣がでし␟う⏣。 

⊁ ҧɭଡの߶⏭は̳⏁⏋⌑

⍧5⊮m⌱⍢⌲ 

です⍤ ҧɭଡの߶⏭はͦࡍ  5⊮m≲⊀⊮m をえない≳です。߮ࣵのऻ⏥⏭は⏵のࠇのɦ␢こ␎し 1 լ分のऻ⏥⏭

です。ɦ␢こ␎しをҧの߹ঘにてて␗て下⏭い。⏵␤が⏚な⏷の߮ࣵのऻ⏥⏭です。 

⍧10⊮m 

 ҧɭଡの߶⏭は 5⊮m≲⊀⊮m をえない≳です。ҧɭଡが߶す⏦る␀、ෘࡶやࣵПएݻをнこす可能性が

⏚␢ます。߮ࣵのऻ⏥⏭は⏵のࠇのɦ␢こ␎し 1 լ分のऻ⏥⏭です。ɦ␢こ␎しをҧの߹ঘにてて␗て下⏭い。⏵

␤が⏚な⏷の߮ࣵのऻ⏥⏭です。 

⍧15⊮m 

 ҧɭଡの߶⏭は 5⊮m≲⊀⊮m をえない≳です。ҧɭଡが߶す⏦る␀、ෘࡶやࣵПएݻをнこす可能性が

⏚␢ます。߮ࣵのऻ⏥⏭は⏵のࠇのɦ␢こ␎し 1 լ分のऻ⏥⏭です。ɦ␢こ␎しをҧの߹ঘにてて␗て下⏭い。⏵

␤が⏚な⏷の߮ࣵのऻ⏥⏭です。 

⊂ ҧɭଡはいつまでइける⌑

⍧⊋⊏⊎ を使用するまで 

 ⊋⊏⊎ は߮ࣵが߮室ؽのようにࠆ⏧⏣ؽえてしま⏻て、౾െの⏥で⏚る⑨ン③の⏥がで⏥な⏧な⏻⏷فに使用

します。ですが、1 ͧのؽݺ≲ਲ਼気⑂⑲ク≳でંৄൣ≲ࡍ常な߮ࣵの⏥≳にೡ␡ない߈も⏚る⏷␙、⊋⊏⊎ 使用

֍はす⏨にҧɭଡをت開します。߮ଙがت開す␤␈、ݻந۴はЙをし⏣␙⏷␢、ҧɭଡを௫いのけるようなْ

をするこ␀が⏚␢、⏵の߈には⌽େ̔のΠ⌾や⌽ծѩのΠ⌾をت度行います。 

⍧ѭѬशにʲ⏥ԛ⏨まで⌱⍢⌲ 

も݃വですので、ѭѬशにҧɭثϴをْ␢इけて⏚⏪るこ␀がݙ˫ま⏻ている߮ࣵのह␢にԶڡ です⍤ͦࡍ 

ଡを֚हするまでइけて下⏭い。ɞঀՑのѭѬ۶੬গఃҽ時Іは ⊁≸5 分です。一ࠇで ⊁≸5 分ҧɭଡを行いइ
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けるこ␀はઽしい␀ڙいますので、ܞ␢のࠇ␀֚हしなが␡ѭѬशをन⏹ます。ேॼ⏣␡ढඋලࡆをして⏢⏧こ␀も݃

വです␅。 

⍧ढඋがもつまで 

も݃വですので、ѭѬशにҧɭଡを֚हすثϴをْ␢इけて⏚⏪るこ␀がݙ˫ま⏻ている߮ࣵのह␢にԶڡ 

るまでइけて下⏭い。ɞঀՑのѭѬ۶੬গఃҽ時Іは ⊁≸5 分です。一ࠇで ⊁≸5 分ҧɭଡを行いइけるこ␀はઽ

しい␀ڙいますので、ܞ␢のࠇ␀֚हしなが␡ѭѬशをन⏹ます。ேॼ⏣␡ढඋලࡆをして⏢⏧こ␀も݃വです␅。 

⊃ ҧɭଡを行うفのɭଡ部ʄはどこ⌑

⍧ҧのࣺ 

 ߮ࣵはҧの߹ঘに⏚␢ます。ですのでҧɭଡもҧの߹ঘをɭଡします。ࣺで߮ଙが感じ␡␤るのは、߮ࣵ

の⌽߮ࢅ部⌾␀いう部分がࣺのҧに֦⏣⏻てʄঈしている⏣␡です。ҩಣが⏚るࠇは、ࠇढͦౘ࠘ЅなどՓて

␗て下⏭い␅。 

⍧ҧの߹ঘ⌱⍢⌲ 

␡で߮ଙが感じࣺ。です⍤ ߮ࣵはҧの߹ঘに⏚␢ます␅。ですのでҧɭଡもҧの߹ঘをɭଡしますͦࡍ 

␤るのは、߮ࣵの⌽߮ࢅ部⌾␀いう部分がࣺのҧに֦⏣⏻てʄঈしている⏣␡です。ҩಣが⏚るࠇは、ࠇढͦౘ

࠘ЅなどՓて␗て下⏭い␅。 

⍧ҧのʼࣺ 

 ߮ࣵはҧの߹ঘに⏚␢ます。ですのでҧɭଡもҧの߹ঘをɭଡします。߮ଙが感じ␡␤る␀し⏷␡ҧ部で

す␅。ࣺで߮ଙが感じ␡␤るのは、߮ࣵの⌽߮ࢅ部⌾␀いう部分がࣺのҧに֦⏣⏻てʄঈしている⏣␡です。

ҩಣが⏚るࠇは、ࠇढͦౘ࠘ЅなどՓて␗て下⏭い␅。 

10 ⊋⊏⊎ を使用し、ݻந۴のʍۑがೡ⏻⏷߈、࣫গしてい⏷ਲ਼ҷはどうします⏣⌑

⍧け⏷ままにして⏢⏧⌱⍢⌲ 

⊎⊐⊊ です⍤ͦࡍ  によるؽݺ≲ਲ਼気⑂⑲ク≳をۢڞし⏷֍、ʍۑがͧしてもت度߮室ؽ≲⌏߮৴ڡ≳にʔ行

するこ␀が⏚␢ます。⏵のような状ңにえ、⊋⊏⊎ のਲ਼ҷは࣫গしइけて⏢⏧ஒവが⏚␢ます。ま⏷、⊋⊏⊎ は常

に߮ਲ਼࠘ԋをлෙしています。ѭಿѭѬ⑆ン⑊ーなどに࣭⏭␤⏷⏚␀߮ਲ਼࠘ԋのͦࡧが行␤るこ␀が⏚る

⏷␙、ѭѬशにʲ⏥ԛ⏨までਲ਼ҷは⏭ないで⏧⏸⏭い。 

⍧をし、⊋⊏⊎ のਲ਼գをࡲる 

 ӻඹ用の ⊋⊏⊎ はజч上ਲ਼գをࡲるこ␀がで⏥ますが、ۢفにはਲ਼գをࡲるこ␀がで⏥ないようにな⏻ています。൛

␀しては、⑧⑊ンの̕しІʛいを౫⏨⏷␙です。  

⊋⊏⊎ によるؽݺ≲ਲ਼気⑂⑲ク≳をۢڞし⏷֍、ʍۑがͧしてもت度߮室ؽ≲⌏߮৴ڡ≳にʔ行するこ␀が⏚␢

ます。⏵のような状ңにえ、⊋⊏⊎ のਲ਼ҷは࣫গしइけて⏢⏧ஒവが⏚␢ます。ま⏷、⊋⊏⊎ は常に߮ਲ਼࠘ԋ

をлෙしています。ѭಿѭѬ⑆ン⑊ーなどに࣭⏭␤⏷⏚␀߮ਲ਼࠘ԋのͦࡧが行␤るこ␀が⏚る⏷␙、ѭѬश

にʲ⏥ԛ⏨までਲ਼ҷは⏭ないで⏧⏸⏭い。 

⍧をけৎす 

 ⊋⊏⊎ によるؽݺ≲ਲ਼気⑂⑲ク≳をۢڞし⏷֍、ʍۑがͧしてもت度߮室ؽ≲⌏߮৴ڡ≳にʔ行するこ␀が⏚␢

ます。⏵のような状ңにえ、⊋⊏⊎ のਲ਼ҷは࣫গしइけて⏢⏧ஒവが⏚␢ます。ま⏷、⊋⊏⊎ は常に߮ਲ਼࠘ԋ

をлෙしています。ѭಿѭѬ⑆ン⑊ーなどに࣭⏭␤⏷⏚␀߮ਲ਼࠘ԋのͦࡧが行␤るこ␀が⏚る⏷␙、ѭѬश

にʲ⏥ԛ⏨までਲ਼ҷはけৎし⏷␢、し⏷␢しないで⏧⏸⏭い。ਲ਼ҷにߢ␤るこ␀でѭ۴ݳの߮ਲ਼࠘が

␢でしまい、ࡍΠなԋをક␗܈␤な⏧なる߈が⏚␢ます。 
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௧３年度の保健部の取り⤌みについて

̿ 新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスឤᰁにᑐして ̿

保健部 ኳ⩚ ᗣ

年度にᘬき続き新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルス（COVID-19）ឤᰁの⊛ጾは、学校現場のあらࡺる㠃に

きなᡴᧁをえた。2021 年現ᅾ、㸰年㏆くが⤒㐣し、࣡クࢳン᥋✀が㐍みឤᰁ者ᩘがⴠち着きを

見せጞめたこともあるが、まだ今後の状況にண断はチされない。これまで௨上に学校生活のあり方を

立て┤していくかがきな課題となりつつある。今年度の本校保健部における取り⤌みをまとめた。

㸺キー࣡ーࢻ㸼 新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスឤᰁ COVID-19 検  ᾘẘ Ẽ 

㸯㸬ࡵࡌࡣ

新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスឤᰁのᑐ⟇は年度も行っていたが、本校保健部では新年度から保健は

じめ保健部員が合ィ３ྡධれ᭰わり、新しい体ไでスࢱーࢺした。今年度は年度のᑐ⟇を継続しつつ、

新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスឤᰁを≉にព識した新たな立をしてきた。今回の研究⣖要では、この１年を通

し、保健部としてどの様な取り⤌みをしてきたかを振り㏉り、実践してきた内容をまとめた。

㸰㸬᳨ ࡚࠸ࡘ

（１）健ᗣ࢙ࢳック⾲について

新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスឤᰁᑐ⟇のために、生徒や教員にᑐし、ẖ᪥ᮅኤの㸰回必ず体 を り、健ᗣ

ック⾲に記㘓がฟ᮶るようにしている。体ㄪについてもྛ⮬⟶理がฟ᮶るようにした。この記㘓が࢙ࢳ

ឤᰁしていた場合に記㘓として報࿌するᮦᩱとなるため、Ḟかせない記㘓となるため、年度使用して

いたものから「解⇕᭹用の᭷↓」「同ᒃ家᪘の㢼㑧状」が記載できるよう୍部変᭦した。

ᅗ㸯� ᗣࢡࢵ࢙ࢳ⾲
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（㸰）ࢧーࣔマࢿーࣕࢪーの設⨨について

 㸳᭶には新たに㠀᥋ゐᆺのࢧーࣔマࢿーࣕࢪー（ᮾள⏘業）を⫋員⋞関と生徒᪼㝆ཱྀにィ３ྎ設⨨し、

ฟ㏥・Ⓩୗ校時に検 できるようにした。また、᮶校者やᮍ検 の生徒・教員が検 できるように声

かけを行った。

ᅗ㸰� �࣮ࣕࢪ࣮ࢿ࣐࣮ࣔࢧ

㸱㸬Ύᤲᾘẘ࡚࠸ࡘ

ࠗ学校における新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスឤᰁに関する⾨生⟶理マࣗࢽル㹼「学校の新しい生活様ᘧ」

㹼(2021.11.22 Ver.7)࠘のճΎᤲ・ᾘẘの項目（୍部ᢤ⢋ୗ⥺等㏣ຍ）には、

ᾘẘは、ឤᰁ※である࢘ルスをṚ⁛させ、ῶᑡさせる効果はありますが、学校生活の中でᾘẘに

より࢘ルスをすてṚ⁛させることはᅔ難です。このため、୍時的なᾘẘの効果をᮇᚅするより

も、ΎᤲによりΎ₩な✵間を保ち、健ᗣ的な生活によりඣ❺生徒等のචຊを高め、ᡭὙいをᚭᗏ

することの方が㔜要です。

１）ᬑẁのΎᤲ・ᾘẘのポンࢺ

・ Ύᤲ用ලのຎ化や⾨生状ែཬࡧ㐺ษな㐨ලがそろっているかを☜認するとともに、使用する家

ᗞ用Ὑやᾘẘᾮについては新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスにᑐする᭷効性と使用方法を☜認します。

・ ᗋは、通ᖖのΎᤲ活動の⠊ᅖでᑐᛂし、≉ูなᾘẘ作業の必要はありませࢇ。

・ ᮘ、᳔子についても、≉ูなᾘẘ作業は必要ありませࢇが、⾨生⎔ቃをⰋዲに保つ観点から、Ύ

ᤲ活動において、家ᗞ用Ὑ等を用いたᣔきᤲ㝖を行うことも考えられます。

・ ໃがよくᡭをゐれる⟠ᡤ（ࣀࢻブ、ᡭすり、スッࢳなど）は 1 ᪥に１回⛬度、Ỉᣔきし

た後、ᾘẘᾮをᾐしたᕸᕵや࣌ーࣃー࢜ࢱルでᣔきます。また、ᮘ、᳔子と同じく、Ύᤲ活動にお

いて、家ᗞ用Ὑ等を用いたᣔきᤲ㝖を行うことでこれに௦᭰することもྍ能です。なお、ඣ❺生

徒等のᡭὙいが㐺ษに行われている場合には、これらの作業を┬␎することもྍ能です。
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・ やὙ㠃ᡤは、家ᗞ用Ὑを用いて通ᖖのΎᤲ活動の⠊ᅖでΎᤲし、≉ูなᾘẘ作業の必要ࣞࢺ

はありませࢇ。

・ ჾල・用ලやΎᤲ㐨ලなどඹ用する≀については、使用の㒔度ᾘẘを行うのではなく、使用๓後

にᡭὙいを行うよう指導します。

㸰）ᾘẘの方法等について

・ ≀の⾲㠃のᾘẘには、ᾘẘ用ࣀࢱ࢚ール、家ᗞ用Ὑ（新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスにᑐする᭷効性が認

められた⏺㠃活性をྵむもの）0.05㸣のḟளሷ⣲㓟ࢺࢼリ࢘ムᾘẘᾮ、୍ᐃの᮲௳を‶たした、

ḟளሷ⣲㓟Ỉやளሷ⣲㓟Ỉを使用します。それࡒれ、⤒῭⏘業┬やཌ生ປ働┬等がබ⾲している㈨

ᩱ等や〇品の取ᢅㄝ明᭩等をもとに、新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスにᑐする᭷効性や使用方法を☜認して使

用してください。また、学校⸆ᖌ等と連携することも㔜要です。

・ ேがいる⎔ቃに、ᾘẘや㝖⳦効果をㅻうၟ品を✵間ᄇ㟝して使用することは、║、⓶の付着

や྾ධによる健ᗣᙳ㡪のおそれがあることから᥎ዡされていませࢇ。その他✵間ᄇ㟝については

「新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスのᾘẘ・㝖⳦方法について」（ཌ生ປ働┬・⤒῭⏘業┬・ᾘ㈝者ᗇ≉設࣌ーࢪ）、

「新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスに関する Q&A（୍⯡の方向け）」（ཌ生ປ働┬࣍ーム࣌ー

。をᚚ☜認ください（ࢪ

・ ᾘẘ作業中に目、㰯、ཱྀ、യཱྀなどをゐらないようにしてください。

・ Ẽを༑分に行います。

とある。≉にୗ⥺部にὀពをし、Ύᤲ・ᾘẘを行った。

（１）ᾘẘ作業について

Ύᤲ時にໃがよくゐれる場ᡤЎのᾘẘを実する。

ࠝ㝵ẁ等のᡭすり、❆ᯟや㘽、ᡬの取っᡭなどேがゐれそうな部分ࠞ

㸺担当者㸼

Ύᤲ時（ⅆ・Ỉ・㔠）にクࣛスのΎᤲ༊域を保健ጤ員（Ύᤲ担当）2ۑ ྡで行う。

㸺ᾘẘ方法㸼

ムᾮ（200ppm）を使用࢘ࢽࢥルࢨン࣋ᾘẘにはሷ化ۼ

する。

ձΎᤲ時間になったら、⤥のスࣛクに（๓室健保）室

ᾘẘᾮとᕸᕵを取りにくる。

ղᕸᕵ（ᾘẘと記載してあり雑ᕵと༊ูする）にᰁみ㎸

ませ、必要⟠ᡤをᣔいてᾘẘを行う。

ͤᾘẘᾮは౽上スࣞࣉーࢺ࣎ルにධっているが、ே

のいる✵間では┤᥋ᄇ㟝してはいけないため、ᕸᕵ

に྿きかけ、ᕸᕵを用してᾘẘを行うこと。

ճᾘẘಶᡤは、ྛ クࣛスのᤲ㝖担当༊域のໃがよくゐ

れる場ᡤです。

մᾘẘ後は、容ჾをඖの場ᡤにᡠし、使用῭みのᕸᕵは

。ツにධれるࢣࣂ

յ使用῭みのᕸᕵをὙ℆し、ᖸす。 ᅗ㸱� ΎᤲࡢᵝᏊ�
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（㸰）ࢯーࢹࣉス࣌ンࢧー（㠀᥋ゐᆺ）と౽ᗙ㝖⳦クリーࢼーの設⨨

 㸶᭶にはྛࣞࢺのὙ㠃ᡤとᗯୗᡭὙい場に㠀᥋ゐᆺのࢯーࢹࣉス࣌ンࢧー、ྛࣞࢺのಶ室に౽

ᗙ㝖⳦クリーࢼーを設⨨した。生徒の⫙がゐれる⟠ᡤをῶらし、ゐれる⟠ᡤの㝖⳦をྛ⮬で行うこと

でឤᰁண㜵のព識を高めることができた。

ᅗ㸲� 㠀᥋ゐᆺ࣮ࢧࣥ࣌ࢫࢹࣉ࣮ࢯࡢ�

ᅗ㸳� ౽ᗙ㝖⳦࣮ࢼ࣮ࣜࢡ�

㸲㸬Ẽ࡚࠸ࡘ

（１）Ẽをಁすᨺ㏦について

ឡ知┴に 4 度目の⥭ᛴែᐉゝがⓎ௧（㸰０㸰１年㸶᭶㸰７᪥㹼㸷᭶３０᪥）されたことをཷけ、㸷

᭶１᪥（Ỉ）㹼㸷᭶３０᪥（ᮌ）に授業㛤ጞから㸰㸳分後に「Ẽの時間です」とᨺ㏦をධれ教室内の

✵Ẽのධれ᭰えを行った。
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（㸰）⥙ᡞの設⨨について

本校ではᗯୗや㸰、３㝵教室には⥙ᡞがついておらず、⻏や⺅をはじめとする多くのが教室内に

ධすることがあった。ࢥ࢚ンを使用している間もẼを行う必要があるため、㸴᭶と㸶᭶には㹆㹐教

室、≉ู教室、ᗯୗに⥙ᡞを設⨨した。目༳をつけることでᖖ時Ẽするようព識を高めることができ

た。

ᅗ㸴� ⥙ᡞ�

ーとࢱーキࣗࣞーࢧ（３） CO2 ⃰度 ᐃࣔࢱࢽーの設⨨について

ᮇは✵Ẽが⇱し、㣕ἓが㣕ࡧやすくなるため、ᚭᗏしてẼに取り⤌むことが必要である。Ẽೃ

上ྍ能な㝈り、ᖖ時Ẽにດめる（難しい場合には３０分に１回௨上、ᑡなくともఇみ時間ࡈとに、❆

を㛤にする）ことを᥎ዡしているが、ࢥ࢚ンを使用していても෭Ẽがཝしくなるため、❆の㛤ᨺが

༑分なクࣛスがฟてきてしまう。そこで１㸰᭶には教室内の✵ẼとእẼをᚠ⎔させられるようにྛ教

室にࢧーキࣗࣞーࢱーを設⨨し、さらに教室に CO2 ⃰度 ᐃࣔࢱࢽーを設⨨した。CO2 ⃰度 ᐃࣔࢽ

るとࡂーは設⨨場ᡤによって ᐃ値にᕪ異が生じ、ேとの㊥㞳が㏆すࢱ CO2 ⃰度のㄗᕪがきくなる

ྍ能性があるため、設⨨場ᡤはなるくேから１㹫௨上㞳れた場ᡤになるよう教室๓方の本Ჴの上にし

た。

ᅗ㸵� ࣮ࢱ࣮࣮ࣞࣗ࢟ࢧ &2� ⃰ᗘ ᐃ࣮ࣔࢱࢽ�
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学校⎔ቃ⾨生基準では㓟化Ⅳ⣲は１㸳００SSP ௨ୗであることがᮃましいとしているが、ᘓ築基準

法では、１０００SSP ௨ୗにᢚえるようᐃめられており、ᨻᗓの新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスឤᰁᑐ⟇分科会

でも、マスクをకわない㣧㣗を๓ᥦとしている㣧㣗ᗑ等の場合には１０００SSP ௨ୗがᮃましいとされ

ている。 

本校では CO2 ⃰度が１㸰００SSP を㉸えたらࣛーム㡢が㬆るように設ᐃし、ࣛームが㬆ったら

教室のẼが༑分でないྍ能性があるため、ᑐゅ⥺上の❆を㛤け、ࢧーキࣗࣞーࢱーを活用し、✵Ẽの

ὶれを作り、Ẽをಁす。授業中は教科担௵、ఇみ時間中は保健ጤ員の指♧で行う。保健ጤ員は、ࣛ

ームのなった時間や状況、その後のᑐᛂを記㘓し、記㘓用⣬をᥦฟするよう指♧をした。ࢹーࢱをྍ視

化することでẼのព識を高めることができた。

㸳㸬ಖጤဨ࡚࠸ࡘ

（１）ᙺ割分担について

今年度は年度にᘬき続きスࣟー࢞ンを「࣑ࢦはᣢちᖐり、࣑ࢦをῶらし、きれいな学校で学習でき

る⎔ቃをみࢇなでつくる」として、ࢼࣟࢥ⚝における⎔ቃ美化をとした活動に㔜点をおいた。

また、現ᅾྛクࣛス㸴ྡ（１年生はྛクࣛス㸰ྡ）いる保健ጤ員をクࣛス௦⾲ව検デ担当㸰ྡ、ᾘẘ

担当㸰ྡ、Ύᤲ⿵ຓ担当㸰ྡと活動内容によって分㢮した。活動内容としては、

１ ᡃや体ㄪⰋ者がฟたら、⫋員室または保健室まで付きῧう。（員がᑐᛂ）

㸰 Ύᤲ時にᾘẘ⸆とᕸᕵでඹ᭷部分のᾘẘを行う（ᾘẘ担当）

３ Ύᤲ時、࣑ࢦ⟽の㓄⨨、ẁ࣎ール保⟶ᗜやΎᤲᗜの立ち␒をする。（㸰年Ύᤲ⿵ຓ担当）

㸲 Ύᤲ時にࣔッࣉを使って⻡⺸のᕢの㝖ཤを行う。（３年Ύᤲ⿵ຓ担当）

㸳 健ᗣデ断など、様々な検デ時に準ഛや㐍行のᡭఏいをする。（検デ担当）

それࡒれのᙺ割をはっきりさせることでጤ員⮬身のព識を高めることができた。

（㸰）ឤᰁண㜵ᑐ⟇のᨺ㏦について

㸷᭶にධり、新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスឤᰁのឤᰁ者ᩘቑຍがⴭしく、今後のឤᰁᣑ、学校内でのクࣛ

スࢱーがᚰ㓄された。㣕ἓឤᰁがなឤᰁ⤒㊰である新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスやンࣇル࢚ンࢨ等のឤᰁண

㜵のために、Ẽが༑分になりがちな場にẼの必要性をはじめとした様々なண㜵ᑐ⟇について、

㣴ㆤ教ㅍによるὀពႏ㉳をᨺ㏦にて行った。

ձ᪥時㸸㸷᭶㸰᪥（ᮌ）㹼㸷᭶１０᪥（㔠）の７᪥間

１㸰㸸００㹼１㸰㸸１０の間で㸳分⛬度

ղᨺ㏦内容

「新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスឤᰁの͆いま͇に関する１１の知識（ཌ生ປ働┬）」をཧ考に௨ୗの内容に

ついてᨺ㏦を行った。

● 1000 ppm 以下 ……空気がクリーンな状態。この CO2 濃度を基準に保つようにする。 

● 1000～1500ppm……許容範囲の数値。時々、室内の一部の窓を開けて換気する程度で OK。 

● 1500～2500ppm……悪い数値。眠気や倦怠感を感じる可能性も。30 分に数分ほど窓を全開に 

して換気する。CO2 濃度が下がるまでは部屋の使用を控える。 

● 2500 ppm 以上 ……非常に悪い数値。濃度の数値が下がるまで、常時窓を全開にして換気を行い、部

屋の使用を控える。 
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１㸬᪥本では、どれくらいのேが新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスឤᰁとデ断されていますか。

㸰㸬新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスឤᰁとデ断されたேのうち、㔜化するேやṚஸするேはどれくらいです

か。

３㸬新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスឤᰁとデ断されたேのうち、㔜化しやすいのはどࢇなேですか。

㸲㸬ᾏእとẚて、᪥本で新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスឤᰁとデ断されたேのᩘは多いのですか。

㸳㸬新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスにឤᰁしたேが、他のேにឤᰁさせるྍ能性があるᮇ間はいつまでですか。

㸴㸬新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスឤᰁとデ断されたேのうち、どれくらいのேが他のேにឤᰁさせています

か。

７㸬新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスឤᰁをᣑげないためには、どのような場㠃にὀពする必要がありますか。

㸶㸬新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスឤᰁをデ断するための検ᰝにはどのようなものがありますか。

㸷. 新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスឤᰁはどのようにして⒪するのですか。

10. ᥋✀のጞまった新ᆺ࣡ࢼࣟࢥクࢳンはどのような࣡クࢳンですか。᥋✀はどの⛬度㐍ࢇでいます

か。

11㸬新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスの変異について教えてください。

ᅗ㸶� 㣴ㆤᩍㅍࡿࡼᨺ㏦ࡢᵝᏊ�

㸴㸬ࡾࢃ࠾

「Ᏻᚰ・Ᏻな学校࡙くり」の要⣲の୍つに、「⎔ቃのᩚഛ」もᣲげられる。生徒と教員が୍となっ

て協ຊしたこともあり、校内でのឤᰁをฟすことなく㐣ࡈすことができた。⎔ቃをりฟすことは、生

徒と教員の⮬ぬࡦとつでできるため、今後も学校体でຊを合わせてよりⰋい⎔ቃをっていきたい。

参考ᘬ⏝文献�

ᩥ部科学┬（2021）㸸「学校における新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスឤᰁに関する⾨生⟶理マࣗࢽル㹼「学校

の新しい生活様ᘧ」㹼(2021.11.22 Ver.7)」
ཌ生ປ働┬（2021）㸸「新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスឤᰁの“いま”に関する１１の知識」

https://www.mhlw.go.jp/content/000788485.pdf 

ᅗ㸷� ᨺ㏦ࡢෆᐜ�
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新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスឤᰁὶ行ᮇにおける

教育実習の学ࡧ

 ⟄井 美 1、┒本 ᙬ㡢 1、㯮ᮌ ឡ 1、ᮌ⏣⳯々✑ 1、ᒣ本 ᙬ⍛ 1、ᓥ ᝅ子 2 

1ឡ知教育学 教育学部、2ឡ知教育学 㝃ᒓ高等学校 

 ௧ 2 年度の学 3、4 年生 98 ேをᑐ㇟に教育実習の学ࡧについてWeb ㄪᰝを実しࢺーࢣン

た。新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスឤᰁὶ行ᮇの教育実習にはⰍ々なไ㝈があったが、「子どもたちにᐤりῧえ

る教ᖌになりたい」、「⮬ᕫの ICT活用能ຊや༴機⟶理ព識を高めたい」というព見が多く、᭷ព⩏な

実習になった。

㸺キー࣡ーࢻ㸼 教育実習、教育学部、新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルス、COVID㸫19 

�㸬ࡵࡌࡣ

教育実習（5 ༢）とは教員㣴成において「教⫋に関する科目」に分㢮され、教員᥇用や後の現⫋

研ಟに⤖ࡧつく高い学ࡧを要する科目である 1)。教員となる㝿に必要な基♏的な学ಟ、学校現場や教

⫋に関する実㝿を体㦂させる機会の実、教⫋課⛬の㉁の保ド・向上などが求められている。௧ 2

年は新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスឤᰁᣑのため 2）、ᩥ部科学┬は教育実習の実にᑐして同年5᭶1᪥「௧

 2 年度における教育実習の実ᮇ間のᙎຊ化について」3）を通知し、さらに同年 8 ᭶ 11 ᪥「教育

⫋員චチ法行規๎等の୍部をᨵṇする┬௧（௧2年第28ྕ）」4）ཬࡧ「ᑠ学校ཬࡧ中学校の教ㅍ

のᬑ通චチ状授にಀる教育⫋員චチ法の≉等に関する法ᚊ行規๎の୍部をᨵṇする┬௧等の

行（௧2年第29ྕ）」5）をබᕸ、行した。

学校教育では地㟈やྎ㢼などの⅏ᐖをはじめ、ンࣇル࢚ンࢨや㯞⑈の保健ண㜵、㣗≀ࣞルࢠー

などにഛえた༴機⟶理能ຊが学⣭運ႠにおいてḞかせない 6）。␜ᒣ・ᑠᕝ（2018）7）はᑠ中高・≉ู

ᨭ学校の学校⟶理⫋者をᑐ㇟に、学校༴機⟶理として┤᥋的・間᥋的にこれまで関わった⤒㦂につ

いてンࢣーࢺㄪᰝし、ඣ❺や生徒に関わる学校ᨾや部活動、いじめなどにᑐする⟶理⤒㦂はẚ㍑

的多いが、ឤᰁや⅏ᐖᑐᛂについての⤒㦂は㠀ᖖにஈしく、ᐃᮇ的な研ಟによる研㛑が必要である

と㏙ている。ᐑୗら（2022）8）は㟼ᒸ┴が㛤Ⓨした㑊難ᡤ運Ⴀࢤーム（HUG）を用いてᶍᨃ㑊難

ᡤを体㦂することで、教育学部の学生の༴機⟶理ព識を高められ、地域との連携ᙉ化や᪩ᮇからの

ഛえが㔜要であると指している。Ᏻ、Ᏻᚰな学校生活を㏦るには、教⫋員の㈨㉁向上のための༴

機⟶理能ຊの育成に関する研ಟが㔜要であり、そのᑐ㇟者の中に教育実習生もྵまれる。

本ㄪᰝではࢼࣟࢥ⚝において、教育実習生はどのような体㦂がᚓられたか、また、༴機⟶理能ຊの

点でどのようなព識変容が見られたかをᢕᥱすることを目的にWebンࢣーࢺㄪᰝを実した。
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㸰㸬ㄪᰝ᪉ἲ

（1）教育実習に関するWebンࢣーࢺㄪᰝ

௧ 2 年度の教育実習生 98 ே（ឡ知教育学 学 3 年生 59 ே、学 4 年生 39 ே）をᑐ㇟に、

教育実習に関するWebンࢣーࢺㄪᰝを௧2年1᭶7᪥㹼1᭶15᪥に実した。㉁ၥ内容は「ձ

教育実習๓、あなたは教ᖌᚿᮃでしたか」、「ղ現ᅾ、あなたは教ᖌᚿᮃですか」、「ճࢼࣟࢥ⚝の教育

実習で๓にឤじていたことについてヱ当するものを選ࢇでୗさい（複ᩘ選ᢥྍ）」、「մ教育実習ᮇ間

中にឤᰁᑐ⟇として⮬的に行ったことについてヱ当するものを選ࢇでୗさい（複ᩘ選ᢥྍ）」、「յࢥ

でୗさい（複ᩘ選ᢥྍ）、「նඣ❺やࢇで授業を行う上でᅔったことについてヱ当するものを選⚝ࢼࣟ

生徒と᥋する上でᅔったことについてヱ当するものを選ࢇでୗさい（複ᩘ選ᢥྍ）」、「շࢼࣟࢥ⚝の教

育実習から学ࢇだことはありますか。また、今後、教ᖌとしてどのようにᙺ立てて行きたいですか」

とした。ձ㹼նは選ᢥとし、շは⮬⏤記㏙ᙧᘧとした。その後、ձ㹼նを༢⣧㞟ィしてᑐ㇟ேᩘにᑐ

する割合をそれࡒれ求め、շは記㏙内容から指導、ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン、༴機⟶理の三つに分㢮し、

それࡒれFisherのṇ☜☜⋡検ᐃを用いて᭷ពᕪ検ᐃを行い、学年間のᙳ㡪をㄪた。

（2）理的㓄៖ 

ᅜ立学法ேឡ知教育学研究理規ᐃにᚑい、回⟅は⮬⏤ពᚿとし、回⟅をᣄྰしてもఱら

┈はⓎ生しないこと、㐺ษなಶே情報の取りᢅいを㑂Ᏺすること等、理的㓄៖を Web ࢺーࢣン

に明♧し、研究ㄪᰝに同ពをᚓた者をᑐ㇟者とした。

㸱㸬ㄪᰝ⤖ᯝ考ᐹ

の教育実習に関する⚝ࢼࣟࢥ Web ⾲ㄪᰝの⤖果をࢺーࢣン 1 に♧した。実習ඛの内ヂは、ᑠ学

校 49 ே（50.0㸣）、中学校 46 ே（46.9㸣）、高等学校 2 ே（2.0㸣）、ᗂ⛶ᅬ・保育ᅬ 1 ே（1.0㸣）

である。

まず、ճࢼࣟࢥ⚝の教育実習について๓にឤじていたことについて考ᐹする。「当てはまる」ཪは

「やや当てはまる」を選ࢇだ者の中で「実習ඛの子どもとࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンが取れるかᏳ」がィ

72ே（73.4㸣）と多く、ே々との᥋ゐをῶらすよう求められる状況ୗのため、子どもとの㐺ษな᥋し

方がわからない者が多かった（⾲1）。

մ教育実習中に⮬的に行ったឤᰁᑐ⟇については、「マスクの着用」や「ẖᮅの検 」、「ᡭ指のᾘ

ẘ」などの基本的なឤᰁᑐ⟇を行っていた者が7割௨上を༨めており、ឤᰁண㜵が習័化している者

が多かった。「できる㝈りࢯーࣕࢩルࢹスࢱンスを保った」は39ே（39.8㸣）であり、ࢼࣟࢥ⚝で

の実習に౽さをឤじている者がᏑᅾしていた。௧2年6᭶1᪥から同年12 ᭶ 31 ᪥までの間に、

ᩥ部科学┬に報࿌のあった新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスにឤᰁしたඣ❺生徒ᩘがィ 6,159 ே（内ヂ㸸ᑠ学校

2,217 ே、中学校 1,513 ே、高等学校 2,350 ே、≉ูᨭ学校 79 ே）、教⫋員は ィ830 ேであ
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⾲㸯 ࢼࣟࢥ⚝の教育実習に関するWebンࢣーࢺㄪᰝの⤖果 

                                                    ே（㸣）

ձ 教育実習๓、あなたは教員ᚿᮃでしたか 学3年㸸n=59 学4年㸸n=39 体㸸n=98 
 とてもᚿᮃしていた 31（52.5） 26（66.7） 57（58.2）
 ᑡしᚿᮃしていた 19（32.2） 9（23.1） 28（28.6）
 あまりᚿᮃしていなかった 6（10.2） 2（ 5.1） 8（ 8.2）
 くᚿᮃしていなかった 3（ 5.1） 2（ 5.1） 5（ 5.1）

ղ 現ᅾ、あなたは教員ᚿᮃですか 学3年㸸n=59 学4年㸸n=39 体㸸n=98 
 とてもᚿᮃしている 39（66.1） 28（71.8） 67（68.4）
 ᑡしᚿᮃしている 10（16.9） 5（12.8） 15（15.3）
 あまりᚿᮃしていない 4（ 6.8） 3（ 7.7） 7（ 7.1）
 くᚿᮃしていない 6（10.2） 3（ 7.7） 9（ 9.2）

ճ の教育実習で๓にឤじていたこと（n=98）⚝ࢼࣟࢥ 当てはまる やや当てはまる
あまり

当てはまらない

く

当てはまらない

 実習ඛがཷけධれてくれるかᏳ 15（15.3） 34（34.7） 32（32.7） 17（17.3）
 ᪥⛬が決まらずᏳ 14（14.3） 25（25.5） 27（27.6） 32（32.7）
 実習までにࢼࣟࢥにឤᰁしないかᏳ 34（34.7） 43（43.9） 12（12.2） 9（ 9.2）
 実習ඛの子どもとࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンが取れるかᏳ 31（31.6） 41（41.8） 15（15.3） 11（11.2）
 実習ඛの指導教員との連⤡が取りにくい 8（ 8.2） 27（27.6） 35（35.7） 28（28.6）

մ 教育実習ᮇ間中にឤᰁᑐ⟇として⮬的に行ったこと 体㸸n=98 
 ẖᮅ、検 をした 83（84.7）
 こまめにᡭ指をᾘẘをした 71（72.4）
 ᖖにマスクを着用した 96（98.0）
を使用したࢻールࢩス࢙ࣇ  4（ 4.1）
 ఇ᪥のእฟを᥍えた 62（63.3）
 できる㝈りࢯーࣕࢩルࢹスࢱンスを保った 39（39.8）
 ୍᪥に複ᩘ回マスクをした 2（ 2.0）

յ で授業を行う上でᅔったこと（n=98）⚝ࢼࣟࢥ 当てはまる やや当てはまる
あまり

当てはまらない

く

当てはまらない

学習をしていいのか分からなかった 42（42.9） 36（36.7）ࣉルーࢢ  8（ 8.2） 12（12.2）
 ᮘ間指導をしていいのか分からなかった 9（ 9.2） 25（25.5） 39（39.8） 25（25.5）
 マスク着用にともない声㔞を上げる必要があった 31（31.6） 33（33.7） 22（22.4） 12（12.2）
 ඣ❺生徒のព見が⪺き取りにくかった 32（32.7） 33（33.7） 21（21.4） 12（12.2）

ICT活用授業で機ჾࣛࢺブルが㉳きた 6（ 6.1） 9（ 9.2） 34（34.7） 49（50.0）

ն ඣ❺や生徒と᥋する上でᅔったこと（n=98） 当てはまる やや当てはまる
あまり

当てはまらない

く

当てはまらない

 マスク着用で子どもの⾲情が読み取りにくかった 51（52.0） 29（29.6） 11（11.2） 7（ 7.1）
 マスク着用で⮬分のឤ情がఏわりにくかった 38（38.8） 32（32.7） 18（18.4） 10（10.2）
 どこまで㊥㞳をつめていいのか分からなかった 49（50.0） 30（30.6） 12（12.2） 7（ 7.1）
 マスク着用で子どもの声が⪺き取りにくかった 38（38.8） 34（34.7） 18（18.4） 8（ 8.2）
 マスク着用で子どもの㢦をぬえにくかった 62（63.3） 16（16.3） 13（13.3） 7（ 7.1）
関連の┦ㄯが多く、㏉⟅にᅔったࢼࣟࢥ   1（ 1.0） 4（ 4.1） 36（36.7） 57（58.2）
 ឤᰁᑐ⟇が༑分な子どものᑐᛂ 13（13.3） 9（ 9.2） 33（33.7） 43（43.9）
（ 㸸複ᩘ選ᢥྍ）
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り 9）、ᩥ部科学┬は基本的なឤᰁᑐ⟇を継続する「学校の新しい生活様ᘧ」を導ධするとともに、学

習内容や活動内容をᕤኵしながら子どもの健やかな学ࡧを保㞀していくことを求めている 10）。

教育実習中の授業については、յࢼࣟࢥ⚝でᅔったこととして「ࢢルーࣉ学習をしていいのか分か

らなかった」、「ᮘ間指導をしていいのか分からなかった」という回⟅が見られ、ࢯーࣕࢩルࢹスࢱ

ンスの☜保にⱞᡓする者が多かった（⾲ 1）。GIGA スクール構や㐲㝸授業の実のために ICT 機

ჾの活用が᥎ዡされているが、ンࢣーࢺㄪᰝでは「ICTを活用した授業を行ったが、機ჾࣛࢺブ

ルで使用できなかった」が 15 ே（15.3㸣）Ꮡᅾし、知識や⤒㦂の㊊により、使いこなせていない

実習生がいると᥎ᐹされた。ᩥ部科学┬が実した教員の ICT 活用指導ຊのㄪᰝ 11）によると、࣡ー

での情報㞟などの基本的活用は教ࢺッࢿーࢱン等を用いた㈨ᩱ作成やࢺࣇࢯ⟭や⾲ィࢺࣇࢯࣟࣉ

員の8割௨上が「できる」ཪは「ややできる」と回⟅していたが、ඣ❺や生徒がいの考えをし

ඹ᭷してヰし合い、協働して㈨ᩱや作品をไ作する学習でࢥンࣗࣆーࢱーや࢙࢘ࢺࣇࢯの活用を指

導できると回⟅した教員は⣙ 6 割にとどまっている。また、学習用ࢱࢪࢹル教科᭩の使用は「ྛ教科

等の授業時ᩘの 2 分の 1 ᮍ‶」という使用基準が᧔ᗫされたことで 12）、授業における使用のẚ㔜や、

授業時間௨እの学習における ICT 機ჾの活用の度合いが高まることが考えられ、教員はより高度な ICT

活用技⾡の習ᚓや研ಟが求められる。⟄井・⥘ᮌ（2018）13）や⟄井ら（2022）14）は㣗ᩱ理のࢱࢪࢹル

動⏬教ᮦを㛤Ⓨしており、教ᖌの指導内容や方法の方にἢってᰂ㌾に活用するきと㏙ている。

また、「マスク着用にともない声㔞を上げる必要があった」や「ඣ❺生徒のព見が⪺き取りにくかっ

た」はともに6割を㉸え（⾲1）、マスクの着用によりⓎ声し࡙らく、おいに声が⪺き取りにくくな

り、に授業を㐍められなくなっていると考えられた。佐⸨ら（2014）15）はマスク着用時に「

きく・はっきり・ࡺっくり」をព識しても、明☜㡢声をⓎすることが難しいと報࿌していることから、

場合によってはクリーマスクの使用も必要である。

նඣ❺や生徒との᥋し方でᅔったことも同様に、「マスク着用により、子どもの⾲情が読み取りにく

かった」、「マスク着用により、子どもの声が⪺き取りにくかった」など、マスクに関連した回⟅が多

かった。⾲情や၁の動きも見え࡙らいため、会ヰのពᅗがṇしくఏわらないᜍれもある。ឤᰁᑐ⟇と

してマスクの着用が᪥ᖖ化される୍方で、教員とඣ❺生徒間のなࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンの㞀ᐖにな

っていると考えられた。

շࢼࣟࢥ⚝の教育実習から学ࢇだこと、今後、教ᖌとしてᙺ立てたいことに関する記㏙があった者

は、学 3 年生が 59 ே中 51 ே、学 4 年生は 39 ே中 35 ேであった。その記㏙内容を学年ูに指

導、ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン、༴機⟶理の三項目に分けて分㢮し、その㞟ィேᩘとその割合を⾲2 に♧し

た。また、記㏙内容の୍部をᢤ⢋したものを⾲3にᩚ理した。

学4年生（n=35）は指導に関する記㏙が57.1㸣を༨め、学3年生（n=51）の35.3㸣よりも᭷ពに

（p㸺0.05）その割合が高かった（⾲2）。༴機⟶理については学4年生が31.4㸣、学3年生は39.2㸣
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⾲㸰 「շࢼࣟࢥ⚝の教育実習から学ࢇだこと、今後、教ᖌとしてᙺ立てたいこと」に 

関する記㏙内容の分㢮 

ே（㸣）

学3年生㸸n=51 学4年生㸸n=35 
指導* 18（35.3） 20（57.1）
ン 13（25.5） 7（20.0）ࣙࢩーࢣࢽ࣑ࣗࢥ
༴機⟶理 20（39.2） 11（31.4）

*㸸p㸺0.05 

⾲㸱 「շࢼࣟࢥ⚝の教育実習から学ࢇだこと、教ᖌとしてᙺ立てたいこと」に関する記㏙内容 

（୍部ᢤ⢋） 

大 学3 年 生

指 導 

 。に関ಀなくわかりやすくヰしたり、指導したりすることがษということࢼࣟࢥ・

  、た。今後の社会がどうなるかわからないがでもྍ能なことがあるのだということを学⚝ࢼࣟࢥ・

㠀ᖖែの中でもᏳᐃした教育活動をしていきたい。 

・担௵のඛ生がマスクやࢯーࣕࢩルࢹスࢱンスをᚰがけがおᡭ本となっていたとᛮうので、⮬分がᶍ

⠊となる行動を♧したいとᛮう。 

・いろいろなことがไ㝈されている中でも学校生活をᴦしもうとする子供㐩はとてもたくましいとᛮっ

た。 

・ඣ❺にとって࢘ࢼࣟࢥルスにᑐする考え方が様々で、ࢢルーࣉ活動をᣄྰする考えのඣ❺や、㏫に

マスクをしたがらないようなඣ❺もいたので、ᰂ㌾なᑐᛂをしていかなけれࡤならないこと。 

 ࢽ࣑ࣗࢥ

 ンࣙࢩーࢣ

・声Ⰽや目から┦ᡭのឤ情を読み取る⾡を学ࢇだ。 

・マスクをして⾲情がఏわり࡙らいため、ឤ情やᢚᥭは声でఏえることもだということ。 

༴機⟶理 ・ᡭὙいやうがいのᚭᗏはࢼࣟࢥに㝈らずンࣇル࢚ンࢨண㜵にも活かせるので習័化したい。 

・このような㠀ᖖែにඛ生方がどのように働いているのかを見ることができたのは学ࡧになった。 

大 学 4 年 生

指 導 

・子どもとたくさࢇ関わりたい中でも密は㑊けなけれࡤならないため、はっきりとὀពするព識が  

ษだとឤじた。 

  でᏳをឤじᡭὙいやうがい、ᾘẘをしないと教室にධれない子どもがいた。子どものᏳをࢼࣟࢥ・

ཷけධれᐤりῧっていくことが必要だとឤじた。 

・ᑐヰ的な学ࡧのᾐ㏱㊊をឤじた。ᑐヰを行わなくてもᑐヰ͆的 な͇学ࡧはྍ能である。このࢼࣟࢥ

⚝こそ、現場の教員がᑐヰ的で῝い学ࡧを実し、教育の新たなᥦ供方法を見ฟす時である。ICT  
活用についてຮ学にບみたい。

 ࢽ࣑ࣗࢥ

 ンࣙࢩーࢣ

・⾲情が見えないためにゝⴥでのㄝ明だけではఏわりにくいので、視ぬ的な情報をもっとቑやす必要が

あるとᛮった。ࢯーࣕࢩルࢹスࢱンスを保って子どもたちに᥋するのが難しいので、┤᥋ではなく、

連⤡ࣀーࢺや学⣭だよりなどにຊをධれて、子どもたちとのࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンの場をᑡしでも多く  

取れるようにしたい。 

 。を取ることの㔜要さをよりឤじたࢺクࢱンࢥ・

・⾲情を㇏かに使えない分、ゝⴥの㔜みを③ឤした。 

༴機⟶理 

・教ᖌとしての振る⯙いが子どもの༴機ព識につながる。 

・協ຊして学校体でឤᰁண㜵に取り⤌むこと。㣴ㆤ教ㅍとして、ឤᰁᑐ⟇のためのリーダーࢩッࣉ

をⓎしたい。 
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となり、᭷ពᕪは認められないものの学4年生の割合はపかった。

記㏙内容をみると、༴機⟶理について学4年生には「教ᖌとしての振る⯙いが子どもの༴機ព識に

つながる。」、「協ຊして学校体でឤᰁண㜵に取り⤌むこと。㣴ㆤ教ㅍとして、ឤᰁᑐ⟇のための

リーダーࢩッࣉをⓎしたい。」などリーダー的Ꮡᅾとして高い༴機⟶理について考えている者が多か

ったが、学3年生は「ᡭὙいやうがいのᚭᗏはࢼࣟࢥに㝈らずンࣇル࢚ンࢨண㜵にも活かせるので

習័化したい。」といった学校体ではなく、ಶ々のឤᰁண㜵のព識に␃まった者もいた（⾲3）。

ᩥ部科学┬（2021）の報࿌ 16）によると、௧ 2 年度のᑠ・中学校におけるⓏ校ඣ❺生徒ᩘはィ

196,127ேであり、๓年度にẚて1.08ಸと多く、ඣ❺や生徒にᑐしより୍ᒙの精⚄的ᨭが必要と

されている。学4年生には「ࢼࣟࢥでᏳをឤじᡭὙいやうがい、ᾘẘをしないと教室にධれない

子どもがいた。子どものᏳをཷけධれᐤりῧっていくことが必要だとឤじた。」、「⾲情が見えな

いためにゝⴥでのㄝ明だけではఏわりにくいので、視ぬ的な情報をもっとቑやす必要があるとᛮった。

やࢺーࣀ⤡ンスを保って子どもたちに᥋するのが難しいので、┤᥋ではなく、連ࢱスࢹルࣕࢩーࢯ

学⣭だよりなどにຊをධれて、子どもたちとのࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンの場をᑡしでも多く取れるように

したい。」と回⟅した者がおり（⾲ 3）、ඣ❺生徒にᐤりῧい、今できるᨭやᡭẁについて考える

ຊがഛわり、今後の活㌍がᮇᚅできる。

᭱後に、教員ᚿᮃに関するၥいでは、ձ実習๓に「とてもᚿᮃしていた」が98ே中57ே（学3

年生31ே、学4年生26ே）であったが、ղ実習後は67ே（学3年生39ே、学4年生28ே）

となり、教育実習を⤒て教員をよりᚿᮃするようになった者がィ10ேቑຍした（⾲1）。ඣ⋢（2012）
17）は学生の⫋業的Ⓨ㐩能ຊのࣞ࣋ルに関わらず、その能ຊには教育実習中の指導教員からのᨭが

᭱も効果的で、教⫋ᚿᮃ変化、教⫋の⯆変化と高い┦関があると㏙ている。実習ඛの指導教員

のきなᨭがあったからこそ、様々な活動がไ㝈されるࢼࣟࢥ⚝でも᭷ព⩏な教育実習を㐣ࡈすこ

とができた。

㸲㸬せ⣙

௧ 2 年度の教育実習生 98 ேをᑐ㇟に新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスឤᰁὶ行ᮇにおける教育実習に関す

る Web のᐤりῧㄪᰝを実した。マスク着用のため声が⪺き取り࡙らく、ඣ❺や生徒ࢺーࢣン

い方に関するᝎみをᢪえる実習生が多かったが、ࢼࣟࢥ⚝ならではの新しい指導方法に目を向けた者

もおり、᭷ព⩏な実習となった。Ᏻᐃした教育活動をするためには、教員㣴成のẁ㝵から༴機⟶理や情

報ฎ理の能ຊを高めることがษである。

ㅰ㎡

協ຊいただいた教育実習生のⓙ様にᚰよりឤㅰ⏦し上げます。また、ྛ実習校ࡈㄪᰝにࢺーࢣン

の教⫋員の方々にཌくᚚ♩⏦し上げます。

182



参考文献

1）ᩥ部科学┬㸸「学校Ᏻに関するཧ考㈨ᩱ րこれからの学校教育を担う教員の㈨㉁能ຊの向上について」（2016）
https://www.mext.go.jp/a_menu/kenko/anzen/__icsFiles/afieldfile/2017/06/13/1383652_06.pdf 
（ス᪥㸸2021年12᭶27᪥ࢭク）

2）⟄井美・㯮ᮌឡ・┒本ᙬ㡢・ᮌ⏣⳯々✑・ᒣ本ᙬ⍛㸸ឡ知┴と⚟ᒸ┴の新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスឤᰁᣑ（第１Ἴ）

にともなう生活の変化に関するㄪᰝ、㣗生活研究41（3）、p.140㸫152（2021）
3）ᩥ 部科学┬ ⥲合教育ᨻ⟇ᒁ㸸「௧2年度における教育実習の実ᮇ間のᙎຊ化について（௧2年5᭶1᪥通知）」

https://www.mext.go.jp/content/20200501-mxt_kouhou01-000004520_1.pdf 
（ス᪥㸸2021年12᭶27᪥ࢭク）

4）ᩥ部科学┬ ⥲合教育ᨻ⟇ᒁ㸸「教育⫋員චチ法行規๎等の୍部をᨵṇする┬௧の行について（௧ 2 年 8 ᭶ 11
᪥）」

https://www.mext.go.jp/content/20200811-mxt_kouhou01-000004520_1.pdf 
（ス᪥㸸2021年12᭶27᪥ࢭク）

5）ᩥ 部科学┬ ⥲合教育ᨻ⟇ᒁ㸸「ᑠ学校ཬࡧ中学校の教ㅍのᬑ通චチ状授にಀる教育⫋員චチ法の≉等に関する法

ᚊ行規๎の୍部をᨵṇする┬௧等の行について（௧2年8᭶11᪥）」

https://www.mext.go.jp/content/20200811-mxt_kyoikujinzai01-000009279_2.pdf 
（ス᪥㸸2021年12᭶27᪥ࢭク）

6）ᒸ本 陽・▼ཎ ៅ・௦ᗣᘯ・中ᓥ陽୍・⟄井美・㏆⸨ᗣே㸸㣴ㆤ教ㅍ㣴成課⛬の学3年生をᑐ㇟としたࢼ

の実、保健の科学61（9）、p.641㸫ࢹࢱスࢺッࣟࣃムに関するࣛࢢࣟࣉࢢンࢽーࣞࢺー⥭ᛴ時ᑐᛂࢩキࣛࣇ
646（2019）

7）␜ᒣΎ実・ᑠᕝ㞝ኴ㸸学校⟶理⫋に求められる༴機⟶理能ຊに関する୍考ᐹ、රᗜ教育学研究⣖要 5（3）、p.117
㸫124（2018）

8）ᐑୗさくら・⏣中ᚿṌ・⟄井美・ᯈཌ୍㸸㑊難ᡤ運Ⴀࢤーム（HUG）を用いた学生の༴機⟶理能ຊの育成、

ឡ知教育学家ᨻ教育ㅮᗙ研究⣖要 51、p.1㸫8（2022）
9）ᩥ 部科学┬ ึ等中等教育ᒁ㸸「ᑠ学校、中学校ཬࡧ高等学校等における新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスឤᰁᑐ⟇のᚭᗏについ

て（௧3年1᭶5᪥）」

https://www.mext.go.jp/content/20210105-mxt_kouhou01-000004520_01.pdf 
（ス᪥㸸2021年12᭶27᪥ࢭク）

10）ᩥ部科学┬ ึ等中等教育ᒁ㸸ࠗ 学校における新ᆺ࢘ࢼࣟࢥルスឤᰁに関する⾨生⟶理マࣗࢽル 㹼「学校の

新しい生活様ᘧ」㹼（2021. 11. 22 Ver.7）࠘
https://www.mext.go.jp/content/20211122-mxt_kouhou01-000004520_4.pdf 
（ス᪥㸸2021年12᭶27᪥ࢭク）

11）ᩥ部科学┬㸸「௧2年度学校における教育の情報化の実ែ等に関するㄪᰝ⤖果（概要）（௧3年3᭶1᪥現ᅾ）」

（2021）
https://www.mext.go.jp/content/20211122-mxt_shuukyo01-000017176_1.pdf 

（ス᪥㸸2021年12᭶27᪥ࢭク）

12）ᩥ 部科学┬㸸「学習者用ࢱࢪࢹル教科᭩の使用をྛ教科等の授業時ᩘの2分の1に‶たないこととする基準の見┤し

について（௧2年12᭶ 「（ル教科᭩の今後のᅾり方等に関する検討会㆟ࢱࢪࢹ

https://www.mext.go.jp/content/20201224-mxt_kyokasyo01-000011895_00.pdf 
（ス᪥㸸2021年12᭶27᪥ࢭク）
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13）⟄井美・⥘ᮌுኴ㸸家ᗞ科のㄪ理実習における教ලと教育効果、ឡ知教育学研究報࿌ ⱁ⾡・保健体育・家ᨻ・

技⾡科学・作⦅67（1）、p.43㸫49（2018）
14）⟄井美・⏣ᒸዉ々・ᮡᾆ美㡢㸸㣗ఏᢎのための動⏬教ᮦの活用と࣌指導 㸫㨶介㢮を用いた↻≀ᩱ理を題ᮦと

して㸫、㣗生活研究42（3）、（2022）
15）佐⸨成美・ᒣ内さつき・高ᯘ⠊子・▼井 ⿱㸸㡢声分析によるマスク着用時のࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩン方法についての

検討、ᒸᒣ┴立学保健⚟♴学部⣖要21、p.45㸫55（2014）
16）ᩥ部科学┬㸸௧ 2 年度 ඣ❺生徒のၥ題行動・Ⓩ校等生徒指導上のㅖ課題に関するㄪᰝ⤖果の概要（௧ 3 年

10᭶13᪥）

https://www.mext.go.jp/content/20201015-mext_jidou02-100002753_01.pdf 
（ス᪥㸸2021年12᭶27᪥ࢭク）

17）ඣ⋢┿ᶞ子㸸教⫋ᚿᮃ変化にཬࡰす教育実習のᙳ㡪㐣⛬における「⫋業的（㐍㊰）Ⓨᒎにかかわるㅖ能ຊ」の働き

㸫社会・認知的キࣕリ理ㄽの視点から㸫、教育ᚰ理学研究60、p.261㸫271（2012）
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はじめに……………………………………………………………………………………………………… 校長　西牟田　哲哉

1  本校における探究学習への取り組み

1) 附属高校のこれからの学び ―本校が目指す資質・能力の育成に向けて― 研究主任 (1)

2) 探究活動の充実と継続を目指した取り組み ―議論と実践の報告― 小田原　健一〔第１学年〕他 (5)

3) 総合的な探究の時間　４７回生の実践記録

　―３年間を見通したカリキュラム作成と総合的な能力の育成に向けて― 平岩　加寿子〔教務部〕(17)

4)「SDGs 総選挙」の実践報告（続編） ―SDGs を争点とした主権者教育―

 小田原　健一〔令和２年度第２学年〕(33)

5)「歴史総合」に求められる探究力のあり方 ―「大衆化の時代」に焦点を当てて― 西牟田　哲哉〔地公〕(39)

6) 学校設定科目「応用日本史」における探究学習 ―探究学習による学習に必要な資質・能力育成の可能性―

 伊吹　憲治〔地公〕(53)

7) データの分析の探究学習から見えた「数学的な表現力」の向上 －3年間の指導と 4人の成長記録－

 増田　朋美〔数学〕(59)

8) 批判的思考力の育成と活用 ―探究スキルの習得と新学習指導要領に向けて― 足立　達彦〔理科〕(67)

9)3 年間を見通した理科指導のあり方 ―探究の資質・能力を育む理科教育課程の編成と試行実施―

 野田　陽平〔理科〕他 (75)

10) 物理の授業における探究能力の育成 ―モノづくりを通した取り組み― 林田　香織〔理科〕他 (87)

2　「国語総合」における文学的な文章を読み深める学習指導 横井　健〔国語〕(99)

3　ＮＨＫ取材「真珠湾の記憶」とメディア 西牟田　哲哉〔地公〕(107)

4　「軍部の台頭」をテーマとした多角的・多面的に考察する授業の実践 

　　―ICT と協調学習を取り入れた授業作り― 青山　昌平〔地公〕(111)

5　大航海時代に関する教科横断型授業の実践報告 ―理系生徒への世界史教育を意識して―

 小田原　健一〔地歴〕(117)

6　英語でやったら見えてきた「数学的な表現力」の一考察 －対角線が通るマスの数の規則性は？－

 増田　朋美〔数学〕(125)

7　続・自由英作文指導実践 ―継続実践と過年度比較検証から― 川上　佳則〔英語〕(133)

8　Classi の学習記録の活用について ―学習習慣の確立を目指した取り組み― 小田原　健一〔第１学年〕(143)

9　インターネット利用環境実態調査 2021 堀田　景子〔生徒指導部〕(151)

10　現職研修における心肺蘇生法講習の効果的な実施方法についての一考察 圓岡　和子〔保健部〕他 (159)

11　令和３年度の保健部の取り組みについて ―新型コロナウイルス感染症に対して― 天羽　康〔保健部〕(169)

12　新型コロナウイルス感染症流行期における教育実習の学び 筒井　和美〔大学〕他 (177)

13　研究テーマ集


